
北埋調報 135

千歳市

キウス4遺跡(4)

A2地区

－北海道横断自動車道（千歳～夕張）埋蔵文化財発掘調査報告書一

平成10年度

財団法人 北海道埋蔵文化財センター



’



千歳市

キウス4遺跡(4)

A2地区

北海道横断自動車道（千歳～夕張）埋蔵文化財発掘調査報告書 ~

平成10年度

北海道埋蔵文化財センター財団法人





口絵1

1 V層木製品・流木の出土状況(南西から）

蕊窪

鍵鍵
司9､ "自罵･－ 曲. , :､

､､､■ .T ､..･鰈 . -号閏-,.

醗蝉琴護猿i

2 V層焼け焦げのある木製品等の集中(南西から) 3 V層杭状製品の出土状況(南から）





口絵2

V層出土の土器1

2 V層土器の出土状況(1の後列左、南西から）





口絵3

-1層表土

一Ⅱ層榑前a降下軽石堆積物(1739年）
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－Ⅷ層恵庭a降下軽石堆積物
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土居の詳細は、第I章－4(2)参照。

年代値に併記した分析番号は､V章4節｢放射性炭

素年代測定結果報告書｣の｢資料名｣に対応する。

低地部の土層(F-32、東から）
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1．本書は北海道横断自動車道（千歳～夕張）建設工事に伴い、財団法人北海道埋蔵文化財センター

が平成10年度に実施した千歳市キウス4遺跡A2地区の調査報告書である。キウス4遺跡の調査報

告書としては、 4冊目に当たる。

2．本書の編集は、熊谷仁志が主となって行なった。執筆は第V章を除いて、熊谷仁志、谷島由貴、

笠原興柳瀬由佳が担当し、各項目の文末に括弧で文責を示した。

3．遺構については、現地調査においては調査員各自が実測し、各自が素図作成・事実記載を行い、

谷島由貴がこれを総括した。

4．遺物については土器を鎌田望・熊谷仁志、 旧石器時代の石器を笠原興、縄文時代の石器を柳瀬由

佳が担当し、木製品は資料調査課の田口尚・倉橋直孝、熊谷仁志が担当した。なお、木製品の保存

処理は来年度に実施する予定である。

5．調査写真については調査員各自で撮影し、室内撮影は、土器・石器については柳瀬由佳が、木製

品については資料調査課の菊池慈人が担当した。

6．各種同定、分析などは下記に依頼した。

放射性炭素年代測定：株式会社地球科学研究所

植物遺体の同定：札幌国際大学吉崎昌一氏、北海道大学埋蔵文化財調査室椿坂恭代氏

黒曜石の原石産地同定・黒曜石の水和層による年代測定：京都大学原子炉実験所藁科哲夫氏

珪藻遣骸の同定：石狩市教育委員会志賀健司氏

動物遣存体の同定：千歳市教育委員会高橋理氏

7．遺物・記録類は整理及び報告書作成後、北海道教育委員会が保管する。

8．調査に当たっては下記の諸機関、各氏から御指導、御協力をいただいた。

北海道大学：林謙作・椿坂恭代

札幌国際大学：吉崎昌一

国立歴史民俗博物館：西本豊弘、辻誠一郎

東京都立大学：山田昌久

札幌医科大学：乗安整而

道都大学：山田正章

東京大学：熊木俊郎

北海道開拓の村：野村崇

北海道開拓記念館：平川善群・山田悟郎・右代啓視

千歳市埋蔵文化財調査センター：大谷敏三・田村俊行・豊田宏良・松田淳子・遠藤昭浩

千歳サケのふるさと館：高橋理

恵庭市教育委員会：上屋真一・松谷純一・森秀之・佐藤幾子

苫小牧市埋蔵文化財調査センター：佐藤一夫・宮夫靖夫・工藤肇・兵藤千秋・赤石慎三

札幌市教育委員会：加藤邦雄・上野秀一・羽賀憲二・仙庭伸久・秋山洋司

石狩市教育委員会：石橋孝夫・工藤義衛・志賀健司

北広島市教育委員会：遠藤龍臥

江別市教育委員会：高橋正勝・野中一宏・稲垣和幸

小樽市教育委員会：石川直章



函館市教育委員会：佐藤智雄

富良野市教育委員会：杉浦重信・澤田健

釧路市埋蔵文化財調査センター：石川朗

伊達市教育委員会：大島直行・青野友哉

平取町教育委員会：森岡健治

常呂町教育委員会：武田修

青森県立郷土館：三宅徹也・鈴木克彦・大湯卓二

青森県埋蔵文化財調査センター：福田友之、小田川哲彦

八戸市立博物館：村木淳

青森県野辺地歴史民俗資料館：瀬川滋、 田中寿明

埼玉県白岡町教育委員会：奥野麦生

宮城県角田市教育委員会：斎藤彰裕

苫小牧市：渡辺俊一・二階堂哲也・大泉博嗣
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LF-107出土の復原土器(図Ⅳ－20-3)

柱穴状ピット･焼土出土の土器

柱穴状ピット･焼土出土の石器

掘り揚げ土1のセクション(東から）

掘り揚げ土2．3のセクション(西から）

掘り揚げ土2．3出土の遺物

低地部の遺物出土状況(南東から）

低地部の遺物出士状況(南西から）

丸木材の出士状況

（図Ⅳ-70-27、北から）

杭状製品の出土状況

（図Ⅳ－64－1，南から）

土器の出土状況

（図Ⅳ-34-80、南西から）

クルミ集中の出土状況(南東から）

炭化木材集中の出土状況

（図Ⅳ-70-26ほか、南西から）

遺物集中2の出土状況(北から）

Ⅵ｡Ⅶ層の調査状況(南西から）

旧石器の出土状況

（図Ⅳ－25－1、北東から）

旧石器の出土状況

（図Ⅳ－25－4、北西から）

Ⅵ層出土の旧石器

遺物集中3出土の接合資料

（図Ⅳ－29－2）

遺物集中3出土の接合資料

（図Ⅳ－29－4）

遺物集中3出土の接合資料

（図Ⅳ－29－5）

包含層の復原土器(図Ⅳ－30－1）

包含層の復原土器(図Ⅳ－30－2）

包含層の復原土器(図Ⅳ－30－3）

包含層の復原土器(図Ⅳ-31-49）

包含層の復原土器(図Ⅳ-31-50）

包含層の復原土器(図Ⅳ-33-78）

包含層の復原土器(図Ⅳ-33-79）
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包含層の土器(1)

包含層の土器(2)

包含層の土器(3)

包含層の土器(4)

包含層の土器(5)

包含層の土器(6)

包含層の土器(7)

包含層の土器(8)

包含層の土器(9)

包含層の土器(10

包含層の土器(1l)

包含層の土器(12、写至

包含層の石器(1)

包含層の石器(2)

包含層の石器(3)

包含層の石器(4)

包含層の石器(5)

包含層の石器(6)

包含層の石器(7)

包含層の石器(8)

V層出土の木製品(1)

V層出土の木製品(2)

V層出土の木製品(3)

V層出土の木製品(4)

V層出土の木製品(5)

V層出土の木製品(6)

V層出土の木製品(7)

黒曜石原産地同定資料

(上：背面、下：腹面）
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I 調査の概要

I 調査の概要

1 調査要項

事業名：北海道横断自動車道埋蔵文化財発掘調査

委託者： 日本道路公団北海道支社

受託者：財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺跡名：キウス4遺跡（北海道教育委員会登載番号A-03-92)

所在地：千歳市中央1048-1ほか

調査面積： 2,230㎡

調査期間：平成10年5月6日～3月31日

（現地調査5月6日～10月30日）

、

2調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター第2調査部第4調査課

理 事 長 伊藤一夫（平成10年5月31日まで）

大澤 満（平成10年6月8日から）

専務理事 佐藤哲人

常務理事 柴田忠昭

常務理事 木村尚俊

第1調査部長 畑 宏明

第2調査部長 鬼柳 彰

第4調査課長 熊谷仁志（発掘担当者）

主 査 谷島由貴（発掘担当者）

主 任 鎌田 望

主 任 笠原 興

文化財保護主事 柳瀬由佳（発掘担当者）

3調査の経緯

昭和62年に日本道路公団札幌建設局（以下道路公団と称す）から北海道教育委員会（以下道教委と

称す）に北海道横断自動車道（千歳～夕張）建設について、埋蔵文化財保護のための事前協議書が提

出された。 これを受けた道教委は昭和63年4～5月に千歳～夕張の全線を対象として、所在確認調査

を実施し、 19カ所の埋蔵文化財包蔵地について範囲確認調査が必要との回答が出された。

その後、平成3年に道路公団が用地を決定したのに伴い範囲確認調査が実施され、調査を必要とす

る埋蔵文化財包蔵地は千歳市11カ所、恵庭市3ヵ所、 由仁町3カ所、 夕張市3カ所が明らかになった。

北海道横断自動車道（千歳～夕張）建設工事に伴う発掘調査は、平成5年度から実施され、財団法

人北海道埋蔵文化財センターによって千歳市オサットー1遺跡・同オサツ2遺跡・同キウス4 ． 5 ．

7遺跡、同ケネフチ8遺跡、同ユカンボシC15遺跡・恵庭市ユカンボシE7 ･E10遺跡の調査が平成

Ｉ



キウス4遺跡(4)

10年度まで継続して実施されきた。

キウス4遺跡については道教委が平成3年度～8年度にかけて範囲確認調査を行い、平成5年7 ．

10月に当センターが遺跡全体の詳細試掘調査（トレンチ調査による分布調査）を実施した。これらの

調査の結果周堤墓13基・盛土遺構2カ所・竪穴住居跡・土壌等が確認された。本遺跡は縄文時代後

期後葉の大規模な遺跡であることが判明した。A地区･A2地区についても平成8年度にⅢ層～V層

下位まで達するトレンチ調査が40ライン西側で実施されている。

本格的な調査が開始された平成7年度には橋脚部分の2,429㎡、平成8年度は本線西側インター

ボックス部分3,930㎡、平成9年度は本線部分・インターチェンジ部分の8地区(A・D･E1 ･E

2･F･H･ 1 ･K地区) 20,970㎡の調査が実施され、平成9年度のD地区調査において新たに周堤

墓5基と同期の道跡が、A地区において後期後葉の水場遺構や縄文時代早期後葉～前期初頭の住居

跡・土曠や木製品等が西側低地部分で検出された。

最終年度にあたる平成10年度は本線部分・インターチェンジ部分の9地区(A2地区･G地区･ J

2～J6地区．Q地区･R地区) 18,940㎡の調査を実施した。その結果、A2地区ではアイヌ文化

期・縄文時代前期初頭の木製品が出土し、 J1･ J3･ J6地区では、 これらにまたがる新たな周提

墓1基を検出した。 G地区･R地区では縄文時代後期後葉の盛土遺構の調査が実施され、多量の遺物

が出土した。Q地区からは、大規模な集落跡が検出されている。

二次整理・報告刊行については各地区毎に平成13年度まで実施され、平成10年度はA･H･ I ･K

地区（北埋調報 134)、平成10年度調査のA2地区（北埋調報135)が刊行され、今後、漸時刊行

される予定である。 （熊谷仁志）

I

4調査の方法

(1) 調査区の設定

調査区の設定に当たっては、北海道横断自動車道（千歳～夕張）工事予定図（1000分の1）を使用

した。工事予定中央線のSTA128とSTA129を基準としている （図1-4)。基準を通る線を基

軸のMラインとした。Mラインから北側に4m毎に平行する線をLライン、 Kライン、 Jライン…と

し、南側も同様にNライン、 Oライン、 Pライン…として南北を画した。東西を画する基準はSTA

128を用い、基軸のMラインに直行する線を100ラインとした。 これを基準とし、 4m毎に西側に

平行する線を99ライン、 98ライン、 97ライン…とし、東西を画するグリッドラインとした。それぞれ

のグリッド交点上に杭を打ち、グリッドラインに区画された方形の北西側にあたる杭を4m四方の方

形の呼称とした。 STA128の南東側の区画は「M-100｣、南西側は「M-99｣、北東側は「L-

100｣、北西側は「L-99」 と呼称される。

基準杭の各座標値は平面直角座標系第刈系中で以下の通りである。

STA128 (調査区杭名M-100) X=-124317.2305 Y=-43659.0574

STA129 (調査区杭名M-125) X=-124346.6038 Y=-43563.4703

日本道路公団用地内のキウス4遺跡の発掘調査において、調査区の設定は北海道教育委員会による

範囲確認調査を除き、 STA128とSTA129を基準とした区画割りを用いて各地区毎の調査を行

なっている。 （谷島由貴）

２
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図1－1 遺跡の位置（この図は国土地理院発行1/50000「千歳」 「恵庭」を使用した）
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キウス4遺跡(4)

図1－2周辺の遺跡位置と地形
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図I-5　東西土層断面



i ���ﾒﾒﾒﾖﾓ��� �+y��Ⅲ1 

一一iiiiiiiii国王 �c"ﾒﾒﾒﾒﾕ�ﾘ耳磁��耳萼"� ��02 00 釘�oD3+ �� ��2�
04 ���

~一一一一__Ⅲ4 �� ��

m5 �� �b�5 

05 �� ���

87 ��Ⅲ8 ��r�1 

88m8 � 尾薬�r�

i i �c���2� ����ｨ鰾�Ⅳ-7- 

HiOniO2 Ⅳ7V竺-三三ーⅣ7V中位37V �3r��ｹ�R���｣"�V上位 鰭備h屬�+Tbﾓ��r�h屮"�

lM+DV下 刪ﾊは二三三三二三L_i_-_IO7vF2冨1, 犯鋲D2�YT I �5eF唐�

言 涛���2ﾆcC又��ii 俘"� 

iⅦ ��ら: �,ﾒ� �ｳ�2�

i ��･yI13i`-0,;l空順 刎｢����ｲ� 刎｢�uｲ�

｣ー_-ー ��---------一一ⅧⅥ=一一 抱耳耳耳爾ﾘ耳爾ﾒ�ー-iiiii一一一一一一一-一一-ーiiii一一 ��

±三∃Ⅸ3 �� ��

1　褐色砂

2　灰照色砂

3　藤色継土

4　時黄褐色土(8両バミスを多く含む)

5　灰褐色鮎土(砂原とEa-I/くミス含むローム)

6　ローム+勲色絶土+Ib-1パミス

7　灰思色粘土(水成眉)

8　晴18色鮎質土

9　灰勲色船賃土

10　時灰無帽色船賃土

日　無茶16色継質土

日　茶褐色土([いIバミスを多く含む)

ie　灰帽色土+tn-1^'ミス

14　勲色絶賛土

i～　明茶色土+29-,バミス

触り掲げ土2　瑠茶褐色土(【9-1バミスを含む)

触り揚げ土3　暗嶋色土([…パミスを含む)

Ii 

一一一∴-∴∴.∴∵∴ご一一∴-∴∴∵∴ー∴一二∵.∴-∴∴∴三°∴.∴芋 

ⅢⅢー0●4 uSy.Ⅵ5-五一~6 �ｳhuｸu�ｨ48u秒ﾒ�

普 a 遊ﾈurｴ"�ﾉ?�蓼爾ﾒﾒﾒﾕ��ｸuｳ"�

｢百一 lV V Vl 滅b�

V一1 くら 締d��fﾂ�

V一2 �秒�

重機本意 ���Vﾂ�

一〇 I-_- 秒�S(uｨ�ｲ�

~-----------------¶ ��u��

iii重雪王墓重言〇〇〇〇"葛喜iE= 

Ⅷ<一一一一一一一一一撃望三二二二二二へ一一一へⅧi ~一一~一一一一一一--一一一一一一一-一一一一一-一一一一一-一一一一一一---一一一一-ー__一二三____ー_ー__｣ 

9

図1-6　南北土居断面



I 調査の概要

(2) 基本土層

基本土層は北海道横断自動車道（千歳～夕張）工事予定地内で調査が行われた周辺の遺跡（キウス

4 ． 5 ． 7遺跡）に準じた。また、 〔 〕に新千歳空港関連遺跡の調査で相当する土層名を表示して

いる。

低湿部はⅢ層以下を細分しているが、面的な拡がりの小さなものが多く、一地点では細分した土層

の一部が出現するだけである。地点が変わると別な細分した層の堆積状況がみられる。河川堆積物と

同様に、同時に堆積した並行関係にある土居もあると思われるが、把握できていない。Ⅲ層の土層区

分は平成8年度調査L地区に準じているが新たに出現した部分もある。V層は平成9年度調査A地区

との対応を《 》に表示している。

地形は東側が高く西側に下がっている。Ⅲ層に2筋の河道跡がみられる。東側の河道跡1の東側の

Ⅲ層は単層で捉えられ、西側は泥炭・粘土なども堆積している。中央部の河道跡2はⅧ層に達する浅

いU字谷を成している。東からこの河道跡まで丘陵裾の緩斜面と捉えられる。河道跡2の西側は尾根

状の微高地になっている。 この西側斜面からV層に泥炭・粘土・砂などの堆積層がみられる。 これら

の堆積物は乾燥・湿潤・水没・湿地などの環境変化を示している。

土層層序

I層：表土。軽石混じりの黒色粘土質腐植士。耕作土。

Ⅱ層：樽前山起源の降下軽石堆積物(Ta-a)｡ 1739年の樽前山の噴火起源。

Ⅲ層：黒色粘質腐植土。 白頭山起源の白頭山一苫小牧火山灰(B-Tm)の薄層が斑状に挟在する。

低湿部では泥炭・砂などが堆積しており、更に細分した。縄文時代晩期～アイヌ文化期の遣物

包含層。 〔第1黒色土居(IB層)]

Ⅲ1 ：黒褐色粘質士

m1a :暗黄褐色泥炭

Ⅲ2 ：褐色泥炭(B-Tmが狭在）

B-Tm:灰黄褐色シルト質火山灰

Ⅲ3 ：黒色泥炭質粘土

Ⅲ4 ：暗褐色泥炭

Ⅲ5 ：黒色泥炭質粘土

Ⅲ6 ：暗茶褐色泥炭

Ⅲ7 ：黒褐色泥炭質粘土

Ⅲ8 ：灰白色粘土

Ⅲ9 ：茶色泥炭

m10 :黒褐色粘土

Ⅳ層：樽前山起源の降下軽石・岩片堆積物(Ta-c)。縄時代晩期の樽前山噴火起源。G-47杭とC-38

杭を結ぶラインより西側では明瞭な層として認められる。 さらに、西側低地部では、黒色土を

挟み二つの層が見られ、上位層は数cmと薄く、下位層は厚い｡＊河道跡2部分では流失あるい

は二次堆積している。それより東の暖斜面では黒色土と混合した状態が認められる。 この原因

としては、一次堆積層の腐食化と、人為的あるいは自然営力による二次堆積が考えられる。

Ⅳ′ :Ta-c,

N+B:黒色土+Ta-c

了~T

LZ



キウス4遺跡(4)

V層：黒色腐植土。西側の低湿部では粘土・シルト ・泥炭

などが堆積し、更に細分している。また、調査区西側

の斜面から低地にかけては、 VD層やVS層の堆積が

みられた。VS層は明らかにV層の最下位で、かつV

D層の下位に堆積する。VD層は、 V層の黒色粘質土

~ との互層となる部分もある。両層とも、微高地上のV

層各層との対応関係は、把握しきれなかった。縄文時

代早期～晩期の遺物包含層。 〔第Ⅱ黒色土層（ⅡB

層)〕

V層上位：黒色粘質土《V－1相当》

V上1 ：赤褐色粘土質シルト《V－2相当》

V層中位：黒褐色泥炭質士

V中1 : <V-3相当》

V中2 ：黒褐色泥炭《V－4相当》

V中3 ：黒色腐植質粘土《V-5相当》

V中4 ：黒褐色泥炭《V－6相当》

V層下位：黒褐色粘質土

V下1 ：黒褐色泥炭質土

V下2 ：黒色粘質士（上部はやや泥炭質）

V下3 ：茶色粘土

V下4 ：暗茶褐色粘質士（やや泥炭質）

VD層：黒褐色泥炭

VD1 :暗褐色泥炭

VD2 :褐色泥炭

VS層：褐色砂質土

VS1 :暗灰褐色砂礫層（泥炭を含む） 《V-8c相

当》

VS2 :暗褐色砂礫層

VS3 :暗灰褐色砂礫層《V-8c相当》

VS4 :灰褐色砂礫層

Ⅵ層：漸移層。暗褐色粘土質腐植士。

Ⅶ層： ローム層。本層直下のEn-aの軽石を含む。

Ⅶ1 ：黄褐色ローム

Ⅶ2 ：黄褐色ローム+En-aパミス

Ⅷ層：恵庭岳起源の降下軽石堆積物(En-a)｡約15000年

前の恵庭岳起源のパミス。

Ⅷ1 ：細かいEn-a

Ⅷ2 ：粗いEn-a

Ⅸ層：従来から風成二次堆積物とされているローム層と、

その上位の泥炭を主体とする層からなる。上位の泥炭
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I 調査の概要

主体の層は以下のように細分される。

Ⅸ1 ：明灰褐色シルト

D<D:茶褐色泥炭層

Ⅸ3 ： ローム質粘土と泥炭の互層

Ⅸ4 ：青灰色シルト

X層： 2層の降下軽石と、間層のロームを一括した層。下

位の軽石層はSpfa-2で黄色を呈する。上位の軽石層は

Spfa-lでにぶい黄色を呈する。

X1 :明青灰色シルト質火山灰

＊北海道火山灰命名委員会(1982)、鈴木正章(1993)北

海道恵庭市ユカンボシE9遺跡、花岡正光(1994)北埋

調報95による、Ta-c,･Ta-c2と思われる。 （谷島由貴）
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(3) 発掘調査の方法

調査区内は大半が低湿地であることが事前に確認されてい

たため、崩落防止のため調査範囲を囲うように鋼矢板（シー

トパイル）を設置した。その内側にウェルポイントを埋設し

て湧水対策とした。既に調査の終わっている南側の平成8 ．

9年度調査範囲に、排水路とカマ場を設けた。調査区の南側

は冬の凍上による崩落と排水路を掘る際に若干調査区を削っ

ているところもあり、前年度までと合致しない部分がある。

また、過年度調査範囲の内、法面により調査できなかった一

部分は今年度に調査を行なった。 ウェルポイントによる地下

水位の低下で、現地表面に設けた水準点は10cm程度沈下して

抜き痕でも内と外で断層様のズレが生じていることと符合す

水位の低下で、現地表面に設けた水準点は10cm程度沈下して

Ⅷ

4． 00m－ ~
Ⅸ

3． 50』11－

~X

図1－8サンプル採取地
(D-34)土層模式図

いた。 このことは平成9年度の鋼矢板の

抜き痕でも内と外で断層様のズレが生じていることと符合する。

平成8 ． 9年度の調査で河道跡と、微高地の集落の存在や遺構。遺物の出土層位が確認されていた

ことから重機による包含層以外の除去を計画した。 I層（表土） とⅡ層(Ta-a)は重機により除去

した。低湿部で泥炭が厚く堆積し、遺構・遺物の出土がほとんど見込まれない45ラインから西側のⅢ

層・Ⅳ層(Ta-c) と50ラインから西側のV層中位までは、重機により除去した。 V層下位からの排

土はベルトコンベヤーを利用して調査区外に排出している。

遺物はトータルステーションで位置を記録して取り上げることを基本としたが、出土量と取り上げ

速度の係わりで、層位毎に4×4mの方形を単位として取り上げた遺物もある。遺構平面や遺物出土

状況などは手書き実測とトータルステーションでの機械測量を併用した。 （谷島由貴）

(4) 整理の方法

遺物は出土状況に応じ、機械測量や実測によって位置や出土層位を記録してから、遺構・小グリッ

ト、出土層毎に取り上げた。集中的に出土した土器片については詳細に記録してから取り上げた。ま

た、 フレイク・チップの集中や焼土中の炭化物集中・骨片集中等の微細遺物についても、機械測量や

実測によって範囲‘層厚を記録した後、土壌と共に取り上げ、 フローテーション選別、 ウォーター・

セパレーション選別、箭による選別等を実施し、微細遺物の収集に努めた。

Z3



キウス4遺跡(4)

現地では土器・石器については水洗後、大分類を行い遺物台帳を作成し、注記作業を行なった。注

記は遺跡名のキウス4遺跡A2地区を「キ4A」 と略記した後、グリッド名・遺物番号・出土層位の

順に簡略に記入した。現地での一次整理を終了後、仮収納し、札幌へ搬送して本格的な整理作業を開
始した。

札幌の整理作業では、台帳と遺物を照合した後、土器は遣構・調査区別に、石器は器種毎に一覧表

を作成し、個別に分類の再検討、細分類を行なった。土器の接合・復原作業では、遺構間及び遺構と

包含層との接合関係を把握することに努めるとともに個体識別を行ない、掲載遺物についてもその同

一個体の出土地点・出土層位・出土点数を一覧表に明記してある。破片資料については、器形・文様

構成が想定できるものを中心に拓影図を作成した。石器についても接合作業を実施した。実測は遺構

出土の石器を優先し、包含層出土の資料は出土層位が明確で、形態が分かるものを中心に行なった。

石材については当センターの資料調査課花岡正光の指導を受け、柳瀬由佳が表面観察よって同定した。

木製品等については、機械測量や実測によって位置や出土層位を記録して取り上げた。そして、木

製品のみの台帳を作成し、現地での取り上げ番号を遺物番号とした。現地で、資料調査課田口尚の指

導もとに洗浄・選別を行い、札幌の資料調査課に搬入した。木製品の一次整理及び二次整理の分類・

接合・実測・写真撮影等については資料調査課田口尚・菊池慈人・倉橋直孝が実施し、来年度は保存

処理を行なう予定である。

なお、木製品等の樹種同定については、農林水産省森林総合研究所平川泰彦氏の指導のもとに資料

調査課田口尚・岡本育子が行なった（詳細は第V章－3参照)。 （熊谷仁志）

5遺構・遺物の分類

(1) 遺構

包含層調査時に住居跡・土壌等が推定できたときは、その平面形の長軸と短軸方向に土層観察用の

土手を設定し掘り下げた。遺物は出土状況を詳細に記録してから取り上げた。

遺構の表記は以下の記号を用いた。

H :住居跡

HP :住居跡に伴う土曠 F :焼土

P :土壌 SP :柱穴状ピット

なお、 A2地区の遺構番号は、平成9年度のA地区の遺構番号を踏襄し、それに続けた。そして、

Ⅳ層(Ta-c)を境に、 Ⅲ層に掘り込み面をもつもの、 Ⅲ層中から検出されたものについては、Upper

(上位）の「U」を、 V層に掘り込み面をもつもの、 V層中から検出されたものについては、 Lower

(下位）の[L」を遺構名の前に附して検出層位を区別した。遺構は原則的に検出順に番号を付けて

いる。 （熊谷仁志）

角

’
(2) 土器

I群縄文時代早期に属するもので、大きく2つに分けられる。そして、 B類は更に4つに細分さ

れる。

A類貝殼文・条痕文が施されたもの

B類縄文・撚糸文・絡条体圧痕文・組紐圧痕文・貼付帯が施されたもの

B－1類東釧路Ⅲ式土器に比定されるもの

Z4



I 調査の概要

B－2類コッタロ式土器に比定されるもの

B－3類中茶路式土器に比定されるもの

B－4類東釧路Ⅳ式土器に比定されるもの

Ⅱ群A縄文時代前期に属するもので、大きく2つに分けられる。

A類前期前半のもの

A－1類花積下層式土器。長七谷地Ⅲ群土器に相当し、美沢3式土器美々7式土器・綱文

式土器に比定されるもの

A－2類春日町式土器・静内中野式土器に比定されるもの

B類円筒時下層式に相当するもので、植苗式、大麻5式土器、 フゴッペ貝塚式の一部に比定さ

れるもの

なお、美沢3式土器については、大沼忠春氏によって花積下層式土器直前の土器群として位置付け

られているが、今回、共に出土した長七谷地Ⅲ群土器・美々7式土器との分離が困難なことからA－

1類とした。また、 これらのA－1類と共に、器形が尖底で、器面に斜行・羽状・菱目状の縄文が施

された土器が出土した。 これらの出土層位・口唇端部の整形及び調整がA-1類と類似することから

A－1類として扱った。

Ⅲ群縄文時代中期に属するもので、大きく3つに分けられる。

A類円筒土器上層式に相当し、 フゴッペ貝塚式土器の一部・オサツ式土器・萩ケ岡1式土器に

比定されるもの

B類天神山式土器・柏木川式土器・北筒式土器に比定されるもの

Ⅳ群縄文時代後期に属するもので、大きく3つに分けられる。

A類余市式土器・タプコプ式土器・入江式土器に比定されるもの

B類船泊上層式土器・手稲式土器・鯆澗式土器・エリモB式土器に比定されるもの

C類堂林式土器・三ツ谷式土器・御殿山式土器に比定されるもの

V群縄文時代晩期に属するもの

A類大洞B式・大洞BC式に相当するもの

B類大洞C｣式・大洞C2式に相当するもの

C類大洞A式・大洞A'式に相当するもの

Ⅵ群続縄文時代に属するもの

Ⅶ群擦文時代に属するもの

（熊谷仁志）

(3) 石器の分類

剥片石器類

・石鍼

1 無茎のもの a 三角形のもの （1） 平基 （2） 凹基 （3） 凸基

b柳葉形のもの

c 菱形のもの

． 五角形のもの

e 木葉形のもの

f 上記に当てはまらないもの
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有茎のもの a 平基のもの

b 凹基のもの

c 凸基のもの

． 茎部が明瞭でないもの

e 上記に当てはまらないもの

2

未成品

細分の困難な破片など

ワ

ー

只

〕

石槍（またはナイフ）

1 有茎のもの

2無茎のもの a 木葉形のもの

b柳葉形のもの

8 細分の困難な破片など

ト

ー

２

３

４

５

６

８

リル

剥片の一部に機能部を作出したもの

つまみ部を作出したもの

棒状のもの

薄手．幅広の機能部をもつもの

他石器からの転用品

周縁加工のもの

細分の困難な破片、未成品など

つまみ付ナイフ

1 縦形のもの a 片面全面加工のもの

b 両面加工のもの

c 周縁加工のもの

d Xll片をあまり加工し

2横形のもの

3 上記に当てはまらないもの

8 細分の困難な破片、未成品など

［しない 粗雑なつくりのもの

スクレイパー

1 縦形のもの a

b

C

d

e

2横形のもの a

b

側縁（長辺）に刃部をもつもの

端部（短辺）に刃部をもつもの

側縁から端部にかけて連続する刃部をもつもの

尖頭部を作出するもの

石くらと称されるもの

側縁（短辺）に刃部をもつもの

端部（長辺）に刃部をもつもの
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c 尖頭部を作出するもの

うウンドスクレイパー

上記にあてはまらないもの

細分の困難な破片、未成品など

３

４

８

･両面加工石器

･模形石器

･Rフレイク

･Uフレイク

･石核

･剥片

･原石

礫石器類

・石斧

1 短冊形のもの

2 ばち形のもの

3小形のもの（石のみ）

4湾曲する刃部をもつ、いわゆる丸のみ形のもの

5上記に当てはまらないもの

6未成品

7石斧剥片（粗割で生じたと思われる、磨痕のない細片。

8細分の困難な破片など

9擦り切り残片

素材から判断した）

･たたき石すり痕をあわせもつものは、すり石に分類した

1 棒状礫を素材とし、主として端部に使用痕がみられるもの

2偏平礫・棒状礫などを素材とし、主として側縁（周縁）に使用痕がみられるもの

3偏平礫・棒状礫などを素材とし、主として平坦面に使用痕がみられるもの

（くぼみ石と称されるものを含む）

8細分の困難な破片など

･すり石

1 断面三角形の礫を素材とし、稜に使用痕がみられるもの

2偏平礫などを素材とし、側縁に使用痕がみられるもの

3偏平礫などを素材とし、平坦面に使用痕がみられるもの

4偏平礫を半円状に打欠き、その弦に使用痕がみられるもの

5 北海道式石冠と称されるもの

6 球状礫を素材とし、全周に使用痕がみられるもの

7偏平礫などを素材とし、端部に使用痕がみられるもの
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8 細分の困難な破片など

･砥石

･石皿・台石

･原石

石製品

石製品は、垂飾が出土している

旧石器

掻器・調整剥片が出土している。

形態と出土層位の双方から、明らかに旧石器と思われるもののみを扱った。

(柳瀬由佳）

6調査の概要

調査は大きくⅢ層の調査とV層以下の調査に分けて実施した。Ⅲ層の調査では木製品等を出土した

2筋の河道跡（河道跡1 ．河道跡2と呼称する）を検出した。遺構はすべてV層の調査で検出した。

竪穴式住居跡5軒、土墳25基焼土65カ所、柱穴状ピット114カ所、掘り揚げ土7カ所がある。

遺物は、 I ･Ⅲ～V層から23,392点出土した。内訳は土器13,563点、石器7,843点、木製品690点、

その他の遺物1,296点である。

Ⅲ層の調査で河道跡を2筋確認した。河道跡1は調査区東側のA-52区～F-55区にかけて南北方

向に、河道跡2は調査区中央部のB-40区～F-47区に北西から南東方向に検出された。河道跡1は

平成8年度に調査を実施したL地区から続くもので、河道跡2は平成9年度に調査を実施したA地区

から続くものである。

河道跡1はⅡ層が河道堆積物を覆い、 白頭山一苫小牧火山灰(BTm) とⅣ層を切っているものと、

白頭山一苫小牧火山灰(B-Tm)に覆われた複数の河道跡からなる。白頭山一苫小牧火山灰(B-Tm)

とⅣ層を切っている河道跡内からは、アイヌ文化期と思われる木製品が約100点出土した。木製品に

は漆器片、先端を擢状に加工した土掘り具と思われる杭状製品、長さ13cmほどの擢のミニチュア、鉤

状木製品、杭状製品、樽側板、板材、樹皮製品等がある。

河道跡2はB-Tmに覆われ、河道堆積物中から少量の土器・石器等・木製品が出土し、河道堆積物

覆土3 ． 4層からは続縄文時代の恵山式土器1個体が出土した。

V層以下の調査の結果、 V層の遺構・遺物の分布は、河道跡2を挟んで東側と西側とでは大きく様

相が異なることが判った。

河道跡2東側の緩傾斜面からは士墳1基・焼土31カ所を検出した。土曠は小形で、覆土から垂飾が

1点出土した。焼土は二次堆積を窺わせるものが多かった。土器は縄文時代後期後葉を主体に、縄文

時代早期後半～前期初頭、同中期、後期前葉～後葉、晩期初頭、晩期末葉のものが出士した。石器に

は各器種があり、Ⅵ層からは旧石器時代の掻器・調整剥片が出土した。

西側の尾根状に南北に張り出す微高地上から縄文時代早期後葉～前期初頭の住居跡5軒・土壌24

基・焼土34カ所、柱穴状ピット114カ所、掘り揚げ士7カ所を検出した。 これらは平成9年度に調査

を実施したA地区から続くものである。住居跡・土壌と焼土・柱穴状ピットには、ほとんど切り合い

’
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キウス4遺跡(4)

関係が認められず、住居跡・土壌の多くは狭い微高地の東側から、焼土・柱穴状ピットは互いに重な
る分布傾向を示しながら西側から検出された。焼土中からは獣骨・魚骨等の焼骨が検出されている
（第V－5章参照)。

遺物は早期末葉の東釧路Ⅲ式・コッタロ式・中茶路式・東釧路Ⅳ式、前期直前に位置付けられてい
る美沢3式・前期初頭の花積下層式に相当する美々7式・綱文式等の土器や、 これらに伴うと思われ
る各種の石器が出土した。土器の主体は美沢3式・美々7式・綱文式やこれらに伴うと考えられる菱
目状・羽状・斜行の縄文が施されたものである。低地部分の最下層(VS層）からは美々7式・綱文
式等の土器や石器等の遺物集中が検出され、その上位のVD層からは土器や各種の石器等と共に前期
初頭の木製品等やクルミ等が出土した。木製品等には先端を尖頭状に加工した木製品．割板材・杭状
木製品．伐採痕のあるもの、人為的な焼け焦げ痕のあるもの等がある。斜面部分からは人為的に割っ
た痕跡が認められるクルミの集中が検出された。

調査区東側のⅥ層において旧石器時代の掻器・調整剥片が出土したこと、Ⅷ層下位に泥炭層（ⅨD

層）が確認されたこと等からⅨ層についても調査区を縦断するトレンチを設定し（図1-11)、 旧石

器確認調査を実施した。遺物は検出することができなかったが、多量の埋もれ木・流木・種子等を検
出した（第V章－3 ． 6参照)。

本地区の旧石器時代の泥炭層（ⅨD層）からⅢ層･V層の各期に発達した分厚い泥炭層は、幾つか

の火山灰を挟み堆積し、その層厚は現地表面から4mを計る。 この堆積状況からは旧石器時代からア

イヌ文化期まで綿々と続く環境の変化を知ることができる。 これらの資料については樹種同定．植物

遺体同定．珪藻遺骸同定等の手法による古環境復原を試みている （詳細は第V章－2．3．6参照)。また、

現地の堆積状況を残すために土居断面の剥ぎ取りを実施した。 (熊谷仁志）
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Ⅱ遺跡の位置と環境

第Ⅱ章遺跡の位置と環境

1 遺跡周辺の環境

北海道の中央部に「石狩低地帯」または「札幌苫小牧低地帯」 と呼ばれる標高25m以下の低地帯が

ある。 この低地帯は古くから太平洋と日本海を結ぶルートとなっていた。また、縄文時代には道東・

道北と道南の文化圏が重なる地帯でもあった。 この低地帯の南東縁に馬追丘陵がある。長沼町、 由仁

町、千歳市、追分町、早来町にまたがるこの丘陵は、南北方向に約30kmと細長く、標高は150m前後

で、丘陵の最高点は北側に位置する馬追山で標高は273mである。

馬追丘陵の西側は広大な湿原地帯で中央部を千歳川が蛇行して流れ、石狩川に合流して日本海に流

れ下っている。馬追丘陵と千歳川の間に長都沼（オサツトー)、馬追沼（マオイトー） 2カ所の沼地

が形成され、丘陵から流れでた小河川が沼に流入し、沼から千歳ﾉl lに通じていた。

キウス4遺跡の西側を流れていたオルイカ川は北流して、馬追沼から流れ出たイカベッ川に合流後、

長都沼から更に千歳川に流れ込んでいたようである。湿原は葦などが繁茂し、ヤチダモ・ハンノキな

どの潅木がみられたと思われる。

松浦武四郎著「丁巳東西蝦夷山川地理取調日誌丁巳第十五巻由宇発利日誌巻の一」から引用する

と 「其より浅洲船底をきしりしにヲサツトウえ出けり。然る処周廻は凡三里計、あさくして周りは蘆

荻のみ生たり。此処より南の方に行きて千歳川すじえ入る也。右え入てヲサツの方え入るなり。また

東の方え入ればシユクハイえ入るなり。北え入ればマヲイの方え入る也。依て此沼え水の落口四ツ、

出口は一ツなり。」 「マオイトウ周廻凡三里半余。是も同じく水あさくして其周り蘆荻原也。東の方え

はヲロイカツ並タケヌツ等伝川口を遥に眺め行に、 また左の方遥にツカベツブトと伝ものを見る也｡」

また、 「巻の二」では「キユウシ小川、 巾三間計｡」 とある。

現在、千歳川河畔はこれらの谷地の風景が僅かに残されているが、川と丘陵までの間は昭和26～44

年に長都沼の干拓事業に付随する潅概排水事業により長都沼、馬追沼の埋立て及び河川の切り替えに

より、丘陵の西側は農耕地となり様相を一変させている。

キウス4遺跡は千歳市街地から北東へ約8km離れた、馬追丘陵の西裾に位置する。キウス4遺跡の

東側に千歳市と長沼町を通る国道337号線が走り、道路に沿って南長沼用水が流れる。

永田方正著「北海道蝦夷語地名解」は「キウシ鬼茅多キ虚川ノ名」 と記載している。因みにオ

ルイカ川については、 「川尻ノ橋オルイカ川ハキウシ川ヨリモ大ナリ」 という記事がある。

地形（図1-2 ･ 3)は国道から東側が丘陵西裾の緩斜面で、国道から西側のキウス4遺跡にあた

るところは扇状地地形となっている。A2地区は扇状地の先端部に位置し西側の湿地に面している。

調査前の遺跡周辺は緩斜面を畑地に、西側の平坦な低湿地は水田にも利用されていた。また、畑地の

間には広葉樹の林が所々に残っている。

花粉分析（山田1997）や珪藻遺骸群集の分析（志賀1997、志賀第V章－2）で、環境の復原がな

されている。それによると、縄文時代より前には水流の少ない池沼からやや湿原化していったとされ

る。Ta-c降灰以前の縄文時代について、ヤナギ類を主とした潅木の河畔林が分布する陸域で幾分

湿った環境とされ、水草などの育つ水域が近くにあったと推定されている。また、時々近くの河川の

氾濫を被ることがあったと推察している。Ta-c降灰以後は流れのない池沼から弱い流れのある湿原

となり泥炭が形成されていった過程が明らかにされている。 これらのことから、A2地区はオルイカ

川に面した低地が、徐々に湿地化していったと考えられる。

ワ~Q
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n遺跡の位置と環境

表Ⅱ－1 周辺の遺跡一覧
霊覇遁 跡 名 ｜ 種別
~Ⅱ翌刷遺 跡 名 ｜ 種別登軸遺 跡 名 ｜ 種別 I
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千産市A－03

1 ’カリンバー 集落跡

2 釜加のチャシ チャシ跡

3 ユカンボシC1 墳墓

4 ユカンボシC2 集落跡

5 ユカンボシC3 集落跡

6 ユカンボシC4 集落跡

7 ユカンボシC5 集落跡

8 ユカンボシC6 集落跡

9 ユカンボシC7 集落跡

10 ユカンボシC8 集落跡

1 1 ユカンポシC9 集落跡

12 ユカンボシC10 墳墓

13 オサツ1 集落跡

14 オサッ2 集落跡

15 オサツ3 集落跡

16 オサツ4 還物包含地

17 オサツ5 集落跡

18 オサツ6 遺物包含地

19 オサツ7 還物包含地

20 オサツ8 遺物包含地

21 長都チヤシ チヤシ跡

22 イヨマイ1 集落跡

23 イヨマイ2 遺物包含地

24 イヨマイ3 集落跡

25 イヨマイ4 集落跡

26 長都田中 集落跡

27 シマコツナイ1 遺物包含地

28 シマコツナイ2 遺物包含地

29 シマコツナイ3 遺物包含地

30 シマコツナイ4 集落跡

31 シマコツナイ5 遺物包含地

32 ウラヨシオシマクオマップ1 集落跡

33 ウラヨシオシマクオマップ2集落跡

34 カマクンナイ 住居城

35 都 遺物包含地

36 都のチヤシ チャシ跡

37 末広 集落跡

38 トメト川1 集落跡

31 トメ}､川2 集落跡

40 トメト川3 集落跡

41 根志越1 集落跡

42 根志越2 集落跡

45 祝梅三角山， 集落跡

46 祝梅川 集落跡

47 祝梅川矢島 逓物包含地

48 祝梅川小野 遺物包含地

49 祝梅川山田 遺物包含地

50 祝梅川上田 還物包含地

52 メボシ川1 遺物包含地

53 メボシ川2 遺物包含地

55 祝梅竪穴 集落跡

56 梅川1 還物包含地

57 梅川2 遺物包含地

58 梅川3 集落跡

59 梅川4 墳墓

60 メムセ 集落跡

61 アンカリトー1 遺物包含地

62 アンカリトー2 集落跡

63 アンカリトー3 墳墓

64 アンカリトー4 還物包含地

65 アンカリトー5 集落跡

66 アンカリトー6 集落跡

67 アンカリトー7 遺物包含地

68 丸子山 集落跡

69 K基地1 集落跡

10 K基地2 遺物包含地

7 1 ピクニックエリア 集落跡

恵庭市A－O4

l 恵庭公園

2 ユカンポシE1

3 ユカンポシE2

4 ユカンボシE3

5 ユカンポシE4

6 ユカンポシE5

7 ユカンボシE6

8 ユカンポシE7

9 柏木A

lO 柏木B

l l 柏木C

12 柏木沢

13 茂漁チヤシ

14 柏木東

15 茂漁1

16 茂漁2

11 柏木川水源地

18 柏木川1

19 柏木川2

20 柏木川3

21 柏木川4

22 柏木川5

23 柏木川6

24 柏木川7

25 柏木川8

26 柏木jl l9

27 柏木川10

28 柏木川11

集落跡

遺物包含地

遺物包含地

還物包含地

週物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

住居跡・墓跡

遺物包含地

遺物包含地

チャシ跡

墳墓跡

還物包含地

週物包含地

住居跡

住居跡

還物包含地

進物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地
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キウス4遺跡(4)

登朝遺 跡 名 ｜ 種別 登朝遺 跡 名 ｜ 種別 登刺遺 跡 名 ｜ 種別

１

２

３

４

地

地

地

地

２

団

団

団

団

０

１

２

３

４

５

６

１

業

業

業

業

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１

１

１

１

１

１

１

川

工

工

工

工

松

松

松

松

松

松

松

松

松

松

松

松

松

松

松

松

木

木

木

木

木

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

柏

柏

柏

柏

柏

西

西

西

西

西

西

西

西

西

西

西

西

西

西

西

西

９

０

１

１

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

１

８

９

０

１

２

３

４

６

７

２

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

９

９

９

９

９

９

９

明
朗
川
皿
叩
川
川
叩
川
朏
叩
加
川
叩
畑
山
叩
叩

遺物包含地
住居跡

住居跡

住居跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

住居跡

遺物包含地

住居跡･遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

住居跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

還物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

住居跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

住居跡

住居跡

住居跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

住居跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

チャシ跡

チャシ跡

集落跡

住居跡

島松沢2

島松沢3

島松沢4

島松沢5

島松沢6

島松沢7

カリンバ1

カリンバ2

カリンバ4

ユカンボシE8

ユカンポシE9

シマコツナイE1

茂漁3

茂漁4

茂漁5

ルルマップ15

ユカンボシE10

茂漁6

墓跡

住居跡

住居跡

住居跡

住居跡

住居跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

集落跡

遺物包含地

遺物包含地

進物包含地

墳墓

遺物包含地

目

４

５

２

１

２

３

丁

１

１

４

５

６

里

岡

岡

岡

１

里

里

栄

栄

栄

の

ケ

ヶ

ケ

沢

の

の

共

共

共

西

富

富

富

美

南

南

９

０

１

１

３

４

５

６

７

８

４

５

５

５

５

５

５

５

５

５

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

長沼町E－17

1 幌内A

2 幌内B

3 幌内C

4 幌内，

5 幌内E

6 幌内F

7 タンネトウ

8 幌内G

9 幌内西村

10 幌内H

ll 幌内1

12 幌内J

l3 幌内K

l4 幌内L

l5 幌内M

l6 幌内N

l7 幌内南

18 幌内堂林

19 17区A

20 17区B

21 17区C

22 17区，

23 17区E

24 17区F

25 17区G

26 17区H

27 16区A

28 16区B

29 16区C

30 16区，

31 16区E

32 16区F

33 16区G

34 16区H

35 16区1

36 16区J

37 16区K

38 16区L

39 12区A

40 12区B

41 12区C

ｲ2 12区D

43 11区A

44 1 1区B

45 11区C

46 北長沼

47 北長沼

48 1区B

49 5区1

50 5区2

51 5区3

52 5区4

53 6区1

住居跡

還物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

墳墓

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

適物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

還物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

シ

ヤ

５

シ

チ

所

０

１

２

３

ャ

岸

逓

０

Ａ

１

３

４

５

６

７

８

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

Ａ

Ｂ

２

３

４

５

６

７

８

９

１

１

１

１

Ｃ

チ

左

Ｄ

Ｅ

駅

岸
沢
Ａ
里
里
里
里
里
里
里
里
里
里
１
沢
沢
沢
沢
丘
丘
里
里
里
里
里
里
里
里
里
里
里
里
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
岡
沢
川
島
Ｂ
岡
岡
Ｃ
松
２
３

恥
如
袖
諏
諏
や
池
池
池
や
池
地
や
蜂
和
物
和
物
診
齢
諏
諏
諏
諏
諏
諏
諏
諏
諏
諏
諏
諏
魂
馳
雛
雛
雛
詑
彫
物
雛
極
袖
酔
酔
袖
醍
蜂
蜂

広北

１

２

３

４

５

６

７

８

９

川

川

皿

Ⅲ

Ⅲ

胴

鵬

Ⅳ

Ⅲ

Ⅲ

加

幻

加

川

別

開

川

抑

胡

”

洲

肌

加

冊

Ｍ

澗

洲

加

州

洲

川

岨

帆

帆

艸

柘

妬

仰

州

遺物包含地

住居跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

墳墓

遺物包含地

遺物包含地

還物包含地

遺物包含地

住居跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

住居跡

遺物包含地

還物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

住居跡

還物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

墳墓

チャシ跡

チャシ跡

住居跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

駅逓跡

遺物包含地

遺物包含地

:灘；
島松寿町1

島松寿町2

島松仲町

島松東町

島松旭町1

島松旭町2

島松旭町3

南島松l

南島松2

南島松3

南島松4

南島松5

中島松1

中島松2

中島松3

中島松4

中島松5

中島松6，

中島松7

下島松1

下島松2

下島松3

下島松4；

穂栄

ルルマップ川1

ルルマップ川2

ルルマップ川3

ルルマップ川4

ルルマップ川5

ルルマップ川6

ルルマップ川7

ルルマップ川8

ルルマップ川9

ルルマップ川10

ルルマップ川11

ルルマップ川12

ルルマップ川13

ルルマップ川14

ルルマップ川15

下島松5

下島松6

島松Bチャシ

島松Cチャシ

カリンバ3

島松沢’
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Ⅱ遺跡の位置と環境

登劇遺 跡 名 ｜ 種別登剰遺 跡 名 ｜ 種別 別

地

地

地

地

地

地

地

地

地

地

地

地

地

蝿

蝿

地

蝿

兇

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

含

種
蚫
鞄
鞄
鞄
蚫
鞄
鞄
蝿
鞄
蝿
鞄
蝿
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄

遺

遺

遺

還

遺

遺

遺

遺

遺

遺

遺

遺

遺

遺

遺

遺

遺

遺

名跡

２

３

４

５

６

７

８

０

内

６

１

１

１

１

１

１

１

７

８

９

１

２

３

２

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

遺
舜
却
岬
産
産
垂
産
産
産
唾
却
却
腱
却
却
岬
岬
腱

朝
８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

登

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

３

３

３

３

３

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

還物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

２

３

４

５

６

７

８

０

内

６

１

１

１

１

１

１

１

７

８

９

１

２

３

２

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

来

山

形

三

三

三

三

三

三

三

山

山

端

山

山

形

形

嬬

馬

古

山

西

西

西

西

西

西

西

古

古

川

古

古

山

山

川

１

２

１

２

ベ

ベ

３

４

２

ラ

ラ

ン

ン

ラ

ラ

『

ビ

ビ

ュ

ュ

ピ

ー

２

３

４

ピ

Ｊ
万
が
妓
元
壷
栄
方
評
観
鐸
評
評
評
万
２

１

ポ

ポ

ア

ア

ア

豊

ポ

中

豊

豊

中

中

中

旭

ポ

旭

阿分追

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ⅲ

Ⅱ

皿

Ⅷ

Ｍ

肥

川

６１

２

３

’

１

１

２

川

３

２

５

内

内

内

内

Ｅ

ヨ

ヨ

川

山

内

岩

追

桝

内

三

山

山

山

川

岩

岩

岩

町

西

東

市

古

岩

下

馬

山

岩

中

古

古

古

古

下

下

中

仁由

１

２

３

４

５

６

７

８

９

川

Ⅱ

皿

Ｎ

Ｍ

胴

胴

Ⅳ

還物包含地

遺物包含地

遺物包含地

還物包含地

遺物包含地

墳墓

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

集落跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

還物包含地

還物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

2周辺の遺跡

遺跡の分布図（図Ⅱ－1）は明治29年の陸地測量部の假製五万分の一地形図に北海道教育委員会の

埋蔵文化財包蔵地分布図を利用して加筆したものである。図中の数字は各市町村毎の登載番号と一致

する。

遺跡は図幅の東側の馬追丘陵や西側の樽前山・恵庭岳から続く緩斜面・扇状地に多く分布する。千

歳川の中流域を中心とする湿地には極僅かにあるだけである。図Ⅱ－1は明治29年の地形を表してお

り、オサツトー、マオイトーなどの湖沼や湿地のあった状態を示している。図幅の中央部とその上方

が谷地で、遺跡が分布しない空白地帯となっている。また、川の位置も河川改修前の形を表している

ため川と遺跡の関係が捉えられる。

図幅の西側（恵庭・千歳）の川筋に特に多く遺跡の分布が確認されているのは、現在国道36号線を

中心として開発が進められたためといえよう。馬追丘陵側も未発見の遺跡が多く残されている可能性

がある。

遺跡分布図に登載されている遺跡の中で所属時期の明確な遺跡について、各時期毎の概略について

(ただし、恵庭市については資料が揃わなかったため除外する｡）みると以下のようになる。

縄文時代早期の遺跡は数が少なくやや希薄であるが、 1km程度の近接した距離に二カ所単位で立地

している傾向がある。低地と山間にほぼ同数分布する。

縄文時代前期の遺跡は現在の北広島市に多く見られるが馬追丘陵側では減少する。山裾に多く分布

する。図幅より南側であるが、美々貝塚や植苗貝塚等が太平洋側を向いて分布する。

縄文時代中期になると遺跡数は急に増え前期の4倍以上になる。遺跡間の距離も相対的に近くなり

過密になっている。山裾に多く分布し、山間にも散在する。

縄文時代後期はさらに遺跡数が増えるが、遺跡間の距離がさらに近くなり1kmの範囲に数カ所ずつ

纒まりで捉えられるようになる。山裾から低地に多く分布し、 山間にも少数ある。また、後期後葉に

は周堤墓と言われる独特な墓域が造られ、キウス4遺跡周辺には特に多数みられる。周堤墓は図幅よ

り南側の新千歳空港用地内でも多数発見されている。

縄文時代晩期は遺跡数がやや減るが、後期にみられた数カ所ずつの纒まりがさらに顕著になる。山

裾に多く分布するが、 山間もやや多くなる。

27



キウス4遺跡(4)

キウス川、ケネフチ川下流、 シュクバイ川中流、ユカンボシ川下流では地点を多少移動しながらも

継続して遣跡が営まれている。生活条件の特に良い地域であったのかもしれない。

馬追丘陵を刻む小河川は北からマオイ川、 ウレロッチ川、ポロナイ川、ケヌフチ川、モウシ川、 キ

ウス川、オルイカ川、 シュクバイノ| |などがあり、それぞれ遺跡が多く立地する。

キウス4遺跡周辺に目を転じる （図1-2) と、 中央目黒遺跡、キウス周堤墓群、キウス1遺跡か

らキウス8遺跡までと、 キウス川遺跡、北側に約2km離れてイカベツ2遺跡が、南側に約2km離れて

丸小山遺跡が、西側に約1km離れてオサツトウ1遺跡がある。 この中で、既に調査が部分的にも行わ

れている遺跡はキウス周堤墓群の一部の周堤墓（縄文後期後葉)、キウス4遺跡（本遺跡、 旧石器、

縄文早期～晩期、続縄文、擦文、 アイヌ文化期)、キウス5遺跡（縄文早期～晩期、続縄文、擦文)、

キウス7遺跡（旧石器縄文早期・中～晩期、続縄文) 、丸子山遺跡（旧石器縄文早期～晩期前半、

続縄文、擦文)、オサツトウ1遺跡（縄文早期・中～晩期、アイヌ文化期）などである。

キウス4遺跡（図1-3)は縄文時代後期後葉が主体で、遺構は住居跡の一部をなす柱穴状ピット

が多数のほか、竪穴住居跡、貯蔵穴、周堤墓墓曠、北と南の2列の盛土遺構、多数の焼土などが調

査されている。

A2地区はキウス4遺跡の西端に位置し、標高は最も低い。A2地区西側の早期後半から前期前半

の集落が主体となり、南側のA地区と一体の集落となっている。Ⅲ層の河道跡が2筋検出され中央部

の河道跡から続縄文時代の恵山期の土器が出土した。東側の河道跡からアイヌ文化期の木製品も出土

している。 このうち前期の集落についてはキウス5遺跡B地区において検出された集落との関連に留

意する必要がある。 (谷島由貴）
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ⅡI Ⅲ層の調査

第Ⅲ章Ⅲ層の調査

概要

Ⅲ層の調査は、今年度調査区の南側に隣接する平成8 ． 9年度に調査終了部分を重機でⅧ～Ⅸ層ま

で深掘を行い、観察用のセクション及び排水路を確保した後、重機によるTa-a層（Ⅱ層）の除去を

実施した。引き続き25％調査、調査区を南北に横断する幅2mのトレンチを40ライン･50ラインに設

定し、 トレンチ調査を行なった。その結果は以下の通りである。

1 52～55ラインに平成8年度調査範囲から蛇行しながら調査区を南北に横切る幅1m程の砂層の

落ち込みがあること。

2 40ラインより西側が落ち込むこと

3 40～50ラインにかけて河道跡と思われる緩やかな落ち込みがあり、部分的に黒色士が残るがⅥ

層～Ⅶ層まで侵食によって削られていること。

4 51ラインより西側には泥炭層が厚く堆積するが遺物が出土しないこと。

5 56ラインより東側には泥炭層が堆積せず、 また、明瞭なTa-c層が認められないが、黒色土

(V層）にTa-c層が混じる層を挟み、Ⅲ層からV層に推移すること。

この調査結果をもとに、 50ラインより以西のⅢ層．Ⅳ層を重機で除去することを決定し、ひとまず

30～40ライン間をV層直上まで除去した。

51～53ラインの砂層の落ち込みについては河道跡1と称し、 45～51ラインにかけての緩やかな落ち

込みを河道跡2と呼称し、並行して調査を実施し、Ⅲ層の調査はこの河道跡1 ． 2の調査をメインに

行なった。

河道跡1からは、 白頭山一苫小牧火山灰（以後、 B-Tmと呼称）に覆われたもの、B-Tmを切った

ものが確認され、複数の河道跡が確認された。

木製品・流木等の多くはB-Tmを切る新しい流路から検出された。 したがって、 B-Tmに覆われた

流路はすでに埋没していたことが分かる。木製品にはミニチェアの擢、杭状製品、樽の側板、漆製品

の破片等が出土している。

河道跡2は、重機によるⅢ層下位除去中に河床堆積物と思われる幅1m程の砂層の帯が見つかった

ことにより確認された。砂層は北側では調査区を横断し、南側では北西に向かって連続的に検出され

た。沢地形は平成8年度調査区のL地区で検出された南側の沢頭から北に向かって扇状に広がり、北

側調査区際で幅約32mに達し、西側に微高地を形成させていた。河床はⅧ層まで侵食が及んでいた。

覆土（埋土）からは縄文時代早期～後期後葉・続縄文時代の恵山式土器等の土器・石器・木製品・流

木等が散在的に出土し、河床近くの覆土3 ． 4層から続縄文時代の恵山式土器の破片（Ⅵ群土器：図

Ⅲ－20－1）が1個体分まとまって出土した。石器には石鍼・黒曜石の剥片等があり、木製品には加

工痕のある杭状製品・丸木材等があるがその数量は少ない。

河道跡2についてはその明確な時期を特定することができないが、調査区西側の尾根状に延びる微

高地上から検出された縄文時代早期後葉～前期初頭と思われる遺構には、すでに尾根状の地形を意識

した配置が認められる。 したがって、 この河道跡2は、遺構を構築した時期にはすでに認められ、続

縄文時代の恵山期においてもほぼ同様な規模をもち、その後、急激な泥炭の堆積によって埋没して

いったものと考えられる。 （熊谷仁志）
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’キウス4遺跡(4)

1 Ⅲ層の調査と河道跡の検出

Ⅱ層までを重機で除去した後、 Ⅲ層の調査を始めた。河道跡はⅢ層上面の精査によりTa-aの浅い

溝状の落ち込みとして検出され、平成8年度調査のL地区で検出された河道跡の南側に続くもの。ま

た、平成9年度調査のA地区の北東隅で検出された河道跡は、平成8年に行われた40ラインの試掘溝

と今年度45．50ラインのトレンチおよび南側の土層断面で確認され、A2地区の中央部で繋がりを検

出した。 2本の河道跡は前者を「河道跡1」、後者を「河道跡2」 と呼称した。河道跡1の調査に並

行し、 Ⅲ層の25％調査を行なって泥炭層中に遺物が含まれないことを確認した後、重機でⅢ層の泥炭
層除去と河道跡2の掘開を始めた。

河道跡1 ：平面形（図Ⅲ－2） と、士層断面（図Ⅲ－1）から4回に亘る河床の変動と時期幅が捉

えられる。河床はTa-cに達する部分もある。新しい流路から順に①～④とし、以下に述べる。

①最も新しい流れはⅡ層(Ta-a)の浅い溝となって検出されている。Ta-aの降灰直前までの流路と

考えられ、 A-52からF-55まで続き、 D-54南側で緩く屈曲し、 IE0.6～1.5m深さ約0.15mある。
遺物は出土していない。

②はA-52からF-55まで続き、 D-53付近で緩く屈曲し、幅l~5～2m深さ約0.2mある。 これ以後

の河道跡とほぼ流路は同じ処に流れているが、間にⅢ1層を挟む。河道はB-Tm(苫小牧一白頭山

火山灰）を切って、砂及び黒色土混じりの砂が堆積している。木製品の大半はこの層から出土して

いる。遺物の取り上げは覆土1で行なっている。 この流れはB-Tm堆積後のⅢ2層半ばからⅢ1層
の堆積までである。

③は前述の後段階の河道跡を、 より幅が拡がる平面形で検出された。A-51 ･52からD-53付近で緩

く屈曲し、 F-54･55に至る範囲で、幅2.5～4m,深さ約0.2mある。河岸は傾斜が緩くなだらか

に上がり、Ⅲ3層上面にいたる。Ⅲ4層を切り、黒色度が堆積している。遺物の取り上げは覆土2

で行なっている。縄文晩期と後期の土器片や木製品などが出土している。

④河道跡1で最も古い流路はA-52･53からC-54付近で緩く屈曲し、 F-54･55に至る範囲で、幅

2～3m,深さ約0.2mある。Ⅲ6層を切り、河床に砂の層が部分的に堆積し、上に泥炭などが堆

積している。遺物は出士していない。

河道跡2 B-40～47からG-46～50の幅広い範囲で河道跡2を検出した。当初のトレンチ調査に

おいて河道の縁はTa-cと黒色士の混合した層の上に泥炭と黒色粘質土の互層を確認した。重機で泥

炭と黒色粘質土の互層を除去し、精査した結果B-41からB-45付近で屈曲し、 G-47にまで幅

0.4～0.6mの砂層が連続する河床堆積物を確認した。 さらに、河道跡2の河道幅・堆積状態を確認す

るために南一北及び北東一南西の2本のトレンチを設定すると共に、北側壁セクションを精査した。

その結果、河道跡2の岸の掛け上がり部分には、 Ta-cが東側の緩斜面や西側の尾根状の微高地から

なだらかに傾斜に沿って落ち込み、その下位にはV層．Ⅶ層と思われる黒色士やロームが、河床のⅧ

層を挟るように堆積しており、 Ta-cに覆われTa-c降下以前に形成されたものと、Ta-cを切り、 Ta-c

降下以後に形成されたものの2時期があることが確認された。

トレンチ調査の結果をもとに調査を進めたが、河道跡2の範囲のほとんどはTa-c降下以後の流路

によって河床がⅧ層まで下刻され、 Ta-c降下以前に形成された河道の痕跡は岸の掛け上がり部分に

わずかに検出されたに過ぎなかった。そして、河道跡2の完掘の平面形（図Ⅲ－3）からは、流路の

変遷が読みとれないが、河床に幾筋かの凹凸がみられ、何度か流路を変えていたことが想定できた。

なかでも先述したⅢ層下位の泥炭層を重機で除去中に検出した1筋の連続する砂層は、Ta-cを切り、

Ⅲ層下位の埋土中から検出されたことから河道跡2の最も新しい河床と考えられる。 また、河道跡2
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キウス4遺跡(4)

のTa-c降下以前に形成された河道跡が最大幅を示していることから、 この時期に下刻作用が強く働
き河道幅が広くなったものと考えられる。

河道跡2の上限については、 Ta-c降下以前に形成され、 V層の西側微高地上の縄文時代早期後葉

から前期初頭の遺構が河道跡2を意識したと思われる配置を示していることから、 これらの遺構が構

築された頃にはすでに河道跡2は形成されていたものと思われる。

Ta-c降下以後に形成された河道の河床付近の覆土3 ･ 4層から恵山式土器が出土し復原されてい

る。 したがって、河道跡2を覆う泥炭層の急激な堆積は、続縄文時代以降と考えることができる。そ

して、河道範囲内のⅢ9層以上の泥炭層の堆積に流水の影響は窺えず、むしろA2地区西側全体が湿

地化したことによる泥炭層の発達による自然堆積と考えられる。

覆土7層から出土した炭化材の'4C年代測定によって次のような結果が得られている。

Beta-126208 '4C年代(yBP) 2600±40補正'4C年代(yBP) 2570±40

河道跡1と2の流れていた方向については、出土した遺物の向きや、河道跡2は平成8年度調査L

地区に沢頭がある。同じく平成8年度調査L地区の現地表面に湧水がみられ西流していたが、 ここは

河道跡11の流れや河道跡2の沢頭に近い。馬追丘陵からの地下水が湧出し河道を形成したが、潅概工

事や区画整理で流れが変わったものと思われる。河道跡1と2はこの湧水が南から北側に流れていた

と考えられる。 （谷島由貴）

4

2 Ⅲ層・河道跡出土の遺物（図1-5 ･図Ⅲ-2～19)

Ⅲ層の25％調査において河道跡1 ．河道跡2の範囲を除き、遺物・木製品がほとんど出土しないこ

とから、先述したようにⅢ層の調査は河道跡1 ．河道跡2を中心に実施した。

河道跡1にはⅢ層上部に認められるB-Tmに覆われたもの、 B-Tmを侵食したものなど複数の河道

跡が認められた。河道跡1の遺物は、 B-Tmを切る河道跡内のみから出土し、出土層位も比較的上位

の覆土1 ． 2層から出土した。

河道跡2はB-Tmに覆われ、河床はⅧ層を侵食している。河道跡2の遺物は覆土2～5層から出土

している。

河道跡の上部に認められるB-Tmの有無よって河道跡1 ･河道跡2に時期差が認められることから、

出土遺物については河道跡1出土遺物と河道跡2出土遺物に分けて記載する。

なお、 Ⅲ層の25％調査でⅢ層上面で出土した遺物については、ほぼ同時期と考えられる河道跡1に

おいて扱った。また、河道跡2の重機によるⅢ層下部除去中に出土したものは河道跡2で扱った。

(1) 河道跡1出土の木製品（図1-5 ･図Ⅲ－1 ･ 2 ･ 4～18)

擢ミニチュア（箆状製品） （図Ⅲ－7－1）

lはい長さ約13cmである。完形で擢形をしている。全面に粗く面取りした加工痕が残っている。先

端部は片側からの加工によって、幅広で、平坦に作り出されている。スギ材を素材に用いている。

漆器. (図Ⅲ－7－2）

2は釉椀状漆器の底部破片と思われる。底部径は約7cmほどになるものと思われる。内側は赤漆、

外側は黒漆である。ブナを素材に用いている。

鉤状製品（図Ⅲ－7－3）

3は､鉤状に加工されたものである。下端の曲がり部分外側に焼け焦げと思われる炭化した部分が

ある。

I
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ⅢⅢ層の調査

角材加工製品（図Ⅲ－7－5）

5は、長さ1.55mである。柾目の角杭状の素材を用いている。全体に比較的丁寧な整形加工が施さ

れ、先端部は箆状に加工されている。土掘り具的用途が想定される。

細棒状製品片（図Ⅲ－7－6）

6は、長さ約1.2mである。柾目の棒状のもので、断面形は円形である。一端を欠失する。全体に

比較的丁寧な整形加工が施され、尖端部は粗い加工で作り出されている。

樽側板及び樽側板片（図Ⅲ－8－7 ． 8、図Ⅲ－9－10）

7は取上番号106と107が接合した。長さ34.8cmである。上端部内面に加工が加えられわずかに段が

作り出されている。外面にはタガの痕跡が認められた。 8は下端部を欠失し、上端部内面に段が作出

されている。外面にタガの痕跡が認められる。 10は上下端部を欠失している。いずれもスギを素材に

用いている。

有孔板材片（図Ⅲ－9－9）

9は12･ 14･ 17 (板材片）や25･27 (丸杭状製品） とともにまとまって出土した。上下端部を欠失

する。柾目材を用いている。楕円形の穿孔が2カ所に加えられている。穴は2×l.5cmである。何ら

かの部材の一部を思われる。ハリギリを素材に用いている。

板材片（図Ⅲ－9－11～13,図Ⅲ－10-14･15･17)

11～14･ 15･ 17の木取りは、柾目である。いずれも面取りは粗く、断面は、芯に向かって湾曲して

いる。

割板片（図Ⅲ-10-16）

16の木取りは、板目である。面取りは粗く、断面は、凸レンズ状である。上端及び片側縁が炭化し

ている。

杭状製品（図Ⅲ-11～13,図Ⅲ-16-44）

径2cm以上のもので、削り出しによる尖端部加工が認められるもの、尖端部が欠失しているもので

も、 これらに類するものと思われるものを一括して扱った。 これらには杭・建材・各種部材・伐採時

の枝等も含まれている可能性があり、機能・用途を限定したものではない。

（角杭状製） （図Ⅲ－7－4 ・図Ⅲ-13-23）

断面形が矩形のものである。

4は、長さ1.25mである。角杭状の柾目の素材を用いている。全体に明瞭な面取りは認められない

が、上下端部に粗い加工によって尖頭部を作り出したものである。上端は細く、下端はやや幅広であ

る。 23は下端を欠失する。上端には切断痕が認められる。

（割杭状製品） （図Ⅲ-11-18･ 19，図Ⅲ－12-20･21，図Ⅲ－13-22，図Ⅲ-16-44)

割によって素材を作り出し､断面形が三角形もの｡面取りを加えられていないものがほとんどである。

18は、長さ71.8cmである。上端は平坦で加工痕が認められない。下半部から尖端にかけては一方向

からの加工によって尖端が作出されている。 19は、ほぼ直立した状態で検出した。打ち込みと思われ、

尖端はⅣ層を打ち貫きⅦ層まで達していた（図Ⅲ－2、図版9－3参照)。なお、出土位置は図Ⅲ－

4の図Ⅲ－18-56が示されている場所である。 56については、 55に隣接して出土している。長さ

63.2cmである。上端に加工痕が認められ、尖端は周縁からの加工によって作出されている。 20は尖端

を欠失する。下端に部分的な焼け焦げが認められる。 21は上・下端を欠失する。表面摩耗のためはっ

きりしないが面取り加工痕が認められる。 22は遺物収納時に44と接合することが判明した。 したがっ

て、実測図については訂正できなかった。上端には面取りが加えられている。

（丸杭状製品） （図Ⅲ-14-24～29,図Ⅲ－15－30．31）

断面形が丸く、芯をもち、周縁にほとんど整形加工が加えられず、尖端部のみに加工が施されてい
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るものがほとんどである。

24～26は、周縁からの加工で尖端部が作出されているもので、 26は全体に面取り加工が施されてい

る。 27は半裁状態で出土しているが､もともとは断面が円形のものである｡尖端は向かい合う2方向か

らの加工で作出されている。 28～31は尖端部が一方向からの加工によって作出されているものである。

枝切痕材（図Ⅲ－15-32･33，図Ⅲ-17-47･49)

枝払いなどの痕跡や股木の残るものである。

32は、 6カ所の枝切痕が認められた。尖端部はに一方向からの切痕が加えられている。 33は股木の

残るもので、尖端部に一方向からの切痕が認められる。 47は上端のみに切痕が認められる。 49は2度

の切痕が認められるものである。

軸状製品（図Ⅲ－15-34)

34は全体に面取りの加工痕が認められるもので、 中央部から端部に向かって細くなる。上端部には

段差を作出する加工が施されている。

串状製品（図Ⅲ－15－35．36）

35は一部樹皮が残る。尖端は2回の同一方向からの加工によって作出されている。上部にはわずか

に紐の圧痕のような痕跡がある。 36は上下端部を欠失する。全体に細かい面取りが加えられている。

尖端部にはわずかに一方向からの加工が認められる。

丸木材（図Ⅲ-15-37,図Ⅲ-16-38～42,図Ⅲ-17-46)

37は全体に面取り痕跡が認められる。 38は枝払痕が2カ所認められる。 39･40は両端に加工が加え

られている｡ 41は面取りが施されていると思われるが、腐食が著しく判然としない。 42は腐食・摩耗

が著しいが、全体的に1cm間隔の細かな面取りが加えられている。 46は全体的に炭化した丸木材であ

る。加工痕は認められない。

角材片（図Ⅲ－16－43．45）

43は断面が四角形のものである。下端の破損は発掘時のものである。 45は面取りが認められる。

半割材片（図Ⅲ-17-48）

48は全体に腐食が著しく、明瞭な加工痕は認められなかった。

炭化材（図Ⅲ-17-50)

50は断面三角形の炭化材片である。

切片（図Ⅲ-17-51～54）

51～54は割る・削る・彫る．切断等などの木工加工における剥片である。

樹皮巻（図Ⅲ－18－55．56）

切裁具の鞘・容器・漁労具等の結束や装飾用に用いられたものである。

55．56は互いに隣接して出土している。いずれもカバノキ属の樹皮で、木質部が腐食し、樹皮のみ

が押し潰されたような状況で出土した。

樹皮板（図Ⅲ-18-57～61）

樹皮板は20～30cmほどの樹皮の板である。上下に端部に切痕が認められるものもある。用途は不明

である。

57～60は、明瞭な切痕が認められない。 61は上下端部に切痕が認められるものである。いずれの樹

種も不明である。

なお、覆土1層出土の木片・種子の'4C年代測定によって次のような結果が得られている。

Bate-126206 '4C年代(yBP) 380±40 補正14C年代(yBP) 340±40

Bate-126207 '4C年代(yBP) 320±40 補正'4C年代(yBP) 340±40

（熊谷仁志）
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キウス4遺跡(4)

(2) 河道跡2出土の遺物

河道跡2からは123点出土し、内訳は土器18点、石器等105点である。土器はI群B類2点、Ⅳ群C

類6点、 V群A類3点、Ⅵ群7点である。

石器等には石鍼6点、つまみ付きナイフ1点、 スクレイパー1点、石斧（片） 5点、たたき石1点、

すり石2点等がある。

土器（図Ⅲ－20－1）

1は大形破片が覆土3 ． 4層からまとまって出土したⅥ群土器である。全体の1／3が残存する。

底部を欠失し、 口縁部がわずかに残る。器形は体部上半に緩やかな頸れをもち、 口縁部は強く外反す

る。 口唇部直下に薄い貼付帯が施され、 口唇端部・口唇外面に刻目文が加えられている。器面に縦走

気味の縄文施文後、 口縁部下端を細い半裁竹管状工具による横位からの刺突列で区画し、斜位の沈線

文と横環する5条の沈線が施されている。体部中位の肩部分には横環する3条の沈線と鋸歯状の沈線

が施されている。器面調整は比較的丁寧である。

図Ⅳ-39-148. 185は河道跡2出土の資料である。図Ⅳ-39-148は覆土3層出土のⅣ群C類、 185

は覆土5層出土のV群A類である。いずれも流れ込みと思われる。 （熊谷仁志）

石器（図Ⅲ－20－2～7）

105点出土しているが、多くは礫・礫片で、石器は石鍼、すり石などが少数出土しているのみであ

る。いずれも、河道の侵食作用による流れ込みと思われる。

2～6は石鍼である。 2は1a(1)類・三角形平基で、長三角形のもの。 2はla(2)類・三角形凹基

のもの。 4は1a類・三角形のもの。片岩の薄片を素材とし、周縁に剥離を加えて整形している。

5 ． 6は2c類・有茎凸基のもの。 5は茎部がやや長いもの。 6は茎部が短く、腹面の加工は粗雑で

ある。 6はすり石2類・偏平礫の側縁に使用痕がみられるもの。安山岩製である。 （柳瀬由佳）

木製品等（図Ⅲ－20－8～10）

木製品等は重機によるⅢ層下位の泥炭除去中に出土した2点を含め21点出土した。出土層位は河道

跡2の覆土1層から8層で、覆土3層・覆土6層から比較的多く出土している。 しかし、掲載した3

点のほか明瞭な加工痕の認められるものはなかった。

割材片（図Ⅲ－20－8 ． 9）

8は、 9と共に重機によるC-51のⅢ層下位の泥炭除去中に出土した。 8は割材片で側面に加工痕

らしき痕跡が認められる。

丸木材（図Ⅲ－20-9 ･10)

9は丸木材、下端部に鋭利な切載具による切痕が認められる。 10は覆土2層から出土した。全体が

酸化し、側面・裏面に加工痕が認められた。

なお《覆土3層出土の河道堆積物（大形炭化物）の'4C年代測定によって次のような結果が得られ

ている。

Beta-126208 '4C年代(yBP) 2600±40 補正'4C年代(yBP) 2570±40

~
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ⅣV層以下の調査

第Ⅳ章V層以下の調査

概要

調査の結果A2地区の地形は、 中央部に大きな河道跡2によって侵食された沢地形によって分断

され、西に低地部が続く細い尾根状に伸びる西側の微高地と、後期後葉の土壌・盛土遺構が検出され

ているG地区に隣接する東側の緩斜面からなることが判った。

遺構は住居跡5軒、土壌25基、焼土65カ所、柱穴状ピット114カ所、掘り揚げ土7カ所を検出した。

西側の微高地からは平成9年度調査のA地区から続く早期末葉～前期初頭の住居跡5軒土曠24基、

焼土34カ所、柱穴状ピット114カ所が検出された。住居跡・土曠は微高地の東側縁辺部から、焼土．

柱穴状ピットは主に尾根状に伸びる微高地の西側縁辺に沿って検出された。焼土には多量の魚骨・獣
骨片が認められるものもあった。

東側斜面部分からは土壌1基、焼土31カ所が検出された。土壌からは垂飾1点が出土し、焼土の検

出状況は不明瞭なものが多く、ほとんどのものは二次堆積の可能性が窺えるものである。

遺物は、河道跡2を挟み時期毎に分布の違いが認められた。

東側部分は、少量のⅡ群A－1類土器、 I群B－3類土器･ I群B-4類土器も認められるが、そ

の主体はⅣ群C類土器で、Ⅲ群A類、 Ⅲ群B類、Ⅳ群A類、Ⅳ群B類等も少量出土している。Ⅵ層か

ら旧石器時代の掻器・調整剥片が5点が出土した。

西側は、微高地部分と低地部分に分けられる。微高地部分からは早期中葉～前期初頭の土器が出土

し、その主体はⅡ群A-1類土器で、 I群B－3類土器・ I群B-4類土器がこれに次ぐ。 1個体分

のI群A類の小形土器も出土している。石器についても同期に含まれるものと考えられる。

低地部分にはVD層とVS層の堆積が認められた。

VD層からは土器・石器・木製品・自然遺物等が出土した。土器・石器は木製品等と混在して出土

した。木製品には、先端を尖頭状に加工したもの。割板材・杭状製品・加工痕のあるもの・伐採痕の

あるもの・人為的な焼け焦げ痕のあるもの等がある。多量のクルミが散在して出土している。

VS層からは2カ所の遺物集中が認められ、石核の接合資料と共にⅡ群A－1類土器の横位の太い

縄文が施されたもの（綱文式土器） と口縁部・底部を欠失するが体部に節の大きい羽状縄文が施され

たもの（美々7式土器）が共伴を窺わせるような状況で出土した。また、底部を欠失するが大型のⅡ

群A－1類土器（美々7式土器）が潰れたような状況で出土した。 これらの遺物出土状況からVS層

を生活面とする安定した時期があったことを窺わせている。

自然遺物として植物遺体・魚骨・獣骨が検出されている。植物遺体にはドングリ ・クルミ ・ヤマブ

ドウの種子があり、炭化したドングリがLP-63覆土中から、 クルミは炭化したものはLP-63覆土中

から、未炭化のものはV層･VD層から出土し、人為的に割ったと考えられる半割のクルミの集中が

斜面部分から検出されている。ヤマブドウはVS層の遺物集中から得られている。

Ⅷ層下位に泥炭層（ⅨD層）が確認されたこと等からⅨ層についても旧石器確認調査を実施したが、

遺物は検出することができなかった。

本地区は旧石器時代の泥炭層（ⅨD層）や、 Ⅲ層･V層の各期に発達した分厚い泥炭層が幾つかの

火山灰を挟み堆積し、 旧石器時代からアイヌ文化期まで綿々と続く環境の変化を知る手掛かりとなる

良好な資料と言える。 （熊谷仁志）
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ⅣV層以下の調査
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キウス4遺跡(4)
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WV層以下の調査

表Ⅳ－1 遺構規模一覧

…剛L吟擴 ，
5軒 ’ 25基 ’

焼土 柱穴状ピッ1、 掘り揚げ土

65カ所 114カ所 7カ所

焼土 総数

216

長軸(m)

上場／下場

長軸(m)

上場／下場

(1.74/1.66)

窒延､』｜深さ(m)
上場//

遺構名 位置 備 考
下場

(0.47/0.31)LH-19 G-39 LP-82･掘り揚げ土5を切る

LH-23を切る

LP-83に切られ、

掘り揚げ土2．3が覆う

掘り揚げ土6．7が覆う

0.24

0.38

0.30

0.600．60

即

到

謹

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

E･F-41．42 4.13/3.53 4.10／3.57

F-38･39･G-40 3.44/3.05

G-37･38 2"47/1.96

)－41．E-40･41 4.27/3.74

F-38．39．G－40

８く
祁割

弔Ｅ
虹Ｇ

，

3.02/2.64

(1.03/0.83)

LH-23
~

3.5()／2.65 LH-23に切られる0．75

LP-61 0.50//0.44C 59 0.43/0.37 0．16

LP-62 1.18/1.06 0.69／0.53F-39 0.13

1.92/1.44LP-63 1.76/1.31

1.74/1.53

(1.28)/1.26

1.76/1.31

(1.28)/1.26

E･F-37 0．33

0．22

0．22

~

LP-64 F－45 1．77／1．48

1.55/1.24LP-65 D･E-43

F-44 0.97/0.61 0.77/0.45LP-66 0．20

().64／0.45LP-67 0.54／0.34F-44 0.11

033 LP-69に切られる(0.77)/0.56LP-68 0.77/0.40

(0.87)/0.53

F-39

LP 69 LP-68を切るF･G-39 0.95/0．62 0．25

1.58/1.33 1.30／1.07LP-70 F-43 0．25

LF-115･掘り揚げ士4を切り、

掘り揚げ土3が覆う

LP-73に切られる

0.71/0.43

1.05/0.67汀

0.50/0.32LP-71 G-39

F-38．39

0．22

厄(0. 98)／0.79２

３

７

７
~~

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

0．16

1.44/1.19 1.09／0.90 0.13F-38．39
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LP-72．LP-86を切る

0.57/0．36 0.47/0.27 0.35LP-74
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'

0.65／0.31
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0.39/0.29
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１
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キウス4遺跡(4)

鯉繍編 | '罎溺蓋無
規模（、）

遺構名 ｜ 位置展雨T扇鞆嚥言
規模（、）

~遺構名 位置塁模(､)
長軸短軸！深さ

遺構名 ’ 位置
長軸短軸深さ

LSP 279IG-3810.09 10.07 0.09
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isP-2"1G-3s l ,"|", ',"
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蝋:":M:::::::
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LF-1077 E-40 0.49 i 0．40 －

LF-107-81E-39 0681062 00@
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LSP－316 F-39 0. 11 0.07 0.l4
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ⅣV層以下の調査

遺構1

遺構はすべてV層の調査で検出し、竪穴式住居跡5軒、土壌25基焼土65カ所、柱穴状ピット

114カ所、掘り揚げ土7カ所がある。遺構の分布は、河道跡2を挟んで東側と西側とでは大きく様相

が異なる。河道跡2東側の緩傾斜面からは土壌1基、焼土31カ所を検出した。河道跡2西側では住居
跡5軒、士墳24基、焼土34カ所、柱穴状ピット114カ所、掘り揚げ土7カ所を尾根状に張り出す微高

地上から検出した。ほぼ南北に延びる尾根状に張り出す微高地は平成9年度に調査を実施し、住居
跡。土壌等が検出されたA地区から続くものである。住居跡・土壌の多くは狭い尾根状の微高地の東
側から、焼土・柱穴状ピットは西側から検出され、住居跡・土壌と焼土・柱穴状ピットにはほとんど
切り合い関係が認められなかった。

(1) 住居跡

LH-19 (図Ⅳ-4)

位置・立地:G-39標高約5.7mの微高地上。

規模: (1.74m)/(1.66m)×(0.47m/0.31m)×0.24m長軸方向:N-83o－E？ 平面形：不明

確認・調査・土層:V層下位相当面で、掘り揚げ土5を切る黒色土の落ち込みを検出した。平成8年

度試掘溝の壁面及び平成9年度調査区との壁面で土居断面を確認し、住居跡を想定して調査を行った。

平成9年度調査区境界で、 ごく一部のみの調査であったため、住居跡との認定は困難であったが、土

層の堆積状況と、傾斜するが平坦な床面および壁の立ち上がりが検出されたことから、住居跡と判断

した。覆土は一層で、炭化物を多く含む褐色土である。周囲の包含層や掘り揚げ土よりもやや遺物を

多く含んでいた。

重複関係：なし。

床面・壁：床面はⅥ．Ⅶ層を掘り込み、一部Ⅵ層中に構築される。平坦だが、東から西へ斜面に沿っ

てやや傾斜する。壁は緩やかに立ち上がる。

遺物出土状況：土器は覆土l層及び覆土上部から26点出土し、 内訳はI群B－3類(14) Ⅱ群A－1

類(12)である。石器は覆土l ･覆土から石斧(2)剥片(12)が出土した。

時期：検出面及び覆土出土の遺物から、縄文時代早期後葉～前期初頭と思われる。 （柳瀬由佳）

掲載遺物：土器 1は覆土1層出土のⅡ群A－1類である。斜行縄文施文後、横走する太い沈線文が

加えられている。胎士には繊維を含む。器面調整は比較的丁寧である。

LH-20 (図Ⅳ－4)

位置・立地:E｡F-41 ･42標高5.2～5.4mで、微高地北東向き緩斜面に立地する。

規模: 4.13m/3.53m×4.10m/3.57m×0.38m長軸方向：－

平面形：不整円形であるがやや隅丸方形にちかい。中央部に長円形の付属ピットを有する。

確認・調査・土層:V層下位で黒色粘質土の落ち込みを確認している。覆土の上半に泥炭を含む。床

面の精査で中央部に長径1.47m，短径0.91m、深さ0.13mを測る長円形の掘り込みを検出した。長軸

は北北西を向く。覆土は堅く締まっている。中央からやや北よりを東西方向に平成9年度のシートパ

イルの抜き痕がみられる。掘り込み面はV層下位の上部と思われる。

重複関係：西側はLH-23の壁の上部を壊して構築されている。

床面・壁面：床は北側が低く若干傾斜するが、床面は平らで堅い｡~南側はⅦ層に掘り込まれているが
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キウス4遺跡(4)

北端はⅥ層にとどまる。土層の観察や覆土の堅さから、 中央部のピットは埋めて床にしていたと考え
られる。壁は床面から緩やかに立ち上がり、壁面の傾斜は緩い。

遺物出土状況：土器は覆土上位から小破片のI群B－3類が17点、礫・礫片が覆土上位・下位から16
点出土している。遺物は住居に伴わないものである。

時期：出土遺物・検出層位や覆土の堆積から縄文時代早期後葉の所産と思われる。 （谷島由貴）
掲載遺物：土器2はI群B－3類で、断面三角形の貼付帯が施されている。

LH-21 (図Ⅳ－5)

位置・立地:F-39･40， G-40標高5.5～5.7mで、微高地北向き緩斜面に立地する。

規模: 3.44m/3.05m×3.02m/2.64m×0.30m長軸方向:N-66｡-W

平面形：卵形。竪穴の外側にも柱穴が巡る。

確認・調査・土層:V層下位を調査中に検出している。調査を開始したが、覆土の状況が周囲より若

干汚れた程度であったため遺構である確証が得られなかった。その後、Ⅵ層の精査で柱穴跡が検出さ
れ竪穴住居跡とした。掘り込み面はV層下位のⅥ層上面に近くである。西側の周囲は確認面より掘り

下げ過ぎⅥ層に達している。床面の東側に3カ所の柱穴が南北に一列に並び、西側の壁と壁際に2カ

所の柱穴が検出されている。また周囲から18カ所の柱穴が確認されている。 これらのなかに浅く傾斜

の判然としない柱穴もあるが、ほぼ直立する柱と考えられる。

重複関係：南西側の床を切ってLP-83が構築されている。また、切り合い関係はないが上部に掘り

揚げ土2と3が覆っている。中央部の位置に、掘り揚げ土2と同レベルの覆土に黒曜石フレイク．

チップの集中が検出されている。

床面・壁面：床面は凹面状でⅦ層まで掘り込まれやや堅い。壁の立ち上がりは傾斜が緩いため、床と

壁の境が判然としない皿状である。

遺物出土状況：柱穴状ピットHP1とHP2の覆土上位からI群B－3類が2点、同じくHP2の覆土

上位からすり石が出土している。 これらの遺物は住居跡に伴うか、 または、近い時期のものと考えら

れる。すり石は包含層のF-39V層中位のものと接合している。

時期：出土遺物．掘り込み層位や覆土の堆積から縄文時代早期後葉の所産である。 （谷島由貴）

掲載遺物：土器 1は断面三角形の貼付帯が施されたのち、縦位の短縄文が加えられている。

石器2はすり石1類。平坦面と端部にたたき痕もみられる。安山岩製。

LH-22 (図Ⅳ－6)

位置・立地:G-37･38標高4.9～5.3mで、微高地の西端から西向き斜面の上端に立地する。

規模: (2.47m)/(1.96m)×(1.03m)/(0.83m)×0.60m長軸方向：不明。

平面形：北側の確認できた部分は半円形である。

確認・調査・土層：平成9年度調査区との境の土層断面に落ち込みがみられたため、掘り込み面のV

層下位まで下げてプランを確認した。覆士から壁面に木の根及び痕が入っている。覆土の上部には掘

揚げ土6と7が覆っているが、包含層と誤認したためその範囲などは記録していない。

重複関係：掘り揚げ土6 ． 7が覆っている。

床面・壁面：床の掘り込みはⅧ層に達するが、斜面を階段状に掘り込んでいるため西端の掘り込みは

VD層にとどまっている。床面は壁から中央部に凹面状であるが、東半分の傾斜が著しい。東側の壁

近くに柱穴と考えられる小ピッl､が士層断面に観察される。壁は床から緩く立ち上がるが壁面の傾斜

I
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ⅣV層以下の調査

はやや急である。壁面に木の根の痕がみられたが壁柱穴を有した可能性もある。

遺物出土状況：取り上げ層位で覆土VD層としたものは掘り揚げ土6， V層下位としたものは掘り揚
げ土7のものである。V層下位（掘り揚げ土7） 40点、 VD層（掘り揚げ土6) 28点、覆土1層5点、
覆土2層28点、計98点出土し、 I群B－3類(4) I群B－4類(15) Ⅱ群A－1類(79)である。

時期：出土遺物や掘り込み層位・覆土の堆積から縄文時代前期初頭の所産と考えられる。なお、覆土
2層から出土したクルミ殻の'4C年代測定によって次のような結果が得られている。

Beta-126209 '4C年代(yBP) 5610±40補正'4C年代(yBP) 5590±40

（谷島由貴）

掲載遺物：土器 1～4まで覆土2層、 5は覆土1層、 6はVDE, 7はV層下位出土である。 6 ･

7は掘り揚げ土の遺物である。 1 ． 2はI群B－3類で、断面三角形の貼付帯・縦位の短縄文が加え

られている。 3 ． 4はI群B－4類で、撚糸文が施され、図Ⅳ－30－3と同一個体である。 5～8は

Ⅱ群A－1類で、 5 ． 6は斜行縄文が施されたもの、 7 ． 8は太い横走する縄文が施されたもので、

7の条内にはナデ調整が加えられている。 8は覆土2層から1点出土し、包含層出土の資料16点と接

合した。体部下半を欠失する。平縁で、 口唇部断面形は角形である。胎土には繊維を含む。

石器9はつまみ付きナイフla類。下端部がやや摩耗している。灰色の頁岩製。 10はすり石2類。

上下両側縁に使用痕がみられる。安山岩製。

LH-23 (図Ⅳ－7)

位置・立地:D-41， E-40･41微高地の北向き緩斜面で標高4.9～5.2mに立地する。

規模: 4.27m/3.74m×3.50m/2.65m×0.75m長軸方向:N-58.-W平面形：長円形。

確認・調査・土層：Ⅵ層上面の精査でV層下位の落ち込みを確認した。 V層下位は覆土の中程まで堆

積し、その下にVD層がある。掘り込み面はVD層下位と考えられる。

重複関係：壁の一部をLH-21に壊されている。

床面・壁面：床面はⅧ層に掘り込まれ、ほぼ平坦で堅く締まっている。床面南側に平成9年度のシー

トパイルの抜き痕が東西方向にみられる。壁は床から緩く立ち上がるが壁面の傾斜はやや急である。

西側壁の上部をLH-21に壊されている。

遺物出土状況：土器は出土しなかった。石斧はVD層であるが壁際から出土している。住居跡が廃棄

された後の流れ込みと考えられる。石鍼と石斧がV層下位から出土している。床面から浮いて木が出

土しているが、住居の構造材としては量が少ないことと木の根が含まれていることから、後から堆積

したものと判断した。

時期：検出層位や覆土の堆積から縄文時代早期後葉の所産と思われる。 （谷島由貴）

掲載遺物：石器 1は石錐1b類。上下両端が欠損する。 2 ･ 3はともに緑色泥岩製の石斧1類。 2

は粗割・すりで加工される。刃部にはすりの後に剥離が加えられており、刃部再生しようとしたもの

と思われる。 3は素材の形状を大きく変えずに、主にすりで加工される。刃部腹面に使用痕がみられ

る。
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(2) 土壌

LP-61 (図Ⅳ－8)

位置・立地:C-59標高約7.8mの東側緩傾斜面。

規模0.50m/0.44m×0.43m/0.37m×0.16m長軸方向:N-29°－E平面形：楕円形

確認・調査・土層：Ⅵ層上面精査中に楕円形に黒色土が落ち込む部分を確認した。小形ではあるが、

半割して遺物、墳底、壁を確認して土壌と認定した。開口部と曠底の平面形は楕円形で、墳底は中心

部がやや高くなっている。曠底はⅥ層中である。覆土は粒子の粗いV層で、 自然堆積である。

重複関係：なし。

壌底・壁面：曠底の中央部がわずかに盛り上がり、Ⅵ層を掘り込んで構築される。壁の立ち上がりは

緩やかで、壁はわずかにひらく。

遺物出土状況：覆土中から撤攪岩製の垂飾が出土した。 C-59のV層中からI群B－2類土器6点、

Ⅲ群B類1点、Ⅳ群B類3点、Ⅵ群C類が14点出土している。

性格・時期：縄文時代後期後葉？ （笠原興）

掲載遺物：石器 1は垂飾。約半分が欠損しているが、全面に研磨が施され、両面から穿孔されてい

る。孔の一部に摩耗した痕が認められる。平坦面の際および周縁部に、 3～5つ単位の横方向の刻み

が施される。折れ面は、鋭利な部分を除くように、若干再加工されている。

｜
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LP-62 (図Ⅳ-10)

位置・立地:F-39標高約5.5mの微高地上。

規模: 1.18m/1.06m×0.69m/0.53m×0.13m長軸方向:N-26.-W平面形：不整楕円形

確認・調査・土層:V層中位で黒色土の落ち込みとして確認した。不整な楕円形で、掘り込みが不明

瞭な土曠である。西半部は、黒色土の周囲に灰色粘質土が分布しており、それを切る形で検出したが、

東半部では灰色粘質士の分布がなく、壁の検出が困難であった。覆土はV層起源と思われる黒色系土

である。検出面からの深さは10cm前後だが、覆土およびLP-62近辺の遺物が、遺構の中心方向へ落

ち込むような状態で出土したことから、掘り込み面は、検出面よりも15～20cmほど上位の可能性があ

る。

重複関係：なし。

壌底・壁面：ほぼ水平で、短軸方向の断面はU字形である。Ⅵ層を若干掘り込んで構築される。壁は

緩やかに立ち上がる。

遺物出土状況：土器は覆土1層から97点出土した。内訳はI群B-3類(11) 、 Ⅱ群A－1類(86)

である。また、覆土1層から剥片（1）礫・礫片（1）が出土した。

性格・時期：覆土出土の土器から、縄文時代前期初頭の遺構と思われる。性格は不明である。

（柳瀬由佳）

掲載遺物：土器2 ． 3はI群B-3類である。 2は口縁部破片で、細い粘土紐が貼り付けられた後、

貼付問に短縄文が加えられている。 3は体部破片で貼付間に結束羽状縄文が施されている。 1 ． 4～

9はⅡ群A－1類である。 1は底部を欠失する。 口縁は平縁で、 口唇端部には粗雑な調整が加えられ、

口唇部断面形は角形である。体部には斜行縄文が施されている。胎土には砂粒・小礫・繊維を含む。

器面調整は内外とも粗雑である。 4は口縁部破片で、 口縁部が内湾する。 口唇部断面形は角形である。

体部には斜行縄文が施されている。 5～9は体部破片で、 5 ． 6には羽状縄文、 7～9には斜行縄文

が施されている。 （熊谷仁志）
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IV V層以下の調査

LP-63 (図Ⅳ－8 ･ 9)

位置・立地:E･F-37標高約5.4mの微高地の際。

規模: 1.92m/1.44m×1.76m/1.31m×0.33m長軸方向:N-13o－W平面形：ほぼ円形

確認・調査・土層:V層下位で、黒色土の落ち込みとして確認した。ほぼ円形の、 しっかりした掘り

込みをもつ土墳である。確認面で、黒色土の外縁に土層2～4に対応する泥炭質の褐色士が巡ってい

た。黒色落ち込みの西際からは、 Ⅱ群A－1類土器がまとまって出土していた。覆土は、 V層および

黒褐色系土（取り上げ層位1）、泥炭質の褐色系士（取り上げ層位2）、黒色土（取り上げ層位3）、

曠底を覆う黄褐色土ブロック混じりの黒色土（取り上げ層位4）からなる。土居2 （泥炭質褐色士）

の上面には、部分的に焼土ブロックがみられた。遺構の埋まりかけのくぼみに捨てられたものと思わ
れる。

重複関係：なし。

擴底・壁面：墳底は中央部がわずかに盛り上る凸状で、Ⅶ層を掘り込んで構築される。立ち上がりは

緩やかで、壁はややひらく。

遺物出土状況：土器は覆土1～4層・壁から1,528点出土した。内訳はI群B－1類(2) 、 I群B－

3類（2） 、 Ⅱ群A－1類（1,524）である。検出面～土層1層から、 Ⅱ群A－1類土器がまとまって

出土した。 1個体の上半部の破片である。 これと同一個体と思われる0.5～2cmほどの土器の細片が、

スクリーントーン部分と大きな破片の隙間や下に、集中して分布していた。細片は約500点に上る。

土層2～4からはI群B－3類土器の底部破片とⅡ群A－1類土器が出土している。 Ⅱ群A－1類土

器の多くは土層1と同様の細片である。石器は覆土1～4層・壁から37点出土し、 ドリル（1） ・つ

まみ付きナイフ(1) ･スクレイパー(1)等がある。また、炭化したクルミ ・ ドングリや焼骨片等

も出土している （第V章－6参照)。

性格・時期：覆土2層以下出土の土器から、縄文時代早後葉～前期初頭の遺構とと思われる。性格は

不明である。 （柳瀬由佳）

掲載遺物：土器 2はI群B－3類の底部破片で、細い粘土紐が貼り付けられている。LP-62の覆

土1層と掘り揚げ土2出士の資料と接合した。 3はI群B－4類の底部破片で、やや揚げ底である。

体部には上下に縄端圧痕文・単軸の撚糸文が、底面には撚糸文が施されている。 1はⅡ群A－1類で

覆土と周辺から出土し、 1個体分出土しているが、体部下半の破片が表裏が剥離し、破損状況が著し

く接合することができなかった。 口縁部は4カ所の緩やかな波頂部をもつ波状口縁と思われる。 口唇

部断面形は角形である。体部には2種類の原体を用い菱目状を構成する縄文が施されている。底部は

尖底になるものと思われる。

石器4はドリル1類。断面三角形の厚みのある剥片の一部を加工し、機能部を作出している。流紋

岩粒を含む黒曜石製で、被熱している。 5はつまみ付ナイフlb類。腹面の加工が背面に先行する。

背面右側縁の刃部再生が顕著である。褐色の頁岩製。 6はスクレイパー1a類。両側縁が加工され、

腹面には使用痕がみられる。黒曜石製。 7は、石斧6類・未成品に、 7類・石斧剥片が接合したもの。

未成品下半の破片がLP-63から、上半がLF-107から、剥片がE-37から出土したものである。剥

片剥離の後、若干粗割調整されるが、その段階で破損。廃棄されたものである。

LP-64 (図Ⅳ-11)

位置・立地:F-45標高5.60mの微高地上に立地する。土壌では最も東に位置する。

規模: 0.50m/0.44m×0.43m/0.37m×0.16m長軸方向：－~平面形：円形

7石



キウス4遺跡(4)

確認．調査・土層：Ⅵ層上面を精査中に黒色土の落ち込みを検出している。覆土は粘質で、埋め戻さ
れている。掘り込み面はV層下位と考えられ、構築時から浅い土壌であったと思われる．

重複関係：重複する遺構は無い。

擴底・壁面：曠底はほぼ平坦でⅦ層に掘り込んでいる。壁は緩やかに立ち上がる。

遺物出土状況：曠底に置かれた状態で高師小僧の大きな塊が2点横倒しになっていたほか、小さな破
片が出土している。その他礫・礫片が9点出土している。 これらは埋納された可能性がある。土器は

出土しなかった。

性格．時期：掘り込み面と考えられる層位や覆土から縄文時代早期後葉～前期初頭の所産と思われる。
高師小僧などを埋納した土壌の可能性がある。 （谷島由貴）

~

LP-65 (図Ⅳ－11)

位置・立地:D･E-43標高4.9～5.1mの微高地北向き緩斜面に立地する。

規模: 1.55m/1.24m× (1.28m)/1.26m×0.28m長軸方向：－

平面形：曠底の形から掘り込み面も円形であったと思われる。

確認・調査・土層：Ⅵ層上面を精査中に黒色土の落ち込みを検出している。北側1／3は包含層調査

時に掘り下げたため、僅かに墳底からの立ち上がりが残存している。覆土は粘質で、埋め戻されてい

る。掘り込み面はV層下位と考えられ、構築時から浅い土壌であったと思われる。

重複関係：重複する遺構は無い。

擴底・壁面：曠底はほぼ平坦でⅦ層に掘り込んでいる。壁は緩やかに立ち上がる。

遺物出土状況：遺物は出土しなかった。

性格・時期：掘り込み面と考えられる層位や覆土から縄文時代早期後葉～前期初頭の所産と思われる。

性格は不明。 （谷島由貴）

LP-66 (図Ⅳ-l1)

位置・立地:F-44標高5.5mの微高地東側に立地する。

規模: 0.97m/0.61m×0.77m/0.45m×0.25m長軸方向:N-45o－E平面形：長円形

確認・調査・土層：Ⅵ層上面を精査中に黒色土の落ち込みを検出している。覆土は粘質で、埋め戻さ

れている。掘り込み面はV層下位と考えられ、構築時から浅い土壌であったと思われる。

重複関係:LP-67と隣接するが切り合いは無い。

曠底・壁面：曠底はやや丸く、Ⅶ層に掘り込んでいる。壁は緩やかに立ち上がる。

遺物出土状況：遺物は出土しなかった。

性格・時期：掘り込み面と考えられる層位や覆土から縄文時代早期後葉～前期初頭の所産と思われる

性格は不明。 （谷島由貴）

LP-67 (図Ⅳ-11)

位置・立地: F-44標高5.5mの微高地東側に立地する。

規模: 0.64m/0.45m×0.54m/0.34m×0.18m長軸方向:N-50o－E平面形：不整円形

確認・調査・土層：Ⅵ層上面を精査中に黒色土の落ち込みを検出している。覆土は粘質で、埋め戻さ

れている。掘り込み面はV層下位と考えられ、構築時から浅い土壌であったと思われる。

重複関係:LP-66と隣接するが切り合いは無い。
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IV V層以下の調査

擴底・壁面：墳底はほぼ平坦でⅦ層に掘り込んでいる。壁はやや急角度に立ち上がる。
遺物出土状況：遺物は出土しなかった。

性格・時期：掘り込み面と考えられる層位や覆土から縄文時代早期後葉～前期初頭の所産と思われる。

性格は不明。 （谷島由貴）

LP-68 (図Ⅳ－11)

位置・立地:F-39標高約5.6mの微高地上。

規模: (0.77m)/0.56m×0.77m/0.40m×0.33m長軸方向:N-22｡-W
平面形隅丸長方形（？）

確認・調査・土層:V層下位で、黒色土の落ち込みと平成8年度の試掘溝の壁面および底面で確認し
た。上半部がLP-69および平成8年度の試掘溝によって壊されているため明確ではないが、曠底の

形状からは隅丸長方形と思われる。 しっかりした掘り込みをもつ土壌である。調査中に、南東側で

LP-69と重複することを確認した。覆土は、汚れた黒色系土が主体で、曠底付近にⅥ層起源の汚れ
た三角堆積が見られる。

重複関係:LP-69と重複し、 これより古い。

擴底・壁面：曠底は平坦で、細粒のEn-aからなるⅧ層をわずかに掘り込んで構築される。立ち上が

りは急で、壁はひらく。

遺物出土状況：土器は覆土1 ． 2層から12点出土した。内訳はI群B－3類（10)、 Ⅱ群A－1類(2)

である。また、覆土1層から礫・礫片が1点出土している。

性格・時期：検出面と覆土出土の土器から、縄文時代早期後葉～前期初頭の遺構と思われる。性格は

不明である。 （柳瀬由佳）

掲載遺物：土器 1 ． 2は覆土1層出土のI群B－3類である。 1は口縁部破片で、細い粘土紐が貼

り付けられた後、貼付間に短縄文が加えられている。 2は体部破片で貼付間に短縄文が施されている。

3 ． 4は覆土2層出土のⅡ群A－1類である。 3は口唇部断面形は角形である。体部には斜行縄文が

施されている。胎土には砂粒・小礫・繊維を含む。器面調整は丁寧である。 4は底部破片で、尖底で

ある。体部には斜行縄文が施されている。

LP-69 (図Ⅳ-12)

位置・立地:F･G-39標高約5.6mの微高地上。

規模: 0.95m/0.62m× (0.87m)/0.53m×0.25m長軸方向:N-36.-W平面形：ほぼ円形。

確認。調査・土層:V層下位で、 LP-68の調査中に確認した。そのため、北西側の壁を破壊してし

まった。ほぼ円形の、皿状の土壌である。覆土は黒色系土が主体である。

重複関係:LP-68と重複し、 これより新しい。

塘底・壁面：墳底は中央部がややくぼみ、Ⅵ層を掘り込んで構築される。立ち上がりは緩やかで、壁

はひらく。

遺物出土状況：土器は覆土1 ． 2層から15点出土した。内訳はI群B－1類（2）、 I群B－3類

(12)、 Ⅱ群A－1類(1)である。また、覆土1層から礫・礫片が1点出土している。

性格・時期：検出面および覆土出土の遺物から、縄文時代早期後葉～前期初頭の遺構と思われる。性

格は不明である。 （柳瀬由佳）

掲載遺物：土器 1 ． 2はI群B－3類である。 1は口縁部破片で、細い粘土紐が貼り付けられた後、

ラヴ
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貼付間に短縄文が加えられている。 2は体部破片で貼付間に細かな結束羽状縄文が施されている．

LP-70 (図Ⅳ-12)

位置・立地:F-43標高5.5mの微高地東側に立地する。

規模: 1.58m/1.33m×1.30m/1.07m×0.30m長軸方向:N-15｡－W平面形：長円形

確認・調査・土層：Ⅵ層上面を精査中に黒色土の落ち込みを検出している。覆土は暗褐色泥炭質の単

層で、埋め戻されている。掘り込み面はV層下位と考えられる。

重複関係：重複する遺構は無い。

壌底・壁面：曠底は丸くⅦ層に掘り込んでいる。壁は緩やかに立ち上がる。

遺物出土状況：土器は出土しなかった。覆土上層から礫・礫片が2点出土している。

性格・時期：掘り込み面と考えられる層位や覆土から縄文時代早期後葉～前期初頭の所産と思われる

性格は不明。 （谷島由貴）

LP-71 (図Ⅳ-12)

位置・立地:G-39標高約5.7mの微高地上。

規模: 0.71m/0.43m×0.50m/0.32m×0.22m長軸方向:N-16°－W平面形：隅丸長方形

確認・調査・土層:V層下位で黒色土の落ち込みとして検出した。隅丸長方形のしっかりした掘り込

みをもつ土壌である。周囲には掘り揚げ土4が分布しており、 これを切っている。西側で自然地形の

落ち込みと接しており、誤認して掘り過ぎてしまった。東側ではLF-115を切っており、 これは

LP-71の方向へ傾斜して形成されている。 これらのことから、 LP-71は、 自然地形のくぼみにL

F-115が形成された後に、 そのくぼみを利用して構築されたものと思われる。また、覆土の上面か

ら、石皿と思われる砂岩が出土したが、多湿な環境で保存されていたため非常にもろくなっており、

包含層調査の際に誤って削ってしまったため、確認できなかった。

重複関係: LF-115･掘り揚げ土4と重複し、 これらより新しい。掘り揚げ土3との前後関係は直

接確認できなかったが、検出層位から、掘り揚げ土3に覆われるものと思われる。

曠底・壁面：曠底は中央部がややくぼみ、Ⅶ層を掘り込んで構築される。立ち上がりは丸みを帯び、

壁は垂直に近い。

遺物出土状況：覆土2層からI群B－3類が1点出土した。覆土l層から石皿(?)1点、覆土2層から

礫・礫片が1点出土した。

性格・時期：検出面と覆土出土の土器から、縄文時代早期後葉～前期初頭の遺構と思われる。性格は

不明である。 （柳瀬由佳）

掲載遺物：土器 3はI群B－3類の体部破片である。細い貼付帯が施されている｡ LP-69出土の

資料に類似する。

LP-72 (図IV-12)

位置・立地: F-38･39標高約5.5mの微高地上。

規模: 1 .05m/0.67m× (0.98m)/0.79m×0.16m長軸方向:N-60o－E？ 平面形：卵形？

確認・調査・土層:V層下位でLP-73とともに黒色土の落ち込みとして検出した。半裁して調査を

行い、重複する2つの土壌であることを確認した。覆土は褐色系土である。

重複関係:LP-73と重複し、 これより古い。
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WV層以下の調査

擴底・壁面：墳底は平坦で、Ⅶ層を掘り込んで構築される。立ち上がりは緩やかである。

遺物出土状況：土器は覆土1層から39点出土した。内訳はI群B－2類（1）、 Ⅱ群A－1類（38）

である。石器は覆土1 ． 2層から8点出土し、 スクレイパー1点、石皿1点等がある。

性格・時期：検出面および覆土出土の土器から、縄文時代早期後葉～前期初頭の遺構と思われる。性

格は不明である。 （柳瀬由佳）

掲載遺物：土器4～6はⅡ群A－1類である。 4は口縁部破片である、 口唇部断面形は外傾しなが

ら尖る。 口縁部には器面に斜行縄文が施されたのち、貫通した円形刺突文が加えられている。器面調

整は丁寧である。 5 ． 6は斜行縄文が施された体部破片である。胎土には繊維を含む。器面調整は内

外とも丁寧である。

石器 7はスクレイパーla類。右側縁と下端部に刃部加工がなされる。左側縁には使用痕が見られ

る。

』

LP-73 (図Ⅳ-13)

位置・立地:F-38･39標高約5.5mの微高地上。

規模: 1.44m/1.19m×1.09m/0.90m×0.13m長軸方向:N-62.-W平面形：楕円形

確認・調査・土層:V層下位でLP-72とともに黒色土の落ち込みとして検出した。覆土は、 V層に

類似する黒色士が主体で、壁際に褐色～黄褐色土の三角堆積が見られる。

重複関係:LP-72と重複し、 これより新しい。

擴底・壁面：壌底は平坦で、Ⅶ層をわずかに掘り込む。皿状にごく緩やかに立ち上がる。

遺物出土状況：土器は覆土1 ． 2層から3点出土した。内訳はI群B－3類（2）、 I群B－4類

（1）である。剥片1点・礫。礫片1点が覆土1層から出土している。

性格・時期：検出面および覆土出土の遺物から、縄文時代早期後葉～前期初頭の遺構と思われる。性

格は不明である。 （柳瀬由佳）

掲載遺物：土器 1 ． 2はI群b－4類の体部破片である。 1は撚糸文が施されている。 2は図Ⅳ－

30-3と同一個体である。 2本並列の撚糸文が羽状に施されている。

LP-74 (図Ⅳ－13)

位置・立地:G-39標高約5.6mの微高地上。

規模: 0.57m/0.36m×0.47m/0.27m×0.35m長軸方向:N-35o－E平面形：隅丸長方形

確認・調査・土層:V層下位で、平成8年度の試掘溝の壁面および底面で確認した。 しっかりした掘

り込みをもつ隅丸長方形の土壌である。上部の半分以上が平成8年度の試掘溝によって壊されている。

覆土は暗褐色土とⅥ層起源の明黄褐色土からなる。全体に混入物が多く、層界が明瞭であることから、

埋め戻しの可能性がある。

重複関係：なし。

曠底。壁面：ボウル状に中心部がくぼむ。細粒のⅧ層を掘り込んで構築される。壁の立ち上がりは丸

みをおび、壁は急角度。

遺物出土状況：土器は覆土2層及び壁から5点出土し、 I群B－2類（2） Ⅱ群A－1類（3）であ

る。覆土2層から礫・礫片が1点出土している。

性格・時期：覆土の堆積状況から、墓の可能性も考えられるが、副葬品などは出土していない。検出

面と覆土出土の遺物から、縄文時代早期後葉～前期初頭の遺構と思われる。 （柳瀬由佳）
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キウス4遺跡(4)

掲載遺物：土器3は壁出土のI群B－2類で、圧痕が加えられた貼付帯が施されたもの、 4 ． 5は

Ⅱ群A－1類で、 4は斜行縄文が施されたもの、 5はLH-19出土の資料（図IV-4-1) と同一個

体で、 口縁部に太い沈線が加えられている。

LP-75 (図Ⅳ-13)

位置・立地:F-39標高約5.6mの微高地上。

規模: 0.54m/0.14m×0.43m/0.15m×0.08m長軸方向:N-87．－W平面形：楕円形

確認。調査・土層:V層下位で黒色土の落ち込みとして確認した。浅い皿状の土曠である。覆土は黒

色土の単層である。

重複関係：なし。

曠底・壁面：曠底は凹凸があり、Ⅵ層をわずかに掘り込んでいる。皿状にゆるやかに立ち上がる。

遺物出土状況：出土していない。

性格・時期：検出面から縄文時代早期後葉～前期初頭の遺構と思われる。性格は不明である。

（柳瀬由佳）

1

LP-76 (図Ⅳ-13)

位置・立地:G-43標高5.6mの微高地東側に立地する。

規模: 0.19m/0.07m×0.16m/0.08m×0.09m長軸方向:N-5o－E平面形：円形

確認．調査・土層：Ⅵ層上面を精査して検出されている。小形で柱穴と思われたが北側のLP-77と

共に遺構の一部と思われ周囲を精査したが他に検出されていない。覆土は黒色粘質土の単層で柱が引

き抜かれて堆積したものと思われる。

重複関係：重複する遺構は無い。

擴底・壁面：曠底は丸くボール状を呈しⅦ層に掘り込んでいる。壁は緩やかに立ち上がる。

遺物出土状況：遺物は出土しなかった。

性格・時期：掘り込み面と考えられる層位や覆土から縄文時代早期後葉～前期初頭の所産と思われる。

柱穴と考えられLP-77と対になるものと思われる。 （谷島由貴）

LP-77 (図Ⅳ－13)

位置・立地:F･G-43標高5.6mの微高地東側に立地する。

規模: 0.39m/0.07m×0.30m/0.07m×0.22m長軸方向:N-15･－E平面形：長円形

確認．調査．土層：Ⅵ層上面を精査して検出されている。小形で、柱穴と思われるが南側のLP-76

と共に遺構の一部と思われ周囲を精査したが他に検出されていない。南側に傾いていることから中心

は南側になると考えられる。覆土は黒色粘質土の単層で柱が引き抜かれて堆積したものと思われる。

擴底・壁面：曠底は北側が深く、Ⅶ層に掘り込んでいる。南向きに斜めに柱を設置した状態である。

遺物出土状況：遺物は出土しなかった。

性格・時期：掘り込み面と考えられる層位や覆土から縄文時代早期後葉～前期初頭の所産と思われる。

柱穴と考えられLP-76と対になるものと思われる。 （谷島由貴）
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ⅣV層以下の調査
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キウス4遺跡(4)

LP-78 (図Ⅳ-13)

位置・立地: F-42標高5.4mの微高地東側に立地する。

規模: 0.46m/0.30m×0.36m/0.17m×0.24m長軸方向:N-10.一W平面形：小形で長円形

確認・調査・土層：Ⅵ層上面を精査中に暗褐色の落ち込みを検出している。覆土は暗褐色泥炭質の単

層で、埋め戻されている。掘り込み面はV層下位と考えられる。

重複関係：重複する遺構は無い。

塘底・壁面：壊底は平坦で鍋底状を呈し、Ⅶ層に掘り込んでいる。壁はやや急角度に立ち上がる。

遺物出土状況：遺物は出土しなかった。

性格・時期：掘り込み面と考えられる層位や覆土から縄文時代早期後葉～前期初頭の所産と思われる。

性格は不明。 （谷島由貴）

LP-79 (図Ⅳ-13)

位置・立地:G-42標高5.65mの微高地東側に立地する。

規模: 0.65m/0.31m×0.59m/0.26m×0.21m長軸方向:N-85.-W平面形：不整円形

確認・調査・土層：Ⅵ層上面を精査中に染みを検出している。覆土は暗黄灰褐色土にパミスを含む単

層で、埋め戻されている。掘り込み面はV層下位と考えられる。

重複関係：重複する遺構は無い。

曠底・壁面：曠底は丸くボール状を呈し、Ⅶ層に掘り込んでいる。壁は緩やかに立ち上がる。

遺物出土状況：遺物は出土しなかった。

性格・時期：掘り込み面と考えられる層位や覆土から縄文時代早期後葉～前期初頭の所産と思われる。

性格は不明。 （谷島由貴）

LP-80 (図Ⅳ-13)

位置・立地:G-42標高5.65mの微高地東側に立地する。

規模: (0.46m/0.30m) ×0.48m/0.18m×0.15m長軸方向:N-40｡-E

平面形：北側は調査区の境目に排水路で削られているが、残存部から長円形を呈すると考えられる。

確認・調査・土層：Ⅵ層上面を精査中に染みを検出している。覆土は暗褐色土にパミスを含む単層で、

埋め戻されている。掘り込み面はV層下位と考えられる。

重複関係：重複する遺構は無い。

擴底・壁面：曠底は丸くボール状を呈し、Ⅶ層に掘り込んでいる。壁は緩やかに立ち上がる。

遺物出土状況：遺物は出土しなかった。

性格・時期：掘り込み面と考えられる層位や覆土から縄文時代早期後葉～前期初頭の所産と思われる．

性格は不明。 （谷島由貴）

LP-81 (図Ⅳ-13)

位置・立地:F-42標高5.6mの微高地東側に立地する。

規模: 0.39m/0.29m×0.29m/0.23m×0.09m長軸方向:N-25o－E平面形：小形で長円形

確認・調査・土層：Ⅵ層上面を精査中に暗褐色の落ち込みを検出している。覆土は暗褐色土にパミス

を含む単層で、埋め戻されている。掘り込み面はV層下位と考えられる。

重複関係：重複する遺構は無い。
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ⅣV層以下の調査

擴底・壁面：曠底は平坦で鍋底状を呈し、Ⅶ層に掘り込んでいる。壁はやや急角度に立ち上がる。
遺物出土状況：遺物は出土しなかった。

性格・時期：掘り込み面と考えられる層位や覆土から縄文時代早期後葉～前期初頭の所産と思われる．
性格は不明。 （谷島由貴）

LP-82 (図Ⅳ-14)

位置・立地:G-39標高約5.7mの微高地上。

規模: 0.65m/0.41m×0.47m/0.26m×0.18m長軸方向:N-34.-W平面形：楕円形

確認・調査・土層:V層下位相当面で、 LH-19の壁面に見られた落ち込みで確認した。覆土は褐色
系土で、混入物が多い。掘り上げ土の流れ込みの可能性がある。

重複関係:LH-19と重複し、 これより古い。また、 LF-126および掘り上げ土5に覆われている。

擴底・壁面：曠底は平坦で、Ⅶ層を掘り込んで構築される。立ち上がりは丸みがあり、ややひらく。

遺物出土状況：土器は覆土2 ． 3層から9点出土し、 I群B－3類（4） ・ Ⅱ群A－1類（5）であ
る。礫・礫片が覆土1層から1点出土している。

性格・時期：検出面と覆土出土の土器から、縄文時代早期後葉～前期初頭の遺構と思われる。性格は

不明である。 （柳瀬由佳）

掲載遺物：土器 1 ． 2は覆土3層出土のⅡ群A-1類、斜行縄文が施されたものである。

LP-83 (図Ⅳ-14)

位置・立地:F-39･40， G-39標高約5.7mの微高地上。

規模: 1.28m/1.24m×0.85m/0.53m×0.33m長軸方向:N-68．－E平面形：隅丸長方形

確認・調査・土層:V層下位で黒褐色土の落ち込みとして確認した。 しっかりした掘り込みをもつ隅

丸長方形の土曠である。 メインセクションベルトにかかる位置で半裁して調査を行い、 LH-21を

切っており、掘り上げ土2に覆われることを確認した。掘り込み面はV層下位、掘り上げ土2の直下

である。覆土は褐色系土で、 ロームの混入が多い。

重複関係:LH-21と重複し、 これより新しい。LH-21とともに掘り上げ土2に覆われている。

擴底・壁面：曠底は全体に平坦だが、東側にややくぼむ部分が見られる。LH-21の床面を壊し、Ⅶ

層を掘り込んで構築される。全体に丸みをもって立ち上がり、ややひらく。東端部では曠底のくぼむ

部分からごく緩やかに立ち上がり、壁はひらく。西端部では急角度で立ち上がり、壁はほぼ直立する。

遺物出土状況：土器は覆土1層からI群B－3類が9点出土した。石器は覆土1 ． 2層から13点出土

し、石鍬1点、剥片9点、石斧1点、礫・礫片2点である。

性格・時期：検出面と覆土出土の土器から、縄文時代早期後葉～前期初頭の遺構と思われる。性格は

不明である。 （柳瀬由佳）

掲載遺物：土器 3 ． 4は覆土1層出土のI群B-3類で、 3は体部破片、 4は底部破片、いずれも

微隆起線に縦位の短縄文が施されたものである。

石器3は石鐡7類である。腹面左側縁の大きな剥離が右側縁に達したために破損している。
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キウス4遺跡(4)

LP-85 (図Ⅳ－14)

位置・立地:G-39標高約5.6mの微高地上。

規模: (0.26m/0.13m) ×0.31m/0.11m×0.18m長軸方向：N－18o－E？平面形：楕円形？
確認・調査・土層：平成8年度試掘溝の底面で確認した。 トレンチによって上部が壊されている。掘
り込み面の想定され得るV層下位までは10～15cmほどと思われる。覆土は褐色系土である。

重複関係：なし。

擴底・壁面：曠底は椀状にくぼみ、Ⅷ層をやや掘り込んでいる。壁はやや急に立ち上がる。

遺物出土状況： Ⅱ群A－1類の土器が覆土2層から1点出土した。

性格・時期：覆土出土の土器から、縄文時代前期初頭と思われる。性格は不明である。 （柳瀬由佳）

掲載遺物：土器6はⅡ群A－1類で、平成9年度調査A地区出土の資料と接合した。 口縁部・底部
を欠失する。太い横位の縄文が施されている。胎土には繊維を含む。条内には浅いナデ調整が加えら

れている。

LP-86 (図Ⅳ-14)

位置・立地: F-38標高約5.5mの微高地上。

規模: (0.29m/0.21m) ×0.51/0.35×0.12m長軸方向:N-65o－E？ 平面形：楕円形？

確認・調査・土層:V層下位で検出したぼんやりした褐色土の落ち込みと、 LP-72の壁面にみられ

た褐色土の落ち込みにより確認した。覆土は、混入物の多い汚れた褐色土である。

重複関係:LP-73と重複し、 これより古い。 LP-72との重複関係はない。

擴底・壁面：曠底は平坦で、Ⅶ層を掘り込んで構築される。立ち上がりは丸みをおび、垂直に近い。

遺物出土状況：出土していない。

性格・時期：検出面と覆土出土の土器から、縄文時代早期後葉～前期初頭の遺構と思われる。性格は

不明である。 （柳瀬由佳）

(3) 焼土（図Ⅳ－2 ．図Ⅳ-15～19）

焼土は65ヵ所検出された。個別の記載は一部のみとし、その他については分布域ごとに特徴を記載

する。規模・検出層位・出土遺物等については表Ⅳ－1及び表Ⅵ－4に掲載した。

焼土は河道跡2を境に、西側の微高地上に分布するもの(A群） と、東側の緩斜面状に分布するも

に(B群）に分かれる。

A群(LF-62･63･93～96･99～118･ 121～128)

分布等河道跡2の西側、尾根状の微高地上に分布する。 34カ所検出された。微高地上でも、住居

跡や土壌とは分布域が異なり、 これらの北西に位置する｡LF-115 (LP-71に切られる)、 LF-126

(LP-85を覆う）を除き住居跡や土壌との重複関係はみられない。一方、柱穴状ピットとはほぼ分布

が重なっており、重複もみられる。 LF-109はLSP-227に切られることが確認されているが、他は

重複する柱穴状ピットを覆うものが多いと思われる。

A群の焼土はさらに、西側低地に落ち込む斜面で検出されたもの(LF-110･ 112･ 113)、微高地

から北東への緩斜面で検出されたもの(LF-107)、および微高地の尾根部で検出されたものに分か

れる。尾根部に分布するものには2条の列をなすような配置がみられる。 これらには明確に上下関係

が認められるものがあり、 ある程度の時間幅があるものと思われる。また、緩斜面で検出された

LF-107は大規模な焼土で、範囲内に10カ所の厚い焼土が認められた。
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キウス4遺跡(4)
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ⅣV層以下の調査
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キウス4遺跡(4)

焼土の多くは、比較的厚くかつ周囲の士層から漸移的に変化することや、焼土の周囲や直上に炭化

物・焼土粒の混入する土層がみられることから、 この場で形成されたものと思われる。

遺物LF-62･106～109･ 113･115から出土している（表Ⅵ-4)｡また、特に肉眼で骨片や炭

化物が確認できたものについてフローテーション選別を行った結果、 LF-62～96･99･ 101 ･ 102･

105～107･ 109から、 シカなどの哺乳類・魚類等の焼骨片が検出された（第V章-5)。焼骨の中には、

加工痕の認められるものも含まれていた。

時期検出層位および出土遺物から、縄文時代早期末葉～前期初頭のものと思われる。

LF-62 (図Ⅳ－15･図Ⅳ-21)

調査:V層中位～下位で、 LF-63とともに検出した。榿色によく焼けており、 この場で形成された

ものである。 これよりやや北側の同層位で遺物集中1が検出されており、 LF-62およびLF-63と同

時期の可能性がある。

遺物出土状況：焼土中からⅡ群A－1類土器(1)、石鍼(6)などが出土している。

掲載遺物：石器 1 ． 2は石嫉である。 ~1はla(2)類。基部がやや狭まる。 2はd類である。

LF-107 (図Ⅳ－17･図Ⅳ-20-1～16･図Ⅳ－21-3～13)

調査:V層下位で検出した。 40ラインの西側に1m幅のトレンチを掘削したため、一部は消失してし

まった。微高地から北東へ下る緩斜面に広がる。最大で層厚12cmほどの焼けの弱い焼土、あるいは焼

土と黒色～褐色土の混合する二次堆積層が5.7m×4.8mほどの範囲に広がっている。 これに重なって、

よく焼ける焼土のブロックが認められたため、 LF-107-1～10の枝番号を付けて調査した。ブロッ

クは二次堆積焼土の西半部に集中している。 1～10のブロック間には上下関係の認められるものもあ

り、 LF-107全体がある程度の時間幅を持って形成されたものと思われる。遺物を多く含み、 3cmほ

どの比較的大きな焼骨片や炭化物も多く含んでいた。なお、 a-a/の土層断面は図1－6の1－J

に対応する。

LF-107-1 :周囲よりはやや焼けている。層厚は1cmに満たない。

LF-107-2 :焼けはやや弱い。

LF-107-3･4 :よく焼けている。

LF-107-5 :層厚は厚く、 よく焼けている。

LF-107-6 :よく焼けている。骨片を特に多く含み、周囲には炭化物が多い。

LF-107-7 :周囲よりはやや焼けている。

LF-107-8･ 9･10 :LF-107のうちの下位の焼土。焼けはやや弱い。 10の北側からⅡ群A－1

類土器の底部が出土している。

遺物出土状況：二次堆積の焼土・焼土ブロックともにI群B-2 ･ 3 ･ 4類土器とⅡ群A－1類土器

が出土している。

掲載遺物：土器（図Ⅳ－20－1～16) 4～8はI群B－3類で、 4･ 5は口縁部破片、 6～8は体部

破片で、いずれも断面三角形の貼付文が施され、 4 ． 5は斜行縄文、 6 ． 7は結束羽状縄文が施され、

8は貼付文間に斜行縄文が施された後部分的にナデ調整が加えられている。 1～3 ． 9～16はⅡ群

A-1類である。 1は体部下半を欠失する。焼土内出土の土器1点と周辺の調査区及び平成9年度調

査区出土の資料と接合した。 口唇端部にへう調整が加えられ口唇部断面形は角形である。器面には2

種類の原体を用いやや崩れた菱目状の文様構成を作り出している。器面調整は比較的丁寧である。胎
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IVV層以下の調査

土には繊維を含む。 9～1lは斜行縄文が施された口縁部破片である。 2 ･ 3 ･ 12～15は胴部・底部付

近の破片である。 12． 15は羽状縄文のもの、 2 ． 3 ． 13． 14は斜行縄文のものである。器面調整は比

較的丁寧である。 16は底部破片で、斜行縄文が施されている。いずれも多量の繊維を含む。

：石器（図IV-21-3～13) 3～7は石鍼である。 3 ｡ 4は1a(1)類。 3は基部の狭まるもの、 4

は周縁加工で、原石面を残す。 5 ． 6は1a(2)類である。 7は7類である｡ 8はつまみ付きナイフ

8類。周縁加工のものの破損品と思われる。 9はスクレイパー2b類。上端部に両面加工のやや内湾

する刃部をもつ。 10． 11はともに緑色泥岩製の石斧1類。 10は、上半の破片がD-36出土の下半の破

片と接合した。粗割・敲打・すりで整形される。腹面の破損は被熱によると思われる。 11は、上半の

破片が、 C-39， E-38･39出土の計4点と接合した。基部に礫面を残し、主にすりで整形される。

背面中央の破片は、破損後に敲打が加えられている。斜刃である。 12･ 13はすり石でともに安山岩製。

12は1類で平坦面と端部にたたき痕がみられる。 13は2類で端部にもすり痕がみられる。

LF-113 (図Ⅳ－16･図Ⅳ－20-17)

調査:V層下位で、微高地から西側低地に下がる肩部分で検出した。層厚は10cmほどで暗赤褐色焼土

が認められた。

遺物出土状況：焼土中からI群B－3類が10点出土している。

掲載遺物：土器17は横位の太い縄文が施されたものである。条内に軽いナデ調整が加えられている。

胎土に多量の繊維を含む。

LF-115 (図Ⅳ－18．図Ⅳ－20-18･19)

調査:V層下位相当面で、 LP-71調査中に検出した。一部掘り揚げ土4に覆われ、 LP-71に切られ

ている。西半がLP-71に向かって傾斜していることから、 自然地形のくぼみの肩にLF-115が形成

された後掘り揚げ土が堆積し、 これらを切ってLP-71が構築されたものと思われる。

遺物出土状況: I群B－3類土器が出土している。

掲載遺物：土器 18は細い貼付文間に斜行縄文が施されている。 19は曲線的な細い貼付帯間に短縄

文・絡条体圧痕文が加えられている。

B群(LF-64～92･97｡98)

河道跡2の東側、西に向かって緩やかに傾斜する斜面に分布する。 31カ所検出された。 さらに、 55

ラインに分布するもの(LF-65･97･98)、 58～60ライン付近に分布するもの(LF-64･66～92)に

分けられる。

55ラインに分布する焼土うち、 LF-97はV層上面･LF-98はV層中で確認した。いずれもその場

で形成されたもので遺物．焼骨片等は出土しなかった。

58～60ライン付近から検出した焼土は、 LF-89･92を除き、いずれも形成は弱い。 B-59で検出

したLF-66～77･87･88は特に不明瞭で、二次堆積のまとまりである可能性がある。いずれの焼土

からも遺物．焼骨片等は出土しなかった。時期は縄文時代晩期のⅣ層(Ta-c)降下以前である。

（柳瀬由佳）
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キウス4遺跡(4)
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ⅣV層以下の調査

LF-62

愚~鐙鶯患
＜二＞ 1 － 2

LF-107

塾鶏鍵鍵亀亀懲亀臭亀
－ 3 三一＝ 4 <= 54 』 ＜一一 6 =--> 76 I

一
I

蝿0鍵 ○ 8

10

ｍＣ５

１

．

１１

０

１

一

一

一

I

I

Ｉ
フ

騨謬
ゞ.?〆 I参

~

ー →

一

12 今

。

ｍ

４

１

ｃ

図Ⅳ－21 焼土出土石器

99



｜

キウス4遺跡(4)

(4) 柱穴状ピット

柱穴状ピットは、調査区西側の微高地の尾根部で114基検出された。調査の結果木根痕と判断され

たものを削除したため、欠番が生じている。位置・規模・出土遺物については表Ⅳ－1及び表Ⅵ－4

に掲載し、個別の記載は省略する。

分布等調査区西側の微高地尾根部に集中する。住居跡・土壌とは分布が異なるため、重複は少な

い。重複するものについては、土層断面で確認できたものはないが、土曠等の検出時に明確にそれを

切るような検出状況はなかった。分布の重なる焼土との重複もみられる。土曠の場合と同様、土層断

面で確認できたものはないが、検出時にLSP-227はLF-109を切ることが確認されている。他につ

いては、焼土検出時に明確にそれを切る柱穴状ピットは検出されていない。

配置は、柵列や住居跡に付属する柱穴のような明確なものはみられないが、尾根に沿った直線的な

2列の配列が認められ、 これは、焼土のA群とほぼ重なるもである。底部の断面形は、丸いものや若

干尖るものが多く、平らなものと鋭角的なものが少数ずつみられる。傾斜するものもわずかにみられ

るがほとんどは垂直で、直立する柱が立てられていたものと思われる。検出面は、包含層調査終了後

のⅥ層～Ⅶ層である。V層調査時の土層観察用ベルトにかかって検出されたLSP-265･266･300な

どからは、 V層下位の上面付近から掘り込まれていることが確認できる。また、柱穴状ピット間の重

複が見られることから、時間差、 あるいは柱の立て替えが考えられ、柱穴状ピット群はある程度の時

間幅があるものと思われる。

覆土に遺物が含まれるものは少ない。土器は、 LSP-239･244･276･277･278･284の覆土から出

土している。 I群B－3類は、 LSP-244(1) ･276(12) ･277(26) ･278(1)から、 Ⅱ群A－1類は

LSP-239(1) ･284(1)から出土している。石器は、 4カ所から石鍼と剥片が出土している。石鍼は、

Ⅱ群土器に伴うと思われる1a(2)類がLSP-230から、 la類と思われる未成品がLSP-250から出

土している。

時期検出層位および出土遺物から、縄文時代早期末葉～前期初頭のものと思われる。

掲載遺物土器

LSP-276 (図Ⅳ－22-2 ･ 3) 2 ･ 3はI群B－3類の体部破片である。 2は細い貼付文が施

され粗いナデ調整が施されている。 3は細い貼付文が施され、貼付文にかかる細い結束羽状縄文が

施されている。

LSP-277 (図Ⅳ－22-4 ･ 5) 4 ･ 5は同一個体である。 I群B－3類の体部破片である。縄

側面圧痕が加えられた細い貼付文が施され、貼付文間に細い結束羽状縄文が施されている。 I群

B－2類の可能性もある。

石器 （図Ⅳ－22－1） 1はLSP-230から出土した、石鍼1a(2)類である。被熱してひび割

れている。 （柳瀬由佳）

(5)掘り揚げ土

調査区中央からやや西よりの微高地と周囲の斜面から7カ所の掘り揚げ土の拡がりを検出した。

1カ所を除き他の遺構と重複している。

掘り揚げ土1はE･F-40のV層下位中にある。層の厚さは約10cmである。他の遺構と重複関係は

無い｡遺物は出土していない｡検出層位や地形・遺構の位置からLH-21の掘り揚げ土の可能性がある

掘り揚げ土2はE･F-39．40のV層中位下面にあり、 LP-83とLF-107を直に覆い、 V層下位

1を挟んでLH-21を覆う。層の厚さは約10cmである。低湿地であるため焼土の赤味の溶脱したもの

ZOO
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WV層以下の調査

と区別がつかず焼土と誤認していた。En-aパミスが多く混じり、前期を含む包含層の上に早期の遺

物が出土することから層位が逆転しているものと気付き、掘り揚げ土と認定した。遺物はLF-119で

取り上げている。包含層と共に大半を掘り下げたため、拡がりの範囲は明確ではない。検出層位から

縄文時代前期の所産と考えられ、前期の遺構配置や地形から、南側から運ばれた可能性がある。

掘り揚げ土3はE･F-40･41のV層中位下面にあり、 LP-71を覆い、 V層下位1を挟んでLH-

21を覆う。層の厚さは約10cmである。掘り揚げ士2と同様に焼土と誤認していた。掘り揚げ土2の南

側に位置し、検出層位もほぼ同じであることから、途切れているが掘り揚げ土2と同一のものである

可能性がある。遺物はLF-120で取り上げている。包含層と共に大半を掘り下げたため、拡がりの範

囲は明確ではない。

掘り揚げ土4はF･G-39のV層下位中にあり、 LP-71に切られ、 LF-115を直に覆う。層の厚

さは約8cmである。包含層と共に大半を掘り下げたため、拡がりの範囲は明確ではない。地形や遺構

の位置検出層位から南側に位置するLH-19の掘り揚げ土の可能性があり、掘り揚げ土5と同一の

ものとも思われる。

掘り揚げ土5はG-39のV層下位下面にあり、 LP-82を直に覆いLF-126に焼かれている。層の

厚さは約4cmである。包含層と共に大半を掘り下げたため拡がりの範囲は明確ではない。地形や遺構

の位置、検出層位から南側に隣接するLH-19の掘り揚げ士の可能性がある。

掘り揚げ土6と掘り揚げ土7は図示していないが、 G-37･38のV層下位にあり、 LH-22を共に

覆っている。微高地端の斜面との変換点に位置するため包含層と誤認し、範囲などは記録していない。

土層断面は図1-5と図Ⅳ－6を参照していただきたい。掘り揚げ土6と7の前後関係は、掘り揚げ

士6がLH-22の西側と掘り揚げ土6を覆い、掘り揚げ土7がLH-22の東側を覆っている。

LH-22の取り上げ層位で覆土VD層は掘り揚げ土6， V層下位は掘り揚げ土7の遺物である。掘

り揚げ土6はI群B4類土器1点、 Ⅱ群A1類土器27点（図Ⅳ－6-6)、すり石1点、剥片1点が

出士している。掘り揚げ土7からI群B3類土器2点、 I群B4類土器2点、 Ⅱ群A1類土器36点

(図Ⅳ－6－7）、つまみつきナイフとすり石が各1点（図Ⅳ－6－9 ． 10)、礫・礫片が3点出土し

ている。すり石は包含層のF-43V層中位出土のものと接合している。出土遺物から縄文時代前期の

所産と考えられ、東側に位置するLH-19掘り揚げ土の可能性がある。

土器（図Ⅳ－24-1～4)

掘り揚げ土2 ． 3から97点の土器が出土した。内訳はI群B－3類（35)、 I群B－4類(12) 、 Ⅱ

群A－1類（50）である。

1はI群B-4類で、図Ⅳ－30-3と同一個体である。 2本並列の撚糸文が施されている。 2～4

はⅡ群A－1類の体部破片で、 2は横走気味の縄文が、 3 ． 4は斜行縄文が施されている。いずれも

胎土には繊維を含む。器面調整は比較的丁寧である。

石器（図Ⅳ－24－5 ． 6）

掘り揚げ土2 ． 3から、石鍼(2)、つまみ付きナイフ(1)、 Rフレイク(2)、石斧(1)と、 フレイク430点

が出土した。フレイクの大半は、掘り揚げ土2中で検出したフレイク・チップ集中から出土したもの

である。

5は石厳1a(2)類である。 bはつまみ付きナイフ1c類。下端部は加工されていない。背面の稜部

や刃部の下半が摩耗している。 （谷島由貴）

△
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ⅣV層以下の調査

2遺物

概要

V層以下の包含層調査で遺物は、 17,900点出土した。遺物は、河道跡2を挟み東側と西側では主体
となる土器に時期差が認められた。

東側部分の主体はⅣ群C類土器で、 I群B－3類土器･ I群B－4類土器、 Ⅱ群A－1類土器、 Ⅲ

群A類Ⅲ群B類、Ⅳ群A類、Ⅳ群B類等も少量出土している。Ⅵ層からは旧石器時代の掻器・調整
剥片が5点出土した。

西側は、尾根状の微高地部分と低地部分に分けられる。微高地部分の主体は前期初頭のⅡ群A－1

類土器で、 I群A類･ I群B-3類土器・ I群B－4類土器も出土している。石器についても早期後

葉～前期初頭の土器群に伴うとされる各器種が出土している。低地部分のVD層は前期初頭のⅡ群

A－1類土器が主体で、 I群B－3類土器･ I群B－4類土器等も出土し、 また、 これらに伴うと思

われる各種の石器と共に木製品等も出土している。VS層からは2カ所の遺物集中が認められ、石器

の接合資料と共にⅡ群A－1類土器の復原土器が得られている。また、 Ⅱ群A-1類土器が潰れたよ
うな状態で出土している。

自然遺物としてドングリ ・クルミ ・ヤマブドウ等の種子が検出されている。また、Ⅸ層上位に泥炭

層（ⅨD層）が確認され、同層から多量の流木・埋もれ木等も検出されている （図1-11参照)。

(熊谷仁志）
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キウス4遺跡(4)

(1) Ⅵ層出土の旧石器時代遺物

キウス川流域の遺跡群の発掘調査は平成5年度から実施してきた。 この中で、 旧石器時代の遺物の

出土例は、平成9年度に調査されたキウス5遺跡（北埋調報126集） とキウス7遺跡（北埋調報127

集）がある。昨年度調査したキウス5遺跡からは550点を数える旧石器時代の遺物が出土した。

出土地点は調査区側のⅦ層下位で、 フレイク集中1カ所を検出し、 V層下位～Ⅶ層下位からは掻器、

削器、彫器、石刃、細石刃様剥片等が出土した。 このうち旧石器時代の黒曜石製の掻器3点について

フィッショントラック法（2点） と水和層厚（1点）から換算した年代測定法を実施した。その結果、

得られた年代値は前者が20,400年と19,600年、後者が14,562～12,975年であった。

(北埋調報136集第Ⅳ章－1参照） （北埋調報126集第Ⅸ章－1参照）

昨年度調査したキウス7遺跡からは396点を数える旧石器時代の遺物が出土した。出土地点は調査

区南西側のⅥ層～Ⅶ層で、主な内訳は細石刃、細石刃核、彫刻刀形石器、打面再生剥片、石刃、 ス

ポール等が出土した。 フレイクチップの出土資料は約290点を数える。 このうち黒曜石製の細石刃と

細石刃核について水和層厚から換算した推定で、細石刃が9,000年～13,000年代、細石刃核が11,000

年～12,000年代という値を得ている。原産地は細石刃が十勝、細石刃核が十勝と赤井川であった。

(北埋調報127集Ⅵ章-2参照）

今年度調査したA2地区は丘陵緩斜面の西端に立地している。調査区は東西に細長く、東側から西

側に下がる緩傾斜面で、低湿部と緩やかな斜面部分からなっている。 この調査区の東側緩傾斜面から

旧石器時代の石器が5点出土した。 （図Ⅳ-26参照)。出土層位はすべてⅥ層である。

当初の包含層調査終了後、 B-55グリッドのⅥ層上面を精査中に、頁岩製のエンドスクレイパー1

点を確認した。そこで急邊範囲を広げ精査し、一部トレンチによる旧石器確認調査を実施した。

その結果、 B-55グリッドⅥ層中から計2点、 D-57グリッドⅥ層中から1点、 E-55グリッドか

ら2点出土した。各石器の詳細は以下の通りである。

エンドスクレイパー他（図Ⅳ－25－1～5）

1～4はエンドスクレイパーである。いずれも石刃ないし、縦長剥片を素材にしている。 1～3は

刃部に最大幅がくる溌形のものである。 1は頁岩製で、背面に二本の稜があり、両側縁にはやや浅い

剥離がみられる。刃部は摩耗して丸みを帯びている。 2 ． 3は黒曜石製である。 2の左側縁部には連

続する剥離がある。 3は基部側にも急角度の調整が施され、刃部として機能していた可能性がある。

4． 5は頁岩製である。 4はバルブ側が欠損し、右側縁には微細な剥離が認められる。また、刃部

には使用痕とみられる丸みが観察される。 5は端部が欠損する薄い調整剥片である。 （笠原興）

I

－5
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、
）
１

１ｎＣ
－
ｂ
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図Ⅳ－25Ⅳ層出土の旧石器
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キウス4遺跡(4)

(2) V層出土の遺物

a 遺物集中

調査区西側の微高地とそこから下る低地のV層で、遺物集中が3カ所検出されている。いずれも剥

片を主体とし、範囲内から石器や土器が出土したものもある。 ここでは、特に規模の大きいもののみ

掲載する。他にも数1Ocm規模のフレイク・チップの集中なども遺物集中と呼称して調査している。そ

のうち、土壌ごと採取してフローテーション選別を行ったものから、微細な焼骨片や未炭化の植物遺

体が検出されており、それぞれ同定を依頼している。 （第V章－5 ． 6)。

なお、接合資料以外の掲載遺物は包含層で扱っているので、詳細は各項目に記載している。

遺物集中1 （図Ⅳ-27）

微高地上のD-37、 V層中位で検出された。D-37のやや東よりに、 3mほどの広がりをもつ。焼

土列と柱穴状ピット列がとぎれる部分に位置しており、検出層位と位置関係から、 LF-62･63に関

係する可能性がある。剥片約300点のほか、剥片石器類も多く出土している。礫石器類では石斧・石

斧剥片が多い。すり石もやや多く出土しているが、すべて破損品である。他の礫石器は逆に少なく、

砥石は出土していない。土器も多く出土しており、 Ⅱ群A－1類土器が主体である。

剥片は2～5cmほどのものが多く、大ぶりなものが目立つが、良好な接合資料は得られなかった。

遺物集中2 （図Ⅳ-28）

微高地西側の低地E･F-33のVS層で検出された。フレイク。チップの集中である。東側は、

湧水対策の排水路掘削時に誤って掘り下げてしまったため、失われている。

遺物集中3 （図Ⅳ－28．29）

微高地西側の低地、 F･G-34のVS層で検出された。長さ3m、幅1mの南北に細長い範囲に分

布する。東側に大きな木根の一部が迫っている。西端部は、前述の排水路掘削時に遺物を取り上げて

しまっていたため、 ごく一部と思われるが、失われている。遺物の分布は大きく南北に分かれ、北側

からは約600点の剥片などの剥片石器類と、縄文の横走するⅡ群A－1類土器が、南側のまとまりか

らは羽状縄文の施されるⅡ群A－1類土器が出土している。

剥片は1～5cmほどのものである。 2～3cmの小ぶりのものが多いが、石核などとの接合資料が得

られた。

掲載遺物（図Ⅳ－29－1～5）

2は1の石核と剥片4点とが接合したもの。 ここまでに、 1）右側縁を打面として剥離を行ってお

り、同様に背面右下の剥片がはがされる。 2）上面の原石面から背面左の剥片がはがされ、 3）上面

を打面調整してさらに上面から剥離し、 4）左側面の原石面や、剥片剥離後の背面から剥離して、放

棄されている。

4は3の両面加工石器と剥片4点とが接合したもの。 ここまでに、 1）背面では、上面からの乗||離

の後に左下方から剥離され、腹面では左下方から剥離されている。その後、 2）右側面上方から腹面

の剥片がはがされ、 3）続いて左側面上方から背面の2つの剥片が同時にはがされ、 3に近い形の石

核になったと思われる。 さらに剥離が行われ、両面加工石器として整形されている。

5は剥片が11点接合したもの。中心部の剥片がない、周縁部の接合資料であるため、明確ではない

がおおよそ次の課程が想定される。 ここまで、 1）背面上方から剥離が行われており、背面右の乗'|片

がはがされる。その後、 2）右側の原石面付近から右上の剥片がはがされ、 3）腹面左側の原石面付

近から中心部の剥片がはがされ、 4）左側面下部から背面左の剥片が同時にはがされ、底部付近の剥

片が残ったものと思われる。 （柳瀬由佳）
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ⅣV層以下の調査
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キウス4遺跡(4)

b土器

包含層か11,009点出土した。縄文時代早期中葉～晩期初頭のものがあり、その主体は縄文時代前期

初頭のⅡ群A－1類で、 I群B-2 ･ 3類、 I群B－4類がこれに次ぐ。遺物の分布は、河道跡2を

挟み出土した土器に違いが認められ、西側の尾根状の微高地から以西の低地と東側の緩やかな斜面に

分けられそうな様相を示している。西側の尾根状の微高地から以西の低地からはI群A類･ I群B－

2~ ・ 3類･ I群B－4類・ Ⅱ群A－1類が、東側斜面からはⅢ群・Ⅳ群･V群等が出土した。 この分

布の違いは、西側の尾根状の微高地から検出した早期末葉～前期初頭の遺構に、すでに河道跡2を考

慮したの配置が窺えることから、河道跡2の影響によるものと考えられる。

I群土器（図Ⅳ-30～32-1～77)

I群A類土器（図Ⅳ－30－1）

1は無文土器の小形平底土器である。器面調整は比較的丁寧で、僅かに条痕が認められる。胎土は

木目が細かい。

I群B－1類土器 （図Ⅳ－30－4～10）

4は口唇端部が肥厚し、体部には3本組紐の圧痕文が施されている。 5は口縁部破片で、撚糸の圧

痕と短縄文が施されているものである。 6～10は体部破片で、 6は斜行縄文・縄線文。短縄文が、 7

は縄線文・短縄文が組み合わされたものである。 8～10は3本組紐の側面圧痕文がほどこされたもの

で、 8には斜行縄文も施されている。

I群B-2･3類土器（図Ⅳ－30-2 ･図Ⅳ－30･31-11～58)

I群B-2類土器とI群B－3類土器については、 これまで貼付文の太さ、貼付文への施文方法の

違い・文様構成等によって分離されてきた。 しかし、今回の調査で出土した資料は、貼付文は細いが

貼付文に圧痕文が単独に施文されたものがあり、 I群B－2類土器とI群B－3類土器を明確に分離

することができなかった。 したがって、 これらを一括して扱った。

a類（図Ⅳ－30-11～14･ 18、図Ⅳ-31-24･26～29･31･32)

貼付帯と細い斜行縄文・結束羽状縄文・絡条体圧痕文・短縄文が組み合わされたもの。これらは

地文と細い貼付帯上の圧痕文が別々に施文されているものが多い。 I群B－2類土器として扱うべ

きものかもしれない。

11 ･25は同一個体で、波状口縁で細かい斜行縄文施文後、縄圧痕を加えた細い貼付帯と縦位の絡

条体圧痕文が施されている。 12～14． 18は口縁部破片、 24．26～29は体部破片で、縄文と圧痕を加

えた細い貼付帯が組み合わされたものである。 18の貼付帯は、ナデ調整が加えられ、断面形は、三

角形である。 24．27．28は結束羽状縄文が施され、 14．28は同一個体の可能性がある。 29は羽状縄

文が施されたものである。 31 ．32は斜行縄文施文後、縄圧痕が加えられた細い貼付帯と短縄文が施

されているものである。

b類（図Ⅳ－30-2 ･ 16･ 17･ 19～22,図Ⅳ－31-30･33～36)

貼付帯と短縄文が組み合わされたもの。これらは貼付帯間に短縄文を施文する際に貼付帯上まで

及んで施文されているものが多く、細い貼付帯上に縄圧痕文が認められないものがある。

2は小形土器である。底部を欠失する。 口縁部は2カ所の緩やかな波頂部をもつ波状口縁である

口縁部には斜行縄文施文後、 口唇直下、 口縁部下端に縄線文が加えられている。体部には断面三角

形に作り出された貼付文が施され、縦位の短縄文が加えられている。磨滅が著しい。 16． 17． 19～

22は口縁部破片で、 21は口縁部付近の貼付文間に短縄文が施され、下位は短縄文とナデ調整が交互

に加えられ、下端には波状の貼付文が施されている。 30．33～36は体部破片である。

Ｉ
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IVV層以下の調査

c類（図Ⅳ－30-15･23，図Ⅳ-31-37～43)

貼付帯と絡条体圧痕文が施されたもの。

15は口縁部破片で、微隆起線を作り出したのち、 2種類の絡条体圧痕文を押圧している。 23は口

縁部破片で、 口唇部断面形は肥厚気味で、尖る。 口縁部には細い貼付文が施された後、 口唇部直下

には縄圧痕文が、細い貼付文間には横位の絡条体圧痕文と縄圧痕文が加えられている。 37～43は体

部破片で、 37．38は接合し、断面三角形の貼付文が施された後軸の軟らかい絡条体で曲線状の圧

痕文が施されている。 39～43は無文地上に絡条体圧痕文が施されたものである。 42は横位の絡条体

圧痕文に斜め45．方向から絡条体圧痕文を重ねて施文している。破片資料で不明な点も多いが鋸歯

状の文様構成になるものと思われる。 43は「X」字状ないし鋸歯状に軸に巻き付けた原体を用い絡
条体圧痕文が施されたものである。

44～58は底部破片である。 44～48は底端部が張り出すもので、 44．45は器面は斜行縄文が施され

たのち、底端部に縄圧痕文が加えられている。 46は斜行縄文が施されたもの。 47は無文で、底端部

の張り出し直上に撚糸圧痕文が加えられている。 48は無文のものである。 49～58は底端部が張り出

さないものである。 49～54． 56．57は貼付文と縦位の短縄文が施されたもの、 55は貼付文・短縄

文・斜行縄文が施されたもの、 58は斜位・縦位の絡条体圧痕文が施されたのち、底端部に箆状工具
による圧痕が加えられている。

I群B-4類土器（図Ⅳ－30-3 ･図Ⅳ-32-59～77)

a類（図Ⅳ－32－62．63．68～71)

口縁部に、刺突文ないし縄端圧痕文が施されていないもので、体部には自縄自巻的原体で撚糸文

が加えられているもの。

62．63は口唇直下部に刺突文ないし縄端圧痕文が施されていないもので、 62は自縄自巻的原体で

撚糸文が、 63は格子状に撚糸文が施されている。 68～71は体部破片で、撚糸文が施されたものであ

る。

b類（図Ⅳ－30－3 ．図Ⅳ-32-64）

口縁部に、刺突文ないし縄端圧痕文が施されていないもので、体部には2条並列する自縄自巻的

原体で撚糸文が加えられているもの。

3は平縁で、底部を欠失する。底部は尖底になるものと思われる。体部には軟らかい軸に2条並

列する自縄自巻的原体で施文方向を変え粗い菱目状の文様構成を作出している。胎土は繊維を含ま

ず、少量の砂粒を含む。焼成は良く、精微である。 64は同一個体で、撚り方向が異なる2条並列す

る撚糸文が菱目状に施されている。

c類（図Ⅳ－32－59．61）

口縁部に刺突文ないし縄端圧痕文が施され、体部に自縄自巻的原体で撚糸文が加えられているも

の。

59は口唇直下に、半裁竹管状工具による3条の刺突文が加えられ、体部には自縄自巻的原体で撚

糸文が加えられている。 61は口唇端部・口唇直下に刺突文が加えられたものである。

d類（図Ⅳ－32-60･66･67)

口縁部に刺突文ないし縄端圧痕文が施され、体部に2条並列する自縄自巻的原体で撚糸文が施さ

れている。

60は同一個体で、 口唇端部に縄端圧痕文が加えられ、 口唇直下及び体部に横位の縄端圧痕文が加

えられ、 2条並列する撚糸文が羽状に施文されている。 66．67は体部破片で2条並列する撚糸文が
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鋸歯状に施されたものである。

e類（図Ⅳ－32－65．72～74）

ロ縁部に縄端圧痕文（押引文？）が施され、体部には普通の縄文が施されたもの。

65a～65eは同一個体で、撚り方向が異なる2条並列する撚糸文が菱目状に施されている。 65e

は底部破片で、丸底気味である。 72～74は体部破片で、縄文が施されたものである。

~ 68～71は体部破片で、 自縄自巻的原体で撚糸文が加えられている。 75～77は底部破片で、 75は平

底で綾絡文が施されたもの、 76は尖底で、 2条並列する撚糸文が施されたもの、 77は丸底気味で、

縄文が施されたものである。

Ⅱ群土器（図Ⅳ-33～36-78～137)

Ⅱ群A－1類土器（図Ⅳ-33～36-78～137）

Ⅱ群A－1類は器形・文様構成等から大きく5つに分けられる。

a類（図Ⅳ－33－78．79，図Ⅳ－36－85．86）

口縁部に下刻みが加えられた文様区画帯で文様帯が区画されているものや、口唇直下に刻みが加

えられたもの。

78．79は平成9年度調査の南側に隣接するA地区出土の資料と接合関係が認められた（北埋調報

第134集参照)｡ 78は大形の復原土器で体部下半を欠失する。 口縁部は平縁（緩やかな波状口縁の可

能性もある）である。 口唇部断面形は角形で、丁寧な整形が加えられている。 口縁部は縄端の圧痕

が加えられた文様区画帯で区画され、文様帯内には無文地上に横位に「蕨」状の縄線圧痕文・箆状

工具による縦位の刻みが加えられている。体部には2種類の原体を用い深く整然とした羽状縄文が

施されている。器面調整は丁寧である。胎土には砂粒が多く、少量の繊維を含む。 79．85は口唇直

下に刻みが加えられたものである。 79は口唇部直下に棒状工具による刻みが加えられ体部には羽状

縄文が施されている。 口唇部断面形は角形で、丁寧な整形が加えられている。体部には2種類の原

体を用い深く整然とした羽状縄文が施されている。器面調整は丁寧である。胎士には砂粒が多く、

少量の繊維を含む。 85は口縁部破片である。 口唇部断面形は角形で、丁寧な整形が加えられている。

器面には羽状縄文が施されている。 86は体部破片で、深く整然とした羽状縄文が施されている。

b類（図Ⅳ－34－80．図Ⅳ-36-89）

横走する縄文と羽状縄文が組み合わされて施文されているもの。

低地部分のG-36から1個体出土している。出土層位はVS層上面～上部層からまとまって出土

し、木製品等はその上部のVD層から出土している。また、 VS層から検出した遺物集中3から横

走する縄文が施されたもの(d類） と口縁部を欠失するが体部に菱目状に縄文が施されたもの(c

類）が共伴関係を示す状態で出土している。 これらの土器群はほぼ同時期の可能性を窺わせている。

80は大型土器で、 口唇部には丁寧な整形が加えられ、断面形が角形に作り出されている。底部は

欠失するが丸底になるものと思われる。 口縁部・体部下半に太い縄文が横位に施文され、体部上半

には2種類の原体を用い深く整然とした菱目状を構成する縄文が施文されている。器面調整は丁寧

である。胎土には砂粒が多く、少量の繊維を含む。 89は体部下半の破片資料である。上部には斜行

縄文が下位には横走する縄文が施されている。内面調整は粗雑である。胎士には砂粒が多く、少量

の繊維を含む。

c類（図Ⅳ-37-115）

器形は口径が大きく、丸底気味になるもの。縄文の原体は比較的短く、縄文は深く整然と帯状に

施文され、菱目状を構成する。
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115は体部破片である。遺物集中3から82と共にまとまって出土した。出土層位はVS層である。

口縁部・底部を欠失するが、大形で、底部は丸底気味になるものと思われる。縄文の原体は比較的

短く、縄文は深く整然と施文され、 2種類の原体を用い菱目状に施文されている。胎土には砂粒が

多く、少量の繊維を含む。縄文の原体・施文方法・構成はa類｡ b類に類似する。 口縁部を欠失す

るが、 口唇部断面形はa類･ b類と同様に角形になるものと思われる。

d類（図Ⅳ－35－82．図Ⅳ－36－87．88．90～101)

横走する縄文が施文されているもの。

82は低地部分F・G-34から検出した遺物集中3から、 115と共にまとまって出土した。出土層

位はVS層である。体部下半も出土しているが、剥離や細片が多く接合できなかった。 口縁部は平

縁である。 口唇部には丁寧な整形が加えられ、断面形が角形に作り出されている。底部は丸底にな

るものと思われる。体部には横位の縄文が施され、条内にナデ調整が加えられている。器面調整は

比較的丁寧である。胎土には多量に繊維を含む。 87．88．90～92は口縁部破片である。 87の口唇部

断面形はやや内傾気味の角形に調整されている。 88．90は角形の口唇部断面形のもので、 91は薄手

である。 92は角形の口唇部断面形で、 口唇端部に縄文が施されている。 93～100は胴部破片で、 59

は条内にナデ調整が加えられている。 101は底部破片で、底面まで横位の縄文が加えられている。

e類（図Ⅳ－34－81 ．図Ⅳ－35－83．図Ⅳ-37-102～114･図Ⅳ-38-133～136) ~

縄文の原体は比較的長く、長目の縄文で不揃いの羽状・菱目状を構成するもの。器形は比較的径

が小さく、細長く、尖底になるもの。口唇端部には調整が加えられるもの、加えられないものとが

ある。

81は平成9年度調査の南側に隣接するA地区出土の資料と接合関係が認められた（北埋調報第

134集参照)。体部下半を欠失する。 口縁部は平縁（緩やかな波状口縁？）で、 口縁部で緩やかな頸

れをもち、 口縁部は僅かに外反する。 口唇端部には調整が加えられているが粗雑である。器面には

2種類の原体を用い粗い菱目状の構成を作出している。器面調整は粗雑である。胎土には繊維を含

む。 83は小形土器である。底部を欠失する。尖底になるものと思われる。 口縁部は平縁である。 口

唇部断面形は角形である。器面には菱目状に縄文が施されている。 102～111は羽状縄文ないし菱目

状の縄文が施された口縁部破片である。 102～110は口唇部端部に調整が加えられたもので、 104は

波状口縁の小形土器で、 口唇端部に内傾する調整が加えられているものである｡ 111は口唇端部に

調整が加えられず、 口唇部断面形が尖るものである。 112～114は体部破片である。 133～136は底部

破片で、いずれも尖底である。

f類（図Ⅳ-38-116～132･137)

斜行縄文が施文されたもの。器形は比較的径が小さく、細長く、尖底になるもの。口唇端部には

調整が加えられるものと、加えられないものとがある。

116～131は口縁部破片である。 116～123はRLの原体で斜行縄文が施されたもので、 116～122は

口唇部に調整が加えられ、角形の口唇部断面形のもの、 123は小形土器で口唇部断面形が尖るもの

である。 124～131はLRの原体で斜行縄文が施されたもので、 124～129は口唇端部に調整が加えら

れ、角形の口唇部断面形のもの、 130は丸味を帯びた口唇部断面形のもの、 131は口唇部断面形が尖

るものである。 132は口縁部付近の体部破片で、 LRの原体で斜行縄文が施され、内面にも同一原

体による縄文が加えられている。 137は底部付近の破片で、尖底になるものと思われる。器面には

LRの原体で斜行縄文が施されている。

g類（図Ⅳ-35-84）
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薄手で不規則な菱目状の縄文が施されたもの。

84は口縁部と体部下半部とは接合できなかった。平縁である。 口唇部断面形は尖る。体部には2

種類の細い縄文（撚糸文？）が不規則に菱目状に施されている。胎土には繊維を含まず、砂粒が多

い。器壁は薄い。器面調整は比較的丁寧である。焼成は良く、精微である。

Ⅲ群土器（図Ⅳ-39-138～141）

Ⅲ群A類土器（図Ⅳ-39-138. 139）

138･139は結束羽状縄文が施された体部破片である。内面調整は丁寧である。

Ⅲ群B類土器（図Ⅳ-39-140･ 141)

140･ 141は体部破片である｡ 140は羽状縄文が施され、綾絡文が加えられている。内面調整は粗雑

である。 141は斜行縄文が施されたもので、内面調整は粗雑である。

Ⅳ群土器（図Ⅳ-39-142～182. 184）

Ⅳ群A類土器（図Ⅳ-39-142～146･181)

142～146は同一個体の可能性がある。いずれも胎土に繊維を含まず、多量の砂粒・小礫を含む。

142は口唇部断面形が角形の口縁部破片で、器面に斜行縄文が施された後、ナデ調整が加えられてい

る。 143～146は体部破片で、横走気味の斜行縄文が施された後、軽いナデ調整が加えられている。

181は揚げ底の底部で、底面に縄文が加えられている。胎土に繊維を含まず、多量の砂粒･小礫を含む。

Ⅳ群B類土器（図Ⅳ-39-147～149)

147～149は口唇直下や頸部に刻みが加えられた文様区画帯が施されたものである。 147･148は波状

の口縁部破片である。 147の口唇部断面形は内傾する切り出し状である。 口唇直下に刻みが加えられ

た2段の文様区画帯が施されている。器面には横走気味の細かな斜行縄文が施されている。 148は波

頂部を欠失する。 口唇部断面形は内傾する切り出し状で、 口唇直下に刻みが加えられた2段の文様区

画帯が施され、下位に沈線が施され幅の狭い無文帯が作出されている。器面には斜位の沈線文が施さ

れている。胎土は繊維を含まず、多量の砂粒を含む。 149は壺形土器の頸部破片である。

Ⅳ群C類土器（図Ⅳ-39-150～180･ 182･184)

150～167は口縁部に内面からの円形刺突文が施されたものである。 150～159･161～163･165･166

は、 口唇部断面形が内傾ないし内湾気味のものである。 160は口唇部断面形が角形気味のものである。

164･ 167は口唇部断面形が丸味をもつもので、 167は小波状口縁で、体部に斜行縄文が施されている。

168～179は口縁部に内面からの円形刺突文をもたないもので、いずれも口唇部断面形が切り出し状

である。 174は器面に無節の撚糸文が施され、Ⅳ群A類の可能性もある。

177～179は体部破片で、 177は壺形土器で、細かな不規則な羽状縄文上に浅い沈線で入れ子の連弧

文が加えられている。 180は揚げ底気味の底部破片で、器面には細かな不規則な羽状縄文が施されて

いる。 182は口縁部破片である。 口唇端部に棒状工具による圧痕が加えられ、波頂部の直下には、三

叉文風の沈線が施され、磨消文が施されている。 184は口唇部・口唇直下に半裁竹管状工具による刺

突文が加えられている。

V群土器（図Ⅳ-39-183･185)

V群A類土器（図Ⅳ-39-183. 185）

183は、斜行縄文施文後、 口唇部直下に摘まみ揚げによる爪形文と入れ子の連弧文が加えられてい

る。 185の口唇部には縄文が施され、断面形は外側に外傾する。器面には撚糸文風の縄文が施されて

いる。胎士に砂粒を含む。時期不明のため便宜的に本群に含めた。

」
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NV層以下の調査
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ⅣV層以下の調査
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ⅣV層以下の調査
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ⅣV層以下の調査
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ⅣV層以下の調査
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ⅣV層以下の調査

土器総点数 1 1 ， 102点（河道跡1 ． 2を含む分類不明2点・表採等118点を除く）~

I群A類土器 4点

I群B類土器 4点

I群B－1類土器 18点

「 ｜ ’
■守 陣一己9 F=qn 屯=q
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図Ⅳ－42土器出土分布(1)
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キウス4遺跡(4)

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

87点Ⅳ群A類土器

図Ⅳ－43土器出土分布(2)
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WV層以下の調査

4点Ⅳ群B類土器
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図Ⅳ－44土器出土分布(3)
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キウス4遺跡(4)

c 石器

包含層の石器は、 旧石器と判断したものを除いて、 6,886点出土している。剥片石器類が礫石器類

よりも多く、約6割を占める。石斧剥片を含めたため石斧の多さが目立つが、 これを除くと石鍼が最

も多く、スクレイパー、 Rフレイク、すり石がやや多く出土している。

石材は、剥片石器ではほとんどが黒曜石製であり、頁岩・珪質頁岩が少数、 メノウがごくわずかに

みられる。 ドリル・つまみ付きナイフでやや頁岩製が多く、それぞれ約2割、約3割を占める。礫石

器では、共通して砂岩・安山岩が多用される。

出土層位はV層が中心で、 Ⅲ層からは剥片と礫・礫片がわずかに出土したのみである。分布は、浸

食のためにほとんど遺物が出土していない河道跡2を境に、 9割以上は西側の微高地～低地から、若

干が東側の緩斜面から出土している。図Ⅳ-57に石器の出土状況を模式的に示した。なお、分布の中

心の西側微高地は低湿な環境にあったため、砂岩を用いた砥石・石皿の中には非常に保存状態が悪く、

辛うじて取り上げたが、図化できない状態のものが多くあった。

石鑛（図Ⅳ－45－1～50）

201点出土した。 Ⅱ群A－1類土器に伴うと思われるla類・三角形のものが過半数の117点を占め、

I群土器に伴うと思われる1b類・柳葉形のものが5点、有茎のものが7点、未成品が48点である。

ほとんどが黒曜石製で、 3点のみ頁岩製である。

包含層出土の石鍼のうち50点について原石産地の同定分析および水和層厚の測定を行った（第V

章－1、図版80)。その結果、分析した石嫉では、赤井川産の原石を使用したものが18点、十勝産が

13点、赤石山・あじさい滝の白滝産が計11点、置戸産が3点であった。赤井川産がやや多いが、十勝

産・白滝産とともに、 3産地の原石が比較的均等に用いられると言える。また、産地を特定できない

ものも5点あった。

l～33は1a類・三角形のもの。 1～13は(1)類・平基のもの。 1～4は正三角形のもの。 4は

腹背ともに部分的に厚みが残り、背面下端が未加工であることから未成品の可能性がある。 5～9は

二等辺三角形のもの。 8 ． 9は、側縁がやや外湾する。 9は下半部の加工が粗雑なことから、未成品

の可能性がある。 10． 11は長三角形のもの。 10はⅣ層出土である。 11は側縁がやや外湾する。左側縁

の凹部は、破損後に再加工されたものと思われる。 12は、下半で側縁が外側に屈曲し、基部が強く張

り出す｡ 13は、腹面加工後に背面が加工されており、下端部の縦断面は掻器の刃部のような切り出し

状である。厚みがあり、断面形は菱形である。 14～33は（2）類・凹基のもの。 14･ 15は正三角形の

もの。 ともに尖端部が左に傾いている。 15は、腹背ともに右側縁の加工が急角度で、断面が平行四辺

形を呈する。 16～26は二等辺三角形のもの。 16～18．20は側縁がやや外湾する。 16～18は加工が粗雑

である。 19．21～23は側縁が直線的である。 24～26も側縁がやや外湾する。 27～32は長三角形のもの。

31は赤みの強い花十勝製、 32は灰色の頁岩製である。 33は大形のもの。黒色の頁岩製である。 34～36

は1b類・柳葉形のもの。 34･35は基部の幅が狭く、薄く整形される。 36は基部の幅が広く、厚みが

ある。 37は1d類・五角形のもの、 38は1e類・木葉形のものである。

39～43は2c類・有茎凸基のものである。 41を除いて、厚みがある。 39～41は茎部のやや長いもの‘

42．43は茎部の短いものである。 43は茎部が極端に短く、黒褐色の頁岩製である。

44～50は7類・未成品である。 44～49は1a類の未成品と思われる。 44はF-34の遺物集中から出

土した、大形のもの。腹面加工中に中央部で破損したために放棄されたものと思われる。 45は素材の

打点側を基部にして加工している。 45～49はいずれも素材の打点側を尖端方向にして加工しており主

に尖端部に加工がみられる。 50は2a類の未成品と思われる。茎部の加工が粗雑で、腹面は未加工で
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ある。

石槍（またはナイフ） （図Ⅳ-45-51～53）

4点出土した。 1類・有茎のものは図示した1点のみである。 1点のみ頁岩製、 3点が黒曜石製で
ある。

51は1類・有茎のもの。断面はカマボコ状である。腹面最大幅よりやや上部に摩耗痕が見られる。

52．53は2a類・木葉形のもの｡ 52は破損後再利用されたものと思われる。 53は腹面下半部の加工が

粗く、掻器と類似する切り出し状の縦断面を呈しており、 スクレイパーとして用いられた可能性もあ
る。薄い緑色の頁岩製。

ドリル（図Ⅳ-46-54～65）

24点出土した。 3類・棒状のものが約4割、 1類・剥片の一部に機能部を作出したものが3割強を
占める。ほとんどが黒曜石製で、 4点のみ頁岩製である。

54～59は1類・剥片の一部に機能部を作出したもの。 54．55は鋭い機能部をもつ。 54は2つの機能

部をもち、一方は折れ面を利用している。 55は、断面が三角形の剥片を素材とし、機能部のみ作出し

ている。 56は丸みのある機能部をもつ。側縁に刃潰し状の加工が加えられる。暗赤色の珪質頁岩製。

57は薄く偏平な機能部をもつ。被熱して、表面が白濁している。 58．59は破損しているが、棒状の明

瞭な機能部をもつものと思われる。 60～64は3類・棒状のもの。 60･61は上下両端に機能部をもつ。

60の機能部は丸みがあり、端部～側縁に摩耗痕がある。黒褐色の頁岩製。 61は鋭い機能部をもつ。

62～64は全周が加工される。 63は機能部に丸みがあり、端部～側縁と背面に摩耗痕がある。 62．64は

鋭い機能部をもつ。 64は黄褐色～褐色の頁岩製。 65は5類・他石器からの転用品で、つまみ付きナイ

フ1c類・周縁加工のものを転用したもの。小形のつまみ付きナイフの先端を加工することにより機

能部を作出している。端部～側縁と背面に摩耗が見られる。背面の最大幅付近から先端からlcmほど
の部分の稜線部にも摩耗が見られる。

つまみ付きナイフ（図Ⅳ-46-66～図Ⅳ-47-98）

50点出土した。約9割が1類・縦形のもので、 2類・横形のものは1点のみである。 1類では、 a

類・片面全面加工のものが約4割、 b類・両面加工のものが3割弱、 c類・周縁加工のものが1割、

d類・粗雑な作りのものが2割強である。黒曜石製のものが多いが、約3割にあたる13点が頁岩・珪
質頁岩製である。

掲載したものはすべて1類である。 66～78はa類・片面全面加工のもの。 66．67は腹面がほとんど

加工されないもの。右側縁の刃部は急角度である。 66の腹面の剥離はバルブの厚みを除こうとしたも

のと思われる。 67は右側縁の刃部再生が顕著で、腹面に使用痕がみられる。 68～72は、腹面右側縁に

小さな剥離を加えた後背面左側縁を加工するもの。 68は、腹面右側縁から下端部にかけて、背面に

先行する急角度の剥離が加えられる。下端部は直線的に加工され、刃部の角度は浅い。右側縁の刃部

再生が顕著である。 69～72は、左側縁に小さな剥離が加えられるもの。いずれも右側縁の刃部は急角

度で、刃部再生が顕著に見られる。 71は端部が直線的に加工される。つまみ部の凹部を除き、表面に

被熱によると思われる濁りがみられることから、濁りのない部分に紐などがかけられていた可能性が

考えられる。 72は下端を尖頭状に加工している。 73．74は、背面の加工後に腹面右側縁に剥離が加え

られるもの。いずれも下端部は直線的に加工されている。 74は右側縁に刃部再生がみられる。 75は、

接合はしないが、同地点から出土していることと、石材および形態の観察から同一個体と判断したも

のである。破損後に上半部の下端部のみ再加工されている。破損前の個体は、腹面右側縁の剥離は加

えられるが、背面左側縁が未加工のもの。右側縁に刃部再生がみられる。 76．77は腹面右側縁の剥離
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と、背面左側縁の剥離の順が不規則なもの。 ともに右側縁の刃部は急角度である。 76は刃部再生がみ

られる。 78はつまみ部が明瞭でないもの。腹面右側縁の加工後に背面全面が加工される。

79～86はb類・両面加工のもの。 79～82は主に腹面の加工が背面に先行するもの。 79～81は端部が

直線的に加工される。右側縁の刃部は急角度で、刃部再生がみられる。 82は端部が尖頭状に加工され

る。 83．84は、左側縁で背面の加工が腹面に先行するもの。右側縁の刃部は、 83は非常に急角度、 84

はやや急角度で、いずれも刃部再生が顕著である。 84の下端は、折れ面を残す。 85は、断面が凸レン

ズ状のもの。 86は小形で、主に背面の加工が腹面に先行する。スクリントーン部分が摩耗している。

87～89はc類・周縁加工のもの。 87は両面加工。薄手で、腹面の加工が背面に先行する。下端部には、

微細な剥離が急角度に加えられる。 88．89は片面加工。 88は背面加工後、腹面下部にバルブを除くた

めの剥離が加えられる。 90～98はd類・粗雑なつくりのもの。 90～95は明瞭なつまみ部をもつもの。

91～93は右側縁に急角度の刃部をもつ。 94は腹面右側縁に刃部をもつ。 95は右側縁に角度の浅い刃部

をもつ。 96～98は明瞭なつまみ部をもたないもの。 96は右側縁にやや急角度の刃部をもつ。 97はほぼ

全周に細かい剥離がみられ、側縁・つまみ部の一部、背面の稜、腹面の稜と下端縁辺に摩耗痕がある。

98はつまみ部が非常に厚く、右側縁に角度の浅い刃部をもつ。黒曜石以外の石材は、頁岩製は、 66は

白～褐色、 68は黒褐色～灰色、 72は灰色、 76．89．94は褐色。珪質頁岩製は、 67は褐色、 88．96は黒

褐色、 95は緑がかった灰色。 73は白色のメノウ製である。

スクレイパー（図Ⅳ-47-99～図Ⅳ-49-140）

123点出土した。 1類・縦形のものが約5割、 2類・横形のものが約2割である。 1類ではa類・

側縁に刃部をもつもの、 2類ではb類・端部に刃部をもつものが多く、 ともに長辺に刃部をもつもの

が圧倒的多数を占めている。

99～123は1類・縦形のものである。 99～110はa類・側縁（長辺）に刃部をもつもの。 99～103は

直線的で比較的角度の浅い刃部をもつもの。 101は上端部に挾り状の加工が見られる。 102は両側縁に、

103は両側縁と端部に刃部をもつ。 104～108は直線的で比較的急角度の刃部をもつもの。 104は左側縁

上半部に刃部をもつ。 105は赤みの多い花十勝製である。 107は左側縁に刃部をもつが、上半が被熱の

ために破損している。 108は腹面右側縁に刃部をもつ。 109は左側縁に外湾する刃部をもつもの｡ 110

は右側縁の凹部に内湾する刃部をもつものである｡ 111～115はb類・端部に刃部をもつもの。 1l1は

上下両端部に刃部をもつ。赤みの多い花十勝製である。 112～113は側縁も加工される。いずれも端部

の刃部は比較的急角度である。 116～120はc類・側縁から端部に連続する刃部をもつもの。 116･ 117

は両側縁と下端部に刃部をもつ。 116は背面の加工に先行して、腹面につまみ付きナイフに似た小さ

な剥離が加えられる。灰色の頁岩製である。 117は右側縁の刃部のみ急角度で、被熱によるはじけが

みられる。黒褐色の頁岩製。 118～120は、側縁と端部が連続し、外湾する刃部を形成する。 119･ 120

は右側縁にも刃部をもつ。 120の端部の刃部は非常に急角度である。 121･122は。類・尖頭部を作出

するもの。いずれも側縁の刃部は急角度である。黒褐色の頁岩製。 123はe類・石くらである。腹面

の加工が背面に先行する。端部の刃部は非常に急角度である。灰色の頁岩製。

124～133は2類・横形のもの。 124～126はa類・側縁に刃部をもつもの。 124は腹面右側縁に、 125

は背面右側縁に、 126は左側縁から上端部にかけて、いずれも外湾する刃部をもつ。 124は黄白色のメ

ノウ製。 127～133はb類・端部に刃部をもつもの。 127～129は下端部に直線的で比較的角度の浅い刃

部をもつもの。 127は腹面下端に刃部をもつ。 129は左側縁にも内湾する刃部をもつ。 130は左側縁か

ら下端部に、 131は上端部から右側縁に刃部をもつ。 132･133は下端に外湾する急角度の刃部をもつ。

134～140は3類・ラウンドスクレイパー。 134～138は片面加工のもの。 135は腹面に刃部加工が加え
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られる・ 139･140は両面加工のもの。 ともに腹面の加工が背面に先行する。

両面加工石器（図Ⅳ-49-141 ･ 142)

141は三角形で薄手のもの。主に腹面の加工が背面に先行する。上端部に原石面が残る。腹面の側

縁下部に細かい剥離が連続する。 142は、背面を作業面とする石核を素材としている。腹面に剥離を
加えた後に、上半部が破損し、 さらにこの折れ面を打面として剥片を剥離している。
模形石器（図Ⅳ-49-143）

両側縁に原石面が残る。腹背両面に上下両方向からの剥離がみられる。

石核（図Ⅳ-49-144～146)

144は、背面の上下と、腹面の左側縁を打面として剥片が剥離される。 145は主に上面を打面とし、

打面調整しながら、背面と右側面を作業面としている。 146は上面を打面とし、打面調整しながら、
背面および左側面を作業面としている。

石斧（図Ⅳ-50-147～図-51-163)

石斧類は640点出土している。 このうち、 7類・石斧剥片、 8類・細分の困難な破片、 9類．擦り

切り残片の計560点を除いた80点が個体として認められる。 このうち約5割が6類・未成品、約3割

が1類・短冊形のもの、 1割強が2類・ばち形のものである。石材は、泥岩あるいは緑色泥岩が9割
以上を占め、ほかに砂岩、片岩、蛇紋岩等がわずかにみられる。

分布は、個体では偏りはみられないが、 7類・石斧剥片では、 D-37およびE-40に集中がみられ

る。D-37は遺物集中1に伴うものであるが、いずれもこの周辺で石斧の作成が行われていた可能性
が考えられる。

147～150は1類・短冊形のものである。 147は薄手のもの。粗割とすりで整形される。蛇紋岩製。

148は粗割・すりで整形される。やや片刃で刃部が摩耗しており、背面側に縦方向の使用痕が顕著に

見られる。 149は素材の形を大きく変えずに、粗割・敲打・すりで整形される。 150は刃部が破損する

が、厚手のもの。粗割・敲打・すりで整形される。 151～154は2類・ばち形のもの。 151は全面が粗

割・すりで整形される。片刃で、刃部はやや摩耗し、腹面の刃部縁辺に縦方向の使用痕がみられる。

152は原石面を大きく残し、粗割・すりで整形される。基部に摩耗痕がある。 153は基部が破損するが、

粗割で再加工を試みているようである。粗割・敲打・すりで整形されるが、側面は原石面が残る。刃

部には、使用痕と思われる微細剥離痕がみられる。 154は厚手のものである。粗割・敲打・すりで整

形され、基部に原石面が残る。全体に炭化物の付着がみられる。 155は3類・石のみである。粗割・

すりで整形され、側面は原石面を残す。背面上半のすり痕は粗い。 156･157は5類。 156は石斧作成

の際の剥片を素材としていると思われる。側縁と刃部および腹背両面の稜部のごく一部にのみすりを

加えている。背面に炭化物が広く付着している。 157は、破損前は粗割・敲打・すりで整形された、

1類の石斧であったと思われる。腹背両面に、 くぼみ石状のたたき痕がみられる。破損部は、破損後

意図的に再加工されている。 158～160は6類・未成品である。 158は粗割と若干の敲打・すりで整形

される。腹面にたたき痕がみられ、 たたき石に転用されたものと思われる。たたき痕は、図Ⅳ-52-

168のものに似る。片岩製。 159は156同様、石斧剥片、 あるいは石斧の破片を素材にしているもの。

粗割とすりで整形される。炭化物の付着が見られる。 160は粗割のみで整形されている。原石面を大

きく残している。蛇紋岩製。 161は156同様、石斧剥片、あるいは石斧の破片を素材にしている。腹背

両面の一部と刃部にのみすりを加える。模的な用途をもつものの可能性がある。 162． 163は擦り切り

残片である。 162は板状に整形した後に擦り切られたもの、 163は板状の原石をそのまま用いて擦り切
られたものである。 162は蛇紋岩製。
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たたき石（図Ⅳ-52-164～168)

26点出土している。 2類。偏平礫などの側縁に使用痕が見られるもの、 3類・偏平礫などの平坦面

に使用痕が見られるものが多く、 1類・棒状礫の端部に使用痕が見られるものは少ない。石材は、半

数以上が砂岩で、ほかに安山岩も多く使われる。分布は、他の器種は、調査区西側の微高地周辺から

の出土が圧倒的に多いのに対し、たたき石は東側の緩斜面からの出土も多く、 4割近くを占めている。

164･ 165は1類・棒状礫などの端部に使用痕が見られるもの｡ 164は上下両端部に細かいたたき痕

がみられる。上端部のたたき痕は、剥離面にも及んでいる。砂岩製。 165は偏平礫の端部に使用痕が

みられる。安山岩製。 166～168は3類・偏平礫などの平坦面に使用痕がみられるもの。いわゆるくぼ

み石である。 166は腹背両面の広範囲にたたき痕がみられる。砂岩製。 167は背面にのみ粗いたたき痕

がみられる。安山岩製。 168は、腹背両面と側縁に、通常のくぼみ状のもと、鋭く細長いたたき痕が

みられる。硬質の砂岩製。

すり石（図Ⅳ-52-169～175）

79点出土している。約7割が1類・断面三角形のもの、約1割が2類・偏平礫の側縁に使用痕がみ

られるものである。たたき痕が複合しているものは2割弱である。石材には、たたき石と同様砂岩、

安山岩が多く用いられ、ほかに片岩、泥岩、撤攪岩（？）がわずかにみられる。

169～173は1類・断面三角形のもの。 169は左右両端部にたたき痕がみられる。 170は平坦面にすり

痕、たたき痕がみられる。 173は小形のもの。端部と平坦面にたたき痕がみられる。 174は2類・偏平

礫の側縁に使用痕がみられるもの。平坦面にすり痕とたたき痕がみられる。 175は3類・偏平礫の平

坦面に使用痕がみられるもの。平坦面にたたき痕もみられる。

砥石（図Ⅳ-52-176)

91点出土している。ほとんどが砂岩製であるが、包含層が低湿な環境であったために大部分は非常

にもろく、小破片・細片であった。図示できたのは1点である。なお、図Ⅵ-56の砥石出土分布図に

おけるD-34の73点はこのような細片であり、本来は一個体のものである。

176は腹背両面に、ややくぼむ使用痕がみられる。一部にたたき痕もみられる。主に側面に炭化物

が付着している。

石皿・台石（図Ⅳ-53-177～179）

48点出土している。安山岩・砂岩が用いられる。砂岩製のものは、砥石同様保存状態の悪いものが

多い。

177は、片面にのみややくぼむ使用痕がみられる。 178は両面に平坦からややくぼむ使用痕がみられ

る。 179は両面にすり痕がみられ、腹面にはたたき痕と、はじけたような剥離痕がある。下半は低地

のF-36から、上半は微高地上のG-44から出土しており、約30メートル離れた地点で接合した。 3

点ともに安山岩製である。
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ⅣV層以下の調査
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ⅣV層以下の調査
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IVV層以下の調査
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ⅣV層以下の調査
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IVV層以下の調査
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ⅣV層以下の調査
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キウス4遺跡(4)

d木製品等（図Ⅳ-58～70）

V層中出土の木製品はほとんど西側の微高地以西の低地部から出土している。木製品等については

実測後、現場で木製品・流木等を判断し、機械測量で出土地点・出土レベルを計測後取り上げた。v
層中から432点、ⅨD層からは125点取り上げた。V層中出土の木製品等の出土状況は(F･G-34に
ついては一部実測できなかった部分もあるが）図Ⅳ－58．59に示している。また、機械測量で取り上

げた遺物については図Ⅳ-60に示している。

流木・木製品等は、遺構が検出された微高地西側斜面の下のF-35･36， G-36･37に集中して検
出された。また、低地部分から焼土は検出されていないが、焼け焦げた部分が認められるものが多く
出土し、その出土範囲も概ねF-35･36， G-36･37に集中する傾向が認められている。

低地部における木製品等の出土層位は、 V層相当の3層を挟む上下の泥炭層から出土したがそのほ

とんどは下位の6～9層である。 しかし、 これらの層は現場において明確に分けることが出来なかっ

たため一括してVD層出土とした。

VD層の下位の河床堆積物と思われる砂質土のVS層(10層）からは少量の木製品等が土器・黒曜

石剥片の集中とともに出土している （図Ⅳ-28)。 これらからは、復原土器や接合関係が認められる

石核等が得られている。 したがって、 これらの資料は原位置にあったものと考えられ、 VS層上にこ
れらの遺物が遺棄された頃は、低地は比較的乾燥しており、石器製作等の作業ができた環境であった

ことを窺わせている。

VS層直上の8層については泥炭やVS層と同じ砂粒を多く含むことから流れによる二次堆積と思

われる。 9層については斜面から流れ込みによる二次堆積物と考えられる。 6 ． 7層は、 8層の様に

河床堆積物の砂粒を含まないことから大きな流れを想定できない。 したがって、 これらについては比

較的大きく移動せず形成した可能性が高い。

木製品．焼け焦げた部分が認められるものについては、 これらの出土分布・出土状況・出土層位や

泥炭層の形成状況等を考え合わせると、微高地上からの投棄が考えられる。

なお、低地部から炭化・未炭化の植物遺体が出土している。 クルミは微高地斜面肩部分からまと

まって出土している。いずれも半割状態である （図Ⅳ－58．59)。また、低地部のVD層からも多く

出土し、完形のもの、完形ではあるが蓄歯類の食痕が認められるもの、半割状態のもの、上下端にた

たき痕が認められるものなどが出土している。ヤマブドウはVS層の遺物集中からのみ検出される傾

向が窺えた。詳細については第V章－6で詳細に述べている。

杭状製品（図Ⅳ－64．65－1～6）

河道跡1の杭状製品で述べたように径2cm以上のもので、削り出しによる尖端部加工が認められる

もの、尖端部が欠失しているものでも、 これらに類するものと思われるものを一括して扱った。 これ

らには杭・建材・各種部材・伐採時の枝等も含まれている可能性があり、機能・用途を限定したもの

ではない。

(丸杭状製品） （図Ⅳ－64．65－1～6）

1は側面に大きな加工痕があり、その両側に加工を加え尖端部を作出している。 2は長さ62cnlであ

る。側面に面取りが施され、下端に杭状に加工が加えられている。 3は、長さ98cmである。上部は腐

食のため加工痕が判然としないが、 中間部に5n1m間隔に加工痕が認められる。下端に斜めに加工が加

えられている。 4は尖端部のみのもので、面取りが認められる。 5は上部を欠失する。全面に面取り

が施されている。 6は下端に加工痕が認められる。

Z50



ⅣV層以下の調査

細棒材（図Ⅳ－65－7）

7は枝切痕が3カ所認められ、下端にわずかに加工痕が認められる。
板材片（図Ⅳ－66－8～13）

8～13は板材片である。 8 ･ 10･ 11は柾目、 9 ･ 12･ 13は板目である。 9～12には片面および側面
に焼け焦げが認められる。 8は板状に加工している。 9～13については明瞭な加工痕は認められない。
割板材（図Ⅳ－67－15． 16）

15･ 16は割板材で、 15は板目である。 16は柾目で、側面に焼け焦げが認められる。
割材（図Ⅳ－67．68－14． 18～22）

14は板目である。明瞭な加工痕はないが、側面部に焼け焦げが認められる。 18は明瞭な加工痕はな
いが、正面に焼け焦げが認められる。 19の中間部に挾り加工が認められ、正面および下端に焼け焦げ
が認められる。 20は面取り加工が施されているが、尖端部には明瞭な加工痕は認められない。上端部
には焼け焦げが認められる。 21は正面に面取り加工痕が数カ所認められる。 22は面取り加工痕が認め
られ、尖端部に焼け焦げ痕がある。

丸木材（図Ⅳ-70-25～27）

25は長さ1.17mである。正面・側面に面取り加工痕が認められる。 26は側面・尖端部に加工痕が認
められる。部分的に焼け焦げ痕がある。いくつかの炭化した材と共に放射状に出土している。 27は

F-55のV層包含層調査中に、杭先を上にほぼ直立する形で検出された（図Ⅳ-70の出土状況図参
照)。尖端に四面の切痕や削りが見られる丸木材である。加工は尖端部のみにとどまり、打ち込みに

よるつぶれ等の痕跡はない。掘り込まれて埋設されたと思われるが、その痕跡は見つけられなかった。
角材片（図Ⅳ-67-17）

17は全体的に腐食している。明瞭な加工痕は認められなかった。

枝切痕（図Ⅳ-69-23）

23は、丸木で上部に、枝切りの痕跡が認められる。

(3) Ⅸ層の調査について（図1-11 ．図Ⅳ-69-24)

Ⅸ層の調査は、調査区南側の土層観察用のトレンチにおいてⅨ層上面に分厚い泥炭層（ⅨD層）が

確認されていたことや、調査区東側のⅥ層において旧石器時代の掻器。調整剥片が出土したこと等か

ら、調査区を縦断するトレンチを設定し、実施した。その結果、 旧石器時代の遺物は検出することが

できなかったが、多量の埋もれ木・流木・種子等を検出した（第V章－3 ． 6参照)。

また、泥炭層（ⅨD層）は、 41ライン以西と45ライン以東に認められたが、 41～45ラインにかけて

分布が稀薄になることが判った。 したがって、 V層の調査で遺構が検出された、調査区西側の微地形

がやや東側に寄るがⅨ層上面においても検出され、 V層の微高地は古くからの地形の影響によって形
成されたものであることが窺えた（図I-ll)｡

泥炭層中の埋もれ木・流木等の樹種同定の結果、 トレンチ内各地点から採取したにもかかわらず、
すべてカラマツ属のグイマツと推定されている （第V章－3参照)。

未炭化種子ではミツガシワ属・カヤツリグサ科の種子が検出され、検出された種子の種類の少なさ

と共にミツガシワ属の多さが際だっている （第V章－6参照)。 このほかに、珪藻遺骸群集の分析・
花粉分析等を実施し、古環境の復原を行っている。
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V 自然科学的分析

V章自然科学的分析

1 キウス4遺跡A2地区遺跡出土の黒曜石製石鍼の原石産地分析

および黒曜石製遺物の非破壊分析による水和層の測定

京都大学原子炉実験所彙科哲男

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石遺物の石

材産地推定を行なっている1･2'3)o

黒曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含

有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行ない、 これ

を産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、 あらかじめ、各原産

地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれ

を対比して産地を推定する。 この際多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産

地を同定する。

蛍光X線分析法は試料を破壊せずに分析することができて、かつ、試料調整が単純、測定の操作も

簡単である。石器のような古代人の日用品で多数の試料を分析しなければ遺跡の正しい性格が分から

ないという場合にはことさら有利な分析法である。今回分析を行なった試料は、千歳市に位置するキ

ウス4遺跡のA2地区から出土した縄文時代前期の黒曜石製石鍼50個である （表4)。 これらについ

て産地分析および非破壊分析による水和層厚さの結果が得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X分析

装置によって元素分析を行なう。主に分析した元素はK， Ca，Ti，Mn、 Fe，Rb、 Sr、Y、 Zr、Nb

の各元素である。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、それで

もって産地を特定する指標とした。黒曜石は、 Ca/K，Ti/K、Mn/Zr， Fe/Zr、 Rb/Zr、 Sr/Zr、Y/

Zr、Nb/Zrの比量をそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸東関東、 中信高原、

伊豆箱根伊豆七島の神津島、 山陰九州の各地に分布する。調査を終えた原産地を図1に示す。黒

曜石原産地のほとんどすべてがつくされている。元素組成によってこれら原石を分類し表1に示す。

この原石群に原石産地不明の遺物で作った遺物群を加えると165個の原石群になる。

ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地について記述すると、 白滝地域の原産地は、北海

道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方2kmの採石場の赤石山の露頭、鹿砦東方約2kmの幌加沢地点、 ま

た白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石山の大産地の黒曜石は色に関係無く

赤石山群（旧白滝第1群）にまとまる。また、 あじさいの滝の露頭からは赤石山と肉眼観察では区別

できない原石が採取でき、あじさい群を作った（旧白滝第2群)、 また、八号沢の黒曜石原石と白土

沢の転礫は梨肌の黒曜石で、組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別できる。幌加沢よりの転礫の中

で70％は幌加沢群になり、 あじさい滝群と元素組成から両群を区別できず、残りの30％は赤石山群に

一致する。置戸産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より採取され、 この原石の元素組成は

置戸群にまとまる。 この原産地は、常呂川に通じる流域にあり、 この常呂川流域で黒曜石の円礫が採
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キウス4遺跡(4)

取されるが現在まだ調査していない。十勝三股産原石は、北海道河東郡上士幌町の十勝三股の十三ノ

沢の谷筋および沢の中より原石が採取され、 この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。 この十勝

三股産原石は十三の沢から音更川さらに十勝川に流れた可能性があり、十勝川から採取される黒曜石

円礫の組成は、十勝三股産の原石の組成と相互に近似している。また、上士幌町のサンケオルベ川よ

り採取される黒曜石円礫の組成も十勝三股産原石の組成と相互に近似している。 これら組成の近似し

た原石の原産地は区別できず、遺物石材の産地分析でたとえ、 この遺物の原石産地が十勝三股群に同

定されたとしても、 これら十勝三股、音更川、十勝川、サンケオルベ川の複数の地点を考えなければ

ならない。 しかし、 この複数の産地をまとめて、十勝地域としても、古代の地域間の交流を考察する

場合、問題はないと考えられる。 また、清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地から産出す

る黒曜石から2個の美蔓原石群が作られた。 この原石は産地近傍の遺跡で使用されている。名寄市の

智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の円礫が採集される。 これらを組

成で分類すると88％は名寄第一群に、 また12％は名寄第二群にそれぞれなる。旭川市の近文台、嵐山

遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、 20％が近文台第一群、 69％が近文台

第二群11%が近文台第三群にそれぞれ分類された。また、滝川市江別乙で採集される親指大の黒曜

石の礫は、組成で分類すると約79％が滝川群にまとまり、 21％が近文台第二、三群に組成が一致する。

滝川群に一致する組成の原石は、北竜町恵袋別川培本社からも採取される。秩父別町の雨竜川に開析

された平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が採取される。産出状況とか礫状は滝

川産黒曜石と同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致し、第二群も滝川第二群に一致しさら

に近文台第二群にも一致する。赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付

近の山腹より採取できる。 ここの原石には、少球果の列が何層にも重なり石器の原材として良質とは

いえない原石で赤井川第1群を、 また、球果の非常に少ない握り拳半分大の良質な原石などで赤井川

第2群を作った。 これら第1， 2群の元素組成は非常に似ていて、遺物を分析したときしばしば、赤

井川両群に同定される。豊泉産原石は豊浦町から産出し、組成によって豊泉第1， 2群の2群に区別

され、豊泉第2群の原石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広が

り、一部は青森県に伝播している。出来島群は青森県西津軽郡木造町七里長浜の海岸部より採取され

た円礫の原石で作られた群で、 この出来島群と相互に似た組成の原石は、岩木山の西側を流れ鯵ヶ沢

地区に流入する中村川の上流で1点採取され、 また、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴ばみ地

区より採取されている。青森県西津軽郡深浦町の海岸とか同町の六角沢およびこの沢筋に位置する露

頭より採取された原石で六角沢群をまた、八森山産出の原石で八森山群をそれぞれ作った。深浦の両

群と相互に似た群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第二群である。戸門第一群、

成田群、浪岡町県民の森地区より産出の大釈迦群（旧浪岡群）は赤井川産原石の第1， 2群と弁別は

可能であるが原石の組成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少なく、希に石

鍼が作れる大きさがみられる程度であるが、麿森群は麿森山麓の成田地区産出の黒曜石で中には5cm

大のものもみられる。また、考古学者の話題になる下湯川産黒曜石についても原石群を作った。

結果と考察

遺跡から出土した石器、石片は風化しているが、黒曜石製のものは風化に対して安定で、表面に薄

い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であ

ると考えられる。産地分析で水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほ

とんど見られない。 Ca/K，Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、 また除かずに産
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V 自然科学的分析

地分析を行った場合同定される原産地に差はない。他の元素比量についても風化の影響を完全に否定
することができないので、得られた確率の数値にはや〉不確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を
誤るようなことはない。

今回分析したキウス4遺跡A2地区の黒曜石製石器の分析結果を表2に示した。石器の分析結果か
ら石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするた
めRb/Zrの一変量だけを考えると、表2の試料番号58624番の遺物ではRb/Zrの値は1.030で、赤井川
第1群の［平均値］ ± ［標準偏差値］は、 0.969±0.060である。遺物と原石群の差を標準偏差値(o)
を基準にして考えると遺物は原石群から0.60離れている。 ところで赤井川第1群原産地から100ケの
原石を採ってきて分析すると、平均値から±1.00のずれより大きいものが31個ある。すなわち、 こ
の遺物が、赤井川第1群の原石から作られていたと仮定しても、 1.00以上離れる確率は31%であると
言える。だから、赤井川第1群の平均値から1.00しか離れていないときには、 この遺物が赤井川第1
群の原石から作られたものでないとは、到底言い切れない。 ところがこの遺物を赤石山群（旧白滝第
1群）に比較すると、赤石山群の平均値からの隔たりは、約50である。 これを確率の言葉で表現する
と、赤石山群の原石を採ってきて分析したとき、平均値から50以上離れている確率は、十万分の一
であると言える。 このように、十万個に一個しかないような原石をたまたま採取して、 この遺物が作
られたとは考えられないから、 この遺物は、赤石山群の原石から作られたものではないと断定できる。
これらのことを簡単にまとめて言うと、 「この遺物は赤井川第1群に31％の確率で帰属され、信頼限界
の0.1%を満たしていることから赤井川産原石が使用されいると同定され、 さらに赤石山群に
0.0001%の低い確率で帰属され、信頼限界の0.1%に満たないことから赤石山産原石でないと同定さ
れる｣。遺物が一ヶ所の産地（赤井川産地） と一致したからと言って、例え赤井川第1群と赤石山群の
原石は成分が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺物で、 さらに分析誤差が大きくなる

不定形（非破壊分析）であることから、他の産地に一致しないとは言えない、同種岩石の中での分類
である以上、他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地（赤井川）に一致したと言っ
ても一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断を表1の165個すべての原石群に
ついて行ない、低い確率で帰属された原石群を消していくことにより、はじめて赤井川産地の石材の
みが使用されていると判定される。実際はRb/Zrといった唯1ケの変量だけでなく、前述した8ケの

変量で取り扱うので変量間の相関を考盧しなければならならい。例えばA原産地のA群で、 Ca元素
とRb元素との間に相関があり、 Caの量を計ればRbの量は分析しなくても分かるようなときは、A群
の石材で作られた遺物であれば、A群と比較したとき、 Ca量が一致すれば当然Rb量も一致するはず
である。 したがって、 もしRb量だけが少しずれている場合には、 この試料はA群に属していないと

言わなければならない。 このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統計の
手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングのT2検定である。 これによって、それぞ
れの群に帰属する確率を求めて産地を同定する4,5)。産地の同定結果は1個の遺物に対して、黒曜石
製では165個の推定確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については

低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、本研究ではこれら産

地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を含んでいる。すなわち、赤井川産

原石と判定された遺物について、 カムチヤッカ産原石とかロシア、北朝鮮の遺跡で使用されている原

石および信州和田峠産の原石の可能性を考える必要がない結果で、高い確率で同定された産地のみの

結果を表3に記入した。原石群を作った原石試料は直径3cm以上であるが、多数の試料を処理するた
めに、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定を打ち切る。 こ
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のため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が含まれ、 ときには原石群の元素組成のバラツ
キの範囲を越て大きくなる。 したがって、小さな遺物の産地推定を行なったときに、判定の信頼限界
としている0.1%に達しない確率を示す場合が比較的多くみられる。 この場合には、原石産地（確率）
の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離D2の値を記した。 この遺物については、記入されたり
2の値が原石群の中で最も小さなD2値で、 この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成
と似ていると言えるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほ貸間違いないと判断された
ものである。赤井川および十勝産原石を使用した遺物の判定は複雑である。 これは青森市戸門、蘆森
山地区、浪岡町大釈迦より産出する黒曜石で作られた戸門第一、蘆森山、大釈迦の各群の組成が赤井
川第一、二群、十勝三股群に比較的似ているために、遺物の産地を同定したときに、戸門原産地と赤
井川または十勝産地、 またこれら3ケ所の原産地に同時に同定される場合がしばしば見られる。戸門
産地の原石が使用されたか否かは、一遺跡で多数の遺物を分析し戸門第1群と第2群に同定される頻
度を求め、 これを戸門産地における第1群(50%) と第2群(50%)の産出頻度と比較し戸門産地の
原石である可能性を推定する。今回分析した遺物のなかに全く戸門第2群に帰属される遺物が見られ
ないことから戸門産地からの原石は使用されなかったと推測できる。また浪岡町大釈迦産原石は非常
に小さく分析した遺物よりも小さい原石で、本遺跡で使用された可能性は低いと推測された。蘆森山
産地の原石、赤井川産原石と十勝産原石を使用した遺物の産地分析では、 これら産地に同定された遺
物の帰属確率の差が十分の一～百分の一がほとんどで、遺物の中には、赤井川、十勝、蘆森山の各群
の帰属確率の差がほとんどない遺物があり原石産地の特定に苦慮するが、 この場合は、客観的な産地
分析法により赤井川産、十勝産、麿森山産と限定したうえで、 肉眼観察により遺物と似た原石が赤井
川産地、十勝産地、蘆森山産地のいずれに多かを考慮して原石産地を判定した遺物も一部ある。今回
分析を行なったキウス4遺跡A2地区の黒曜石製遺物の中で赤井川産原石が使用された石鍼が18個
（36％）で、十勝産を使用した遺物は13個（26％）で、赤石山産原石の石鎌は8個(16%)、あじさい
滝産と置戸産はそれぞれ3個（6％）であった。また、産地が特定できなかった遺物は5個（10％）
で、特定できない理由しては、遺物が被熱などで異常に風化層が厚くなったために分析値に影響があ
らわれた、 または、産地未発見の原石が使用されたなどが推測され、資料No.12･33･34の遺物で遺物

群を作り、 これら遺物群原材の使用圏を明らかにできるようにした。

非破壊分析による黒曜石製遺物の水和層測定

分析は黒曜石の表面に顕微鏡を通して光を照射したときに、黒曜石の表面で反射する光と、水和層

で反射する光で生じるの干渉波の波長から水和層の厚さを求める方法で行った。光の反射を利用する

ため、遺物の表面にできた使用痕および埋土中でできた摩耗傷などが水和層測定の障害になり測定で

きない場合が多々ある。 また、水和層と新鮮面との境界面での反射光が非常に弱いため、境界面が明

確に発達した部分を探して測定しなければならない。従って、傷のない場所を顕微鏡下で探して分析
を行うため、試料によっては1個に三時間以上かかることもある。今回、分析一試料について3ヶ所

以上を分析し、分析値の最大、 中間、最小値を選んで表3に記した。

水和層厚さを経過年代に換算するには、水和層を分析した黒曜石の経過年代を炭素-14法、 フィッ

ショントラック法で求めた絶対年代から、水和速度を求めて行う。 この水和速度は黒曜石が埋土中で

受ける温度によって異なるため、黒曜石が環境から受けた温度を正確に求めなければ、正確な年代の

換算はできない。従って、遺物が経過した年代の間に受けた温度を約9℃を平均効果温度として水和

速度6)を推定したとき、赤石山産原石は1.76 （〃2／1000年) 、赤井川産原石は2.03 ("2/1000年)、

I〆4



V 自然科学的分析

十勝産原石は1.86 ("2/1000年)、置戸産原石は1.6 ("2/1000年）を用いて下記の式により水和層
厚さを経過年代に換算した。

推定換算年代(千年)="定水和層厚("m)X測定水和層厚("m)
水和速度（脾2／1000年）

今回非破壊分析で水和層が測定できた遺物の経過年代の結果を表3に示した。
水和層厚さを経過年代に換算するときの重要な係数である水和速度を決める重要な要因は、黒曜石

の化学組成と温度であるため、 自然科学者の実験室で水和実験によって水和速度を決定できるが、国
内産黒曜石に関して研究はそこまで進んでいないのが現状である。現在、水和速度は考古学者の協力
なしでは決定できない。実験室での水和層生成が困難である限り、水和速度の決定の舞台は遺跡にな
る。今回の年代が炭素-14年代に比べて古すぎる場合は、温泉地とか温度の高い地下水などで埋土中
の遺物温度が異常に高かったことが推測され、水和層は非常に厚くなり推定換算年代は古くなる。 こ
れは遺物の埋土位置の地温測定で推測できるが、 しかし、過去の地温の測定はできない。炭素-14年
代などで年代の分かる層から出土する黒曜石の水和層から水和速度を決定するため、発掘が重要な鍵
を握ることは言うまでもない。石器の組成（原産地） さえ分かれば、考古学者が炭素-14年代と水和
層のデーターを集積し整理するだけで、正確な水和層年代が得られるようになる。 これら考古学的作
業により求められた水和速度は、水和機構（理論）が証明されていないが、考古学試料として実用す
るには問題ないと推測できる。 したがって、水和層年代は考古学者が企画するだけで実用的な年代が
得られるため、将来、水和層年代が石器における土器編年のように身近な存在になると推測できる。
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V 自然科学的分析

V－1 表3 千歳市キウス4遺跡A2地区出土縄文時代前期の黒曜石製石鑛原石産地推定結果及び水和層測定結果

資料NQ分析NQ 形態 遺物3ヶ所
水和層（“Ⅲ）

原石産地（確率）
推定換算年代M肺亀
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本報告では日本における各遺跡の産地分析の判定基準を一定にして、産地分析を行っていますが、判定基準の異なる
研究方法（土器様式の基準も研究方法で異なるように）にも関わらず、似た産地名のために同じ結果のように
思われるが、全く関係（相互チェックなし）ありません。本研究結果に連続させるには本研究法で再分析が必要です。
本報告の分析結果を考古学資料とする場合には常に同じ基準で判定されている結果で古代交流圏などを考察をする
必要があります。
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キウス4遺跡(4)

V－1 表4千歳市キウス4遺跡A2地区黒曜石原石産地同定資料

資料ﾄ。 分類細分類 形態 グリッド遺物No~ 層位長さ×幅×厚さ (cm)重さ(9) | 備 考一
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V 自然科学的分析

2珪藻遺骸群集が明らかにしたキウス4遺跡A2地区の古環境の変遷

石狩市教育委員会志賀健司

I .はじめに～珪藻遺骸群集の有用性

珪藻とはシリカの殼を持った単細胞の藻類で、海水から淡水、 さらには陸上で生活するものがあり、

生活型も浮遊性、底生、付着生に分類される。その群集組成の変動は水温、塩分濃度、 pH、水流の

有無といった水圏の物理。化学環境の変化を鋭敏に反映し、特に淡水生種では、種ごとの棲息環境が

かなり明らかにされている。

珪藻殼は堆積物中によく保存されるため、その中の珪藻遺骸の群集組成解析を行うことによって、

過去の水環境の変動を復元することが可能である。 これまでも地質学の分野において主に新生代、特

に第四紀(170万年前以降）の古環境復元に用いられてきたが、近年は埋蔵文化財調査にも応用され

ている （森， 1992,森ほか， 1992など)。

Ⅱ、キウス4遺跡での結果

この調査の対象である千歳市キウス4遺跡A2地区から南東約80mに位置するキウス4遺跡L地区

(1996～1997年に調査）では、すでに堆積物試料を用いて珪藻遺骸群集が調査されている （志賀，

1998a)。それによると群集組成から、周辺環境の時間変化はステージA～Eの5段階に区分され、

En-aテフラ層（約1万5000年前）の堆積以後、乾燥した陸域（ステージA)一湿潤な陸域(B)-

流れのない水域(C)一弱い流れのある水域(D)一湿原(E)、 という変遷を辿ってきたことが明

らかにされた。 これは同じ試料を用いた花粉分析の結果（山田， 1998） とも調和的である。

キウス4遺跡A2地区での発掘調査ではキウス4遺跡L地区での最下位であるEn-aテフラ層より

さらに深くまで掘削され、 Spfa-1テフラ層（約4万年前）の上面まで達している。そのためキウス4

遺跡L地区よりもさらに過去まで湖った古環境復元が可能である。

Ⅲ、材料と手法

今回の分析に用いた試料は1998年9月1日にキウス4遺跡A2地区D-34グリッド北壁で採取され

た堆積物で、主に泥炭、粘土からなり、数枚の厚いテフラ層を挟んでいる。テフラは上位からTa-a

(AD1739年) 、 B-Tm(10世紀)、Ta-c (約2500年前)、 En-a、 Spfa-lで、Ta-cは2枚のユニットから

なることが確認される。En-aより上位の泥炭や粘土は全体的に黒色、下位の泥炭は褐色を呈してい

る。 En-aから上位はキウス4遺跡L地区の堆積物とは容易に対比が可能であるが、本調査区域の方

は平均堆積速度が約2倍、同時代面は標高にして1～2m低い。

垂直な土層断面において標高3.42～6.17mの間の厚さ2.75mから、 En-aより上位は10cm間隔下

位は5cm間隔で、計26点の珪藻抽出用の試料を採取した。各試料は充分に乾燥させ、 0.29を秤量し

て過酸化水素水を加えて煮沸し、有機物の分解、粒子の分離を行った。蒸留水を加えて放置後、上澄

みを捨てることを繰り返し、微細な粘土粒子を除去した。その後、封入剤を用いて懸濁液をスライド

グラスに封入し、珪藻観察用のスミアスライドを作成した。

光学顕微鏡下で600倍にてスライドを観察し、珪藻遺骸の同定、計数を行った。 1試料につき原則

として200殻を越えるまで観察を行った。ただし極端に殼数が少ない試料については途中で打ち切っ

たものもある。堆積物19 (乾燥重量）あたりの珪藻殼数、種ごとの産出頻度を求めた。なお破損し

た殼については、棒状の殻は端部1個につき0.5殻として、 円盤状の殻は中心部が残っているものを
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1殻として計数した。

なお、珪藻の生態を検討するにあたって、陸生種については伊藤・堀内(1991)に従って、 A群

(土壌表層やコケなどに付着して成育する耐乾性のある種群)、 B群(A群に随伴し、湿った環境や水

中にも成育する種群）に区分した。

Ⅳ。珪藻遺骸群集の変動と古環境変遷

全スミアスライドを検鏡した結果、珪藻遺骸28属83種を同定し、それぞれの産出頻度の百分率を求

めた。同時に堆積物の乾燥重量lgあたりに含まれてる珪藻殻の数を各試料ごとに算出した。ごく一

部の明らかに再堆積による種を除いて、すべて淡水生もしくは陸生の珪藻である （図1）。

群集は明確な変動を繰り返し、その中でも水流性、水生-陸生の比率に顕著な変動が見られる。特

にEn-aテフラ層、Ta-cテフラ層を境界として、 2回の大きな群集の交代が確認された。火山活動が

環境に何らかの影響を与えたことも考えられる。また、上部および下部では珪藻殼数は非常に多く、

堆積物19あたり106から108のオーダーで、 どちらもほとんど淡水生種で占められている。それに対

して中部は陸生種が優勢で、殼数もほぼ104～106殼/gと、極端に少ない。

本調査における群集の変動はキウス4遺跡L地区における群集変動と非常に類似しており、数+m

スケール以上の広がりを持つ環境の変動を反映していることがわかる。

群集の大きな変化をもとに、全層準を0,，02，A～Dまで、 6つのステージに区分した（図2)｡

ステージA～Dはキウス4遺跡L地区でのステージ区分と対応し、名前も共通にしてある。ステージ

01, 02は本調査によって新たに設定されたステージで、それに対してL地区におけるステージEは今

回の試料からは検出されなかった。

以下、調査区域周辺における水環境の変遷を、時代を追ってステージごとに検討する。

■ステージOⅢ （標高3.4～3.7m)

堆積物はSpfa-1を覆う褐色の泥炭で、いくぶん砂質である。珪藻殼数は多く、 F)tzg"αγjα

co"s"zM"svar."e"花γ、 TT"be"α"αたれeS"Iz"が多く産出し、A"/"cosα〃α"62g"αも伴う。 こ

れらはすべて止水域を好む種であることから、 当時のこの地域は水流の少ない池沼であったと考えら

れる。

■ステージ02 (標高3.7～3.9m)

褐色の泥炭からなり、殼数は多い。群集の構成種もステージO,と類似しているが、 ここではT.

たれ“rmmが優占種で、群集の半数以上を占めている。水流性としてはやはり止水域と考えられるが、

T. jF"es"""は好酸性種でもあるので、 pHが低い湿原的要素が強くなったことがわかる。

■ステージA(標高4.6～5.0m)

En-aテフラ層を覆う主に腐植質の粘土からなり、殼数は104～106"/gと非常に少ないが、上位に

向かって増加していく傾向にある。群集はH""たSC〃αα"zp"oxys、""""c"/α沈況"“、P加打〃/"γ”

加サゼα"sなどの陸生種だけで90％に達し、その大部分が陸生珪藻A群である。 これらのことを考え

合わせると当時は完全に陸域であったことがわかる。キウス4遺跡L地区におけるステージAよりは

殼数が多いことから、陸生珪藻も棲息できないほどの乾燥状態ではなかったと思われる。

■ステージB (標高5.0～5.3m)
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ステージAからしだいに殼数が増加している。H. α"'〃oxysが最も多く産出するが、他の陸生珪

藻はそれほど多くなく、Aα加6垣"α、 Sy"ed"〃邦αなどの水生珪藻も伴うようになる。やはり陸

域ではあるが、 より湿潤な環境へ遷移していく様子が窺える。水生珪藻の中には他のステージに比べ

て好流水性の種が比較的多く見られることから、 ときどき近くの河川の氾濫などによって水を被る環

境が推察できる。

■ステージC (標高5.4～5.8m)

Ta-cテフラ層の上位にあたる粘土～泥炭で、殼数が非常に多く、 108"/gのオーダーに達する。

これはキウス4遺跡L地区での値よりもさらに1桁大きい。産出する珪藻はA. α加腕g〃αが最も多く

60～70％、続くF. cows〃"g"Svar~ りど"花γが20～30%を占め、 T.ん"es""”を伴う。 この群集組

成は止水域、高pH水域を示している。ステージO,に類似した環境ではあるが、 こちらは浮遊性のA、

α”‘喀況αが非常に多いという特徴がある。そのため付着生種の多いステージO,と比較して、付着の

対象となる大型水生植物などが少ない池沼であったことが示唆される。

■ステージD(標高5.8～6.2m以上）

今回調査した中では最上位にあたる黒褐色の泥炭で、 B-Tmテフラ層を含んでいる。 このステージ

で特徴的なのは好流水種のAc〃"α"/""Iα"CCO如如で、 同じく流水を好むMなγ〃jo""〃"〃姥var．

“〃s/"c/α、 Sy"""z""αも絶対数としてはそれほど多くはないが産出する。そのため、流れのない

池沼から弱い流れを持つ水域へと変化したことがわかる。 しかしキウス4遺跡L地区のステージDに

くらべると好流水性種の占める割合は低く、陸生種の産出も目立つことから、完全な流水域への移行

ではなく、 しばしば水が停滞したり陸化することもあったようである。

以上のステージごとの環境の変遷は図3にまとめた。

V.キウス4遺跡L地区との比較

このキウス4遺跡A2地区とキウス4遺跡L地区の結果を比較すると、対比可能な区間において非

常によく似た群集変動を示していることが明らかになった。ステージ区分も、 ステージAからステー

ジDまでは両地域で認識でき、同じような水環境の変遷を辿ってきたことがわかる。その一方で若干

の差異も認められる。例えばステージCにおいて、A2地区の方が珪藻殼数が1桁多く、好止水性種

の産出頻度もより高い。また、 ステージDはL地区ではB-Tmテフラの堆積とほぼ同時に終了してい

るのに対し、 A2地区ではその上位まで継続している。 これらは両地域の標高の違いに起因している

ことが考えられる。

Ⅵ、気候変動との関係

水環境の変遷には地形が大きく作用してくる。今回の調査でもステージ02からA、 BからCなど、

特に変化が激しいステージ境界にはEn-a，Ta-cのテフラ層が存在する。支笏湖周辺での火山噴火に

よる大量の噴出物が周辺の地形に多大な影響を与えたことが予想される。その他にもさらにスケール

の大きな要因も重要である。ステージAからBにかけて見られる陸域の漸移的な湿潤化は、地球規模

の寒冷・乾燥気候であった最終氷期の最盛期（約2万年前）が過ぎ、間氷期の中でも特に温暖で海水

準も高い時代（約6000年前）へと移行していく過渡期に相当する｡ またステージBからCへの移行期
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は、前述の噴火活動による要因以外にも、約3000年

前の世界的な寒冷期（安田, 1993)から温暖期への

移行時期にあたることも無視できない。 さらに近年

の海底コアの研究から、最終氷期の終焉以降、

1000～2000年周期の気候変動が繰り返されてきたこ

とが確認されており (Bondet al., 1997)、 日本

付近でもそれと同期する変動が黒潮の分岐流である

対馬暖流や宗谷暖流の強弱として確認されている

(Koizumi,1989、紀藤ほか, 1998、志賀, 1998b)｡

ステージB以降の数回の環境変遷もそれらと対応す

るものかもしれない。

一 【

流れのない水域流れのな（'O1

↓

O2

↓ 約1万5000年前←

A

↓

II

↓ 約2500年前←

C

↓

弱い流れのある水域い流れのある水域 約1000年前？，

Ⅶ、文献

Bond,G., Showers,W.,Cheseby,M.,

V－2 図3 ステージ区分と古環境の変遷

Lotti,R､ ,Almasi,P.,deMenocal,P. ,Priore,P.,Cullen,H.,Hajdas,I. ,Bonani,

G. , 1997 :Apervasivemillennial-scalecycleinNorthAtlanticHoloceneandglacial

climates.ScienCe,278,1257-1266.

伊藤良永・堀内誠示, 1991 :陸生珪藻の現在に於ける分布と古環境解析への応用. Diatom, 6, 23-

44．

紀藤典夫・野田隆史・南俊隆, 1998 :対馬海流の脈動と北海道における完新世の温暖貝化石群集の

変遷

Koizumi,I., 1989:HolocenepulsesofdiatomgrowthsinthewarmTsushimaCurrentin

theJapanSea・DiatomResearch,4,55-68.

森勇-, 1992 : 珪藻分析から復元される旧石器時代の地表環境．仙台市文化財調査報告書第160集

「富沢遺跡第30次調査報告書第Ⅱ分冊・旧石器時代編｣．仙台市教育委員会

森勇一・前田弘子・伊藤隆彦, 1992 : 珪藻および昆虫化石群集から得られた朝日遺跡の古環境変

遷．愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第31集「朝日遺跡・自然科学編｣．愛知県埋蔵文化財

センター

志賀健司, 1998a : 珪藻遺骸群集が示すキウス4遺跡における古環境変遷北海道埋蔵文化財セン

ター調査報告書第124集「キウス4遺跡(2)｣.北海道埋蔵文化財センター

志賀健司, 1998b : オホーツク海サハリン沖における完新世の珪藻遺骸群集の周期的変動日本地

質学会第105年学術大会講演要旨集， 98

山田悟郎, 1998 : キウス4遺跡の古植生について．北海道埋蔵文化財センター調査報告書第124集

「キウス4遺跡(2)｣．北海道埋蔵文化財センター

安田喜憲， 1993 ： 気候が文明を変える．岩波書店
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キウス4遺跡(4)

3千歳市キウス4遺跡A2地区出土木製遺物の樹種同定結果について

資料調査課田口 尚・岡本育子

木製遺物は、 コンテナ及びシール容器等に水漬けで保管されていた。 このうち、木部（材部）の

残っている実測された遺物84点と現場において採取されてきたサンプル18点を含む139点について樹

種の識別を行った。

まず、両刃カミソリを用いて、木製品の加工された部分、腐れなどで劣化の進んだ部分などはさけ

て、木口面、板目面、柾目面の各々の細胞組織が観察できるように切片を採取した。その後、 3断面

の切片を1セットとしてプレパラートを作製し、生物顕微鏡による観察を行った。

樹種の識別の結果、 12科15属を同定した。樹種構成は、針葉樹が2科3属、広葉樹が10科12属であ

り、そのうちスギ属、オニグルミ属アジサイ属、ハリギリ属については種までの同定を行った。そ

れらの同定根拠となった組織構造的な特徴を以下に記す。なお、広葉樹の放射組織の同性と異性の区

別については、平伏細胞のみからなるものを同性、それ以外のものを異性とした。但し、オニグルミ

のように大部分が平伏細胞からなり、方形細胞が時々混じるような場合には、同性に区別した。

~

カラマツ属Lαγな （まつ科PINACEAE) [顕微鏡写真1a, b, c]

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管、水平・垂直樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞からなる。垂直

樹脂道は、晩材部に多い。分野壁孔は、 トウヒ型、 ヒノキ型である。 らせん肥厚は存在しない。木口

面において、早材部は薄壁で大きな方形をなし、晩材部は厚壁でつぶれた方形をしており、早材から

晩材への移行は、移行部がないか、 あっても数列しかなく急である。

地層及び年代からみて、 グイマツであると推定される。

トウヒ属P"“a （まつ科PINACEAE) [顕微鏡写真2a, b, c]

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管、水平・垂直樹脂道を取り囲むエヒ．セリウム細胞からなる。分野

壁孔はトウヒ型である。 らせん肥厚は存在しない。木口面において、早材から晩材への移行が比較的

ゆるやかである。

エゾマツやアカエゾマツが推定される。

スギCK)p加脚gγ”ノロ加""D.Don

（スギ属C沙〆0柳〃i") (すぎ科TAXODIACEAE) [顕微鏡写真3a, b, c]

仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞からなり、樹脂道、放射仮道管は存在しない。分野壁孔はスギ型で

ある。仮道管にらせん肥厚は存在しない。樹脂細胞は早・晩材部の移行部から晩材部にかけて散在す

る。年輪界は明瞭で、早材部から晩材部への移行はやや急である。晩材部の幅は比較的広い。放射組

織は単列のみで一般に10細胞高以下である。仮道管の内壁表面のイボ状突起の存在が走査電子顕微鏡

により確認された。

ヤナギ属Sα/政 （やなぎ科SALICACEAE) [顕微鏡写真4a, b, c]

散孔材である。道管は時折2～3個の複合管孔を形成する。放射組織は単列で異性である。道管要

素は単せん孔をもつ。 らせん肥厚は存在しない。また、道管相互壁孔は交互壁孔である。

エゾノカワヤナギ、オノエヤナギ、バッコヤナギ、エゾノバッコヤナギ等が推定される。

オニグルミ ノ"g/α"sα"α”ｵﾙ姉"αCarr.

（オニグルミ属ノ"g/α") (ぐるみ科JUGLANDACEAE) [顕微鏡写真5a, b, c]

散孔材である。大型の道管が単独もしくは2～3個複合して存在する。チロースを含むことが多い
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柔細胞の接線方向への配列は本属の特徴である。放射組織は1～3細胞幅で3～20細胞高であり同性

であるが、方形細胞を含む場合がある。道管要素は単せん孔をもつ。 らせん肥厚は存在しない。

ハンノキ属A伽"s (かばのき科BETULACEAE) [顕微鏡写真6a, b, c]

散孔材である。道管のほとんどは、 2～4個が放射方向に複合する。放射組織は単列で同性である

集合放射組織を形成する。道管要素は階段せん孔をもつ。 らせん肥厚は存在しない。

ハンノキ、 ケヤマハンノキ等が推定される。

コナラ属Qzz"c"s (ぶな科FAGACEAE) [顕微鏡写真7a, b, c]

環孔材である。孔圏部の大道管にはチロースが認められ、付近には周囲仮道管が存在する。孔圏外

の道管は、やや放射状に配列することがある。放射組織は単列と広放射組織からなり、同性である。

道管要素は単せん孔をもつ。

ミズナラ、 コナラ、 カシワ等が推定される。

ブナ属F"gzzs (ぶな科FAGACEAE) [顕微鏡写真8a, b, c, d, e]

散孔材である。道管はほぼ平均に分布し、年輪の前半部の道管の方が大きく、外側にいくにつれて

大きさと数が減少する。放射組織は単列のもの、 2～数列のもの、広放射組織の3種類があり、ほと

んど同性である。道管要素は、一般に年輪の前半部で単せん孔、外側では、階段せん孔と網状せん孔

をもつ。 らせん肥厚は存在しない。

ブナ（北海道南部が北限) 、イヌブナ（北海道外）が推定される。

モクレン属M"g"0"α （もくれん科MAGNOLIACEAE) [顕微鏡写真9a, b, c]

散孔材である。単独または2～数個の放射方向に接続した道管が平等に分布する。放射組織は1～

2細胞幅で5～35細胞高と高い。上下縁辺の1～2列のみが直立細胞ないし方形細胞で、そのほかは

平伏細胞の異性である。道管要素は単せん孔と階段せん孔をもつ。 らせん肥厚が存在する。道管には

階段壁孔と対列壁孔が認められる。

ホオノキ、 キタコブシ、 コブシが推定される。

ノリウツギHyd""g""〃c"雌加Sieb.

（アジサイ属鋤"""g") (ゆきのした科SAXIFRAGACEAE) [顕微鏡写真10a, b, c]

散孔材である。道管は単独または2～3個複合し、年輪内に平等に分布する。軸方向柔細胞が放射

方向へ連続して認められる。放射組織は1～2細胞幅、 3～5細胞高で、上下方向で軸方向柔細胞と

接しており、異性である。道管要素は階段せん孔をもつ｡~ らせん肥厚は認められない。

用途適性から類推してノリウツギと考えられるが同属の他樹種の可能性もある。

ツルアジサイHy"""g"〆"0/α"s Sieb.et.Zucc.

（アジサイ属鋤"""g") (ゆきのした科SAXIFRAGACEAE) [顕微鏡写真11a, b, c]

散孔材である。道管は単独または2～3個複合し、年輪内にわりと平等に分布する。放射組織は

1～10細胞幅で異性である。道管要素は階段せん孔をもち、階段数は多い。鞘細胞が存在する。 らせ

ん肥厚は認められない。

ツル性植物の同定には資料が乏しいが、 ツルアジサイであると考えられる （宮本忠輔1996)。 ~

サクラ属Pγ〃"zfs (ばら科ROSACEAE) [顕微鏡写真12a, b, c]

散孔材である。道管は単独または2～3個が複合し、平等に分布する。放射組織は1～4細胞幅で

20細胞高以上になる場合が多い。異性である。道管要素は単せん孔をもつ。 らせん肥厚が存在する。

エゾヤマザクラ、 ミヤマザクラ、 シウリザクラ、 ウワミズザクラ等が推定される。

ツルウメモドキ属Ce/asか〃s (にしきぎ科CELASTRACEAE) [顕微鏡写真13a, b, c]
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きわめて径の大きい道管が不規則に分布する。放射組織はl～6細胞幅で、多列部が20～60細胞高

時々100細胞高以上に達する。異性である。道管要素は単せん孔をもち、 らせん肥厚が存在する。大

道管の付近には周囲仮道管が存在する。

ツル性植物の同定には資料が乏しいが、 ツルウメモドキ属であると考えられる （宮本忠輔1996)｡

ハリギリ K"jOpα"αXがc"s (Thunb.)Nakai

(ハリギリ属Kα/Opα"α九) (うこぎ科ARALIACEAE) [顕微鏡写真14a, b, c]

環孔材である。孔圏外では小道管が多数接合して複合管孔を形成し、斜線状や波状に配列する。放

射組織は1～6細胞幅で上下の縁辺の1列のみに方形細胞が並ぶ異性である。道管要素は単せん孔を

もち、 らせん肥厚は存在しない。

ハシドイ属Syγ加gα （もくせい科OLEACEAE) [顕微鏡写真15a, b, c, d]

散孔材である。道管は、単独または数個が複合して均等に分布する。放射組織は1～2細胞幅で、

異性であるが、大部分は平伏細胞である。道管要素は単せん孔をもち、 2本の対をなす特徴的ならせ

ん肥厚をもつ。

ハシドイと推定される。

トネリコ属Fmx加"s (もくせい科OLEACEAE) [顕微鏡写真16｡ 17a, b, c]

環孔材である。道管は孔圏部で大きく、孔圏外では急激に小さくなり、単独のものと2～3個が放

射方向に複合するものがある。道管の周りには周囲柔組織が存在する。放射組織はl～4細胞幅、 10

細胞高ほどで比較的均一であり、 同性である。道管にらせん肥厚は存在しない。

ヤチダモ、 アオダモ等が推定される。

樹種不明 ［顕微鏡写真18･ 19a, b, c]

道管の配列は散孔状である。その数は非常に少なく、単独または2～3個が、放射方向に複合し、

まばらに散在する。放射組織のほとんどが1細胞幅であるが稀に2細胞幅もみられる。道管要素は単

せん孔をもつ。 らせん肥厚は認められない。

おそらく低潅木の一種であると思われるが、細胞組織の劣化もひどく、現生の試料等にも乏しく、

識別はできなかった。 （岡本育子）
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V－3表1 樹種同定遺物一覧

Rﾐﾆﾁｭｱ|帥鮎）

榊鵬片

即-16－40鮴＃

47 ~

ﾛロ-16-4324

RB-I6-ｲイイ8

即－1 7-48~~¥洲H

珊
一
賊 ２

３

｜

舟

も

７

７

１

１
~~

■

８

回

同

切片

193

ﾛ郡

C－60

B－41

C－52

E一M

E－54

E－54

6－36

0－37

F－36

F－36

F－86

C－37

F－36

F－35

G－36

G－36

F－34

G－37

0－36

C－36

F－35

G－36

G－37

C－36

F－36

E－34

C－36

C－37

G－36

C－35

0－36

F－55

E－31

E－3i

E－31

E－31

E－31

E－3I

E－31

E－31

E－31

E－31

E－31

部$’ 1
髄2 1 ’ロ
噸2m
噸I ｜ ’■
鯛' ｜ ’ロ

噸' ’
順' ’

’
t2 1

ロ ’

■
VD
VD

VD

VD

V、

VD

VD

VD

VD

VD

VO

VD

VD

vn

VD

VD

VD

VD

VD

VD

VD

VD

VD

V、

VD

V

VD

VD

VO

VD

VD

VD

VD

VD

VD

V、

VD

、上W甘§

C－N0． 1

689

97

169

213

216

1574

1583

1454

1629

1640

1557

4593

3794

1751

1386

1536

l駒2

1537

1』01

3793

1497

1575

1536

1435

1606

1510

1568

1700

4529

1390

248

2259

ｻﾝﾌﾙ－ 1

ｻﾝﾌﾙ－2

ｻﾝﾌﾙｰ 3

ｻﾝﾌﾙｰ ｨ

ｻﾝﾌﾙ－ 5

ｻﾝﾌﾙ－6

ｻﾝﾌﾙ－ 7

9ンブルー I

ｻﾝﾌﾙ－ 9

ｻﾝﾌﾙ－10

H0＄6

鮴＃

鮴＃

蹄h

餓柵

鮴N紬

姉鵬

献鵬

脈鰕ハ

鮒鵬ハ

榊鵬

ﾛ㈱

剛ハ

剛片

剛片

剛ル

鮒ハ

剛片

割M片

那貼

鮒片

鯏片

剛片

剛ル

鮒片

鮒片

洲片

&砿

鮴＃

鮴M

鮴＃

ﾛ ロ ＄

ｺﾅﾗ目

ｺﾅﾗ月

ﾔﾅｷ日

ﾊﾝﾉｷN

ｵﾆｸﾙﾐ

ｵニグルミ

ﾉリウツギ

ﾊｼﾄｲ日

ﾉリウツギ

ﾄﾈﾘｺ月

ﾄﾈﾘｺ日

ﾄﾈﾘｺH

ﾉリウツギ

ﾄﾈﾘｺ目

ﾄﾈﾘｺM

ｺﾅﾗﾛ

ｺﾅﾗ日

ﾄﾈﾘｺ日

ｺﾅﾗ、

ｺﾅﾗ目

ｺﾅﾗ、

ｺﾅﾗﾛ

ｺﾅﾗ目

ﾄﾈﾘｺ日

ｺﾅﾗX

ｺﾅﾗ目

ｺﾅﾗ目

ｺﾅﾗ日

ﾄﾈﾘｺ日

ﾄﾈﾘｺ日

ﾊﾝﾉｷ日

ｺﾅﾗ日

ﾄネリコロ

ﾄﾈﾘｺH

トネリコH

ﾊﾝﾉｷ目

ﾄﾈﾘｺ日

ﾉリウツギ

ﾄﾈﾘｺ日

ﾄﾈﾘｺH

トネリコ日

W研W

鯛楜

ロnpH9

ﾛﾛ-20- 9

即-20-10

M服卸〃

棚箙”

M賑”〃

脈賑”

剛－64－ 1

pW-64-2

pW-64-3

剛－64－ 4

剛－64－ 5

剛-65－ 6

剛-65－7

剛－66－ 8

pN-66- 9

剛-66-10

剛－66－1 1

mN-66-l2

剛－67－13

mW－67－I4

mW-67-I 5

ﾛW-67-l6

剛－67－17

mW-67-l8

剛-68-19

mW-68-20

剛-68-21

EW-68-22

pW-69-23

ﾛW-70－25

NW-70-26

剛－70－27

槻販0〃

鮒離”

蝿賑”

W胴”〃

M服加ル

M㈱帥〃

Mn箙”

槻離榊

M棚卸〃

期箙0ル

槻同加〃

F-31

F－31

VD

VD

2290

2295

柵h

柵h

F－31

F－31

’ VD

VD

ｻﾝﾌﾙ－1 1

ｻﾝﾌﾙ－1 ．2

ﾊﾝﾉｷ日

ﾄﾈﾘｺ目

F－31

F－3I

F－31

F－3I

F－33

F－32

F－36

C－31

I

Ⅱ

I

I

VD

V、

VD

VD

VD

VD

VD

VD

ｻﾝﾌﾙ-13

ｻﾝﾌﾙｰ14

ｻﾝﾌﾙｰ~15

ｻﾝﾌﾙ－16

4357

4369

4580

ｻﾝﾌﾙ-18

淵h鮴M

鮴

肌＃

| ﾄﾈﾘｺ月

|ﾊﾝﾉｷM
| ﾄﾈﾘｺﾛ
| ﾄﾈﾘｺx
| ﾄﾈﾘｺ日
| ﾄﾈﾘｺ月
| ｺﾅﾗ日
| ツルｱｼｻｲ

M鮒卸〃

蝿箙”

W脈加〃

W卵卸〃

蝿箙”

脈賑”

蝿箙”

椛箙”

ﾄﾈﾘｺﾛ Mn賑04

トネリコH W鮒卸〃

WM同馴叩

Mn同加〃



~キウス4遺跡(4)

馳

Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
両
Ⅸ
Ⅱ
｜
Ⅸ
ｒ
Ⅸ
｜
Ⅸ

＄６３

１

２

５

６

７

９

４

５

５

６

７

区

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

番

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

国

－

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

C－36

､上げ番号 | n@&W w a 名 月&ロ番号
57 1 6 1 ｶﾗﾏﾂ届 """

57 1 7 1 ｶﾗﾏﾂ風 鰄脈”
5720 ｶﾗﾏﾂ届 W緬卸〃

5693 鮴＃ ｜ ｶﾗﾏﾂ屑 w緬鋤
5622 1 ｶﾗﾏﾂR I W卵卸〃

5663 1椒叶 l ｶﾗﾏﾂ風 W熊加〃

5647 1 ｜ ｶﾗﾏﾂ屑 M卵卸〃
5650 ｶﾗﾏﾂ風 W卵卸〃

565 1 ｶﾗﾏﾂ風 I W卵卸〃

5655 ｶﾗﾏﾂ風 M緬加〃

5656 1 ｶﾗﾏﾂ風 I W卵卸〃

榊砿“ｶﾗﾏﾂ風

ｶﾗﾏﾂ届57 1 7

W緬卸〃

ｶﾗﾏﾂ届

ｶﾗﾏﾂ風

W卵卸〃

財上げ鵬|"6W M Q
ｻﾝﾌﾙ-19 トネリコ風

イ390 鮴 ｜ ﾊﾝﾉｷ側

4535 Mh ﾉﾘｳﾂｷ

1400 飢蜥 ﾄﾈﾘｺ風

1 563 i ﾄﾈﾘｺ目

5654 M" | ｶﾗﾏﾂ月

C-No' I MWh l ｶﾗﾏﾂ月

5707 1 ｶﾗﾏﾂ風

5708 1 1 ｶﾗﾏﾂ風

5709 1 ｶﾗﾏﾂロ

5706 柵 ｜ ｶﾗﾏﾂ風

57 1 3 '棚 ｶﾗﾏﾂ、

57 1 5 ｶﾗﾏﾂロ

57 19 ｶﾗﾏﾂロ

ﾄﾈﾘｺ届

伽h

5708

57 1 3

位用

Ⅸ

６５－１

６

区

４

萱

一

周

０

号６

〃

同
一
卸

”
一
緬

名

陥離“ D－46 K

W師卸〃 D－47 1 1 K

M緬卸〃 WD－48

W棚卸〃

剛-69-24

W㈱帥〃

M脈加4

M㈱加叩

W㈱”〃

榊同加叩

W脈加〃

椰
一
州
一
郎
一
剛
一
剛
一
恥
一
部
一
部
一
恥
一
部

Ⅸ
｜
Ⅸ
｜
Ⅸ
｜
Ⅲ
’
’
一
Ⅸ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅸ

Ⅸ

樅賑0)〃ｶﾗﾏﾂﾛD－39 5657K

W胴卸〃届

屑

ツ

リ

マ

マ

ニ

７

Ｆ

７

０

万

日

刀

WM賑い岬
一
跡

Ⅲ
｜
Ⅸ

5658

F一戸戸貢
bbbb W卵淀”W緬卸〃

V－3表2層位別の樹種同定結果
針葉樹

Ⅲ 層 （統縄文~ｱｲﾇ文化期）
合計Ⅸ 層

（旧石冊）

V 層
(縄文早期～前期）

樹 種
砿2 (観縄文）"1 (ｱｲﾇ文化期）

23ｶﾗﾏ順 23まｿ)＃

3ﾄｳﾋ風 3

5ｽｷ属 ｽギｳ斜 5

31232 科 3 属 8

広葉樹

Ⅲ 層 （続縄文~ｱｲﾇ文化期）
合計Ⅸ 層

（旧石翻）

V 層
〈縄文早期～前期）

樹 種
"l (ｱｲﾇ文化期） 砿2 (幌縄文）

16枕淵 ﾔﾅ桐 16

５

－
5ｵﾆｸﾉﾚﾐ<6州 ｵﾆｸﾉﾚﾐ偶 5

10か|加鯏 ﾊﾝﾉｷ風 ５5

24ぷ棚 ｺﾅﾗ鼠 1338

１
ﾌﾅ： 1

１
ﾓｸﾚﾝ風$<M# 1

5ｱｼｻｲ風囎乢湖 ﾉﾘｳﾂｷﾞ 5

１
ﾂﾙｱｼｻｲ 1

１
ｻｸﾗ属|鮎＃ 1

３
|［|'き淵 ﾂﾙｳﾒﾓﾄｷ属 3

１
うこ斜 ﾊﾘｷ順 1

37ﾄﾈﾘｺ： 27$<甘い＃ 10

１
ﾊｼﾄｲ属 1

W 瞳爪W 22
一

－

1085451 310 科 12 属

針葉樹と広菓樋の合計

‘， ｜ ‘ ｜ ，{ ’ ’3 ｜ ’$リ139235459 312 科 15 属
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V 自然科学的分析
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V－3図版4木製遺物樹種断面の顕微鏡写真(4)

9． モクレン属 10. ノリウツギ 11. ツルアジサイ a :木LI面 b :板目面 C :柾目面
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12．サクラ属 13. ツルウメモドキ属 14. ハリギリ a ： 木に|面 b :板FI面 C :柾目面
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4キウス4遺跡A2地区放射性炭素年代測定結果報告書

㈱地球科学研究所

４

口

一

報告内容の説明
~

14C年代測定値

試料の14C/12C比から､単純に現在(1950年AD)から何年前(BP)かを計算した年代。
半減期として5568年を用いた。

ﾉｲCage"BPノ

諒正74Cage

()'BPノ

補正14C年代値

試料の炭素安定同位体比( 13C/12C)を測定して試料の炭素の同位体分別を知り
14C/12Cの測定値に補正値を加えた上で､算出した年代。

試料の測定14C/12C比を補正するための13C/12C比。
この安定同位体比は､下式のように標準物質(PDB)の同位体比からの千分偏差(%0)
で表現する。

( 13C/12C)[試料]-( 13C/12C)[標準1× 10006 13C(%0)=
( 13C/12C)[標準］

ここで、 13C/12C[標準]=0.0112372である。

｡､ /3c(be′γ刀"ノ

暦年ff 過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動に対する補正により､暦年代を
算出する。 具体的には年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値により､補正曲線
を作成し､暦年代を算出する。(Stuiver~a1.,1993;Vogeleta1.,1993, ;TalmaandVogel,1993)

Pより古い試料には適用できない。ただし､この補正は約10, OOOvB

認定方法などた鱒するデータ
~

測定方法 AMS :加速器質昼分析

Radiometric : 液体シンチレーションカウンタによるβ一線計数法

処理｡調製･その他 ： 試料の前処理､調製などの情報

前卯理acid-alkali-acid :酸一アルカリー酸洗浄
acidwashes :酸洗浄

acidetch :酸によるエッチング

none ：未処理

調製､その他

Bulk-LowCarbonMaterial : 低濃度有機物処理

BoneCollagenExtraction : 骨、歯などのコラーゲン抽出
CelluloseExtraction : 木材のセルローズ抽出

ExtendedCounting: Radiometricによる測定の際､測定時間を延長する

分析機関 BETAANALYTICINC.

4985SW74Coul-t,Miami ,F1 .33155, USA
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V 自然科学的分析

C14年代(yBP) 613C(permil) 補正C14年代(yBP)

(MeasuredC14age) (ConventionalC14age)

駄料データ

Beta- 126206 340土40-27．7380土40

試料名( 10380) KS4Cl ~

測定方法､期間Standard-AMS

賦料種､前処理などwood acid-alcam-acid

採取地点河道跡1 層位河道堆積物（砂1） 試料木片 時期アイヌ文化期？

340土40Beta- 126207 320士40 -24．0

試料名( 10381) KS4C2

測定方法､期間Standard-AMS

試料種､前処理などplantmatenal

採取地点河道跡1 層位河道堆積物

acid-alcali-acid

(覆土1） 試料種子 時期アイヌ文化期？

2570土40－26．8Beta-126208 2600i40

試料名( 10382) KS4C3

測定方法、期間Standard-AMS

賦料種､前処理などcharredmate耐al

採取地点河道跡2 層位河道堆積物

alCali-acid

試料炭化物 時期続縄文時代？

acid

(覆土3）

5590土40－26．65610土40Beta-126209

駄料名( 10383) KS4C4

潤定方法､期間Standard-AMS

試料種､前処理などplantmaterial

採取地点LH-22 層位覆土2層

acid-alcali-acid

試料クルミ殻 時期縄文時代早期～前期

5700土40-26．65720土40Beta- 126210

賦料名( 10384) KS4C5

測定方法、期間Standard-AMS

賦料種、前処理などcharredmaterial

採取地点LP-63 層位覆土 2層

acid-alcali-acid

試料炭化物 時期縄文時代早期～前期

6030土40－27．76070士40Beta- 126211

試料名( 10385) KS4C6

測定方法、期間Standard-AMS

試料種、前処理などcharredmaterial acid-alcali-acid

採取地点G-36 層位VS層 試料炭化物 時期縄文時代前期 土器口縁に付着

5770士50－23．95750土50Beta- 126212

賦料名( 10386) KS4C7

測定方法、期間Standard-AMS

賦料種、煎処理などcllarredmaterial acid

採取地点F-36 層位VD層 試料炭化物

alcali-acid

時期縄文時代前期 土器口縁に付着

203



キウス4遺跡(4)

試料データ 613C(permil) 補正C14年代(yBP)

(convemionalc14age)

C14年代(yBP)

(MeasuredC14age)

6240土50－26．36260土50Beta- 126213

賦料名( 10387) KS4C8

測定方法､期間Standard-AMS

試料種､前処理などcharredmatelial

採取地点F-36･G-35 層位VD層

acid-alcali-acid

試料炭化物 時期縄文時代早期 土器ロ縁に付藩~~~~
6640土50－25．16640土50Beta-126214

賦料名( 10388) KS4C9

測定方法､期間Standard-AMS

試料種､前処理などplantmaterial acid-alcali-acid

採取地点G-36 層位VD層 試料クルミ殻 時期縄文時代早期～前期
一

5630150－26．85660土50Beta- 126215

賦料名( 10389) KS4C10

澗定方法､期間Standard-AMS

駄料種､前処理などwood

採取地点G-37 層位VD層

acid-alCali-acid

試料木片 時期縄文時代早期～前期
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V 自然科学的分析

5千歳市キウス4遺跡A2地区出土動物遺存体

千歳サケのふるさと館高橋 理

キウス4遺跡A2地区

北海道千歳市中央208-2ほか

北海道横断自動車道

平成10年5月6日～10月31日

2,230㎡

財団法人北海道埋蔵文化財センター

熊谷仁志・谷島由貴・鎌田望．笠原興・柳瀬由佳

集落

竪穴住居・士坑・焼土・柱穴状ピット

縄文時代早期後半から前期初頭

遺跡名

所在地

調査原因

調査期間

調査面積

調査主体

調査担当者

遺跡の性格

検出遺構

遺跡の年代

はじめに

キウス4遺跡A2地区の平成10年度の発掘調査において、多くの焼土遺構から動物遣存体が検出さ

れた。 ここにその同定結果を報告する。

焼土遣構は、すべて縄文時代早期後半から前期初頭の所産と考えられており、調査区西側の標高5

mから5.4mの微高地上に集中して検出された。LF-62･63･101～106， 108･ 109， 114･ 121･125

の各焼土は直線的な整然とした配置がみられる (a群)。また、 LF-95･96･100･116･111･117，

にも直線配置がみられる (b群)。 このa群とb群はたがいに平行な位置関係にある。一方、 LF-

107はa･b群の東側の緩やかな斜面に広がる、やや規模の大きな焼土群(c群）である。

焼土群はいずれもプライマリーな位置を保っていると解釈されている。LF-107はプライマリーな

多数の焼土群の周囲に、動かされたセカンダリーな薄層が広がるという構造をもつ。焼土群の特異な

配置については本論を参照されたい。 ここでは、各遺構の動物遣存体の様相について報告する。

出土動物遺存体

検出された動物遣存体は以下のとおりである。また、表に各遺構ごとの出土状況をまとめた°すべ

て被熱しており、 クラックの貫入や変形がみとめられる。

表中の各記号は次のことを示す。

nondet. 複数種含まれる可能性があるが、いずれも判明しない

sp. 1種含まれるが判明しない

硬骨魚綱OsteiChthyes

ニシン目 Clupeiformes？

サケ目 Salmoniformes

サケ科Salmonidae

サケO"coγ"y"c〃"s片”α

サクラマスO"coγ"y"c""sγ"αSO勿加αso〃

イトウH"c/iop〃”Z

アメマスSα肋創加"s/e"c0"z"2"is

ワカサギ科Osmeridae

チカ砂po"zes"sノα加"jc"s？

コイ目 Cypriniformes

コイ科Cyprinidae

ドジョウ科Cobitidae

ほか不明
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キウス4遺跡(4)

烏綱Aves？ イヌ科Canidae

キツネV沈めeS〃"肋9s

クマ科Ursidae

ヒグマ ［〃s"sα,℃加s

鰭脚亜目 Pinnipedia？

偶蹄目Artiodactyla

シカ科Cervidae

ニホンジカ""ﾉ"s"zppo"

ほか不明

哺乳綱Mammalia

囑歯目 Rodentia

ネズミ類？

ウサギ目 Lagomorpha

ウサギ科Leporidae？

食肉目 Carnivora

若干の考察

出土動物遣存体はサケ科魚類が非常に多い。 これはサケ（シロザケ）が主体であろうが、サクラマ

スも含まれている可能性もある。イトウ、アメマス、 ワカサギ科などのサケ科、サケ目もみられるが、

その数はごくわずかである。 これは、夏期後半から秋期後半～初冬に遡上するサケ科魚類の捕獲活動

が主体的に行われた生業活動を示しているといえよう。 コイ科魚類もみられるが、エゾウグイなどの

大型ではなく、かなり小型である。 ウグイやモツゴなどであろうか。

哺乳類ではシカが少なくなく、同定不能の哺乳類骨片もシカの可能性が高い。ほかには、 ヒグマ、

キツネなどイヌ科動物が少量みられる。

次に、先に指摘したa･ b･ c各群の出土状況をみてみる。明らかにc群(LF-107)の出土量が

卓越していることがわかる。 b群も複数の焼土から成っているが、筆者のもとに届けられた遺物は

LF-96出土のものだけであり、それらは同定にいたらない10点ほどの微細骨片にすぎない。 b群の

各焼土の土層観察所見からは、いずれも被熱の度合いが弱いものであったことがうかがわれ、ごく短

期の使用の後に遺棄されたものと考えられる。

一方、 a群の多くは強く被熱しており、長期にわたって使用されたことが内包される動物遣存体か

らもうかがうことができる。 このa群の分布域には、柱穴状ピット群の分布が重なる。 この遺構の詳

細は本論において言及されるであろうが、捕獲動物の処理の場として何らかの施設を構成していたこ

とが推定される。

LF-107から骨角器の破片が1点出土している。刺突具の一部であろうか。

謝辞

気候温暖期の縄文時代早期後半～前期初頭に営まれたキウス4遺跡A2地区の動物遣存体は、 当該

期の内陸部での生業活動をうかがう上で貴重なデータとなる。その内容は、サケ科魚類が卓越するな

ど北方圏の要素が強く、内陸河川流域における生業の形態は気候の温暖化をさほど反映しないもの

だったのかもしれない。 これは、バイオマスや遺跡の性格などの問題とも合わせて、今後考えていく

必要があるだろう。

微細な骨片の採集に努められ、筆者にその分析の機会を与えられた（財）北海道埋蔵文化財セン

ター熊谷仁志氏およびスタッフの方々に心より感謝いたします。
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V 自然科学的分析

V-5表キウス4遺跡A2地区出土動物依存体

残存部位 ：数■： 傭 考部 位No． ’ 遺撹No. 届位 動物遺存体

哺乳綱Mｮmmal ia non det･

不明

不明

哺乳綱MamaI ia海猷類？

不明

ニホンジカ Cerv“〃'””

哺乳絹Mammal ia non det・

不明

不明

不明

不明

不明

サケ科 Salmonidae

ニホンジカ C2rv“〃'””

哺乳綱Mammal ia non deI ･

不明

サケ科 Salmonjdae

ニホンジカ“rwJs fw”on

不明

サケ科 SaImonidae

イヌ科Canidae sp・

哺乳綱uam国al ia non det･

不明

不明

サケ科 Salmonjdae？

哺乳綱Mam画al ia non deI･

不明

不明

サケ科 Sal凧onidae

硬骨魚網ostei chthyes sp･

ニホンジカ Ce｢vlJs nJpp“

哺乳綱Mammal i a non det､

不明

サケ科SalmDnidae

哺乳綱M3閉mal Ia $p･

哺乳痢Mammal ia non del･

不明

ドジョウ科Cobi t idae SP,

サケ科 Salmonidae sp，

哺乳繭Mam鵬31 ia nDn det･

不明

サケ科 S31画onidaB

不明

サケ科 Sal囚onida8

哺乳鋼Mammal i a ハon det、

不明

不明

サケ科 SalmDnidae sp･

哺乳綱Mammal i a non det･

不明

サケ科 SalmDnidae

ニシン目 Clupei fOrmes or サケ目 SaImonj for田6s

硬骨魚網Ost8にhthyes non det，

ウサギ科 LeporidaE?

哺乳綱Mammal ia non det‘

不明

サケ科 Salmonidae

ニシン目 Clupei formes or サケ目 Salmoni formes

キツネ yリノp“yU/“s

部位不明焼土

焼土

焼土

焼土

２

２

３

６

６

曲

６Ｆ

脹

鴫

ぱ

Ｌ

片細微に他

４

３

２

１

出

１

加

盟

７

２

０

４

１

４

１

３

師

３

６

１

０

６

１

４

Ｗ

４

１

２

浦

１

５

１

１

２

１

１

２

３ 部位不明

基節骨or中節骨

部位不明

遠位瑠4

I
l

l
I

焼土

焼土

焼土

焼土

焼土

５

６

蝸

弘

貼

醐

０

~
~
~
~
~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

８

９ ■

椎骨

基節骨or中節骨 遠位蝋

部位不明

歯

椎骨

第2 ' 5指趾末節骨

椎骨

末節骨

部位不明

10 1 LF-101 1 焼土

1 1 1 LF-101 1 焼土

焼土

焼土

２

３

~
~

２

２

０

０
~~

Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ 椎骨

部位不明

焼土

規土

３

４

０

０
~~

Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

４

５

~
~ 椎骨

部位不明

角

部位不明

椎骨

指趾骨？

部位不明

椎骨

椎骨

部位不明

楢骨

椎骨

部位不明

１

２

８

０~

16 1 LF-lO4 焼土

近位埴

数

多

片

片

片

細

細

細

微

微

微

１

１

４

１

１

４

１

１

０

９

８

馴

蝿

１

７

西

・

’

２

２

２

１

酌

２

６

４

１

１

１

加

報

柵

・

’

２

４

扣

５

１

１

17 1 LF-104 1 筑土

焼土

焼土

５

５

０

０

Ｆ

げ

Ｌ８

９

焼土

慎土

０

１

２

２

６

６

０

０
~~

Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ ■

部位不明

歯

椎骨

椎骨

椎骨

指趾骨？

部位不明

歯

椎骨

椎骨

指趾骨

指趾骨

中手，中足骨

部位不明

椎骨

中節骨

基節骨

部位不明

22 1 LF-106 焼土

適位哨

23 1 LF-105 1 規土

噛

瑚

端

位

位

位

遠

近

連

哺乳綱HHmmal ia non det

不明

サケ科 Salmonidae

ニホンジカ Cerv“〃,p”、

哺乳綱MammaI I a non det

不日月

24 1 LF-106 1 煩土

連位噛

遠位峨

末節骨

第2 . 5指趾骨

中節骨

基節骨

基節骨

中節骨or基節骨

手根骨

中足骨

左頗骨

撹骨？

長骨

部位不明

西子骨

椎骨

中手or中足骨

部位不明

檀歯宙臼
小３第

噛

篭

骨

竃

篭

珀

端

一

位

位

節

位

位

位

位

側

歯

頭

近

遠

末

近

遠

近

連

底

犬

骨

３

１

ニホンジカ Cerwjゴnlp”〃焼土25 LF－107

数多
片

綱
微

６

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

１

卵

８

キツネ yUJpEJ vL"p“

哺乳鋼Mam用al ia non det

ニホンジカ Cery“何J”o〃

哺乳綱Mamma l ia ncn det

不明

燈土LF－107~~K､

関節面一部

(小型）
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~キウス4遺跡(4)

No． ’ 通桐No. ｜ ■位 動物通存体 部 位 残存部位 ：数■； 健 考

LF-107 1 焼土
句T

gf

LF-IO7 1 焼土28

LF-107 1 焼土29

揖根

LF-IO7 1 焼土30

;遠位滑車一部

LF-107 1 焼土31

LF-107 1 焼土1ワ
リ巴

遠位曙

■棺部

な側

LF-107 1 焼土1?
巴凹

中手骨

肋骨

部位不明

上碗骨？

基部骨。r

部位不明

椎骨

’LF-107 1 焼土34

|鞭璽闘I？

|近位蝋
i近位蝋

中節骨

LF-107 1 焼土
nr

JD

担酋骨

指趾骨？

部位不明

基節骨

■

椎骨

部位不明

部位不明

歯

椎骨

部位不明

部位不明

果骨

手根骨

下唖関節部

手根骨？

中節骨or末節骨

中手骨

椎骨

上腕骨

椎骨

克骨

部位不明

椎骨

部位不明

椎骨

部位不明

椎骨

部位不明

椎骨

椎骨

部位不明

歯

椎骨

部位不明

部位不明

椎骨

部位不明

近位噛

LF-107 焼土36

LF-107 1 焼土37

LF-107 1 焼土HI6

車

起

堵

滑

突

位

側

位

節

近

背

連

関

１

１

１

１

１

．

“

１

１

…

！

．

‘

！

！

．

Ｌ

１

１

１

１

ｉ

１

ｉ

…

ｉ

：

…

．

．

…

…

ｉ

：

！

~~

~~~~~~~~~~~~~~

LF-107-1 焼土39

LF-107-1 1 焼土4，

LF-107-2 1 慎土41

LF-107-2 1 煥土42

LF-107-3 1 焼土43

LF-107-3 1 焼土44
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V 自然科学的分析

部 位 残存部位 1数丑動物遺存体NC」 週構No. ｜ 届位
1

1

椎骨

椎骨

担瞥骨

距骨

中手骨？

屈骨？

指趾骨

部位不明

歯

椎骨

角

中足骨

栖子骨

中節骨

中節骨､r基節骨

厘骨

部位不明

■

椎骨

峰絶

椎骨（厘椎）

部位不明

椎骨

中節骨

第2 . 5幅趾基節骨

指趾骨

基節骨

部位不明

宙

椎骨

担笛骨

椎骨

部位不明

■

右第2 ． 3手根骨

末節骨

中節骨

策2 . 5指趾墓節骨

稲子骨

部位不明

歯

椎骨

担簡骨

中手･中足骨

中手・中足骨

第2 . 5術趾末節骨

基節骨？

部位不明

椎骨

椎骨

上腕骨？

部位不明

椎骨

手根骨？

基節骨

肋骨

部位不明

椎骨

部位不明

■

担憧骨

椎骨

部位不明

簾2 . 5指冊碁節骨

部位不明

椎骨

■

担雄骨

部位不明

指趾骨

第2 . 5措趾末節骨

中節骨

中足骨?

部位不明

LF-107-4 焼土 サ

ニ

サLF－107－4

ニ

？

．

ｎ

Ｏｐ

ｐ

、

Ｊ

、

ナ

“

ワ

ｙ

イ

ｒ２

ゾ

Ｃ

エ

カ

Ｉ

ジ

ス

ン

片

片

片

マ

片

片

ホ

細

瓢

細

メ

細

細

二

徹

勘

微

ア

徹

微

１

加

２

１

１

１

１

３

１

１

１

１

３

１

１

１

弱

Ｗ

２

Ｍ

１

１

旧

酩

２

２

１

１

１

弧

肥

１

訂

２

１

５

１

１

１

２

１

１

３

網

２

面

２

１

１

２

１

４

８

２

１

０

１

５

１

１

１

㈹

“

８

印

刷

２

１

“

幅

１

剛

布

晒

・

’

１

１

１

１

１

刺

ｍ

Ｏ

８

２

７

３

７

７

２

２

１

２

１

ケ科 Sal因onldae 3p4b

足根骨関節面?

車側？

近位堵？

遠位賭

ホンジカ Cerv“rw”on

哺乳縞Mam四al i a non det

ｎＯｐｐ
ら

〃

Ｊ

錐

岨

，

０

ｙ

マ

ー

ｒ

ｎ

ｅ

Ｏ

《

し

囲馳

力

〉

ン

科

ン

明

ケ

ホ

不

サ

二

LF-107-4 1 焼土LF-107-446

背側？

近位賭

遠位賭

膝下筋線部ニホンジカ Cerv“〃j”“？

哺乳鋼uamal i a n0n det，

不明

サケ科 S11冊onidaeLF-107-5 1 焼土47 1 LF－107－5

関節突起イヌ科Canidae ＄p，

哺乳綱MamﾖI ia nondet，

不明

サケ科 Salmonidae

ニホンジカ Cerv“njp”〃

ニホンジカ CErF“、j”･J1？

ヒグマUrs“日r亡I“

哺乳綱Mammal ia non det･

不明

サケ科 Sal園onidae

LF-107-5 焼土48 1 LF-107-5

近位噛

近位培

遠位岨

LF-107-5 1 焼土49 1 LF－1D7－5

アメマス SJルe〃何“/eljm印Ej7js？

硬骨魚網Ostei [hthyes non det,

ニホンジカ Cerv“nlppoJ7 白根

近位噛

遠位珊

哺乳隅

不明

サケ科

６“
ｄ

ｎＯ

ｎ

ｅ
ａ

ａ

４

０
Ⅱ

ａ

、

田

圃

、

‐

ａ

３Ｎ

５LF-107-5 1 焼土LF-107-550

遠位滑車

背側

近位噛？

ニホンジカ CerwJJnJp“〃

ニホンジカ Cery“ロmpm？

哺乳綱Mamm3l ia non det・

不明

サケ科Salmonidae

疑骨魚網0$teichthyes non det

口司 Aves？

哺乳綱Mn鯉al ,a non det

不明

サケ料SalmDnidae

ニホンジカ CervUs nJ”叩

啼乳嗣MammaI i a non det・

不明

サケ科 Salmonldae

哺乳網Mam柚al ia non deI・

不明

サケ科 S趣,monIdae

LF-107-6 1 煩土51 1 LF-107-6

近位噛？

LF-107-6 焼土LF-107-6

連位璃

LF-1D7-7 1 焼土53 1 LF－1D7－7

LF-107-8 焼土54 1 LF-107-8

硬骨魚網OSteichIhyeS nDn det

ニホンジカ CervU5 0j”on

哺乳綱Mammal i a nDn det・

不明

サケ科 SaImonidaeLF-107-8 焼土55 1 LF－107－8

｜

|近位噛
硬骨魚網 ogtei Ehthyes nO『1 det

居歯目 Rodent ia ネズミ類?

ニホンジカ Cerv"1W”0"
i遠位崎

i背側

哺乳綱Mammal ia ‘'Dn del

不明
ﾛ

’
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NC_ ’ 遇横NC‐ ｜ 層位 動物進存体 部 位 残存部位 i数■ 備 考

56 LF-107-8 焼土 サケ科Sa lmDnidae
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白
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31

18
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q

7 他に微細片

8
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21

2

10
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1 1

2
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関
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56 LF-107-9 焼土 サケ科 Salmonidae
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59 LF-107-10 暁土 サケ科Sal親Onldae
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60 LF-107-10 煩土 サケ科 Salmonidae
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ケ
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骨
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ケ
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乳
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硬

哺

不

サ

硬
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硬
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不
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不
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不
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5
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3
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3
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80 壷靭片

5
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1
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3
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9

4
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1 1

6
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3
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64 1 LF-109 1 焼土
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V 自然科学的分析

6千歳市キウス4遺跡A2地区から出土した植物遺体について
つばきさか

椿坂
やすよ

恭代
よしざき

吉崎
減
一

澤
日
曰

1）遺跡と調査の概要

遺跡の名称：キウス4遺跡A2地区(A-03-92)
ほつかいどうちとせしちゆうおう

遺跡の所在：北海道千歳市中央208-2 ほか

調査機関：財団法人北海道埋蔵文化財センター
くまがいひとし

調査担当者：熊谷仁志ほか

調査期間：平成10年(1998年) 5月6日～10月31日

遣跡の立地：丘陵緩斜面の西側に立地する。調査区は東西に細長く、東側から西側に下がる緩傾斜

面で、低湿地部と緩やかな斜面部分からなる。

検出遺構：竪穴住居跡5軒、土壌26基、焼土66ケ所、柱穴状ピット124ケ所、河道跡2ケ所

遺跡の時代：旧石器時代、縄文時代早期～前期（早期末；東釧路Ⅳ式土器6240±50B.P.')、

前期前半綱紋式土器5770±50B.p.2)ともに補正値)、縄文時代後期後葉続縄文時代

（2570±40B.P.3)補正値)、アイヌ文化期(380±40B.p.4)補正値）

基本層序: IE(盛土) 、 n層(Ta-a降下軽石層)、Ⅲ層（第1黒色土層)、Ⅳ層（黒色土とTa-c

降下軽石層) 、 V層（第Ⅱ黒色土層)、Ⅵ層（漸移層)、Ⅶ層(En-L層)、Ⅷ層(En-P層）

2）扱った資料

扱った資料は、基本層序V層の住居跡(LH-22 ;縄文時代前期初頭。 5590±40B.p.5)補正値)、

(LH-23;縄文時代前期初頭)、焼土、土壌(LP-63;縄文時代早期？。 5700±40B.p.6)補正値)、河

道跡などから採取されたものだが、現場調査中に大型の種子だけをとり上げたもの、水洗選別やフ

ローテーション法で処理したものから種子が選び出されたものなど、採取地点やサンプルによってそ

れぞれ種子の抽出方法が異なっている。 この他に、発掘区の北壁グリッドD-34から柱状サンプルが

採取されている。資料は実体顕微鏡と走査型電子顕微鏡で観察ならびに撮影をおこなった。検出され

た植物種子の出土層準遺構、検出数は表1 ． 2に示しておく。

3）北壁柱状サンプルを除く各遺構の種子

カヤツリグサ科CYPERACEAE (図版1-1 :遺物集中2-VS層から出土）

遺物集中2-VS層（縄文時代前期初頭）から未炭化（酸化した状態）で4粒出土。種子は背面が

中高、腹面がやや平らな広倒卵形を示し、全面に横しわと微少凹凸がみられる。おそらくホタルイ属

Sci""sL.の種子として良いであろう。図示した資料は長さ2.0mm,幅1.25m、厚さ0.3m｡

ユリ科LILIACEAE (図版1-2 :D-57-V層上位から出土）

D-57-V層上位（縄文時代）から炭化した塊茎が出土。資料の保存状態が悪いため詳しい分類は

出来なかった。図示した資料は長さ18.90mm,幅10.43mm｡

ミツバウツギ属S"p/2y"fzL. (図版1-3 :遺物集中2-VS層から出土）

遺物集中2-VS層（縄文時代前期初頭）から未炭化（酸化した状態）で出土。種子の表面は滑沢

でやや膨らむ｡ ﾐﾂﾊｳﾂｷSj”ん水α6況沈α/dZzDC.であろう｡~図示した資料は､長さ5.4Ⅱ皿､幅
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3.7m、厚さ2.6mm｡

キハダ属P〃e"ode"〃0"Rupr. (図版1-4 :遺物集中2-VS層から出土）

遺物集中2-VS層（縄文時代前期初頭）から炭化して1粒出土。 E-42遺物集中-V層中位（縄文

時代前期初頭）からも未炭化（酸化した状態）で1粒出土している。種子は半楕円形、表面に特有の

痘痕状の構造を持つ。図示した資料は長さ3.6mm、幅2.3m，厚さ1.6m｡

ブドウ属W"sL. (図版1-5a、 5b :遺物集中2-VS層から出土）

遺物集中2-VS層（縄文時代前期初頭）から16粒と6破片が集中して検出された。種子は扁平球

形で凸頭背面は丸く窪んだ内膳、腹面は縦の稜をはさんで一対の狭い窪みがみられる。 こうした特

徴からヤマブドウⅥ"SCO電"α""ePulliatであろう。図示した資料は長さ4．6mm，幅3.6m、厚さ

2.3m｡

ホオノキ属MtZg"0"αL. (図版1-6a，6b:河道跡1の砂覆土1－アイヌ文化期一から出土）

遺物集中2-VS層（縄文時代前期初頭） と河道跡1の砂覆土1 (アイヌ文化期？）から、いずれ

も未炭化（酸化した状態）で出土している。種子表面は滑沢で特有の形態を見せる。 コブシであろう。

ホオノキ種子の破片が1片、河道跡1の砂覆土1 （アイヌ文化期？）から出土している。図示した資

料は長さ8.0m，幅10.62mm｡

コナラ属Q"e〃"sL. (図版1-7a， 7b :LP-63覆土2から出土）

縄文時代早期末LP-63の覆土2から炭化した子葉破片が10点出土した。保存状態が悪いため種類

の特定は出来なかった。図示した資料は幅10.80mm、長さは破損のため計測できない。

クルミ属〃g/""sL. (図版1-8 :LH-23VD層、 9a、 9b :LH-22覆土1， 10a、 10b、

10c :LH-23覆土1)

縄文時代前期初頭の遺物集中2-VS層、 LH-22の覆土1 ･ 2、 LH-23のV層、 LP-63ならびに

Ⅲ層、 V層など縄文時代早期後半～アイヌ文化期の各層から出土した。堅果はそのほとんどが未炭化

(酸化した状態）で、西側低地部のV層のものは、完形のもの、半割状態のもの、細片あるいは畜歯

類の食痕を残したもの(10a～c)などが出土している。遺構外各層で検出されたものは、発掘進行

中に肉眼で取り上げたものもある。オニグルミルg/α"Sα"α"ｵﾙ”"αCarr.であろう。前述したよう

に、出土形態の詳細な観察結果については表3を参照のこと。図示した資料9a、 9bは長さ25.6m,

幅24.8mm､, ' 10a、 10b， lOcは長さ26.2mm、厚さ21.6mm｡

不明

河道跡止のF-54の砂覆土1トレンチ内からブナ科FAGACEAEの殼斗と思われる資料が検出さ

れているが、資料の保存状態が悪いため詳しい分類が出来なかった。

4）北壁土層各層準から検出された種子

調査者は植物遺体の組成による植生環境の復原を目的として、調査区内北壁土層D-34において柱

状コラムサンプルを採取した。 しかる後に基本層序各層の土壌をフローテーション法で処理し、種子

ク7ク
ーエ今



V 自然科学的分析

の検出を試みた。 この地点の種子は、すべて未炭化で出土している。表2に示すようにカヤツリグサ

科CYPERACEAE， スゲ属Ca'惣%L.を主体とし、 ホタルイ属Scjゆ"sL. 、 ミツガシワ属

Mを"yα"油esL. 、 ヒルムシロ属Po"wzo99加邦L、 ミクリ科SPARGANIACEAなどと、 ごく少量の

タデ科POLYGONACEAE， タラノキ属A〃"αL・が検出されている。 これらは、 タデ科とタラノキ

属を除き、低地から湿地帯に普遍的に分布する植物群である。植物遺体を含んでいたサンプル土壌が、

湿潤な環境下において形成された様相を示していたことときわめて良い整合性を見せる。

人間活動の影響下にあったこの地域では、 タデ科の雑草やタラノキ属が存在するのも当然であろう。

タラノキ属にはウドA""αCO""(ZThunb.とタラノキAγα"αeね”(Miq) Seemannが良く知ら

れるが、前者は谷沿いの土壌の深いやや湿った草地にみられ、後者は攪拝された山地斜面や二次林に

多くみられる低葉低木で、両者ともに山菜として有名である （堀田ほか 1989)｡

得られた植物種子のコンプレクスをみると、湿潤な環境を示すもの以外に、調査者が期待したよう

なマクロな気候環境の指標となるような-現生種と異なる-植物は残念ながら検出されていない。 しか

し、 この遺跡の範囲からは、 旧石器時代の遺物も発見されているので、 これに伴う植物遺体が検出で

きれば別な手がかりが得られる可能性がある。

5）コメント

今回の調査で興味あるのは、植物種子の検出手段として、資料No.1 :遺物集中2-VS層、資料No.

2 :E-42遺物集中-V層中位ならびに北壁土層各層準のものはうローテーション法処理が実施され、

微細な植物種子が発見されていることだ。 ところが、残余の地区の資料については発掘中に肉眼で種

子が拾い出されていた。 これまでの経験でも遺跡土壌を全てフローテーション法で処理するのは膨大

な作業量になり、時間、経費のいずれをとっても非現実的である。 しかし、今回のケースでは、地区

によっては現場で遺跡土壌中から肉眼のみで種子が拾い上げられていたものを含む。 この場合には、

例外を除き殆どがコナラ子葉とクルミのみが回収されたにすぎない。つまり、肉眼のみでは、炭化し

た有機物を含む遺跡土壌の中から5mm未満の微少な植物種子を拾い出すことがいかに困難であるかが

分かる。だが、 こうした結果が得られてみると、植物遺体回収の方法の差は無視できまい。言い換え

れば、大規模な発掘で微細な植物遺体資料の人手については、至急何らかの新しい方法論が検討され

なければならないと考える。

現実面では、各地で実施されている乾燥した遺跡発掘でのうローテーション処理実施例は、非常に

少数であると思う。 もしこの推定が事実だとすれば、住居や、土器・石器の抽出あるいは集落構造の

決定のみに目を奪われている間に、 どんなに多くの植物利用に関する重要情報が失われてきたのか、

想像にあまりある。誰しも、 こんなすざましい情報の欠落状態のままで、古代人の食性が復元できる

とは思わないであろう。私たちは、ひょっとするとこうした状況に思いを致さないで縄文人をはじめ

とする古代人の生活を空想していたのではなかったのか･ ･ ~。

もう一つ指摘しておきたいことがある。それは柱状サンプルを採取した北壁土層からのデータであ

る。植物遺体表をみると、 ミツガシワ属を除いてⅣ層以下の古い層準、つまり縄文時代前期初頭以前

の層準からは植物遺体の出現頻度が激減しているように見える。 この地区の植物遺体は全て未炭化

(酸化）状態で、炭化したものは見あたらない。未炭化の植物遺体は、湿潤な条件下では分解してし

まうのであろうか。地質学や地下水あるいは土壌の性質などの詳細な情報が必要なのかも知れない。
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キウス4遺跡(4)

~
｢注」

1～6 :BETAANALYTICINCによる （第V章-4参照)。 この炭素年代は、

伴出関係とはいえない部分がある。詳細は本報告部分を参照されたい。

必ずしも確実な

【引用文献】

堀田満

1989 ： 『世界植物有用事典』 1497p. 104-105平凡社東京
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V 自然科学的分析
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Ⅵ成果と問題点

第Ⅵ章成果と問題点
1 遺構

遺跡の地形とその形成

キウス4遺跡は、馬追丘陵の西斜面から平坦部への変換点、東から西へ下る緩やかな斜面に位置し

ている。今回報告するA2地区は遺跡の北西部にあたり、南にA地区とL地区、東にG地区が隣接す

る （詳細は第Ⅱ章)。今年度の調査で検出された遺構群のうち西半のものは、A地区の遺構群ととも

に縄文時代早期後半から前期初頭の集落（以下「集落」 と呼称）を形成する。集落は、斜面途中に形

成された、標高5.5m～6.5mほどの平坦面（以下「平坦面」 と呼称）に立地している。 ここでは、集

落の立地する平坦面を中心に、遺跡内の地形とその形成時期についてのくる。なお、地形については、

断りがない限り縄文時代の調査終了面＝Ⅶ層上面について記述している。

A2地区の周辺は、大きくは東から西へ緩やかに傾斜している。集落は斜面の途中に形成された平

坦面と、 ここから下る周囲の斜面に立地している。平坦面はWラインより北側、 35～55ライン付近に

位置し、北西一南東方向に細長く形成されており、北側では幅が狭く尾根状になっている （本文中で

｢尾根状の微高地」 と呼称した部分に相当する)。Mラインより北側では、平坦面の東側に沿うように

河道跡2が入り込んでいる。河道跡2は、河道埋土の主体が黒色士層や砂層で、泥炭層が見られない

ことから、比較的規模の大きい流水＝川であったことが想定できる。河道跡2より東側は、 G地区か

ら続く緩斜面（以下「東側斜面」 と呼称）で、平坦面とは河道跡2によって分断された形になってい

る。平坦面の西側は急斜面になり、 より低位の平坦面（以下「低位の平坦面｣、本文中では「低地部」

と呼称している）に続いている。堆積状況と遺物出土状況から、低位の平坦面は、砂層の堆積する流

れのある時期、泥炭層の堆積する停滞する時期、 さらには陸化する時期があることが想定できる。以

上のように、集落の立地する平坦面は、東西を河道跡2 ・低位平坦面の2つの水域に挟まれた、独立

した台地状の地形となっている。

集落は、その分布状況から、 こうした地形と密接に関係していることが予想される。そこで、その

地形の形成時期について、土層の堆積状況から推測してみる。

旧石器確認のために行ったⅨ層のトレンチ調査で、Ⅷ層除去後の地形は、標高約4.0mでほぼ水平

であることが分かった。そのため、Ⅷ層は、 当初はその上に一定の厚さでほぼ水平に堆積し、その後

浸食・攪乱されたものと想定できる。 このことから、Ⅷ層堆積前後の地形はほとんど水平であり、上

述の地形はⅧ層の降下後に形成されたと考えられる。

Ⅷ層堆積後平坦面の西側では、Ⅷ層が西側から浸食されることによって、急斜面と低位の平坦面が

形成されたことが士層断面から確認できる。形成時期は、遺物の出土状況から、 Ⅱ群A－1類土器の

時期以前であることが確実である。浸食の原因には、遺跡西方が広大な湿地・沼地であったことから

(第Ⅱ章参照)、 こうした沼地の拡大やそれに関連する流水が考えられる。

一方、平坦面の東側では、 B-38～40からE-40付近にかけて断続的に、Ⅷ層の二次堆積層が分布

しており、 この範囲にⅧ層を攪乱する流水域があったことを示している。流水の起源は、 D-38の土

層断面から、Ⅸ層を貫く湧水と考えられる （図1－6参照)。時期は、Ⅷ層に混入する土壌が褐色土

主体であることから、Ⅷ層の堆積後、腐植士がさほど発達しない段階と考えられる。平土日面卜では、

縄文時代早期後半のI群B類土器が完全な黒色土から出土することから、Ⅷ層が攪乱されたのは早期

以前であると考えられる。 これらのことから、河道跡2の範囲では、少なくとも縄文時代早期以前か

ら、Ⅷ層を浸食する流水域があったと考えられる。

卜
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以上のことから、独立する台地状の地形は縄文時代前期初頭以前までに形成されており、集落は‘

その台地上に営まれたということができる。

集落の時期

平坦面は、西は低位平坦面に、東は河道跡2にと、東西ともに水域に面している。 しかし、低位平

坦面から集落とほぼ同時期の遺物が多く出土しているのに対し、河道跡2からはほとんど出土してい

ない。集落を営んだ人々が、河道跡2を全く利用していなかったとは考えにくいが、河道跡2よりも

低位の平坦面のほうを、生活空間としてより多く利用していたものと思われる。

平坦面周辺が生活圏であったのは、出土する土器から縄文時代早期後半～前期初頭である。平坦面

上では、 この期間の土器はいずれもまとまった出土状況を示しており、継続的に生活が営まれていた

と考えられる。

一方、低位平坦面では、早期後半と前期初頭では様相が異なっている。早期の土器は少数で、散発

的に出土するのみである。早期後半の段階では、低位平坦面は陸地であったがその後水域になったた

めに遺物が流失してしまったか、 あるいは水域であったために遺物が残されていないものと考えられ

る。前期初頭の段階は、遺物の出土状況や土層の堆積状況から、陸域の時期と水域の時期があったこ

とがわかる。Ⅷ層の上位に堆積するVS層の段階は陸域で、遺物集中2･3や大形のⅡA－1類土器

(b類）の個体が残されたが、その期間は、腐植土が発達しないほどの短期間である。出土する土器

の主体はⅡ群A－1類土器で、その中でもa･b･ c･d類にほぼ限定される。その後まもなくVD

層が堆積し、木製品が残されており、停滞する水域であったと考えられる。出土する土器は同じくⅡ

群A－1類土器で、 e･ f類が主体的である （土器細分類については、第Ⅳ章-2および第Ⅵ章-2

参照)。

以上のことから、人々の生活圏は、前期初頭のⅡ群A－1類土器a･b･ c･d類の段階では平坦

面と陸化していた低位の平坦面にまたがっており、一方、同じくe･ f類の段階では低位平坦面が水

域であったために平土日面卜に限られていたことが想定される。 これ以降の時期の土器は平坦面周辺で

は出土していない。土層の堆積状況や珪藻群集の分析（第V章－6）からは、平坦面上でも部分的に

泥炭層が堆積するようなやや湿潤な陸域へ移行することが想定できる。 こうした環境の悪化によって、

平坦面周辺が生活域として利用されなくなったものと考えられる。

遺跡の埋没過程

集落が営まれた当時の地形は現況とは大きく異なり、それ以後は以下のような埋没過程が想定でき

る。A2地区では、大きくは西側から埋没し、平準化していった。

前述のとおり、縄文時代前期初頭までは、平坦面付近は人間が生活できる程度に乾燥した陸域で

あったが、それ以後は平坦面上にも泥炭の堆積が見られるようになることから、次第に湿潤化したも

のと思われる｡低位平坦面は、 VD層以後も引き続き水域で、斜面から低位の平坦面にかけて泥炭層

や砂層が厚く堆積し、平坦面との比高差はほとんどなくなる。平坦面から西側はごく緩やかな斜面に

なり、その後Ⅳ層のTa-c降下時期までは湿潤な陸域で、泥炭の点在する黒色土とⅣ層が緩やかに傾

斜して連続的に堆積する。

河道跡2は、範囲内にⅣ層のプライマリーな堆積が見られないことから、Ⅳ層の降下時期あるいは

降下後に、広い範囲の流れになり、Ⅳ層が堆積しなかったか、流失したものと思われる。あるいは、

度重なる流路の変遷がおこり、 これらの複合により、Ⅳ層が失われた可能性もある。その後、河道跡
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2は最終的に幅1m前後のごく浅い流れになり、ほどなく埋没が始まる。Ⅲ8層が河道跡2の東端付

近から西側全体に、凹凸が少なくなだらかに堆積していることから、Ⅲ8層の堆積直前までに河道跡

2はほとんど埋まっていたと考えられる。その後、河道跡2の範囲を含んだ西側全体が停滞する水域

となり、 Ⅲ8層をはじめとするⅢ層の粘土層や泥炭層が厚く堆積する。Ⅲ層堆積中にさらに東の55ラ

イン付近まで泥炭層の形成がおよび、調査区内は平準化し、 Ⅱ層のTa-a堆積直前には、現況と同様

の「Ⅲ層上面の地形」 （図1-9) となる。

これを珪藻遺骸群集の分析結果（第V章－2） と比較してみる。サンプルは、平坦面から低位平坦

面への緩斜面にあたるD-34から採取している。分析によると、ⅨD･K3層の段階は、水流の少な

い池沼から、 pHが低くなり湿原化して行く過程にある。おおよそ、Ⅸ3層がステージO,に、ⅨD層

がステージ02に相当する。Ⅷ層の降下後のV層の段階は、ほぼ完全に陸域で、徐々に湿潤になる。

おおよそ、ステージAが縄文時代早期後半～前期初頭の生活面を含むV層下半に相当し、 ステージB

はV層上半に相当する。分析報告中で、 「時々近くの河川の氾濫などによって水を被る環境」が推察

されている。 これには、遺跡西側の湿地。沼地の小規模な進退の繰り返しが想定できる。Ⅳ層降下後

Ⅲ層の段階では、一転して水域となる。流れの少ない池沼から、弱い流れがあるが、 しばしば水の停

滞や陸化がおこるような環境へと移行していく。おおよそ、ステージCが粘土層主体のⅢ層下半、 ス

テージDが泥炭層主体のⅢ層上半に相当する。 こうした分析結果は、土層の堆積状況とよく整合する

といえる。

また、同一地点からフローテーション法で植物種子を採取し、同定を依頼した（第V章－6)。採

取された種子はすべて未炭化で、若干の例外を除き、 「低地から湿地帯に普遍的に分布する植物群」

のものであった。層位ごとの出土数には偏りがみられ、ⅨD層やⅢ層では、量の違いはあるが概して

大量に出土しているのに対し、 V層．Ⅳ層から出土した種子はわずかに2点以下である。 このことを、

陸化による湿地性植物の減少と、乾燥による保存環境の悪化の双方によるものと考えると、堆積状況

や珪藻遺骸群集の分析結果と整合するといえる。

集落の構成

今年度の調査では、竪穴住居跡5軒、土壌25基、焼土65カ所、柱穴状ピット114カ所の遺構と、遺

物集中数カ所が検出された。 これらの遺構等の大半は、調査区西側の平坦面上と、そこから下る緩斜

面で検出されており、本調査区の南に隣接し、平成9年度に調査されたA地区の北半の遺構群ととも

に、縄文時代早期後半～前期初頭の集落を構成するものである。 ここでは、 中でも特異な分布を示す

焼土と柱穴状ピットを中心に、今年度検出した遺構について若干考察する。

5軒の住居跡には、平坦面上に位置するもの(LH-19･21)、平坦面西側の急斜面への肩部に位置

するもの(LH-22)、平坦面北東側の緩斜面に位置するもの(LH-20･23)がある。 このうち、平

坦面上に位置するものはA地区でも最も多く、集落の主体をなしている。北東側斜面に位置するもの

はA地区で1軒のみ、台地上の住居跡群とはやや離れて検出されている。西側斜面に位置するものは

A地区では検出されていない。

土壌は、北東側斜面に位置するものと、平坦面上に位置するものに分かれる。北東側斜面に分布す

るものは概して覆土中の遺物が少なく掘り込みが浅いのに対し、平坦面上に分布するものは、 しっか

りした掘り込みをもち、覆土中に比較的遺物を多く含む傾向がみられる。

焼土は、本文中でA群とした平坦面上に分布するものがさらに細分される。特徴的な分布を示すも

のには、以下のようなものがある。平坦面の北側尾根部に分布する2列の直線的な配置の焼土のうち、
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東側に位置し、各焼土の間隔が狭いもの(a群)、同じく西側に位置し、各焼土の間隔が広いもの

(b群)、平坦面北東側斜面に位置するもの(c群）である。なお、 この細分は、動物遣存体同定の報

告（第V章－5）中に用いられているものと一致する。

a群は、 LF-62･63･101～106･ 109･ 114･ 121～125･ 127･ 128が含まれる。北北西一南南東方

向に並んでおり、 よく焼けていることと、焼骨片が多く出土することから、個々の焼土がある程度継

続的に使用されたものと考えられる。また、明確な上下関係が認められるものがあり、 これらから、

a群は、継続的な使用により形成された焼土群であると考えられる。

b群は、 LF-94･96･99･100･111･ 116･117が含まれるo a群に比べ焼けが弱く、焼骨片の出

土数が極端に少ないことから、個々の焼土は比較的短期間で形成されたものと考えられる。 しかし、

上下関係が認められるものもあることから、焼土間には、ある程度の時間差が想定される。また、 a

群との群単位での新旧関係は認められない。 これらのことから、 a群とb群はある程度の時間幅を

もって同時併存していたものと考えられる。また、両群とも、多少の差はあるが焼骨片が多く出土し

ているのに対し、炭化植物遺体は出土していない。以上のことから、 a群･ b群焼土は、 シカ・サケ

等の動物質食料の加工に伴って形成されたものと考えられる。また、焼土の形成状態から、 b群はa

群の補完的なものの可能性が考えられる。

焼土a群の分布に重なるように、柱穴状ピットが114カ所検出された。 2m前後の幅で15mほどに

わたり、直線的な分布を示す。柱穴状ピット間に重複が見られることから、柱穴状ピット群にも焼土

同様ある程度の時間幅が想定できる。また、柱穴状ピット群について、径や深さなどの属性や焼土と

の対応関係から分布の細分を試みたが、いくつか集中部がみられるものの、方形や長方形あるいは円

形といった規則的な配置は認められない。 このことから、柱穴状ピットは、住居跡のような大きな建

造物ではなく、規則的な柱の配置を必要としない、小規模な施設を構成していたものと考えられる。

焼土a群と柱穴状ピット群からは、 ともに縄文時代早期後半～前期初頭の遺物が出土することから、

両者はほぼ同時期の遺構と考えられる。また、他の遺構とは離れて、互いに重なる範囲に分布するこ

とから、両者が全く無関係なものとは考えにくい。以上のことから、柱穴状ピット群は、焼土群に伴

う小規模な施設を構成していたものと考えることができる。 このことは、両者共に時間幅が認められ

ることとも符合している。

焼土a群･ b群および柱穴状ピット群は互いに近接・重複して分布しており、かつ住居跡群および

土壌群とは分布域が異なる。また、 これらの遺構群から出土する遺物は同時期のものである。 このこ

とから、住居跡・土壌群と焼土・柱穴状ピット群は併存関係にあり、焼土群は、何らかの付属施設を

持つ、住居跡群に付属する屋外炉と考えることができる。

c群としたLF-107は、焼土粒と黒色土が均一に混合する広い範囲の中に、標準的な規模の焼土が

10カ所、接近して分布しているものである。焼土はよく焼けるものが多く、焼土・焼土粒と黒色土と

の混合層ともに、大量の焼骨片が出土している。 このことからc群は、長期間にわたって使用と清掃

あるいは意図的な（？）攪乱が繰り返されて形成されたものと考えられる。 また、 a群･ b群と同様

に焼骨は検出されているが炭化植物遺体が検出されていないことから、動物質食料の加工に伴って形

成されたものと思われ、形態は異なるが、 a群･ b群と同様の機能をもつものと思われる。形態の違

いが何に起因するものかは今回の調査では分からなかった。

このほかに、 LF-108･ 115はA地区の焼土へ続く直線的な配置が認められ、 また、A地区内にも

直線的な配置の焼土が認められる。 この2つの焼土列はほぼ平行な関係にある。 これらの焼土群には、

柱穴状ピット群は伴わないが、直線的な配置という点で焼土a群･ b群と共通しており、住居跡に伴
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う屋外炉の可能性が考えられる。

以上のようにA地区･A2地区で検出された焼土群には、竪穴住居跡に伴う屋外炉と考えられる、

直線的な配置のものがある。 これには複数の明確なグループが認められることから、それぞれ、住居

跡（群） との対応関係が想定されるが、 これについては住居跡（群）の変遷を含めて検討する必要が

ある。

遺物集中は、平坦面と低位平坦面の双方から検出された。平坦面上の焼土．柱穴状ピットの分布が

とぎれるD-37には遺物集中1があり、剥片石器や石斧の製作が行われたと考えられる。 このことと

焼土・柱穴状ピット群の上記のような性格から、 これらより南側に分布する住居跡群のいずれかを営

んだ人々が、平坦部の北側尾根部の空間を、石器製作や動物質食料加工を行う 「作業場」 として使用

した結果、焼土a群･ b群、柱穴状ピット群遺物集中1が残されたものと考えられる。低位平坦面

では、 VS層で遺物集中が2カ所検出されており、 うち1カ所からは、黒曜石の比較的良好な接合資

料が得られている （第Ⅳ章－2参照)。低位平坦面には他に遺構がないことから、陸化していた時期

には作業域として利用されたものと思われる。また、低位平坦面のVD層から出土した木製品等は、

Fラインよりも南側、焼土・柱穴状ピットの分布域から低位平坦面へ下ったあたりに集中しており、

これらの遺構と関係する可能性がある。

2遺物

土器

今回の調査で出土した各土器群は次のようにまとめられる。

I群A類土器は、微高地上から1個体出土した。僅かに条痕が認められる無文平底土器である。胎

土がI群B類土器やⅡ群A－1類土器とは異なり、木目が細かくほとんど砂粒を含まない。 この胎土

は貝殻文尖底土器や条痕文土器の胎土に類似する。 口縁部を欠失し不明な点が多いが、アルトリ式に

比定されると思われる。

I群B-1類土器は、西側微高地から斜面にかけて散発的に出土した。体部に3本組紐の圧痕文が

施されているもの、撚糸の圧痕と短縄文が施されているもの、斜行縄文・縄線文・短縄文が施されて

いるもの、斜行縄文等が施されているものが出土している。 これらは東釧路Ⅲ式に比定される。

I群B－2類土器とI群B－3類土器は、西側微高地から低地部から出土した。 これまで貼付文の

太さ、貼付文への施文方法の違い・文様構成等によって分離されてきたが、明確に分離することがで

きず、 3つに細分しながらもこれらを一括して扱った。

a類は貼付帯と細い斜行縄文・結束羽状縄文・絡条体圧痕文・短縄文が組み合わされたものでI群

B-2類土器のコッタロ式に比定されるのもと思われる。 b類は貼付帯と短縄文が組み合わされたも

ので、貼付帯間に短縄文を施文する際に貼付帯上まで及んで施文されているものが多く、細い貼付帯

上に縄圧痕文が認められないものがある。 c類は貼付帯と絡条体圧痕文が施されたもの。 b･ c類は

コッタロ式～中茶路式に比定されるものである。

I群B－4類土器は、そのほとんどは西側微高地から低地部から出土した。底部は尖底のものがほ

とんどである。そして、 口縁部に文様帯を持たず、体部には比較的太めの1条の自縄自巻的原体ない

し2条並列する自縄自巻的原体で撚糸文が加えられているもの(a･b類)、 口縁部に刺突文ないし

縄端圧痕文が施され、体部には1条の自縄自巻的原体ないし2条並列する自縄自巻的原体で撚糸文が

加えられているもの(c ･d類)、 口縁部に幅広の縄端圧痕文（押引文？）による文様帯が施され、

体部に縄文が施されたもの(e類）等が出土している。今回出土したI群B－4類土器の多くは、器
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キウス4遺跡(4)

~
形・施文具・文様構成等からI群B－4類土器の中でも新しい段階に位置付けられ、 e類とした図

IV-32-65a～65eは、体部の羽状縄文や口縁部文様帯の文様構成が後続するⅡ群A－1類に類似す

ることからこれらの中にあって最も新しい段階ものと考えられる。 この類似資料はキウス5遺跡C地

区からも出土している。東釧路Ⅳ式に比定される。

Ⅱ群A-1類土器については、別項で記述する。

Ⅲ群A類土器は東側斜面部分から散発的に出土した。体部に結束羽状縄文は施された体部破片で、

口縁部文様帯の文様構成が不明のため詳細な時期は不明である。

Ⅲ群B類土器は、東側斜面部分から散発的に出土した。羽状縄文と綾絡文が加えられたもの、斜行

縄文が施されたものがある。 口縁部破片・器形の分かる資料がないがノダップⅡ式ないし北筒式に比

定されるものと思われる。

Ⅳ群A類土器は、東側斜面部分から散発的に出土した。いずれも、器面に斜行縄文が施された後、

ナデ調整が加えられている。胎土には繊維を含まず、多量の砂粒・小礫を含み、割れ面は剥離状を呈

すものが多かった。 タプコプ式に比定される。

Ⅳ群B類土器は、東側斜面部分から散発的に出土した。鯆澗式に比定され、 口唇直下や頚部に刻み

が加えられたものである。

Ⅳ群C類土器は、東側斜面部分から散発的に出土した。堂林式に比定される。 口縁部に内面からの

円形刺突文が施されたもの、 円形刺突文をもたないもがある。 口唇部断面形は、角形気味のもの、内

傾ないし内湾気味（切り出し状）のもの、丸味をもつもの（小波状口縁） ものがある。Ⅳ群B類土

器～Ⅳ群C類土器の口唇部断面形の変遷は、千歳市美々4遺跡・同キウス4遺跡等において角形一内

傾ないし内湾気味（切り出し状）のもの一丸味をもつもの（小波状口縁）への変遷が認められており、

図Ⅳ-39-167のような新しい段階のものも含むが、ほとんどは堂林式の古い段階のものと考えられ

る。図Ⅳ-39-182は三ツ谷式に含まれるものもである。

V群A類土器は、東側斜面部分から散発的に出土した。本類には摘まみ揚げによる爪形文が施され、

後期末～晩期初頭に位置付けられるものと器面には撚糸文風の縄文が施されたものを本群に含めてい

る。

Ⅱ群A-1類について

Ⅱ群A－1類は復原土器器形の判る資料が少ないが、器形・文様構成等からa類～g類に分けら

れる。

a類：口縁部に刻みが加えられた文様区画帯で文様帯が区画されているものや口唇直下刻みが加え

られ、体部には縄端を意識した縄文が施されたもの

b類：横走する縄文と羽状縄文が組み合わされて施文され、体部には縄端を意識した縄文が施され

たもの

c類：体部縄文の原体は比較的短く、縄文は縄端への意識の薄れ、縄文の崩れが認められる。深く

帯状に施文され、菱目状（羽状のものもある可能性がある）を構成するものがある

d類：横走する縄文が施文されているもの

e類：縄文の原体は比較的長く、長目の縄文で不揃いの羽状・菱目状を構成するもの。器形は比較

的径が小さく、細長く、尖底になるもの

f類：斜行縄文が施文されたもの。器形は比較的径が小さく、細長く、尖底になるもの。 口唇端部

には粗雑な調整が加えられるもの、加えられないもの
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9類：薄手で不規則な菱目状の縄文が施されたもの

g類を除き、 これらの相互間の特徴は次の様にまとめられる。

a類とb類には、縄文が縄端を意識し深く整然と羽状ないし菱目状に施されること、胎土は砂粒が

多く、繊維の混入が少ない等いくつかの類似点が認められる。 c類については口縁部・底部を欠失し

不明な点も多いが、胎土はa類･ b類に類似するが、体部縄文はa類･ b類に比べ、節が大きく、

｢縄端の意識」の薄れが窺え、縄文の崩れが認められる。 e類の器形はa類． b類に比べ小振りのも

のが多いが、器形によってa類～c類に類似し、体部上半が内湾気味のもの(e1類)、体部上半が

外反気味のもの(e2類）に分けられ、器形はe1類は大形のもの、 e2類は小形になる傾向が認め

られる。体部縄文の原体はa類･ b類に比べ長く、長目の縄文で重なり合う不揃いの羽状・菱目状を

構成するものがある。なお、Ⅳ章の羽状とした破片資料の中には菱目状のものが含まれている可能性

がある。胎土は繊維が多く、砂粒の混入が少ない。 口唇端部は、 e1類は丁寧な調整が加えられ角形、

e2類は粗雑な調整が加えられているものが多い｡ f類の器形はe2類に類似し、尖底気味で口径に

比べ器高が高くなる。胎土e類に類似し、繊維が多く、砂粒の混入が少ない。

d類については、器形のわかる資料が少ないが、器形は器高の比べ口径が大きいものが多いが、大

形のものと小形のものがある。いずれも、胎土には繊維が多く、砂粒の混入が少ない。

この特徴を器形・口唇端部調整・胎土毎にまとめると次のようになる

器形

器形1 ：体部上半が内湾気味のもの(a類． b類． c類？ ． d類． e類）

器形2 ：体部上半が外反気味に立ち上がり、尖底気味のもの(e1類･ e2類･ f類）

口唇端部の調整

口唇端部調整1 ：丁寧な口縁部調整(a類･ b類･ d類･ e1類）

口唇端部調整2 ：粗雑な口縁部調整が認められるもの(e2類･ f類）

胎土

胎土1 ：砂粒が多く、繊維の混入が少ない(a類･ b類． c類？）

胎土2 ：繊維が多く、砂粒の混入が少ない(d類． e類･ f類）

体部縄文

縄文1 ：縄端を意識した整然とした羽状縄文・菱目状の縄文が施されたもの(a類･ b類）

縄文2 ：菱目状の縄文が施されたもの(c類）

縄文3 ：横位の縄文が施されたもの(d類）

縄文4 ：重なり合う不揃いの羽状縄文・菱目状の縄文が施されたもの(e1類･ e2類）

縄文5 ：斜行縄文が施されたもの(f類）

a類～f類のうち出土状況が明確なものがある。

出土状況1 : b類が低地部のVS層上面～同上部で一個体が潰れたように出土した。

出土状況2 : c類（図Ⅳ-37-115) とd類（図Ⅳ-35-82)がVS層の遺物集中3から共伴して

出土した。

また、復原土器の接合関係において出土傾向がわかる資料がある。

接合関係1 : a類（図Ⅳ-33-78)が接合関係において低地部のVS層出土の資料(1点：詳細な

出土地点不明） と台地上及び平成9年度A区出土資料と接合関係が認められている。

接合関係2 : a類（図Ⅳ-33-79)が接合関係において低地部のVS層出土の資料(1点） と台地

上及び平成9年度A区出土資料と接合関係が認められている。 ~
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接合関係3 : d類（図Ⅳ－6-8)が接合関係において低地部のVS層出土の資料(2点） と台地

上及び平成9年度A区出土資料と接合関係が認められている。

このほかに破片資料の接合関係においてもa類･ d類はVS層出土との接合関係が多く、 e類．

f類はVS層の上位のVD層と接合関係が多く認められる傾向が窺えた。

この出土状況・接合関係等から低地部分においてa類･ b類． c類． d類はVS層を主体とする

出土状況が、 e類･ f類は、 VS層との少量の接合関係が認められるもののVD層を主体とする出

土状況が窺えた。 ことによりa類･ b類． c類･ d類とe類･ f類には時期差が想定される。

以上の出土状況・接合関係・器形や文様構成の違いから次のような変遷が想定される。

a類→b類‐c類‐e類･ f類

’
d類

a類の類似資料については、大沼忠春は美沢3遺跡出土の復原土器を標識に美沢3式を設定すると

共に、美沢3遺跡のⅡ群a-1類の組み合わせから美沢3式(a類）には「全面横走する縄文を施し

た綱文土器（筆者註：本遺跡の。類）を伴わない」ことを指摘した。美沢3遺跡のⅡ群a－1類の組

み合せは、美沢3式(a類）や本地区のb類に比定される美々7式を主体に本遺跡のc類･ el類に

比定されるものである。そして、美沢3遺跡において本遺跡のd類･ e2類･ f類が欠落しており、

これらは時期を異にすることを窺わせている。 e2類･ f類については先述したように本地区低地部

においてもの出土層位を異にし、美沢3遺跡の組み合わせとほぼ符合する。そして本地区の出土層位

から、 e2類･ f類は、 a類･ b類． c類･ d類に後続する土器群と考えることができそうである。

本地区低地部の出土状況2において認められたc類と。類の共伴は、美沢3遺跡とは異なる。先述

したようにc類は、 口縁部・底部を欠失するが、器形・胎土においてa類（美沢3式) ･ b類（美々

7式）に類似するが、体部縄文はa類･ b類に比べ、縄文の崩れが認められるものである。 ことから

c類は、 a類（美沢3式）やb類（美々7式）に比定されるべきものではなく、 a類･ b類に後続す

る一群の土器のように思え、 この段階に。類と共存したと考えられる。そして、 このd類とc類との

共存関係から、器形・胎土が類似するe1類との共存もスムーズに想定される。 したがって、 d類は

単独に存在したものではなく複数の施文方法・文様構成が異なる土器群の一部であったと思われる。

d類についてのこの様な考え方は、篠考一によって示されており、芽室町小林遺跡の資料を標識と

して、全面横走する縄文が施された土器と縄文が施された土器を合わせ「芽室式土器」を仮称してい

る。

そして、 これらを考慮すると以下の変遷が想定される。

a類9 b類‐c類→e1類→e2類･ f類

（美沢3式) (妻7式） l l l l
d類 (d類）

なお、 g類（図Ⅳ-35-84）については不明な点が多い。現場段階においてI群B－4類として

扱っていた。出土層位は、 d類を伴う遺物集中1や同期と思われる焼土LF-62･63を検出・調査終

了して、 1段下げたV層下位である。 したがって、 9類はd類より古く位置付けられるが、 a類、 b

類およびI群B－4類との関係が不明なことから、便宜上、 Ⅱ群A－1類として扱った。早期の可能

性もあり、今後、類例の増加をまって検討したい。

なお、今回北海道の静内中野式、春日町式や東北の長七谷地Ⅲ群土器、上川名2式等について論

及できず、 また美沢3式、美々7式、芽室式についても詳細に検討することができなかった。 これら
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については稿を改めて行なう予定である

石器

今回の調査では、遺構・包含層から7,822点（表採等22点を除く）の石器が出土した。 この大半は、

出土状況から、 A2地区の主体である縄文時代早期後半～前期初頭の土器に伴うものであり、 この時

期の特徴である、三角形の石鍍・断面三角形のすり石などが多く出土している。

これらの縄文時代早期後半～前期初頭の石器群のうち、石斧に特殊なものがみられた。図Ⅳ-51-

161に図示した1点である。長さ4cm，幅3cmほどで、石斧作成時の剥片あるいは石斧の破片を用い

たものである。腹背面とも、最大厚付近のごくわずかな部分にのみすりが加えられており、下端は刃

部状にわずかにすりが加えられている。出土した他の石斧に比較して極端に小形であることから、一

般的な石斧と同様の機能をもつとは考えにくい。

これに類するものは、昨年度調査・報告された、縄文時代前期初頭のⅡ群A－1土器の時期を主体

とするキウス5遺跡B地区から出土しており、 「石斧片再生模形石製品」 として報告した。大きさは

2～4cmで、 「腹背のすり加工が、 （中略）素材の最も厚みのある部分にごくわずかに加えられるのみ

であること、下端あるいは上下両端が薄くなるように加工もしくは素材の選択なされていること」が

特徴として挙げられる。今回の出土例は、 これに比べて若干大形であるが、腹背のすりの加えられ方

や上下端が薄くなるという共通する特徴が見られ、 「石斧片再生模形石製品」の類例といえる。

キウス5遺跡の報告では、 「石斧片再生模形石製品」の用途は不明とした。今回の出土は1点のみ

であり、用途を特定するには至らなかった。 しかしながら、少なくともキウス川周辺の縄文時代前期

初頭には、 このような特徴的な石器が存在していることは確かであり、今後はさらなる資料の増加を

まって、分布や用途について検討したい。

木製品等について

木製品等は、河道跡1，河道跡2， Ⅲ層上部及びVD層から出土した。

河道跡1は先述したように複数の河道跡からなり、木製品は、 B-Tmを切る新しい河道から出土し

ている。木製品の時期は、河道内出土の木製品2点について'4C年代測定を実施した結果いずれも

BP340±40 (補正値） という値が得られており、 16世紀中頃と思われる。周辺において同期の木製

品を出土した遺跡には千歳市美々8遺跡、同ユカンボシC15遺跡等がある。美々8遺跡は17～18世紀

中頃のアイヌ文化期の所産とされ、 '4C年代測定の結果から河道跡1出土の資料はこれらより古く位

置付けられる。

河道跡1の木製品には用途が想定できる資料は少ない。木製品には、漆器・樽側板等の食用具・容

器類、板材、角材加工品や杭状製品等がある。漁労具・狩猟具・加工具等の用途が想定できそうな木

製品は出土していない。 このうち角材加工品や杭状製品としたものの中には、形態的特徴から土掘棒

的な用途が想定でき、農耕具としの機能が考えられるものがある。 したがって、不明な点も多いがこ

の木製品の組み合わせをみる限り、 これらを廃棄した人びとの生業は、漁労より農耕と考えた方が妥

当のように思われる。

これは、オサツトー周辺の泥炭層の発達による湿地化による、オサットーの後退の影響と考えられ

る。そして、 この時期A2地区は、泥炭層に覆われ、生活には適さない場所であったと考えられる。

アイヌ文化期の遺構はキウス4遺跡において検出されなかった。キウス5遺跡C地区のにおいて時期

は不明であるが掘立柱跡が、キウス5遺跡A－2地区からアイヌ文化期の土壌墓が確認されており、

230



Ⅵ成果と問題点

アイヌ文化期の遺構はキウス川に沿った山側にあった可能性がある。

河道跡2も、河道跡1同様に複数の河道跡からなり、Ta-cに覆うわれたもの、Ta-cを切ったもの

があり、木製品等は後者から出土した。木製品等には少量の杭状製品がある。覆土3層出土の炭化物

の'4C年代測定の結果、 BP2570=t40 (補正値） という晩期中葉頃の値が得られている。また、覆土

3 ． 4層から恵山式土器が出土していることから、覆土3 ． 4層については、やや時期幅が想定され

る。

VD層出土の木製品は土壌・焼土・柱穴状ピットが確認された西側微高地の西側斜面下低地部から

出土した。出土層位はⅡ群A－1類のa類土器･ b類土器． c類土器･ d類土器が出土したVS層上

位のVD層である。VD層出土の種子・炭化物の'4C年代測定の結果、 BP5560～6640年という値が

得られている。 こられの木製品等は、 VD層がⅡ群A－1類の包含層であること、 Ⅱ群A－1類以降

の土器群が認められないこと等から縄文時代前期初頭のⅡ群A－1類の頃のものと考えられ、出土層

位からVS層出土のⅡ群A－1類のa～d類土器に後続するe類土器． f類土器の時期と考えられる。

北海道においてⅡ群A－1類の頃の木製品は、隣接したA地区出土の資料と共に北海道最古の木製

品である。

VD層出土の木製品には、杭状製品・細棒状製品．割板材・丸木材・角材等がある。 しかしながら、

面取り加工が施され、整形されているものはなく、棒状で尖端部のみ加工られたもの・割りが加えら

れ、尖端部が加工されている．切断痕が認められるもの・部材の一部・破片等がほとんどである。 し

たがって、木製品には用途が推定できるものがほとんどない。今回の木製品等の特徴として、人為的

と思われる焼け焦げ痕が認められるものが多いことがあげられる。泥炭層中からの出土という状況や

出土状況に水の流れの影響による木製品の方向性が認められないこと等から、強い水の流れを考える

ことはできず、木製品は比較的原位置に近い状況で出土していると考えることができそうである。先

述したように微高地上には木製品と同期と考えられる焼土・柱穴ピット列があり、焼土の燃え差しや

不要になった木製品等を台地上から投げ込んだ様な状況を示しているように思える。

木製品等の形態・用途についての詳細な検討は、同期の類似資料の増加をまって行なうつもりであ

る。
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Ⅵ成果と問題点
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Ⅵ成果と問題点

表Ⅵ－10遺構出土掲載拓本土器一覧河道跡2出土掲載復原土器一覧表Ⅵ－8

遺構
番号
出土区

礼
祁
ユ
ー
斗
小

大きさ(cn')図
版
番
号

~番

号

図
番
号

図版

番号

遺構番号

出土区

遺物

番号

出土

層位
図番号 点数 計 、上番号 備考出土層位遺物番号 分類 番号 分類

古き
|戸フご 口径

ﾌｸﾄ4 IV－4 1 TTT 1Q
些入八 基ぜ フクド1 uA－1 1 No.1Ⅱ20 C-47 Ⅵ 30 1 11 1

ﾌクドト(17.5) 卜､ 1
1 鵠ﾌｸﾄ3 18~7 2 LH20 1 IB－3 1 １､-47 ］

『）『1

．1t』

ｑ
ｌ
Ｌ

１
八
２
Ｐ

ＨＬ

No.1)0 I フガト
"／｣ IB－3 1 11

遺構出土掲載復原土器一覧表Ⅵ－9
、

NQ70Ⅳ-6 30 LH－22 70 フクド2 IB－3 1 1

大きさ(cm)遺構
番号
出土区

計

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

Ⅳ

点
数
一
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１

図
番
号 鷺|：

出土

層位
NQ72T1=Jワ●

しL~上し今２ ワO

【ぬ ﾌｸﾄ2 IB－3 1 1)(）分類遺物番号
壺了共
｢戸］＝ 口径

No.76TTTワワ
坐上上一空合 76 ﾌｸﾄ2 IB－4 1３ 30

ﾌｸﾄ2Ⅳ-6 8 130 LH-22
ｎ
４
Ｊ

毎
Ｆ
Ｉ ⅡAl T工Tワワ

レLL~全台 78 ワヶド､？
／／I~

２ No.78］

V卜
y一

r－qR
勢UU 30 LH－22 79 -ﾌヶﾄ､，

〆〆〆Iｰ IB－4 No.79４ 1 1

Vト
ァ一､-35 、 39 No.3930 LH22 フクド1 ⅡA-1 1 1ｂ

V中、-36 31 I 61 i ll8 No.30110 LH-22 VD I1Al1(）h

V下
し~I74D-36 No.321LH－22 VD

2m

〕乙

V中344、"37 No331 3TTTOO
L11＝ムム ］3 VD

I中E-38 70: 199 ワq
学哩 NC,23

~

30 V下 ⅡA-1 1LH22

ISF-33 5 TTTO4プ

レ11ムム

信心

･･ ２ No.53、7丁

~VI 1

10F-38 V口』
Y~’ Ⅳ-9 192 ワケドワ

／／I~ IB－4 １ トー1qワ
1 土一一33 LP-63２

318G-36 ノ廷
VLJ

トー408685 1F-36 VS

VD〆司り写

1J割！〕I 90 トー53041F-36 402 VD
~~

)4G-38 v中 トー4190F-37 82 1

(平成9年度調査区） V8bG-38 トー4191V中 5
F、命

r－dイ 183

2888 I （
Iア11

V10 (15.4) 27.0ル45 トー1ワ
I ▲＝3 LP-62

1句

上ム
－7ガド1
／／I』 IB－333

ﾌ外1 133 LP63 68： 69： 70； 71 ； 721 731 74 IIA-lⅣ-9 ト 186LP-63 186 フクド2 1

761 78I 79i 80i 81 i 92i lO2 No.9撮り陽if土2 掘り揚げ士 1q

158: 1591 160: 161 : l62I l63: 174 勵齢t2 純揚げ」 No.2828 1

｜

団

一

一

一

皿

一

一

一

一

別
－
２
’
２
’
２
｜
Ⅳ
－
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ

181 : 182:185:1861 5
1，行侮戸

r－dObbE-37 61 V下 1

→~牌1,.n

ノクト4 32.914.8LP-63 1q/| ； 一
人J童ロ トー8フクド1 1Ⅳ-10 2 )1 LP-62 8 IB－3 1

ケ贋1
′Iﾑ ⅡA－lⅣ-10 ' ’3］ LP-62 13 トー11３ ql

QJL LP62 フクド1 IB－3 1l］ 1

L士
L_虻1LF､119 1 1 2 V中 チー372ⅡA-1 ２1 31 F-39 8 ２

V中F-39 6I 71 27i 281 32i 59
nl r

乙1 ．3 23. 1 トー6ql
Jl LP-62 フクド1 ⅡAl ２ ２6●

↓士 ！
堀LLF,107 Eワ

J1Ⅳ-20 1A.]1 144 IIA-I
7戸

｢、‐0
〕1

）」 LP-62 6 ヲ〃Iぐ1
参／l▲ 1h

V中
v~IC､38 12 LP-62 フクド1 1 トーq

I曹9 河

V中C-39 トー1７ フクド1 ⅡAl 1 1)1 LP62 1

V中D-37 qパ
リ玉 フクド1 ⅡAl 3 トー6

の1

01 LP-62 6 ｝H

V中D-39 81 10： 221 25： 35 52 nl

Ol ⅡA1 トーワ
I＝LP-62 2 フクド19

ワヴ
iI V下

｜

’

｜

’

’

’

四

｜

’

｜

｜

｜

Ⅲ

２
｜
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
－
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
ｌ
ｌ
ｌ
’
４
－
１
’
３

、､39 Ⅳ-11 LP-68 IB310 4 フクド1 I1

V中
v~ID､4G 1 IB－3 1 1 トーq

IV40 LP68 フクド1~

E,39 フクド2７ ⅡA－l 1 1） 40 LP-68
~

1 (平成9年度調査区） V8bH-27 ５ 1 1４ 40 LP-68 フクド2 ⅡAl

V8bH､37 9州 77i ｛
白玉･ JI p l

~

~

トー2Ⅳ-12 40 LP-69 フクド1 IB－31
g〕

1

f8b
Tn5

l-jイ
I

２ トー6LP-69 フクド1 16

8b 31 .9(22.0）I－qR
LJL

b~ 1再

rイ40 LP-69
~

フケkワ
〆／I雪 lB－3 12

焼土 HA－115Ⅳ-2(） 14 LFlO7 トー8LP-69 フクド1 28

V中、-39
戸ハ

リリ No.2LP－7］ フクド］ {B-3 1３ 10 2 ］

V中胃q7
些一Jf 53:206 －7ヶk､1

／／~I』 1 No.21４ 40 LP-72 ワT
=ユ ⅡAl 1

W下旬弓

r－J（ 13 No.4UA－l 140 LP-72 4 フクドI 1

W /11Q1
1ﾕﾕ･ジノ (20.0） No.9フクド1 ⅡAl 1LP-72 1406 L｝

焼土Ⅳ20 LP-107 l ： 2： 4： 68 IAl3 144 No.3フクド2 IB－3 1Ⅳ-13 LP-73 140 う

N0.1フヶド1
／／14 IB－4 1 140 LP-73 12

僻＋LFlO7

#|兎
81 ﾌｸﾄ壁 IB3 １ No.2LP7410 2３

焼土 (13.3）LF,107 (19~ 1） No.4LP-74 フクド2 IIA-1 1 １4 40 4

フクド2 2 No.］ⅡA-15 40 LP-74 1
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キウス4遺跡(4)

表Ⅵ－11 包含層出土掲載復原土器一覧

図
版
番
号

~番

号

遺構
番号
出土区

図
番
号

点
計
数
－
２
｜
ｌ
〒
岬
一
十
恥
一
剛

大きさ(cm)図版

番号

遺構番号

出土区

遺物

番号

出土

層位
図番号 番号 出土層位 分類 点数 雪」

ロI 取上番号 備考 遺物番号 分類
吉井
『戸］ご 口径

78G-39 Ⅵ ） ト 1420 V中Ⅳ-30 1 151 F・qq
当りジ 94 1A

IV-14 1 40 LP-82 10 フガド､q
′／IU ⅡAl N0．10 V中I 1 F-40 102

40 LP-82 ９ フヶド､q
~／／1口 ⅡA-1 No.9２ 1 1 G-39 88 (9.9） 9.6V下

40 LP-83 IB－3３ フクド1 1］ No9 Ⅳ-30 2 151 186: 187Ll F-41 IB－3、

~4 40 LP-83 IB－3
~

フクド1 1 No.71 Ⅳ-30 3 151
Fn局

L－jj 42： 561 1481 149: 189 V中 lB－4

6 40 LP-85 ２ フクド2IV-14 ⅡA-1 1 E-37 871 961 97： 98； 99; 100; 101 V下

F-36 210 チ1350VD 1 lO3i lO4i lO5i lO7i lO8i llOilll

365F-36 VD 1 トー5266 ll2I ll3: ll4I ll5: 116: 117: 118

1qワ
エリとF-36 ， トー5402I 1191 1201 1221 1231 1301 131 ; 132

Vji9鞭
調査区

G-36 V8b 1 67I168i l69i l70:l71 i l76i l77

職9鞭
調査凧

V8bG-37 1 l78I 179Il80: 183:191 50

度
Ⅸ

岬
査

閲平
調

G-37 1V8［ l21 I 122fl23I 1251126; 127;129F-40 V下
甲 ~I

度
区

細
貸

平
調G-38 V8c ３ l32i l33i l34i l48 22

軸9鞭
調査K

H-37 V8b ２ 22： 421 451 47： 48： 49： 50G-40 V下
v~I

平成9罐
調肯［

V8bH-38 1 531 541 551 561 57； 591 60

砿9轌
調査区

V8b ］ 61 i 62 (38.9）26凹

l

l

l

l

l

8

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

2

1

1

1

1

1

1

2

, l

40.3

注記不明 ２ 16 V中Ⅳ-33 78152 C-38 qハ
J詮 IA－1

焼十Ⅳ-20 4 44 LF－107 [9 IB－3 1 No.191 E-34 イQ
武』 V下

焼土44 LF-107 164 IB－3 No.1641 1 V中E-38 ワハ1
全Tl

口

焼土6 44 LF107 IB－3119 1 1 No.119 E,40 ~ V

’一~『~

焼-1-LF-107 12744 IB－3 1 1 No.127 V中E-40 159

焼十LF－lO78 44 14 IB－3 1 No.44 E-40 461 47I 68il88i l89I 193 V下

焼十LF－lO7 56 No561 F-36 43:2131440 VD

E-40 V中13 3 ﾄｰ30531 V中F-37 62

焼土9 44 LF-lO7 146 ⅡA-1 1 1 No.20 171F-40
~~

V

焼土10 44 LF-lO7 26 ⅡA-1 1 1 No.146 F-47 V中1

焼土11 14 LF-107 20 nA-1 ２ No.20 G-36 VS19~

焼十 -! i (平成9年度調査区）12 LF-10714 3 ⅡA-1 1 No.3 H-33 V8b

焼1LF-lO7 4 2 No.4 15091 H-47 VlI

戸勺

Oイ 暁」14 LF-lO7
1句

10 IIA-］ 1 No.67
Ｆ
『
Ｊ

向
く
Ｊ

１

V8bI

焼十14 44 LF-107 140 ⅡA－l 1 Nol401 1-36 V8b1

焼土1E
LJ 44 LF-lO7 108 ⅡA-1 1 1 NolO8 2798 i （

Tn戸

1－､>0 V8b

焼土16 44 LF-lO7 ワ反
~1J No.75ⅡAl 1

Tn戸

l=qjO V8c

焼二1 2979 I （LF,107-5 I ２ ﾄｰ44 1-37 V8c
~

焼」17 i4 LFll3 ２ IlA-］ NO21 ’ 1-38 V8b

焼土4418 LF-ll5 ２ IB－3 I NO2 Tイq
l~宝5J

V1
V上

焼土 2908 1 (平成9年度調査区）
Ｆ
「
Ｊ

ｌｌＦＬ

５ No.51 1-44 V1卜
V上L

焼土IF11月
＝L4Au ３ No.6 TFoワ

11今J1 V8bb I
~

焼土LF-ll5 ７ I No.7 V8IK-38 ﾄﾉ Ib ~

暁1LF-ll5 519 44 IB－3 No5 26751 ’ K-47 Vlb1

Ⅳ-22 ２ LSP-27614 1 フクト IB－3 1 23281 L-4（ V1
b 且

｝ 44 LSP-276
ワ
〕 フクト IB－3 1 撹乱1 1Lゞ40

44
戸
Ｊ
Ｊ
Ｉ

寺
Ｊ
Ｉ

ｎ
／
】

ＰＳＬ

ﾌクト IB34 1 ’ No.1 111
L~玉人

--, ,

LSP,277 フクIく NO5 l386 i IL､41 V10

LSP,277 8 フクド
1

1 No8 、牙句ワ

ハ1-･イ
Tｱ

1 1 1う

Ｆ
Ｄ LSP,27744 フクト IB－3 No.8H 1 1 Q-39

1ア

｜

“

一

一

一

１
－
１
－
１
’
’
’
１

； I~

46 開')齢t2V-24 1 16 掘り揚げ1 IB－4 ２ Nol6 (18.0）
ソ
識
〕 R,40

1ｱ

46~3’ 1~

26２ 16 備り淵ft2 柳)場|淵 ⅡA－l No.26 791521 1 Ⅳ-33 230-1770F-40 ⅡA-1

榊偽壯2 榊搗げ’16 ⅡA－l １ No.1919 1 28 ,rQ
b L~〃(}36）

榊崎fl：2 －1 ｜ (平成9年度調査区）4 46 掘鴫|趾 ⅡA1う ’ 1 NO3 G-41
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VI 成果と問題点

表Ⅵ－12包含層出土掲載拓本土器一覧

図
番
号

番凹
版
二番

Fコ

フプ号

遺構
番号
出土区

ヨ

計

一

一

一

一

一

一

一

一

点
数
一
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
６
ｌ
２

kきさ(cm)出土

層位

遺物

番号

遺構番号

出土区

図版

番号
遺物番号 図番号 取上番号 備考分類 出土層位 点数 計番号 分類

古き
1両7ご 口径

G-42 2 IV-30 54 F-47 V中 チー7444 1IB－l 1Z

V卜
V÷ V中G-42 6 IV-3〔〕 5 54 E-38 207 トー2675IB－1 1

V中 V中G,42 11； 一 E-38 304 1

｜
鋤
一

一； ！ (平成9年度調査区）H-44 W1
~VL D-38 ２ トー4677142 4V中

2022 ： （ 〃 ）Tバリ
人一弘ム Vl IV30 6 54 F-48 2 トー5435141 V下 IBl

-: ; I (平成10年度調査区）
Tpn

l-4､』 F-38 149 V下 1 』

2002 i 2012 1 - IV-301-43 V’け1
V」

~

54 D-56 IB－1 1 1 チー7086

V風倒
T40
l~趾』 IV-30 54 F-41 140 IB－1 トー49618 1ヤ

1－44 V IV-30 9 54 G-43 65 IB－1 1V杭 1

一’ 1989 ： 1994 （ トーqワQワ
I噂一一＝1-44 Ⅳ-30 54 E-43 20 IB－］W1

Vl 10 V下 I

2023 トー3954L-43 IV-30V1

士
1］ 54 D-42 18 V下 IB－3 う

T~Cn

J-“ 2010 V中 ト 1868） 50 1F-41

(25‘O） V中
γ~t 1, 186911 .8 F-41

’1

)」 1~

80152 20 21 ： 221 23【 24； 25： 26 トー2914Ⅳ-34 G-36 ⅡA-1 F-42 75 V下 2 ７VS

IV-3027： 281 30： 31 1 32 33： 34 トー5234
1，

1△ 54
市、戸

r－Jb
qqワ
ンツ白 VD IB－3 1

35i 37i 381 40I 42 44i 45 V中
11弓弓、

トームイイ｡IV-3〔） 1o
1J 54 G‐41 1ワ

上白 IB－3 1 1

46： 47： 481 491 501 51 ： 52 IV-3(） 14 54 G-36 197 トー5310VD IB－3 1 1

53： 541 55： 56i 571 58i 61 IV-30 15 54 G-40 10 IB－3 トー2955V下 1

(29.9）621 ll4i ll71 ll81l20 型
４
‐
’
１
｜
：
癒
丁

48~6 G-40 71 ２ トー4454V下 1

Ⅳ-30Ⅳ-34 81153
Fn4

L－j4 15 VD ⅡA－］
1ハ

'○ 54 G36 qlQ
J八J IB－3 2 チー1754VS

一！ ； (平成9年度調査区）H37 V8b
ハハハ

Lｺｰ｡｡ 314 VQV曹 〕 チー1755

2476 IV-30V8b V中 トー2927H-38 1ワ
上イ 54 F-40 [17 IB－3 2

3047 i (平成9年度調査区） トー29161-38 F42 V1 1V8c r77
II

(18.9) ト2917j]qワ
JJ.I F42 78 4VI

v~I 1

V上Ⅳ-35 82153 F-34 431 441 451 46 VQ
Yp ⅡA－l 54 D-35 ３ IB－3 1 k－1qq

I 凸リゾIV-30 18

Fn4

r－j4 961 97i 98： 991 100I lO1 i lO2 F-36 ト377331 VD 1

(11 . 1）1401232:390 VQ
Yｰ

差
26,8 F-36 ワ1Q

白ユゾ チ1359VD 1

Ⅳ-35 83153 D-39 51i 531 541 56 57 IA－l F-36 368 VD トー52691V唾
~Y~I

Fjn

L－4凸 ９ V中 (19.6) 15.2 F-39 128 V中 ５ トー24851

Ⅳ-35 84153 D-36 V下 ⅡA－l IV-30 19 54 G39 77 IB－3 トー1419V1 1

トー3163D37 630i6721685 Ⅳ30 54 F41 1ワワ
上色白 V1 IB－320 1 1ノ中

V-30 トー315］D-37 585i593i594i601 :604i608l609 21 54 G39 IB386 1

612:6131615:616:62016241635 G-39 1QQ
,LJJ トー54541F

637;638:639;6401641:6431645 トー5455G-39 134 下 1

646i647i648i6491652l6531654 ﾄｰ5458G-39 1q7
LJ~ド V下 1

トー5459655:656:6571659:663:664;666 G-39 138 V下 1

667:6691671 :675:676:677:678 6 ﾄｰ5461G39 140 下

54 トー5462683i686i688i711 1（1
八五』ﾉ下 G-39 下 1

D-38 107: 111 : 1121 114:124: 1261 133 G-39 1バワ
ユコ合 ト54631V下

V中
，~I145 G39 143 トー5464V下 I8

3

1

3 73

ト5465D-38 981 991 104 V下 G-39 144 V下 ２ 16

IV-30 トー1ワ7ワ
I ユー~q＝E-37 161 V下

~▽~I 54 D-36 89 V下 IB－3
‘】61

乙酋 1

11○句｡､

r‐4‘イ｡34.0 29.5 D-36 90 V下 4 。

Ⅳ-3(） 中 トー467254 IB－3D-38
1句庁

lDj 1 1
‘】■〕

乙○

Ⅳ-31 24 55 IB－3F-45 V下 1 1９ ~

V中Ⅳ-31 25 55 D-43 IB－3 ト 198311 1 1

V中IV－3］ 55 F45 IB－3 1 トーqクワq
Iゼーーシ26 b

IV－31 V中 トー1843
「)ワ
ムイ 55 G-41 54 IB－3 1 1

Ⅳ－3］ 28
FF

｡｡ F-35 IB－3 チー1264VD 110

チー1604G-36 ワ1具
合4J ， 2］

お5



キウス4遺跡(4)

遺構番号

出土区

遺物

番号

図版

番号

遺構番号

出土区

遺物

番号

図版

番号
分類 計図番号 番号 出土層位 点数 取上番号 備考 Z番号 番号 分類 点数 計 脱上番号 備考出土層位

[V-31 29 只兵
JJ G-40 28 V下 IB3 ２ トー2983 V中 チー2072 E-36 99 1

Ⅳ31 30
FF

OO G-40 22 V1 IB－3 58 58 トー2977 V中 チー216E-36 108 1

V中Ⅳ-31 )1
Ｆ
『
Ｊ

Ｆ
Ｄ F-44 39 IB－3 ２ トー3319 V中 チー230E-36 1ワワ

ュムム 1~

IV－31 ］ワ
J合

Fr一

旬、 F-35 58 VD IB－3 1 チー1282 V中 チー2481 E-36 140 1

１Ⅳ-31
nO

OO
医員
JJ F-39 286

1γ

、ノ IB－3 1 チー249E-36 141 V中 1

釘

V風倒IV31 34
FJー

、｡ F-41 1qq
Lりい IB－3 1 ト4954 V中 チ254E-36 146 3

V風倒F－41 142 1 ２ l､-4963 V中 チー262E-36 154 1

Ⅳ-31
nF

dO
EE
JJ F-35 19 千1ワワQ

ノー土色0JVD IB－3 1 1 V中 チー273E-36 165 1

〕6 55 F-40 118 V中 IB－3 1 トー2973 V中Ⅳ-31 189 チー297E-36 1

1 E-36 ﾄｰ2810２ 310 V末v~I 1

IV－3］ 37 55 F-40 174 V下，~I IB－3 トー5535 E-36 161 I W辰
V~I 1~

55 F-39 188 トー3364 V中IV－31 V下 IB－3 1 Ⅳ32 61t E-36
局『ー

イ0 チー18318 1 56 IB－4 1

55 26 V中 V中IV－31 )9 G-43 IB－3 トー1908 E-36 149 チ2571 1

V中60G-43 1 ２ V中
1弓、

lイム チー280E-36 1

6410
FF

DO IB－3 ト 1882 V中IV－31 F-41 V口］
V~1 1 1 E-36 178 チー2861

う5
1JーF

lOOIV-31 V下 IB3 1 トー4825 V中41 F-40 1 E-36 ワ･ワ
ムJ1 1 チー345

81
rr

OD F-42 IB－3 トー2920 V中Ⅳ-31 42 V下 1 E-36 310 ﾄｰ28101 1

V中真直
JJIV3］ 43 F-43 62 IB－3 ﾄｰ28181 ’

帝n戸

LJb 〕18 V下 1

ﾉ中IV-3］ 44 E貝
JJ E-43 19 IB－3 トー3291 ﾄｰ2829E-36 〕29 V下 1

V上Ⅳ-31 15 貝E
JJ D59

局

IB－3 トー16951 1 ﾄｰ5150E-36 〕4］ V下 I

V中IV-31 46
Ｆ
Ｄ

戸
鳧
Ｊ F-44 18 IB－3 トー25001 ’ 不明 101~

IV-3］ 47
Ｆ
【
Ｊ

戸
崎
』 G-40

ｌＦ
Ｄ V一Fご

V~I~ IB－3 1 トー3006 チー1615IV-32 56
ハ冗句

L五－0J VD IB－4 1 164c 85

Ⅳ-31 55 G-43 3 V中 IB－3 トー1885 Ⅳ-32 65a 56 D-36
局甸

イ／ ﾄｰ126048 I V下 4IB－4

V中
，~I

５ トー1887G-43 D-36 V中 3
~

1 10ハヴ

r－L乙Oイ2 84

1負/1
LqJ詮IV－31 51 F-40 V下 IB－3 トー4824 IV-32 伽 56 ﾄｰ152749 ］ C-36 ワq

白』 下 IB－4
』

G-40 20 V下 15 ト2975 V中
1戸i一戸

r－bDOD36 44 1

G-40
nm

乙乙
V表
Y~I 1 17 トー2977 ト 1ワRQ

』 ▲包り…4D-36 76 V下

IV－31 E1
J｣ G-40 ワワ

今今 IB－3 18 18 トー2977
1 1句行の

r L‘0･5(） 1r 1
VI D-36 V下8(） ４

V中IV－31 51
FF

D、 G－4］ （貝
五J IB－3 トー18341 ﾄｰ1268D-36 85 V－下．

V~I
４

G-41 トー1844
５－

、
〃

庁
舎
‐ V中 １ ﾄｰ1269D-36 86 〕下

G41 トー221362 1 3 ﾄｰ4309D36 99 V1 3

v風倒IV-31
芦、

、乙 讃 F－4］ 18］ IB－3 1 l､-5002 V中1 D-36 1 ワq
含J
~

IV－3］
FO

D｡ 55 F-41 182 V風倒 IB－3 ３ ｛ トー5003 ト 1534Ⅳ-32 57 C-36 V下 IB－41(） 6b､〔

V中IV31 54 弱 F－4］ )］ IB－3 1 トー1849 V中 I､-3104F-36 9

F毒41 117 V1 トー22081 ２ F-36 217 VD チー13571 8

55 55 G-38 162 IB－3Ⅳ-31 V下 I､-4510］ 1 IV-32 65.
r戸

Ob
ハn戸

し‘-，0 24 IB－4 4 ﾄｰ1528V1 ４

56 55 V中IV－31 F-42
のご】

4， IB－3 1 1 トー2449
〆P

b配
『ー戸

ひり D-35 qワ
リ=

２ トー470Ⅳ-32 IB－4 2下

Eワ
LJI 55

イワ
土｛IV31 V中G-41 IB3 1 トー1836 Ⅳ-32

ハハ

リリ
『ー局

O／ F-34 18 l､-1553VD IB－4 11

50 V中 トー1839G-41 IV-32 67 貝ワ
Jl G-33 }､-3329

リ
』 ｝ 1 IB－4 1VS 1

58 55 E-43 V中Ⅳ31 14 IB3 1 |､-3231 IV-32 68 貝7
JI F-32 ﾄｰ345611 VS IB－4 1

59 E-38 288 恨穴IV-32 56 IB－4 1 1 ト5116 IV32
F弓

コイ 353 トー525569
市0戸

r－OD VD IB－4 1 1

60f 56 F37Ⅳ32 114
イ可八戸F

ナー1Jイ、V下
汀~I IB4 1 IV-32 70 区ワ

LJl G-35
司辱

jj VD チー1425IB－4 ’ ］

F-37 116 V下砺~~I 2 チ1377 IV-32 トー50961 ワ1
I｣

F局

3イ F-39 214 V下 IB－4 ３2

11弓

llrIV-32
、I，
UU F-37 V下 IB－4 ２ チー1378 Ⅳ-32

7㎡》
J企 トー47656 2 57 D-35 )8 V下 IB－4 ２ 2

'中IV-32
F戸

ひり E-36 92 lB－4 ］ チ200 トRRq7
Iじじu~0

61 1 Ⅳ-32
弓ハ

イO 57 F-40 176 下 IB－4 ２ 2

~1n戸

4jbⅣ-32
戸、

、乙 56 F-36 VD IB－4 1 ト5406 V中1 Ⅳ-32 74
~。玉

《
７
０

戸
へ
』 ト7031F-40 16］ lB－4 １ 1

lV-32 63 56 G-38 29 ’ノ志
v~I IB－4 1 トー1432 Ⅳ-32 75

r一句

O／1 F39 1lB－4 1286

F戸

Ob E36 貝Q
J割 V中 IB－4 チ167IV32 1 Ⅳ32 76 57

市甸弓

r－Oイ 17 トー41IB－4 Ib･}a 1

V中E-36 60 チー168 V中1 F38 Rワ
Jし トー2594ワ

V中E-36 95 1 チ203 中 ト2604F-38
戸n

D4 1
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Ⅵ成果と問題点

遺構番号

出土区

遺物

番号

図版

番号

図版

番号

遺構番号

出土区

遺物

番号
図番号 番号 出土層位 分類 点数 計 取上番号 備考 図番号 番号 出土層位 分類 点数 計 取上番号 備考

F 38 V下 トー4637128 V中D 37 492 |､-11211

V中E 39 チー51061 D 37 ﾄｰ1123494 V中 1

F-39 287 V 10 16 D-37 577 ﾄ 1238V下 I

Ⅳ 32
庁ﾜ

ﾉｲ
F句

｡／ F-35 79 VD IB－4
1戸『ー1局

トー001イ1 1 D-37 578 ﾄｰ1239V下 4

IV-36 85 58 G-36 36 VS ⅡA-1 ト 13511 1 D-37 581 V玉~v~I 1 トー1242

'中Ⅳ-36 86 58 D-40
、介

酋り ⅡA-1 トー3876’ D-37 586 V1 ﾄｰ15971

IV-36 87 58 F-35 7 VD ⅡA－］ トー3791］ D-37 587 V1 ﾄｰ15981 1Q
L己

Ⅳ 37

二

二

Ⅳ 37F-35 4Q
工』 VD 1 チー1267 v中102 6(） F-42

､弓

〕イ ⅡA 1 ﾄｰ24631

F-35 14 チー1268VD 2 4 V中F 43 ２ ﾄｰ1930

IV-36 88 5R G-35 30 チ 1292VD ⅡA-1 1 F-43 V中27 トー1QRワ
リ ユジンー

軸9年度
淵脅区

TO庁

1－0J V8c 1 2 V中F43 ﾄｰ223845
~ ~

■

IV-36 89 58 F-34 94 チー881VS ⅡA l I IV-37
、、〆

r jb103 60
の、勾

乙｡｡ VD IIA-1 チー1409

1，戸

IJCF 34 チー923VS 〕 4
へ、戸

Ly－db ﾄｰ1379VS ２bb

平成鉾度

調査区
Ⅳ-36 90 58 G-38

ﾌワ

フイ V下 ⅡA-1 トー14401
TTn旬

[ 1－，／ V8b 1 1 ~

Ⅳ 36 5891 E-34
ハハ

jb VS ⅡA l トー4513 Ⅳ-371 nl
U乳 60 G-38 V下

v~I ﾄｰ501l(） ⅡA-1 1

E-34 37 V1 トー4514３ 1 G-38 V1 ﾄｰ4418' 19 ３

V中IV-36 92 58 F-43 50 ⅡA-1 トー22431 1 G-38 1 b

lV-36 93 58 E-34 42 V下 IIA-］ トー4519 IV 37
戸
ｈ
セ

ハ
Ｎ
Ｕ3 60 C 39 ⅡA－I 1 ﾄｰ454 1

師
一

トー4520 V中E-34 43 V下 Ⅳ-37 106 60 F-39 ﾄｰ28731 158 IA－I 1 1

E-34 IV 37 V中 }-27101 60 E 38 1Qq
LJJ IA－l 1 1

I

『

V中IV-36 94 58 F-4(） 31
lnqF1

r－乙・OL Ⅳ 37 『中 トー1Qワq
I ▲ｰ昌噂ⅡA－l 1 60 G-43 ⅡA 1 1 108 41

V中 ト 2353 IV-37
Yn行弓ハ

ト－0イ／0F-40 )3 1 09
病、戸

r－jC 〕4 VD ⅡA-1 160 ］

lV-37 V中 ﾄｰ2407ト 2996 110G-40 41 V下 1 60 G-42 IIA-1 1］§

IV 37V中 トー2422 ﾄ 1431G-42 ワq
ムリ 11］ G-38 V下 ⅡA-1 1I 28bU

V中 トー2518 ﾄｰ4113G-42 29 5 G-38 7貝
lJ V下 ３I

ﾄｰ4114IV-36 95 58 D-37 703 ⅡA－］ 1 トー4710 G-38 76 V下 1V下

ﾄｰ4416D-38 1 ﾄｰ763 G-38 116 V下 110 V口。
v ~t

V中
1旬公戸

トー／bO
11句

11イ V下
~

トー4417G-38 1D-38 12 ］

ﾄｰ2450V中 IV-37 F-42 V中 ⅡA－I 2ﾄ 1149 112 60 24D-38 33 ］

V中V中 F-43 ﾄｰ1929５ トー2642 1E-38 174 1 1

V中
V~I V中

~

ﾄｰ19247ワ
~0画

ﾄ､－ワqqワ
I~Vご~ G-43 42 458 ⅡA-1 1 1IV 36 96 F 40

チー1408中 1２ ２ トー2396 Ⅳ-37 60 F-36 9Qo
空J空 VD ⅡA－l 1IV-36 97 58 76 ⅡA-1 11'

1上JF-40

）〆rー句

r－OOイﾄｰ604 Ⅳ-37 C 37 18 V下 IIA-1 1114 6(）Ⅳ-36 98 59 C-36 14
L△士 V下 ⅡA-1 1

ﾄｰ1928V中V中 トー2549 F-43 ’ 2～F-38 ７ り
〕

ﾄｰ1447V中 トー2550 Ⅳ-37 115 貝q
JJ G-38 44 V下y~I ⅡA－］ ２F-38 8 1

ﾄｰ4123G 38 85 V下 1ﾄｰ1426G-38 VD 1ソq
＝凹

トー4124ト 1436 G-38 V下 11 86G-38 ]q
JJ V下

ﾄｰ4436トー4137 G-38 1Qワ
上J1 V下 199 1G-38 V下

砿眸度
調査区

ﾄｰ44498 G-38 150 V下 1V8b 1H-38

トー4776V中 ト ワRQワ
I学uツー G-38 205 V下 1IV-36 qq 58 F-38 50 HA－l 1 1

卜.47771トー4733 G-38 206 V FV~IE 38 282 ⅡA-1 1Ⅳ-36 V下1M 58

平成眸度
調資区

２F 37 86 1 ２ トー4194 G-37 80
T7

､ﾉI

トーqワ
Iレー］V中 トー581 F-37 8Ⅳ-36 戸qワ

ン一J~』 45
K7

ⅡA 110 L,q
噂ツ

トー3120ト 974 F-38
守局

イイV中 V下 1D-37 345 1

V中 トーq7R
↓シ~IU

1
1”

10D 37 346 1

V中 チー475V中 ⅡA-1 1ﾄｰ979 V-38 16
戸1

，1 E-39 26D-37 Ⅱ349

V中 チー476E-39 27 6
~

V中D-37
rl『ーT

JOA ﾄｰ98］1

V中 トー2380ﾄ 982 IV-38 117 61 60 ⅡA-1 ２F-40 2D-37 q貝ワ
リ画邑 V中 1

V中 チー205ⅡA-1V由
v~I ﾄｰ987 IV-38 61

下、戸

巳 jb
Q7
ご~、118 ID 37

nF句

･･イ 1

V中
1，庁1句

｢、 ‐乙イ10V中 E 38 1ﾄｰ1117 [36D-37 488 1
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キウス4遺跡(4)

遺構番号

出土区

遺物

番号

遺構番号

出土区

遺物

番号

図版

番号

図版

番号
備考分類 点数 計 取上番号 備考 出土層位 分類 点数 計 取上番号出土層位 図番号 番号図番号 番号

トー3355V中 V中トー2721 152 63
、
く
Ｊ

Ｆ
ｏ

Ｃ

ⅣCE-38 144 Ⅳ-39 14 16

ト 1668V中E-38 ワq7
=ゾ~’ 1 q チー629 IV39 153 63 B-56 15 17下

v~I IVC ２ ２

トー4215V｜－Ⅳ38 61 F-36 qバワ
リ玉~0 VD ⅡA－］ 2 ２ ﾄｰ5249 Ⅳ-39 1貝イ

上J制

作句

、｡ C-51 1］ IVC 1 １119

トー2253V中 V」D-38 82 ］ ﾄｰ3810 Ⅳ-39 155
戸勾

DJ C-56 IVC 1 I61 ⅡA－l 1Ⅳ-38 120

V中 V上 トー4213D-38 ⅡA-1 1 ﾄ766 Ⅳ-39
1rf

l3U 63
ハ『ー可

し-01 IVC 1121 61
1イ〕

lL〕 1 1IV-38 u

V中 V上面ﾄｰ2738 IV-39 157 A56 IVC トーワワR
I~~噂E-37 44 ⅡA-1 1 1

戸n

o｡ ２ 1 1IV38 鰯 6］

２ ﾄ2506 トー1qq7
I 上ぜゞ~。IA－I 2 158 V卜 1 1IV-38 1ﾜq

L首U 61 F-44 24 V中 Ⅳ-39 63 F-56 2 1V（

砿9年度
調査区

V上 トー3991３IV-38 24 E39 V ⅡA-1 IV-39 159 63
六F、

し－0島 ⅣC 〕
戸1

UL ２ 2 4

V中
1 1月1ハ

ト－1イlbﾄｰ4657 2Ⅳ38
nr~~ 61 G-38 178 V下 ⅡA-1 1 IV-39 160 63 E．59 10 ⅣC

V上 トー22543G-38 V下 ２ E-59 15’ ］~

V上 トー3184ﾄｰ4666 1IV-38 126 G-38 [87 下 ⅡA-1 1 Ⅳ-39
戸へ

CD E-55 １ 1V（61 61

V上 ２ トー3187ﾄ4667 1G-38 188 V下 ２ E-551 6

′中 チ99 V上
イ佇毎ハ

アーひイ､〕162 1Ⅳ-38 127 6］ E-38 ⅡAl 2 Ⅳ-39 F-55 Ⅳ（ 1qQ
，ノ．’ 63 H~

ﾄｰ4325 V上 トー3186Ⅳ-39128 F-36 99 VR ⅡA-1 1 63
戸n

bJ E-55 Ⅳ（ 1 1Ⅳ-38 6］ 司

V上 トー2033チー1469278 VD ２ IV39 64 D54 14 ⅣC 1 IF36 ’ 63

V」 ト2055V中 }-147261
ハの弓

lJ－Jイ 16 ⅡA－］ ２ 2 IV-39 165 B-54 2 IVC ２ 2Ⅳ38 129 63

トー1648130 r，Qワ
ローJ【

Ｆ
ひ 1 ﾄｰ536 Ⅳ-39

戸の

00 B-57 15 V下Ⅳ-38 61 V1 ⅡA-1 1
1FF

l00 IVC 1

V中Qワ
ゾ白 ⅡA-1 チー92 ト 1649Ⅳ-38 61 E-38 1 B-57 16 V下 1131

V’ V上E-38 108 チ108 D56 3 チ7051 ３ 1

V卜 V卜而E-38 109 1 ３ チー109 Ⅳ-39 167 64 B-58 ３ トー19511V(二

E-35 9
1 1，弓F

｢、－1‘イ0 V上面 トー200Ⅳ-38 132 61 VD ⅡA1 1 1 B-58 1X

V根穴G-38Ⅳ-38 133 62 244 IIA-1 1 1 トー5134 B-58 30 1

ﾄｰ5398Ⅳ-38 134
戸の

0△ F-36 428 VD ⅡA-1 1’ B-59 トー162314 V辰v~I I

V中Ⅳ-38 135
卜の

、‘ F-42
1口

L乙 ⅡA-1 4 ﾄｰ2438 B-59 15 V下 トー16241

V中F-42 1ワ
上』 ２ 6 ﾄｰ2443 B-59 17 V下 1 トー1626

V中Ⅳ-38 136
戸、

D乙 E-39 ⅡA－l チー481
1m

）4 B-59 20 トー1629V下 1

V中E-40 ﾄｰ5078118 2 C-58 2 トー581Ⅲ

V中E-40 119 ﾄｰ50791 4 C-59 トー16861Q
1J V下 1

17
JI

公、

b乙Ⅳ-38 G-38
、の

乙乙 V下 ⅡA－I ﾄｰ1425 C-59 チー69819 V中 1

174G-38 V下
I ~4戸〆、

トー坐りひ.） V中C-59 20 チー699１

G-38 17Q
八~ロゾ ′下 1 ﾄｰ4658 C-59 24 チー703VT

v~I 1

G-38 180 r下．
V~1 1 ﾄｰ4659 C-59 40 13I 1

V根穴243G-38 1 ﾄｰ5133 Ⅳ-39 168 64 F-54 上 トー2102IVC ］1

V根穴G-38 250 1 ﾄ5161 F-54 VL1５ 1 トー2104

V根戸G-38 ワE9
今J今 1 ﾄｰ5163 VIF-54 28 ト2127］

V根穴G-38 278 トー5616１ 8 V’F-54 q9
JL

~

4

IV-39 138 63 C59 18 VT トー1691|Ⅱ1A I IV-39I 169 64 B-53 3 V1 ⅣC トー32171 1

V中IV39 A57139
戸o

DO トー1680ⅢA 1 中］ IV39 170、 E-57 12 IVC チー54964 1 1

V」IV-39 140 D-5863 8 mB トー1706I 1 irI
V」IV-39 171

Ｆ
『
Ｊ

Ｆ
ｏ

Ｅ

４ ⅣC ト318564 1 1

IV-39 11
1跣

j，n

DD A-56 ⅢA 11 Ⅳ-39 172 中64 D-38 1 トー3844[16 ⅣC ’

Ⅳ-39 63 B-58 25
1~7可

~VI
1｣‘ノ
L詮一 ⅢA トー1636］ 1 Ⅳ-39 7q

IJ V上C-5264 8 1 ト3972ⅣC 1

Ⅳ-39 A5211？
且宝』 63 4 IVA I トー16］ V杭1 IV-39 74 64 C-55 8 Ⅳ(9 1 1､

IV-39 144 63 B-59 1Q
LEJ
VI
，~I IVA 1 ﾄ 16221 Ⅳ-39

Ｆ
局
Ｕ

【
Ⅱ
ｊ
ｌ

17~L
V」三64 A-51 4 IVC ２ チ719

V中Ⅳ-39
ｒ
刊
』

１
４
凸 B-58 20 IVA63 1 1 ﾄ 1631 V上B-51 トーワ1q7

』~上嘩~0
７ 1

V上V-39 6346 D-58 11 ⅣA 1 ﾄｰ1709 F-54 V上9 トー2108４

147
ハハ

リ｡ ザ中Ⅳ-39 F-58 ７ ⅣB トー1740 Ⅳ-39
1弓が

ll0 B-56 2
戸4

，祉 V中 IVC 〕 トー1655；

IV-39 l‘18 63 B-47 2 フクド3 IVB 1 ト3303 #1道跡2 Ⅳ-39 177 64 A57 ２ ﾄｰ1011 1 ⅣC

IV-39 A-58 ‘フl↓9 63 ⅣB トー991
『－デ

ヒ[団1 B-57 ７ トー1811

Iテー

LmlⅣ39 150 63 D57 5 IVC 1 1 トー190 B-58 28 V下 5 トー1639~

IV-39 151 63 r，貝ワ
ン一J＝ V上I IVC ト 1755

？
］ ２ V中Ⅳ-39 178 A-56 }､-167364 1 1V（ 1
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VI 成果と問題点

表Ⅵ－14遺構出土掲載石器一覧

遺
物
番
号

脚
版
悉
号

~番

号

遺構
番号
出土区

図
番
号

細
分
類

図版

番号

遺構番号

出土区

遺物

番号

取上

番号
図番号 番号 出土層位 分類 点数 計 取上番号 備考 層位 器種 石材 重さ(9) 備考長さx喝x厚さtm

B57 V一辰
v~I 1

1 1奇局

ト Lイイ Ⅳ-5 すI)沼 安山岩サ LH､21P-2 7ｸ’ NO22 130 ｢） 1
『､70x14.85x5.32 890.0

B-57 17 V下．
V~I トー1650 V中 すり万 安山岩1 3 F39 1 1 f-365

)払能
ナ イ7

IV-39 179
戸4

04 V」B-52 2 IVC
？ 1局ノーハ

｢､－1イOb1 1 Ⅳゞ6 1正rりり
し1土＝白色 V下 頁岩1 4.f5x2’93x0.9） l3I 1 1，

』a 7.85 Ⅲ

IV-39 180 64 B-54 10 す妬V下 トー2063Ⅳ（ 1 LH22 安lll岩_凹EQ 16
~

２ Nql6
6MX13‘20X2,55 163~0

B-54 V上 ↑妬Hトー206411 1 2 F-43 V中 安山岩42 卜.1967~

IV-39 18 64 D-55 V上 石雛1 トー3204ⅣA Ⅳ-7

器
LH23 黒曜石1 1 b1 12.85)x1 .28x0.38 (1 .54） NQ4

IV-39 182 64 F-59 V中6 ト 1729ⅣC 1 I LH-23 石斧 純i鵲1 V NQl1

8~38x3~25x9,30 40.40

IV-39 64 B-59 8 V中183
11戸1弓

r－LDljⅣA 1 1 LH,23 り 石斧 鼬＃諾 NO2V 1

Ⅳ-39 184 64 C-54 V上 馳鰐113 石斧ⅣC 1 LH-23 9Ⅱx3.92x1 .10 79,251 30 13 V、 1 NOl3

Ⅳ-39
1nF

l60 垂飾64 フヶド､R
／／I“ (4.75）E-48 4 IVA 1 トー3496 河道跡2 Ⅳ-8 1 132 LP-61 3.35x(1.85)xO‘63

T、

卜･‘］
弓~片1,,1

ノット1
山
一
ｐ

ｌ
ル

〃
州
夕

ｆ
九

・
ぬ
″

鯉
加珊

ﾄ|ﾉルⅣ-9 1 133 LP63 黒曜石 1 .28x1 .02x0,72 2，83 ﾄｰ139139 ﾌｸﾄ1 1
表Ⅵ－13河道跡2出土掲載石器一覧

りま附き
ナ イ フ

山
石

一
臼
斌5 133 ﾌｸﾄ3 11 .86LP-63 lb i ,22x2.88x0,85

|F』

卜･O464
図
版
番
号

~番

号

騨
誇
雌

遺
物
番
号

細
分
類

図
番
号

即1－

番号
黒曜石 2.35x1 .53x0.52 1 17

LoLI 卜.141重さに） 備考 6 133 LP-63 14］ ﾌｸﾄ1 1八
ld層位 石材 憂さx幅x厚さ(cd <ｸﾚｲﾊー器種

純鵬 チ.1297 133 E-37 V中 万参世
I』Fr/I9 b

石錐 片岩Ⅲ-20 2 1 10 B-46 9 ﾌｸﾄ2 la (2. 12)x1.20xO‘M 0.48 ﾁ.673 雛i路 l側Ox5‘ l4x1 .95 155.0 卜.5?
1V茸LP-63 貝り

J白

弓~片！､師

／ﾌﾄ』 石静1 b

石鑛 黒曜石3 1 10 D-46 ﾌｸﾄ3 all） 3,45x1.69xO‘39 1.68 ﾁｰ741 馳搦焼土 石斧 NQ9898LFlO1 ５

石錐 黒曜石 ﾁｰ759E-45 7ケM
ゾノIU lal21 1 .70x1 .37x0.254 1 10 U,hh

黒曜石Ⅳ-12 ID7ウ
レ』－1台

17
Ll 5.46x1 .83x1 ． 16 10.97 Nol7

蕪
弓~片1，，1

ノゾト1
1句
Lq

甲か 』

石錐 黒曜石 卜3912C-45 ﾌｸﾄ3 2c 2,45x1 .36xO‘37 0.93う ’ 10 石鑛 黒曜石 大形、 Ⅳ-14 ７ ),40x(2‘26)xO43 (2.91） 伽11LP-83 ﾌｹﾄ､1
／／R▲11

石鍍 黒曜石6 110 E-47 ‐ﾌｸkR
／／IU 2c 2.95x1.l2xO‘5 1.09 ﾄ.3941 焼土 石鍼 異曜石 ﾄｰ19Ⅳ-21

T尹戸n

Lr－り凶 19 a(2) 1 .開x1 ,29x0.30 032』

安山岩すり石 ２ (6.47x6.96)x2.83 (170） ﾄｰ33147 110 、蕾44 ﾌｸﾄ31 石鑛焼十 黒曜石ld 2.48x7.Mx0, 19 0．31 卜11LF-62 11

石鎌 (0.34)"士 ！
〃E－L 黒曜石 ﾄｰ4la{11 (2.j5)x1. l5xO,29LF-lW6妬

一
蝿
一
妬
一
妬
一
輪
一
妬
一
妬
一
妬

３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
Ⅲ

４

石鍛催｛
〃u坐 黒曜石 1 .71X(1.69)x0.22 (0.40） Ⅲ54LF,107 54 laIl

石鑛焼」 黒曜石 1.帥x1 .45x0,23 (0~36）F､107.5 lal21

石鑑焼」 黒曜石 2.24x1 .69x0.25 0.47 Ⅲ4laI21LF､107.8 4

石錐 黒曜石 Nql20.91焼土 2.53x2‘O5xO’26LF-107 1り
上白

ぅ払能
十 イ ーフ
『 | ノ

焼土 男曜石 (9.76） NC~1624.82x2,70x0.92）LF-lO7 162 1

焼土 黒曜石 1 .28
1,が

r･401.42x2.43x0,35
n戸

40 2bLF,l胴
7打 ｲハー

焼土 石斧 馳鵬 ﾄ.1LF-lO7 111
15.Ⅱx4.05x2.28

｡1ハバ

ム10．4

､-6弱V中 石斧 馳瀧1、-36 45

石斧 NqlO9雛鵬焼ゴ11 145 LF､107 109 1

石斧片 k-l55純鵬V中r,_qq
当UJ 1｝

戸巷片 299.8
fPn

r－､く
lUU馳齢 15‘30x5, lOx2141v中E-38

ー、

0J 1

石斧片
山
石

両
聡
他

氏
仇
〕

旦
那 ﾁｰ486V中

~7 ~IE-39 37 1

淵榊石斧片 馳瀦 ﾄｰ7027V中 1E-39 ' 1 1

鞠､二利．
tt生息1605 NQ63焼土 安山岩すり石 10.33x17.jix6別1妬

一
妬
一
蛆
一
輪
一
妬

旭
一
過
一
’
’
５
’
６

LF-lO7 63

ﾄｰl］怖-'一
〃 すり石 安山岩 9.50x15.76x↓~95 11032LP,1W､2 11

石錐 黒曜石 (0.52） NQlⅣ-22 la(21 MIX1 .5lx0．13IQpりqn
LJL~白JU

ブガk,ト
ノノ1一1

石鍍 黒曜石 (0‘55） NO32(1 ,88x1 ．59)x0.29a{21Ⅳ-24 蝋りWl1'土j2伽餅t

愉
Ｌ
７

ｉＡ
ィ

‐
工
公

両

ノ

ー

下
Nq3黒曜石 8.0872x3.38xO~58lc31櫛#杜 掘り獅t
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キウス4遺跡(4)

表Ⅵ－15遺物集中出土掲載石器一覧 表Ⅵ－17包含層出土掲載石器一覧

図
版
悉
吟
一
別
一
帥

番
号
一
一
ｌ
｜
，

遺構
番号
出土区

遺
物
番
号

図
番
号

番図
版
番

旱聖 ･号一F。

遺構
番号
出土区

適
物
番
号

細
分
類

図
番
号

細
分
煩

取上

番号

取上

番号
備考重さ(9)重さ(9) 備考

寺一↓- J.

'ﾛｲﾝｩ 良さx幅x厚さⅧ層位 器種 石材 長さX幅X厚さtⅡ1 層位 器種

石核 黒曜石 石鍼 黒曜石 1 ,58x(1.36)x0.22 (0.37）52.57 ﾁｰ10781V､29 F-34 29 VS ‘l8x‘1. 10x3.70 Ⅳ.45 G-38 284 1ノ下

V’1 166 lalll

一レト

恒,咳 異曜石 V中 石鑛 撫石 69xl34xO,閲 0．46 チー26F-34 29 VS ﾁ. 1078 66 E-38
Oか

‘0 lam

剥片 黒曜石 V中
~甲 ~I 石雛 里曜石 2‘0lx1.78xO‘41 1.07 チ､472F-34

二
．
０

２

ﾄｰ1560 66 りり
＆』 lall）VQ F_‘1q

しVv

6‘50x1,60x4.60 74.18

黒曜石 轆石 0．91 卜892剥片 V中 石鰄 2 Ⅱx1 .62x0.52F-34 17qAC，” VS ﾁ 960 、-37 2541 166 lalll

黒曜石 石鍍 黒曜石 0．55剥片 I中 卜.417195 ﾁ.982 5 166 F,39 2, l9xl ~24x0.28F-34
17n

V｡ 19 la(11

剛加工
石 器 石雛 黒曜石黒曜石 | , l8xJ,50xl 38

、1ハヴ

ム1．℃{ ﾁ.1040 《中 2.3lx1 .62XO~35 0~82 卜.4229

鴉
253 6 166F-34 VQ

VL~』 E-50 lallI

両面加工
石 器

黒曜石 ’中
T~I 石雛 黒職『 2.59X1 .85x0,45 l ~50 ﾄ ﾂﾜ77

p判－1■253 ﾁｰ1040 7 166Fゞ34
1丁n

V両 、 1allIh

剥片 黒曜5 ﾁｰ980 石雛 黒曜石 2.58x1 .40x0.23 0~86 ﾄ.4031F 34 193
戸、ワ

し-J』
ル7
．1

rR I下
7~I laIll坐§

9166剥片 5, 10x3,38x2.2（ 59.82黒曜石 石雛り17
と上I 黒曜石 2.69x1 .40X0.21 0.87 チ.1374VS ﾁｰlⅡ4 F-37 I下F-34 11，

11J la{11

剥片 黒曜石 石雛 ﾄｰ176251 VS ﾁｰ1038 lO 66 黒曜石 (2.34)xl08xO~ 18 (0.35）F-34 B57 ハ lall｝Z

剥|片 黒曜石F-34 ‘ﾌQ7
とJ1 VS ﾁｰ1085 石雛 里曜石 ) . 1lx1 .56x0,28 0，95 ﾄ.440D-34 40 V下Y~I la(11' ’ 66
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剥片 鳴曜石F-34
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陥
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一
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鮎
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鮎
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｜
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一
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戸→ L,名.

ロイ訓 長さx幅x厚さtm 重さ(9) V中 石鍼 黒曜石備考 D-42 ！ 13121 2.43Xl52XO,31 卜.3885L34

E-38 V中 石鍍 異曜石
り11
ム上1 1a(2) 2.Ⅱ)xl ~73x0.39 (1 ,56） 卜.2679

Ⅳ-25 DEE
Lj~JJ Ⅵ 掻器10 頁岩 1 .42X1 .的X170 3.83 卜.4391

V中 石雛 轆墹E-38 195 lal2） 2.lOxlj4xO‘28 0．53
lnP伊呵

卜･jC0j

掻器 黒曜石官民貝
し=JJ '8 Ⅵ 3. l5x2jlxO‘64 1 .6］ ﾄ.3199

~
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nn
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LJ一・1J 1 (0.99）lal2 2 7lx(148)xO~31 ﾄｰ1883

掻器 頁岩B-55 Ⅵ 6‘O5x2,88x0.73q 10.57 チー782
E-38 208 V中､ ~I 石鰄 異曜石 2.脚X(1 ,61)x0,30 (0.85）

In択可P

r-L0IUIaI2

誰鮴 頁岩､-57 }1 2,82X1 .79x0.30 1 .38 ﾄｰ4456
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、
／
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屏
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ｊ
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石鑛 頁岩
夛
ｈ
ｕ

ｎ
く
Ｊ

Ｇ

７ 17，

V両 al2l a55xl53xO,38 卜.50771 .38

石鍼V中 頁岩D-38 91 研13.Mx2j5)xO劇18121 (3,97） 卜3819

石鍬D-38 94 V申，~I 黒曜石lb 3.蝿xll9xO,29 0.99 卜.3822

C-51 8 V~LV± 黒曜石石雛 lb (2‘58)X1 ,02xO‘ 17 (0,48） ﾄ 4212

V中F-5］ 黒曜石10 石諜 1 (3.89lx1 ,12xM9 (2.45） ﾄ.2094
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1 .55x1 ,19x0.31 1 ． 13風
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F-34 f雛 黒曜石180 VS チ.977

の
口
、

魚
成

胞
謂

戸

０
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ｂ
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０
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Ｒ
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４

４
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E 38 137 V中 石鑛 黒曜石 2mX(1 .75)x0.J7 (1.68） ﾄｰ2714

13類の
未成耐V中 石鍼D-36 10 黒曜石 2, 1lx1 .9lx0.31 1 ，01 卜.621

la調の

未ﾙｾ品中 而鑛D 38 139 黒曜石 2.10x2. l3xO30 ﾄｰ46741 .26

1 1用の

未成品V中 石雛D-39 黒曜石 202x1 ,68xO24 0．67
Ｆ
、
Ｕ

Ｐ
「
Ｕ

庁
Ｊ
１ｲ』

la類'）
ポ成品根 石鰄286 黒曜石E-38 l98xl ‘35xO〃 ﾄｰ51140.67
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Ⅵ成果と問題点
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9968
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11268
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12(68
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12468
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12868

12968
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13468
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番
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一.L』-

恒物 重さ(g器種 長さx幅x厚さtⅡ 備考 層位 重さ(9) 備考器種 石材 長さx幅x厚さ伽

手
乢
は
Ⅲ

頚

城

熱惟
/ 可
1 /

石雛’ 黒曜石G-38
寓

2.78)x2Mx（ (1 ．72 中 噸酷)0166 20 卜.5114 ldE-38 150 5.i5X4｣0X1 .20 26.80
InF1n

r･ﾑ016

熱iI
イ石槍 黒曜石31 167 B,59 V中 5.80lx182x0.92 (6‘68）1 ﾄｰ1618 中

山
一
狸

一
日
（

驍
臼
只

此
比E-41 1． 4.2ｲx2.{lxO,51 3,19

〔
恥
／
四

ｎ
ノ
ム

ハ
４
●
Ｕ

Ｉ
ｍ
ｒ

ト 16

ぅ郷

ナ イ石棺52167 F､38 V下 ウヘ
ムq 黒曜石 黒曜石100 V中6.60)X3.38Xl C-38 69 1． lOx2’ 14x0.M 2.40 1746Z9.46） ;111{ 1

または

ナイフ

A能
イ ーブ石槍 頁岩53167

祠、沢

L－jb
79
1白 27~21 黒曜石V中 列

ｕ

ｎ
／
】 3,37X320Xl25 7中チ18 F-37 1A

』u 6‘ lOx3別X0.71 17,7061 416

ドリルⅣ-46 54167 C-36 25 lノ下
v~I 黒曜石 3.2lx2.3lx040

、
，
〆
】

Ｆ
「
Ｕ

ｌ卜

里曜石1 r中1 .76 C-38 22xl ‘39X1 ,01 Aりり
武．ムム 卜.3661”リ

ム＆ 暇

kⅡ
Iノ 黒曜石G-38 V下

v~I 20x1.開X1 .O
に71
J，11 上 黒曜石)5167 1 卜1464

ｒ
ｎ
Ｕ

ｎ
Ｊ
】

Ｉ
ｈ
ｌ60 D-31 ).17x2.44x1 . 1‘！ 6.9861 '2

削
り

刃Ⅲ
ふ

ドⅢ
Iノ56167 E-58 2 、 山

石
舌
貝

膀
貝

羊
垂 1.36x3.30Xl」 14.58 卜.10 黒曜石 2.031 中 ﾄ.1冊、-31 431 la 10x1 .29x0.36

V中 ドリ
Ⅱ'57167

戸~4~l

Lr－44 黒曜墹 i,O4X2~ 10XI~I 75
Innn

r-JJ4 黒曜石1 F-34 175 VS la 4, l4x3‘55x0.87 千.9626.60ﾍ

ﾄﾘﾙ58167 D-37 V中 黒曜石 黒曜石2.60)x3〃xl01 (5.76 ﾄｰ師 中
PnFP

卜・6011 D-37 218 3.87x”3刈56
nワハ

凶．10j68 1n
Ld外ｲハー
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白型 laIﾚｲﾊーZU Ｉ

ﾄﾘﾙ
霄山
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ム。

9

1 .9OXO~7OXO~4 0.9］
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1，戸

l乙U
1ガdnF

r-捌釦 Ⅳ-48 F-38 71
J八 ↓帥x2.79xlj5 ４３－

５

１1n
人。下 イハー

黒曜石 黒曜石 ﾄｰ3845ドリル 《中 〕､5462167 Fq7
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ワ1
と上 3.57x1 ,22x0,88 チー140 D38 117 1 .02x2.13x0.516 1n

lq
Vm
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1弓芦
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レーJ詮

』A

44 JS

Al|当
イ ブ

頁岩 卜.21船1． (3.44x2.M)x1 . 16 '1120）F-41 108 ｸﾚｲＦ
ｋ
し
、
１
Ｊ

６

９

．
Ｆ
ｎ
ｕ

ｎ
岬
Ｊ
・

７１

卜.3216黒曜石
川
可
〉
‐
１
１
１
甲
ｊ
ｌ
ｎ
ｕ
Ｊ

０

【

Ｊ

ｌ

Ｏ

ハ

リ

Ｘ

Ｘ

耐

Ⅱ

３

３

Ｘ

Ｘ

［
Ⅱ
Ｊ
１
印
ｊ
Ｉ

８

２

０

１

中75167 B53 1 1n
lq

~ ~

破損俊
再加工

つ訊惟
十イ ラ

リ ‘

吉川

貝石 (4.35)x3.Mx1 .Ⅱ '24‘95） ﾄ.lM4V中22 ｽｸﾚｲ
ハルo

Lr－4J上 里曜石
InnlP

r-J413B-53 la10 e

つまA惟
十 イ ブ

Ｐ
「
Ｊ

庁
Ｊ
Ｉ

ｎ
く
ｊ

千

V中 30~835.27x5.8lx1 .30F-39 11 2a頁岩 6l5x2､08x1. 10 2,82 卜.1880中76167
戸の

リム la し"1F-41

!ま及能 ﾄｰ1201黒曜石 1 ,MX6.22X1. 1 ?ワQ7
とムロリ0、-37 ３

９
とルイ里曜石 1 .23x1 .72x0.80 イ､4，4 ﾄｰ145877167 G-38 54 V1

1向
上口

3JI
下

部
部

端
測

上
に

払帷 5607黒曜石 !x3.48x1.43 9．74ａ
９
台F-37 197 V~F

V~！
ｸL'イ黒曜石 66X2~63x0,74 9.4］ 千-10”78167 ワバ具

白三J IS [aF-34

熱惟
ノ ー7
．1 ノ

5214
、l

ム、 黒曜石 2,Mx4~72x0.71 9．26Ⅳ-49 F-36 11 ，ﾄ.592累曜石V中79167
戸のか

し-J0Ⅳ-47 ２ Ib
~~

8.0268lx3~30xO~60
熱i棺
~J 奇

イ ノ
黒曜石 6.29 ﾄｰ131上 2.30x4.10x1 . 102bC-35卜593黒曜石,r中

甲 ~I lb
ハ51”

し-do 〕

桧
Ｌ
７

ｊ
ｉ

ｊ
Ｊ

斗
十
士

う

十
黒曜石

Ｆ
ｎ
Ｕ

（
Ⅱ
Ｕ

門
‐
ｊ
ｆ

＃
４
▲

●
Ｉ

卜
‐2.56X4,25x1.18 10.232b,『下

Y~I卜.671 、-37 698黒曜渦 6‘Ⅱx2,50x0.68 8.84
11

LO30167 D-36 60
~

I刀

上
寅
』
可
ノ

叫
州
Ⅷ

汎
坪
Ｊ
４
ｌ

まハ

ゲ

‘

す
黒暇i (2.201 ﾁｰ11232b l~Mx(2.26lx0.46F-34 fS

7 ㎡ｲﾊｰＦ
ヘ
Ｊ

岸
「
Ｊ

ｎ
電
』

１
ト
ー

136黒曜石V中81167 E-42
戸作

り0 b
18.29『､60X2.57xl ~20上

菩
」
ヴ
ノ

“
Ａ
Ｊ
Ｉ

＋
亨
李

う

、

ナ

卜1797中 2.05X(3,Ⅱ)xO~38
nl

型0
リノム

メ／ I／ 2.08｝F-41 15 ルイハー黒曜石
『

中90 lbF-41

州
イ

ｑ
毒
争

う

十
ﾁ15帥黒瞬 2.54x3. l8xO~92 5~052b，438 ルイ黒曜石 ﾄｰ149 F-3614.21中

~I lb 70x2. ‘lOXO､8082167 E-36 4

心
室
』

郷
Ⅱ

「
ふ

ふ
寺
歩

黒曜石 1 . 10x2.69x0.71 卜53432b 1 ．66
戸、局

r－ji 148 V下~v~I即聯 5.82
InFnr

r･40J0
ﾚイ中 1b 4.67x2.30x0.75E-3883167 168 ＋

八け
黒曜石 2‘50x2.85x0.1 1．87 癖

n戸

jb 35（ ， ルイ １1040
1ﾑ.望ﾑ 測嘱曜石 650x2.冊x0.678467 D-36 I下 lbh（ ~

T

辨石 8x3.34x1 , 16
1， 1戸

10．1c ﾄ.5217I、7024 F,36 )1罵曜石 6‘48x2,5OXO‘95 15.66J中E-39 1ハー108 118bl6.I

つ弘能
十 イ ブ

黒曜石 5~20 チ.10212.98x2.57X0. 1１ハハバ

ム,j4卜.24 1黒曜石I ],冊X3.08x1. 11lb 9~4086167 D-37 44 b
~

ｉ八
ィ

よ
ヰ
ホ

ヘ
ノ
ニ

卜.3779男曜石 ).32x2,81X1 ．05 9．01句可

Oイ ，
ｎ
ｕ
Ｊ

声
、
Ｕ

‘
川
川
別

１
，
１ F-36黒職 3.10lc871 （ D-3 ワ1

白上 bDXZ,ZIXU’38

ムイこ『Ｊ皿打皿

机
が
〃
〃
ｒ

＋
争
李

ハ
ノ
半
Ｉ

黒職1 ﾄｰ別94]§X4.23X1 .79 29.06F-36 ID482
山
一
桐

一
白
滅

時
ロ
兄

‐
畔
症

11 4n

ll‘4U ﾄｰ353V中 60x3~0lx0.607下4句

L－乱凸 l〔86 』
士牡

虹
瀧

献
礁

胸
痛

つ認惟
~I P 討

丁 1 ノ
黒曜石 チー16冊IMX280Xl ~Ⅱ 61F-37 182ﾄｰ353 l〕中 1.70x2.30x0.60 36789167 E-42 15 lc

~

1
貝石

‐
上
川
ｊ

ｑ

Ｉ

が

’
亡
争 黒厩 1.64） ﾄ.430512. lO1xl ~70x0,59679 V下D-37卜.1330 I里曜石 5.51X1.98x0.61中 ld 4.5590167 、-37 501 上

両面加
工石器

認喉 黒曜石 23.90｢､ l7x,1 .88xlO8 KD-35 20 下卜.4832里曜石 4.55x2.22x0.j8
~~

ld 6. ()リ91 167 G,40 ド イ

両面測
工石：

鉢帳
イ 7

轆石 ﾄ.15589q
し』F34

1，句Ff

r－jIOO里曜石 l~Oix2｣0x8.00 } ､41 旨
ld92167 り/1

日玉 ‘，F-36
'34,25165x7O7xl21

間間加
工石器

Ａ
“
ィ

黒曜石 ﾁｰ10247 VSF-34ウに
之．』 2560I中

f1

10 黒曜石 1 ,63Xl50xO,593167 F38 18

入什古 川ワ
11 ﾄｰ1502鯲碓 黒曜石V中 Ⅱ入2,25x0.79[514369 E36山

石
育
只

》nFｵ

1An判1． 1.07x2~87x0.8 6~494167
帝~fT

L－41 ｛ 1 V中

26J



キウス4遺跡(4)

番l刈
版

口曾~ｿテ

遺構
番号
出土区

遺
物
番
号

図
番
号

細
分
類

取上

番号
層位 石材 長さx幅x厚さ(cHj 重さ(9) 備考器種

八

Ｗ

〕

ハ

い

り

ｎ

ｕ

Ｊ

ｎ

Ⅱ

Ｕ

ハ

Ⅱ

Ｕ

ｎ

Ⅱ

〕

ｎ

Ⅱ

〉

、

Ⅱ

〕

ｎ

Ⅱ

〕

ハ

ｎ

Ｖ

ハ

Ⅲ

リ

八

叩

〕

ｎ

Ⅱ

Ｕ

八

Ⅱ

ｖ

、

Ⅱ

》

、

Ⅱ

）

、

Ⅱ

）

〈

Ⅱ

Ｕ

ｎ

Ⅱ

）

、

Ⅱ

〉

ｎ

ｕ

Ｊ

ハ

リ

〕

（

ｕ

〕

ｎ

ｕ

Ｊ

ｎ

ｕ

Ｊ

ｑ

ｌ

ｊ

ｑ

Ｉ

ｌ

１

１

人

Ｕ

Ｉ

Ｌ

ｄ

ｌ

Ｌ

ｄ

ｌ

Ｌ

勺

’

八

４

１

１

（

脂

Ｕ

（

ｈ

Ｕ

押

院

Ｕ

【

ノ

ー

序

Ｊ

１

［

Ｊ

１

句

Ｊ

１

〔

Ｊ

１

ワ

ー

ワ

ー

庁

Ｊ

１

痔

Ｊ

１

時

ノ

ー

庁

Ｊ

１

庁

Ｊ

１

房

ノ

ー

［

‐

Ｊ

１

グ

ー

房

ｊ

Ｉ

ワ

ー

戸

隅

Ｕ

八

隅

Ｕ

〈

●

ｈ

Ｕ

ハ

ｈ

〕

（

ｈ

Ｕ

〔

Ｊ

１

局

Ｊ

１

７

－

ワ

ー

庁

ｊ

‐

【

ノ

ー

〔

‐

Ｊ

１

【

ｆ

ｊ

川

弔

凸

戸

烏

Ｕ

椋

ｈ

Ｕ

ワ

ー

戸

×

』

（

し

』

戸

’

し

４

１

１

絹

〃

凸

ｎ

ぐ

む

“

４

ｑ

凸

時

』

』

ｒ

ｒ

』

戸

‐

Ｊ

１

〔

×

し

ハ

レ

〕

、

’

し

屯

１

１

御

ハ

判

ｌ

‐

ｌ

州

制

囚

月

旦

４

民

』

〔

伶

し

同

Ｊ

１

ｒ

〆

』

内

し

》

ｎ

Ⅲ

Ｕ

ｄ

ｌ

Ｌ

便

ノ

と

ｎ

４

』

ｊ

川

司

Ｆ

門

し

が

ｈ

〕

Ｎ

４

今

４

４

△

１

４

今

ｊ

牡

４

４

▲

月

４

△

戸

Ｒ

ｕ

戸

Ｒ

ｕ

戸

同

』

Ｆ

Ｈ

Ｊ

戸

．

「

』

Ｆ

『

』

戸

坑

Ｊ

戸

『

』

戸

『

唖

Ｆ

‐

ヘ

リ

行

、

〉

〈

ｈ

Ｕ

〈

偽

Ｕ

穴

胎

Ｕ

戸

ｈ

ｖ

（

ｈ

〕

（

隅

Ｕ

八

●

ｈ

Ｕ

府

、

〉

〈

‐

ｎ

〉

月

Ｊ

１

房

Ｊ

１

局

ノ

ー

痔

ノ

ー

局

ｆ

Ｉ

【

Ｊ

１

７

●

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

０

２

５

５

~
Ｖ

Ｖ

Ⅳ-50

Ⅳ-52

宗44．

'h似 勇曜石 3.Mxj‘33x2‘28 qR9R
JU･由』 ﾄ.5602B-41 24 V下

石核 里曜石 1，利x1.Wx3 56 34,62 卜.5529G,40 79 V下

石核 皇曜石V中C-38 67 閲X3.20X2.85 13.99 ﾄ.3744

石斧 蛇紋岩28 1 |棚)x3｣OXO,70 i16.05 ﾄｰ428、-34 V下
， ~I

卿騨
激し I馳儲V上面C-59 7 mX3｣8X1 , 15 ､-118石斧 19.261h

石斧
山
石

堀
咋
此

方
位
〕

画
誌
郡 9.2ixl,98x1.85 07.6 ﾄｰ24421F-42 16 V中

石斧
１
．

１く１ 10.871x5,62x3,Ⅱ 284.01
ｎ
‘
Ｊ
】

毎
、
Ｊ

角
Ｊ
ｄ
Ｉ

４
４
△

Ｉ
Ｒ
ＩV中 1E-40 bO

馳雌石斧
ハr、

し－0乙 V上
７
】 9,92x1,j9xl ~28 52~80 卜.1q帥

｜U唖U日18

泥岩V中、-37 石斧 8.Mx4, lOxl ~10 ﾄｰ1038109 ワ 61 ~48

馳賎V中23 10M)xi~ l8X2~02 '155.531 ﾄｰ2313 再加工F-40
フ

口芹

V中
ワ ~I138 石斧 馳濫 l2Mx5’43x3.40 ﾄ.2715E38 2 343.Ⅱ

V中 雛1朧3 M751xl ,鮒xM9 '18~ 16） 卜.3266E-41 22 石斧

祖雑ホ
グI f l1

F、弓

L-Jイ 馳騰 7~95X3~70xl ~3380 下 石斧 40,08 卜.3585b

上たき石に

侭 Ⅲ馳鵬V中 IllM1x‘1,冊x!‘Ⅱ15 石斧 '143.041 ﾄ.2537、41 1

に
用

石きたと
極

V中
7 ~I 石斧 |惜 14, lOx6~鮒x2‘24 ﾄ.2584F 38 12 243.00h

V中
、 ~ID-37

4 4八

控0 泥岩 6‘70x3‘ ljxO‘帥 21.帥 ﾄｰ1075bロ芹

り
み

当
口粗

的蛇紋岩V中F 42 石斧 8.25x4.2ilX2‘33 105.09鯛 ﾄ.2458b

純搦
Fハハ

r－00
q7バ
リﾛZ VD 3.81x3,40x0.78 ト.周り7月

IU“iU石斧 9.80］

V巾
v~1 蛇紋岩F-44 40 石斧 3,95)x1 .5lx0.88 '8.201 卜3320Q

舵濫290 VS 石斧 q (6~95)X4~鮒Xl ‘21 (50.821F-34 ﾁｰ1077

献託 砂岩E-58 V卜面 12~70x剛Xj‘55３ 1 '555.00） ﾄｰ126

安IU岩，ワ
白色 雌諦E-40 V中 1 (5‘33)x5,$|x3.08 (153川 ﾄｰ3M2

V中 献詔 砂岩F 38 3 1，ⅢXj妬XI RN 160.00 ﾄ.2578jb

tた妬 安山岩
Ｆ
『
Ｊ

、
詮
Ｊ

Ｅ

28 VQ
VU 3 (lM5)x5~93x州 |583.001 ﾄ.1294

たた部 砂岩E-39 20 VD 112.別)x6,74x2. 13 '378~00） ﾄｰ1973）

｜
柵
》
｜
岬
穂
一
榊
唖

端部に

たた瓠

叩、面に

1･ﾄ)猫

端部に
たたき侭

F 36 すり石心Iq
或武』 砂岩VD 7~j9xM~29x5-％ 820.00 ﾁ 1595

安山岩F-35 76 すり石VD 1 6Mxl3｣Ox4‘洲 535.50 卜5514

V中 すり石 剛｣岩F-38
の心

当0 9.70x11，NX6.27 i035.Ⅱ
八
Ⅱ
Ｕ

【
ｒ
ｒ
ｌ

Ｆ
司
り

ｎ
Ｊ
》

Ｉ
ｍ
Ｉ

すり石 砂岩F 36 296 VD 6,恥(13川x3M {438.001 ﾁM87

坊蕊届,：
蝿§･Tr 由

すり石r， 。]7
kJ-JJ

＃n

岨4 VD 安l1l岩1 253.00 チー142J､O1XH,ぃXU､4

土
ご
ユ
ロ

丸
胎
娃
唄
凪

聯

端

⑰
Ｊ
・
十
町
】

安|h岩G,36 VD り1mか

lムリ 6,27x8,3lx3.2 235~00 チー1404すり右

安山岩
Fn4

L－Ja VD[0 すり石 『,27x7,Ⅱ刈‘I ﾄｰ1310133.00

V中
~甲 ~I 砂岩D-39 l］ 砥石 卜.687

3‘Mx加xM6 15,00

|］､-39 12 砂岩砥石 ﾄｰ687

"1”

緊
V中 安山岩Ⅳ 53 F 36 421 石Ⅲ 29.85X39.35X14.51 21001

Fnnr

,-”jO

D-35 安山岩17 V下 石Ⅱ 6,7lx18 50x5.25 2940 ﾄｰ485

404 安l1l岩F-36 VD 石Ⅱ 5309

V中 安山岩G 44 1 石Ⅲ (28. ljxl繩x11,N}
可
Ｊ
１

行
‐
Ｊ
１

叶
い
判
今

、
ノ
】

１
ｈ
ｊ'44NI

262



W成果と問題点

表Ⅵ－18掲載木製品一覧

調査ビ ．“鱸|過
出土年月日 遺構名木取り破
B-052

覆土l

河道1 板目 1

1998.05.30

A-052
覆土l

河道1 横木 3
1998.06.03

,-053

覆土’ 有| '

河道1 丸木 3
1998.06.08

B-052
覆土l

河道1 板柾 5

1998.05.30

,-053
覆土l

河道1 柾目 1

1998.05.30

,-054
覆土l

河道l i板柾 5

1998.06.08

,-053
覆土l

河道1 板目 4

''W@ ゞ｣:~ [
河道l 板目

1998.06.06

F-054
覆土l

河道1 板目 1

1998.06.03

E-054
覆土2

河道1 板目 1

1998.06. 1 1

F-055
覆土1 有 l

河道1 板目 ’

1998.06.12

,-054
覆土l

河道1 板目 I
1998.06.08

E-054
覆土2

河道1 板目 1
1998.06. l l

D－053
覆 上l

河道1 板目 1

1998.06.08

E-054
覆土2

河道1 板目 ’
1998.06.l l

F－037
m層

F-37 板目 9

1998.05.15

個調査区 層位

B-052
覆土1

板目可道］

A-052
覆土1

､一9辛勺

i則1旦1 横木

D-053
覆土1

丸木河道］

B-052
覆土1

板柾河道1
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覆土］

１
画

ＪＴも

ｒｌＪ

１Ｊ』。

柾目
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覆土1

１
首

Ｊもし

ｒｌＪ
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●一･ 吟可
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覆土1

１
菌

Ｊ１０

河
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覆土1
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E-054
覆土2

hG fp子q

7p｣迫’ 板目

F-055
覆土1

１
首分７句

ｒｌＪ
１

板目
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覆土1 ’

板目河道1

E-054
覆土2

板目河道1

D-053
覆 上1

･一田 いも

71ﾘ垣」 板目

E-054
覆土2

板目河道1

F-037
Ⅲ層

板目F-37

報告書

~表番号・

図版番号
壹茸同所蕃言

| '爵 {”|厚ゞ I"i l
樹種

1 ‘“ ’' 1 ,7｡ 】’

幅（c､） 厚さ （c､）

樹種

1 ．60

【 】

0．70

【 】

地区名

遺物番号

G－No．
－
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13．60

【 】

6．3

【 職員 】
ほぼ完形。 きれいな状態で加工

痕が残っている。I〔、3－

径(c､） 【 】Ⅲ

可￥

ハイー' 1 － 1

' 1澱!|【膿!’
'径(c､） 【 】，

ブナ属

'1 ､“ 1'1 1”!’
|径(c､） 【 】，

ヤナギ属

' ! ‘!｡ !| 1 ,~” 】｜
|径(c､） 【 】，

コナラ属

' 1 ，~” 1' 1 ,~“ !｜
|径(c､） 【 】，
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' 1 ‘~ '' 1' 1 12, 】｜
|径(c､） 【 】，

サクラ属

|【 '6~",' 1 1~2, 】｜
|径(c､） 【 】，

スギ

| ， 】| ， ！’
| ff(cm) 【 】，
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| ! ."!|! ~'｡ !|
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'1 ｽ'' 1' 1 ,“ !｜
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' 1鰯!| 1 1｣｡ !｜
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' 1 ，“!| ! ﾕ” 】｜
| 1¥ (cm) 【 】｜

トウヒ属

' 1鰯!' ! ‘” !’
|径(C､） 【 】 ｜

オニグルミ

' ! ‘~ !｡ 】' 1 1“ !｜
|径(c､） 【 】｜
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'1 ．” 】| , !”!’
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| , ｱ”1' 1 ス” ! ’
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【 】

2．70

【 】

ヤナギ属

4， 10

【 】
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5.“
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2.(即
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L 』
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7．70

【 】

A2 地区 漆容器片 1．70
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8．3

【 破損 】
破片底部R3.5cm・内側赤漆、外

側黒漆。49
Ⅲ 7 － 2

1 1 2

A2 地区 31 . 10

【 】
鉤状製品 143．4

【 】
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部炭化。154‐
Ⅱ 7

今

一 。

' 1 － 3

A2 地区 125.“

【 】
角杭状製品 1649.7
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Ⅲ - 7 - 4

12 ‐ 4

155.収）

【 】
A2 地区 2293.5

【 】
角材加工製品（土掘

り用？）

全体に腐食していて先端のへラ

状の加工があまりはっきりしな

い｡

'㈹9－
Ⅲ - 7 - 5

12 － 5

1 19．40

【 閥負 】

320.5

【 砺員 】
A2 地区 他に別個体2点あり。細棹状製品片

142
Ⅲ 6

- 12 - 6

34.80

【 】

5(脚.7

【 】
NC, 107の2点と接合｡表面にﾀｶ

の跡あり。内側に加工痕あり。

A2 地区 樽側板

1“-
Ⅲ ‐ 8 ‐ 7

1今

13 7

No. l“と接合。計測値、点数は

NC｣“に記載。

A2 地区 樽側板
【 】 【 】

107
Ⅲ - 8 - 7

‐ 13

15．60

【 破損 】

50．7

【 破損 】
全体的に腐食がひと．〈中がスカ

スカ状態。上部にタガの跡あ

り｡

A2 地区 樽側板片

23
Ⅲ - 8 - 8

13 - 8

4“､2

【 破損 】
木の根によるヒビ割れ、圧痕あ

り。加工した穴が2箇所ある。

41 .30

【 破損 】
A2 地区 有孔板材片

219
Ⅲ - 9 ‐ 9

14 - 9

全体に酸化して黒ずんでおり

上部炭化。
１

継
癖

Ｉ

13．50

【 破損 】
A2 地区 樽側板州

235－
Ⅲ - 9 ‐ 10

14 － 10

全体に腐食している。完形。17．60

【 】

120．9

【 】
A2 地区 板材片

1判一
m - 9 - 1 1

‐ 14 ‐ 1 1

96．8

【 破損 】

20.90

【噛員 】
全体に腐食こA2 地区 板材汁

217
Ⅲ - 9 ‐ 12

14 － 12

1 16．6

【瞬尚 】

12．90

【 破損 】
上下、腐食している。A2 地区 板材片

152－
Ⅲ - 9 ‐ 13

14 - 13

裏面に赤いしみ。木の根による

穴がある。

フ1 1 1

~~ ~ ~ ~【 破損 】

31 ．20

【瞬間 】
A2 地区 板材片

214‐
Ⅲ ‐ 10 ‐ 14

15 － 14

55． 10

【 破損 】

457. ］

【 破損 】
上下破損。9点接合cA2 地区 割板片

3

径(c､） 【 】 ’Ⅲ ‐ 10 － 15

トネリコ属
15 － 15
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キウス4遺跡(4)

|噸("! '厚． !"! ’
樹種

' 1 ，“】' 1 1(" 】 ’

厚さ （c、柵（c、

樹穐

5．Ⅸ）

【 】

2.帥

【 】

調査区 嘱位 胤鯉
出t年肌I 遺構名木取り破
E-035

m層 有 I

柾目 2
1998.06.12

E-054
覆土2

河道1 板目 2
1998.06.11

,-054
覆土l

河道1 1/8割 1
1998.05.30

A-052
覆土l

河道1 1/8割 1
1998.06.08

,-045
Ⅲ層 有 l

D45 1/8割 1
1998．05. l4

E-054
覆上l

河直! ",1998.06.06

C-O53
覆土l

河道， I/6割 1
1998.06.05

,-053
覆土1

河道1 板ｵlピ 6
1998.06.08

B-052
覆ニヒ1 有

河道1 丸木 1
1998.06. lO

C-053
覆土I 有

iI1I道， 丸木l l
1998.06.10

屑位調奄I×

破

E-035
Ⅲ層

柾目

E-()54
績士2

河道1 板目 2

D-()54
覆土1

l/8割河道1 I

A-()52
涜土1

河道1 I/8割

D一045
Ⅲ届

l/8割D43

E-054
覆上1

綱材

河道1

C-O53
溌土1

河道1 I/6割

D-053
覆土1

河道1 板ｵl［

B-()52
覆ニヒ1

河道］ 』し木

C-053
覆土’

｡ 〆hV■

i【リ垣I 丸木

地区名

遺物番号

G－No・

A2 地区

報告書

表番サ

Ⅸ|版番号
ｿ謨寛IxI版番号

重量(9)長さ （c､）
貴物名*

備考

187．8

1 】
2点接合。側面炭化35.60

【 】
割板材

|径(c､） 【 】 ’111 － 10 ‐ 16

コナラ属
－ 15 ‐ 16 G－No． ’

,鰯】' 1 ,” !｜
|径(C､） 【 】｜

オニグルミ

' 1 ，~，， !' ! ､8， !’
|径(C､） 【 】 ｜

コナラ属

' 1 ‘“!'! 』3, 1｜
|径(c､） 【 】，

コナラ属

| 【 ‘”!| ｛ 』” !｜
|径(c､） 【 】｜

コナラ属

| | ，“1' 1 ‘”! ’
|径(c､） 【 】，

ハンノキ属

' 1 ．” ! ' ! ‘“ !’
| ff (cm) 【 】，

トネリコ属

| , .，｡ , ' 1 ,~2. !’
|径(c､） 【 】 ，

トネリコ偶

'1 ，“】| , 18｡ ! ’
'径(c､） 【 】，

ハンノキ属

| , ，~” !| 1 ,~” 】｜
| #¥ (cm) 【 】，

' ! ‘“! ' ! ‘” 】｜
| ff (cm) 【 】，

ヤナギ属

| 1 1" 1| 1 1"! |
'径(c､） 【 】，

ヤナギ属

' 1 ，“1' 1鰯!｜
'径(c､） 【 】，

ヤナギ属

' ! ｭ“ , ' 1 1” !｜
| ff (cm) 【 】 ，

ヤナギ幅

' 1 ，” 】' 1鰯! ’
l if (cm) 【 】 ，

ヤナギ属

' 1 1” ,' 1 1“!’

0．90

【 】

2．30

【 職員 】

ナニグルミ

5．90

【 】

4．80

1 】

コナラ属

3．30

【 】

4．80

【 】

コナラ属

4.帥

【 】

4．70

【 】

コナラ属

4．70

【 】

7.(刃

【 】

ハンノキ属

6．50

【 1

5．Ⅸ）

【 I

トネリコ属

4．90

【 】

5．20

【 】

トネリコ偶

3.“

【 】

2．80

【 】

､ンノキ属

4．30

【 】

3．20

【 】

4．80

【 】

4．50

【 】

Yナーギ属

2．50

【 】

2．70

【 】

ヤナギ属

3.帥

【 】

2．20

【 破損 】

ヤナギ属

2．40

【 】

2. '0

1 】

ャ＋柔順
~■ ~′ ~！Tべ

3． 10

【 】

１

抑織

Ｉ

ヤナギ属

2．50

1 】

2．＆）

【 】

間.9

【 破損 】
2点接合1 1 ‘20

【 破投 】
A2 地'又 板材片

218
Ⅲ ‐ 10 － 17

15 － 17

表面上部に紐の圧痕のようなも

のあり。

71 .80

【 】

I l的.4

【 】
A2 地区 割杭状製品

'010‐

Ⅲ ‐ 1 1 － 18

－ 16 ‐ 18

上部に加工痕あり。腐食してい

る。先端部の加工はきれいな状

態で残っている。

63．20

1 】

く弓ラフ

】
A2 地区 割杭状製品

158
IⅡ - 1 1 ． 19

16 － 19

先端部が部分的に炭化してい

る。全体的に酸化して黒ずんて

いる。

631 ．5

【 】
A2 地区 71 ．50

【 】
割杭状製鼎！

2
Ⅲ - 12 －20

16 -20

52.う0

【鵬員 】

887.8

【 破損 1
表面摩耗してはっきりしない力

面取りの加工痕あり。

A2 地lX 割杭状製品

128－
Ⅲ － 12 ‐21

- 17 ‐21

狸地区 67.80

【 】

1 122，8

【 】
割杭状製品 正面上部に紐の圧痕あり｡

87‐
Ⅲ － 13 －”~告

‐ 17 -22

狸地区 角杭状製品 56．60

【 破損 】

774．9

【 砺員 】
先端部中ぬけ状態。

148-
IIl ‐ 13 ‐ 23

17 ‐23

A2 地区 杭状製品 24.80

【 】

126．5

【 】
173-1と同一個体

173
Ⅲ ‐ 14 －24

'8 －24

ﾍ2 地区 杭状製1冊 29.20

【 】

171 ．6

【 】
'73-2と同一個体

173－ ’
Ⅲ － 14 ‐24

'8 -24

A2 地区 杭状製66 E-()54 “､80

【 】

554.5

【 耐『（ 】
先端部の加工は腐食のため不明

瞭である。
覆 t2

215
ⅡI ‐ 14 ‐25

１
首
一

ｂ
７
抄

可
Ｇ
Ｃ
Ｊ
■
１ 丸木

- 18 ‐25
1998.06. 1 1

ｌ

ｌ

ｊ

丸

一

ｌ

ｌ

ｊ

九

可

州

４

丸

可

ｌ

ｊ

丸

可

伽

１

丸

丸

』L

ﾒL

A2 地Ix 杭状丸材州 D-053-01 28.50

【塒fI 】

97．7

【 鯛員 】
先端部以外腐食、摩耗がひとｭい

が全体的に面取り加工あり。
覆二I

Ⅲ - 14 －26

河道I 木 9
18 -26 G－No． I 1998.06. 10

A2 地Iメ 杭状製品片 E-054 10．70

【 破損 】

52．6

【 破損 】
先端部の加工はI潅耗している

覆'二2
220

Ⅲ ‐ 14 ‐27

箇
一ｉｎ

・
・
０
１ 木

'8 -27
1998.06~ 1 1

A2 地[メ 枕状製〃， C-052 17.70

【塒h 】

50． 1

【 晦員 】
2点接合。裏面ヒピ割れ。加工は

先端部のみ。
覆土1

m ‐ 14 28

nJ道I 木
18 ‐28 G－No． I 1998．06．03

A2 地区 抗状製if,片 C-052 38.20

【 】

198．3

【 破損 】
4点接合。加一[は先端のみ。全体

的に腐食している。
覆t］ ’

一

４

一

Ｉ

96
Ⅲ － 14 ‐ 29

’且
０
７
歩

可
。
。
０
Ｊ
■ 木

'8 ‐29
1998.()6~05

A2 地|X 杭状製品ハー C-053 45.20

【耐尚 】

243.0

【 破擴 】
2点接合。枝払い痕4箇所あり

覆士］
l“

if (cm) 【 】Ⅲ ‐ 15 － 30

河道］ 丸木 2
ンノキ属‐ 19 －30

1998.06.08
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VI 成果と問題点

報告書 盤
一
》
帥
一
州

個
一
破
一
１

羽
祠
祠

|幅1噸! |軍ゞ I"i 1
樹種

| ! ""|｢]卯】’

幅（c､） 早さ （c、

樹種

4．20

【 】

3.”

【 】

長さ （c､） 重量(g貨物名材 調査区 層位
表番号

図版番号
写真図版番号

備考

出土年月日 ｜ 遺構名

杭状製品片 B-O52 30.80

【 破損 】

342．2

【 晦員 】
側面部に紐の圧痕あり。覆土1

174-
Ⅲ - 15 －31 | ff (cm) 【 】

丸木iﾛI道I
トネリコ属19 ‐31

1998.06. 10

１

１

ユ

丸

「

郁

斗

丸

可

ｌ

ｊ

九

「

割

ユ

丸

－

１

１

ユ

丸

可

１

４

丸

一

ｌ

削

ユ

丸

可

制

ユ

丸

－

１

１

ユ

九

一

１

１

斗

丸

可

ｌ

ユ

丸

可

ｌ

ユ

柾

可

ｌ

ユ

陥

可

Ｉ

ユ

半

「

１

１

丸

丸

ﾒL

丸

ﾒL

丸

丸

丸

丸

丸

丸

柾

l/6

仁

A2 地区

' ! [3. 1' 1 ‘鼠｡ !’
|径(c､） 【 】｜

ヤナギ属

' 1 ，~8, 1' 1 18‘ 】｜
|径(c､） 【 】｜

ヤナギ属

' ! Ⅲ6｡ 】'! ‘‘' 1｜
|径(c､） 【 】｜

ヤナギ属

|! ~" )| ! '" 1|
|径(cm) 【 】｜

ヤナギ属

' ! '“’' 1 '“!｜
径(c､） 【 】｜

ヤナギ属

' 1 1“ !'! '”!’
径(c､） 【 】｜

ツルウメモドキ属

1 1“ !| , ｭ4， !’
| {f(cm) 【 】｜

トネリコ属

' 1 ‘2， 】' 1繩!｜
|径(〔､） 【 】｜

ヤナギ属

' ! ‘“!| 1鰯!’
|径(c､） 【 】｜

ヤナギ属

' ! ］”!'! ”｡ !｜
| if (cm) 【 】 ｜

ツルウメモドキ属

' 1 ］“! ' !淵!’
|径(c､） 【 】｜

トネリコ属

' 1 .“}| , ｭ“ 】｜
|径(c､） 【 】｜

トネリコ属

' 1 、'｡ 】' 1 13, 1｜
|径(c､） 【 】｜

トネリコ属

' 1 '3， 】' 1 ‘'｡ 】｜
|径(c､） 【 】｜

ハンノキ属

' 1 ，“ !' ! 、” !’

1 ．30

【 】

1 ．50

【 】

ヤナギ属

3．80

【 】

2．80

【 】

ヤナギ属

1 ．60

【 】

1 ．50

【 】

ヤナギ属

1 ．50

【 】

1 ．30

【 】

ヤナギ属

1 .“

【 】

1 .㈹

【 】

ヤナギ属

2.㈹

【 】

1 ．70

【 】

ルウメモドキ属

3．40

【 】

3．40

【 】

トネリコ属

1 ．20

【 】

2． 10

【 破損 】

ヤー十竿I讃
~l~′~IF門

2．80

【 】

2‘30

【 瞬員 】

ヤナギ属

3．70

【 】

3．20

【 】

ソルウメモドキ属

3.帥

【 】

’

抑癖

Ｉ

トネリコ属

4.(殉

【 】

2．40

【 】

トネリコ属

3．30

【 】

4． 10

【 】

トネリコ属

1 ．30

【 】

1 ． 10

【 】

ハンノキ属

5．40

【 】

4．90

【 】

枝切痕 C-053 35.60

【鯛員 】
41 ．9

【 破損 】
5点接合｡枝払い痕6箇所あり。

覆土1 －

’

５

’

１

－

Ｉ

’

１

－

１

’

’

一

Ｉ

’

１

－

４

’

’

一

４

－

’

一

１

’

１

－

’

一

Ｉ

’

３

’

’

一

ｌ

’

ｌ

’

１

’

１

141
Ⅲ - 15 -32

木ｌ亘
０
屯
Ｊ

可ｐｂ
ｊ
ｌ

19 －32
1998.06.08

A2 地区 枝切痕② C-052 15．40

【 破損 】

40． 1

【 破損 】
加工は先端部のみ

覆土1

Ⅲ - 15 -33

河道1 木
‐ 19 －33 G－No、 2 1998.06.03

A2 地区 軸状製品 13.Ⅸ〕

【 鯛fi 】
D-054-08 20．0

【 晦勵 】
先端部の加工痕ははっきりと段

差を加工する刃の跡が見える。

全体に面取りの加工痕。

覆 t

Ⅲ ‐ 15 －34

河道’ 木
19 －34 G－No. I 1998.06.06

A2 地区 串状製品片 22.80

【砺員 】
C-053 30．4

【 破損 】
一部樹皮あり。 ~~t部腐食のため

破槻。
覆土］

82-
Ⅲ ‐ 15 ‐ 35

河道1 才
19 － 35

1998.06.05

A2 地区 22.70

【 破損 】
串状製品 B-052 15．0

【 砺員 】
4点接合。全体的に細かい面取り

の加工痕あり。側面上部に紐の

圧痕のような跡あり。

覆土1
'㈹7

Ⅲ － 15 －36

L 寸､辛勺

測坦1 木
19 ‐36

'998-05-30

A2 地区 24.40

【砺員 】
丸木材片 D-054-08 53．4

【 破損 】
4点接合。全体的に面取り加工あ

り。
覆」

Ⅲ ‐ 15 ‐37

河道1 木
‐ 19 －37 G－No、 Z 1998.06.06

A2 地厘 丸木材片 B-052
１

０
員
蝿
砺

Ｉ

296.3

【 鯛員 】
枝払い痕2箇所あり。先端部に

樹皮が残っている。
覆土1

'㈹5
Ⅲ - 16 -38

河道1 木
20 －38

1998.05.30

A2 地区 26.40

【噛員 】

75．2

【噛員 】
ﾒL木材 B-052 上部と先端部に加工痕あり。全

体的に腐食している。
覆土I

172－
Ⅲ ‐ 16 ‐39

木河迫I
20 - 39

1998.06. 10

23.60

【晦員 】

A2 地I茜 73．8

【 破損 】
丸木制 C-053 3点接合。裏面ヒビ割れ。両先端

加工。
覆土]

85-

Ⅲ － 16 ‐40

ｌ直
ｑ
１
人

可
邑
ｑ
Ｊ
ｌ 木

20 ‐40 1998.06.05

ﾍ2 地区 丸木制 D-()53-01 16．60

【 】

137，9

【 】
全体的に腐食がひと$く面取りの

加工もよくわからない。
覆土

Ⅲ ‐ 16 ‐41

河道I 木
20 -41 G－No 1998.06. 10

20.90

【 破損 】

103．7

【 破損 】

A2 地LX 丸木材 C-O52 全体的に腐食。摩耗がひと．〈て

はっきりしないが約1cm間隔で

面取り加工あり。

覆~土1
47

Ⅲ ‐ 16 ‐42

､ rb 学、

in｣入且’ 木
20 －42

1998.06.03

15．50

【 破損 】

70．0

【噛員 ］

42 地陞 角材片 D-053 Z点接合。 ~ﾄ部の破損は発掘時の

もの。
覆土1

24
111 － 16 －43

ｌ菌
０
▼
排

ｒ
ｌ
Ｊ

丙
Ｍ

垂
。
Ⅱ
Ｊ
ｑ 目

７
－

20 －43
1998.06.03

A2 地区 13．70

【 破損 】

71 ．9

【 職員 】
三角材片 C-052 表【mが腐食している。

覆土1 －

’

’

一

１

一

ｌ

’

－

’

１

－

馴

却

一

一

訓

一

有

一

ｋ

割

割

48
111 ‐ 16 ‐44

河道1
20 －44

1998.06.03

A2 地区
Ｉ

皿
坤

Ｉ

3．2

【鯛員 】
角材片(2 C-()52 上下欠械。全体に面取り加工あ

り。
覆上I

Ⅲ ‐ 16 ‐45

､l道1
20 －45 G－No、 5 1998.05.27

A2 地区 69. 10

【 破損 】

930.3

【 破損 】
炭化丸木材 D-054 表面は全体的に炭化◎中央より

欠損。
覆土1

145－
|径(c､） 【 】’Ⅲ － 17 ‐46

丸木河道1 }、 TエァレI壷
ロ~／ｰ’1コ21 －46

199806.08
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キウス4遺跡(4)

|蝿!"' | '…m1 l重量
樹種

' ! ‘” ) ' 1 ユ” 】' 1 ボ

重量IIfさ （c､）幅（c､）

樹種

331 ．50

『 】L

2．Ⅸ）

1
■

調査区 ’曹位輔幽
出土年、【， 遺構譜木取 5破

B-052-03 覆t，
｜ ’

和I道1 丸木 3

1998.06~O3

E-O54
覆土2

河道1 半割 2
1998.06. l l

CO53
覆土1 有

河道1 丸木 1

1998.06~O5

C-052
覆"上’ 有 1

ji11jgi 半割| '
1998.05.27

,-053
翻土l

河道1 柾目 1
1”8.06~08

，－053
覆土l

河道1 板目 1
1998.06.06

C-052
覆土2 有

河道1 追柾6
1998.06. 12

,-053
覆土l

河道1 追柾 6
1998.06.08

A-052
覆土1 有

河道1 樹皮 1
1”8.06. 10

A-052
覆土1 有

河道1 樹皮 1
1998.06.08

F-055
覆土1 有

河道1 樹皮 1
1998.06. 13

A-052
覆tl 有

河道1 板' 1 1
1998.06. 1(）

B-052
覆止1 有

ipI道1 板I ’ 1
1998.06. 1(）

CO53
覆土1 有

illI道1 板{二’ 1
1998.06~OS

B-052
種1－． 1 イi・

刈道1 板1 1 1
1998.06~ l0

C-050
Ⅲ層

河道跡ユW
1998．06． 15

11門抵付
【。’ ｴロ調査'又

破

B-052-03
覆tl

丸木ﾛI道I

E-O54
覆土2

半割河道1

CO53
覆土1 1

河道1 丸木

C-052
覆"上1

半割
｡ fb V

iIリ迫I ’

D-053
概土1

河道1 柾目

D-053
覆土］

河道1 板目

C-052
覆土2

河道］ 追柵

D-053
覆土1

河道］ 迫ｷ11

A-()52
覆t］

樹皮i''1道］

A-052
瀧士1

河道1 樹皮

F-055
覆 t1

樹皮河道1

A-052
積tl

板1 1
b T､￥＝

ipjJ且］

B-052
覆止1

iﾛI道1 板! ’

CO53
覆土1

i''1道1 板{二’

B-052
種1．． 1

刈道1 板1 1

C-050
Ⅲ暦

偏謝
材

ipI道跡2

｜ 地区ｷ'’報門番

三鴬學等
| A2 地|メ

(9)長さ （c､）
迩物名称

備考

3点接合。加工は上部のみc．9

【 蝿『（ 】
26．30

1 破損 】
枝切痕片

|径(c､） 【 】Ⅲ - 17 －47

ヤナギ属
21 －47 G－No、 1

' 1 1“!' ! '“!｜
|径(cm) I ]|

ツルウメモドキ属

' 1 ，” ! ' ! '”!’
| ff (cm) 【 】｜

ヤナギ属

' 1 1” !' ! ‘” !’
|径(c､） 【 】｜

トネリコ属

' ! ､” ’' 1 [” 】｜
|径(c伽） 【 】｜

モクレン属

' 1 ，” ! ' 1 1” ,｜
| ff (cm) 【 】｜

コナラ属

| 【 ，“ 】' 1 '” ,｜
|径(cIn） 【 】｜

コナラ属

' 1 ‘~” 1' 1 13｡ 】｜
|径(c､） 【 】｜

トネ!ノコ属

' 1 ｱ“1' 1 ユ'' 1｜
|径(c､） 【 】’

' 1 ' ~鋤 !| 1 ,“】｜
|径(c､） 【 】 ’

' 1 Ⅵ8｡ )| ! "x' ! |
|径(c､） 【 】 ｜

' ! ‘~，, 】' 1 ，“1 ’
' 1モ (c､） 【 】 ’

' 1 ，“’' 1 ' ~帥 ! ’
l if (cm) 【 】 ’

' 1 ｱ” ! ' ! 'm 1 l
l径(c剛） 【 】 ｜

' ! ‘'' ’' 1 ，“ ! ’
l if (cm) 【 】 ’

' 1 ，“ ! ' ! 、” ! ’

2.㈹

【 】

2．80

【 】

>ノルウメモドキ属

0．80

【 】

［ ､70

【 】

ヤナギ属

2．50

［ 】

1 ．50

【 】

トネリコ属

4．50

【 】

1 ．50

【 】

モクレン属

9．90

【 】

2．20

1 】

コナラ偶

3．60

【 】

1 ．70

【 】

コナラ属

4． 10

【 】

2．30

【 】

トネ!ノコ属

7.帥

【 】

2． 10

【 】

1 ．80

【 】

2.帥

【 】

7．80

【 】

1 .(X）

【 】

4．90
「 1
L ｣

3.帥

【 】

4.帥

【 】

1 .8(〕

【 】

7．20

【 】

1 ．70

【 】

8．90

【 】

3.(川

【 】

０
４

．５

１

4．30

【 】

全体に腐食している52．8

【 噛員 】

15．40

【職ii 】
A2 地区 f割材片

212-

'11 － 17 －48

-21 －48

ﾘﾛｪ痕明瞭。10．6

【 鯛ハ 】

7．70

【鯛員 】
A2 地'又 枝切痕片

83
Ⅲ － 17 －49

21 －49

3．7

【 】
表、炭化。2．50

【 】
A2 地区 炭化材①

111 － 17 ‐50

‐21 －50 G－No、 4

34．4

【 】

13．90
『 1
L 』

表面やや肘食しているA2 地l〆 切片

'51 －
Ⅲ ‐ 17 － 51

‐21 － 51

98．2

【 】
'二下摩耗。湾曲している。A2 地区 8．80

【 】

上、; 1
W川

108

Ⅲ － 17 ‐ くうJ全

‐21 ‐52

可3Q

【 I
同一個体。 6点中3点接合。接合

した3点だけ実測。

A2 地区 lラ.Ⅸ）

【 】
切片

229
Ⅲ － 17 ‐53

21 －53

A2 地区 39．3

【 】
4点接合。上、下部に加工痕あ

り。

14．50

【 】
切片

149
Ⅲ － 17 ‐54

-21 －54

ﾍ2 地区 6．80

【 】

13．6

【 】
樹皮巻 樹皮の厚さ0. 1c、

170
Ⅲ ‐ 18 ‐ くく函〆ゴ

-22 －う5

A2 地Ⅸ 樹皮 6．20

【 】

2．6

【 ］
樹皮帷2.0cm，樹皮厚(). 15cm

1s7

Ⅲ － 18 ‐ 56

22 －56

A2 地l〆 樹皮板片 12．20

【噛員 】

48．5

【 破損 】
247

Ⅲ ‐ 18 －57

うう - 574全

A2 地IX 樹皮板 22.側

【 】

158．2

【 】
188‐

Ⅲ － 18 － 58

22 －58

A2 地|メ 樹皮板 20.“

【 】

82，3

【 】
裏而やや腐食〔

176
Ⅲ － 18 ‐59

うう 気O
～全 一 ・J″

A2 地IX 樹皮板 25.80

【 】

’98．6

【 】
全体的に腐食している

92
m ‐ 18 －60

22 ‐60

A2 地Iパ 樹皮板 22.〔犯

【 】
１

４８３」２
１

樹皮の上下に加工痕がある

'71
Ⅲ - 18 －6

22 －61

A2 地IX 割材片 53.70

【 】

663.0

【 】
軍機による取上げ。側的iにII lJ：

痕らしきものあり。先端部の加

工痕は新しい。if(cm) 【 】’Ⅲ -20 － 8

7ナラ属‐23 － 8 O－No 2

266



Ⅵ成果と問題点

『
》
》

書
生
ロ報 鋼
一
》
｜
帥
一
恥

| 調査僅 層紘鱸個展． (噸! '幅1噸! '厚ゞ !"! ｜
出土年月日 遺構名束輌破 樹種

。-‘” 、1 1 1"” ，"1'1鰯1m層 】 【

径（c､） 【 】

河道跡2 丸木 1
1998.06.15 コナラ属

B-04! ", |" ! ! ''"! ! '6｡ !|!",覆土2 有 l 【 】 【

径(c､） 【 】

河道跡2 丸木~ I コナラ属1998.0707

G-03ァ 露~” ユ郷 ,l! &"VD層 l 【 破損 】 【
径（c､） 【 】

G3' #L*' | ′ｿｳﾂｷ1998.08.07

,Dg l ! !""1 1 M: !|1 ユ1，
G-037 62.“

凝（c､） 【 】

~ G-37 丸木 3 ハシドイ属
1998.08.07

F-036 _. _ | 98.3･ ’1' 1|1 '"VD層 l 【 】 【 】
径（c､） 【 】

F-36 丸木6
ノリウツギ

1998.08.05

F-036 1D. | | ' !"! ! "" '| ! "" )| |VD層 I I 【 破損 】 【
径（c､） 【 】

F－36 丸木 l
トネリコ属

1998.08.IO

F-036 .~__ | 22.60 4.3. 1l !瀧川VD層 l 【 破損 】 【
径（c､） 【 】

F毒36 丸木 2
トネリコ属

1998.08.10

G-037 1DIW | | ' ! '!po ! ! '2"!| ! ｽ“’ 1 【VD層 】 【 】 I
径（c､） 【 】1

“フ 丸木| ， トネリコ属
1998.08.06

F-036 .. _ | 73.20 ユ3｡ 1|1"! !VD層 l 【 】 【

径（c､） 【 】

199808051 F-36 丸木 ’ ノリウツギ

’"， ”” ､” !| 1 1”VD層 l 【 】 【 】 【
径（c､） 【 】

F－35 柾目 I
トネリコ属

1998.07. l3

GO36 ,D" ,#! !"｡ } ! .8｡ !| ! &]'VD層 有有 l 【 】 【 】 【
径（c､） 【 】

G-36 板目 1
トネリコ属

1998.08. l l

GO36 ,D｡ | |" ! !") ! '9"!| ! "" !| 1VD層 有 I 【 破損 】 【

径（c､） 【 】

G－36 柾目 5 コナラ属
1998.06. 15

RO34 ,DI｡ |" , !"! , "3｡ !|! [" !VD層 有 l 【 破損 】 【 】 【
径（c､） 【 】

F-34 柾目 2
1998.06. 16 コナラ属

GO3' "" |#, !"! ! '7｡ !|! '"VD層 有 ｜ 【 破損 】 【 】 【
径（c､） 【 】

“‘ 板目 , ’ ﾄﾈﾘｺ属1998.08.06

GO36 ¥D｡ | ! !"! ! $" !|! '"VD層 l 【晦員 】 【 】 【
径（c､） 【 】

G-36 板目 ’ 。ナラ属
1998.08.06

G-036 ユ噸。 ! '"!|1 ｡｣．VD層 有 l 【 】 【 】 【
径（c､） 【 】

…!‘ “‘ “剛， …

個 長さ （c、 幅（c､） 厚さ （c､）調査区 層位

樹種

C-050 73.20

【 】

7．80

【 】

１

加癖

Ｉ

Ⅲ層

河道跡2 丸木
。ナラ属

B-“I 75.40

【 】

5．60

【 】

5．70

【 破損 】覆土2

河道跡2 丸木 【
コナラ属

G-037 55.“

【 破損 】

2.50
7 T
l 』

2．50
r

h 】
VD層

丸木G-37
'リウツギ

G-O37 62.“

【 】

5．70

【 晩員 】

5． 10

【 】VD層

丸木G-37

３

ハシドイ属

F-036 98.30

【 】

3． 10

【 】

3．50

【 】VD層

丸木F-36
ノリウツギ

F-036 12.㈹

【 破損 】

4．20

【 】

4.帥

【 】VD層

丸木F-36
トネリコ属

F-036 22.“

【 破損 】

4．30

【 】

Ｉ

麺癖

Ｉ

VD層

丸木F-36
トネリコ属

G-037 71 ．Ⅸ）

【 】

12.伽

【 】

7.帥

【 】VD層

丸木G-37
トネリコ属

F-036 73.20

【 】
2．30

【 】

2． 10

【 破損 】VD層

丸木F-36
ノリウツギ

F-035 18．90

【 】

4．50

【 】

2.“

【 】VD層

柾目F-35
トネリコ属

G-036 10.50

【 】

6．80

【 】

1．30

【 】VD層

板目G-36
トネリコ属

G-036 22.“

【 破損 】

’9.“

【 ）

2．80

【 】VD層

柾目G-36
コナラ属

F-034 23.Ⅸ）

【 破損 】

4．30

【 】

1 ．Ⅸ）

【 】VD層

柾眉F-34
。ナラ属

G-037 17．80

【 破損 】

9．70

【 】

1 ．80

【 】VD層

板目G36

１

トネリコ属

G-()36 19．70

【晦員 】

3．90

【 】

1 ．80

【 】VD層

板目G-36
。ナラ属

G-036 21 .50
「 T
L 』

1 1 ．30

【 】

6． 10

【 】VD層

板目G-36
『ナラ属

重量(9)遺物名利

備考

丸木材 2030.8

【 晦負 】
重機による取上げ。加工痕は先

端部のみ新しい。面取りの跡は

摩耗して良くわからない。
Ⅲ －20 ‐ 9

23 ‐ 9 G－No l

A2 地区 丸木材 表面全体的に炭化。側面、裏面

に面取りの加工痕あり。

1216．7

【 破損 】589
Ⅲ -20 - 10

－23 - 10

A2 地区 杭状製品片 166．8

【 破損 】
5点接合。側面にも加工痕あり。

約5mm間隔で面取り加工。裏面

ヒピ割れ。

1574‐
Ⅳ ‐“ ‐ 1

73 ‐ 1

A2 地区 杭状製品 939.7

【 破損 】
3点接合。側面に面取り加工あ

り。先端部は摩耗しているが杭

状加工痕あり。

1583
Ⅳ ‐64

弓弓 ヘ

ーノコ － 坐

A2 地区 杭状製品 540.5

【 】
6点接合。 上部腐食のため加工痕

がはっきりしない。中間部Sm間

隔で加工痕あり。先端部斜めに

加工痕あり。他細片多数有り。

1454－
Ⅳ -“ - 3

73 ‐ 3

A2 地区 杭状製品片 97．6

【 璃員 】
面取りの加工痕あり

1629
Ⅳ -64 － 4

_74 - 4

A2 地区 杭状製品片 165．3

【 破損 】
2点接合。全体的に面取りの加工

痕あり。1“0－
Ⅳ ‐“ ‐ 5

74 ‐ 5

A2 地区 杭状製品 171 1 ．0

1 】
5点接合｡加工痕は先端部のみ。

正面中間の欠損は発掘時のも

のo

1557
Ⅳ -65 - 6

－74 － 6

A2 地区 細棒材 190．6

【 破損 】
枝払い3箇所。加工痕は先端部の

み。4593-
Ⅳ －65 － ワノ

74 - 7

A2 地区 板材片 105．7

【 破損 】
板状に加工。

3794
Ⅳ -66 － 8

‐75 － 8

A2 地区 板材Ⅱ 42．1

【 】
表面炭化。裏面樹皮。面取り加

工あり。容器片？1751 －
Ⅳ -66 － 9

75 - 9

A2 地区 板材片 230.8

【 破損 】
5点中3点接合。表面半分炭化。

1385
Ⅳ -66 - 10

75 － 10

A2 地区 板材片
Ｉ

却
輝

Ｉ
2点接合。

1536
Ⅳ -66 － 1 1

-75 - 1 1

A2 地区 板材片
Ｉ

抑
職

Ｉ
3点接合。正面下部炭化。

1532
Ⅳ ‐66 － 12

75 － 12

A2 地区 板材片 67．7

【 破損 】
まだらに炭化。上部、下部破

損。右側面に加工？あり。放射

組織鮮明にあり。

1537
Ⅳ -66 - 13

－75 － 13

A2 地区 割材 637.3

【 】
側面炭化

1401
Ⅳ -67 - 14

76 ‐ 14
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キウス4遺跡(4)

'7闇 {"' |厚ゞ '"｜
樹種

' 1 ，~ !｡ 】| , 1"~』’

厚さ （c、幅（c､）

樹種

2．20

【 】

5． 10

【 】

樹焼|個
皮跡信

轆
一
》
｜
触
一
》

重量（R）報告書 長さ （c､）
噺位調査区遺物名材 備考

表番号

図版番号
誌頂而蕃言

破厩年月H I 遺構名 ｜木取り
135．7

【 破損 】
2点接合

１

如

噸

〔
ノ
ー
ｆ
ｆ
寺

F-035割板材片
VD層

~|径(｡､） 【 】’
27Qコ
ジ~『〃ず

Ⅳ －67 ‐ 15

板目 4F-35 コナラ属
76 - 15 1998.07.13

' 1澱1' 1 1'’ ’' 1
|径("） 【 】｜

コナラ属

' 1 .7, }' ! 』~” !'！
'径(じ､） 【 】｜

コナラ属

' ! "” 】' ! ‘” !| ｜
|径(C､） 【 】｜

トネリコ属

' 1 1“ !' ! ‘7， )| ，
|径(c､） 【 】｜

コナラ属

' ' 1 ，~” !' ,鰯!' ，
|径(c､） 【 】｜

コナラ属

11! .8｡ !| ! '7' ,|
｜径(C､） 【 】｜

コナラ属

111 '" !| ! ﾕ8' !|
｜径(cm) 【 】｜

コナラ属

11 1 10~ '， 】' 1 ﾌ“ !’
｜径(C､） 【 】｜

トネリコ属

11 1鰐’'1鰕)｜
｜径(cm) -i~ 1

トネリコ属

11 1 '"}| 1 '" !|
IE (cm) I ]|

ハンノキ属

,1 ! '3")| , "" )|
｜径(c､） 【 】｜

コナラ属

11 1 1"｡ 】| , 』” !’

2． 10

【 】

3．80

【砺員 】

ゴナラ属

4．70

【 】

3．30

【 】

コナラ属

4．70

｛ 】

4．70

【 】

トネリコ属

6．70

【 I

5.“

【 】

コナラ属

3．50

【 】

3．50

【 砺員 】

コナラ属

3．70

【 】

6．80

【 】

コナラ属

3．60
9

」

2．80

【 】

コナラ属

7.帥

【 】

’0． 10

【 】

トネリコ属

ｌ

癖皿

Ｉ

14．30

【 晦員 】

トネリコ属

7.(則

【 】

7.“

【 】

ハンノキ属

13．70

【 】

8．50

【 】

コナラ属

16．50

｛ 】

4．20

【 】

側1m、裏面の一部炭化、151 ．5

【 砺艮 】Ｉ

ｌ

－

ｌ

１

ｌ

２

ｌ

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

－

ｌ

ｌ

ｌ

２

ｌ

Ｉ

ｌ

１

ｌ

１

ｌ

ｌ

ｌ

１

ｌ

６

ｌ

ｌ

ｌ
脂
」
個
一
１
１
」
沮
行
脂
」
咀
一
ｌ
脂
」
割
－
１
胴
」
割
Ｆ
Ｉ
Ｌ
鉦
宕
賄
」
蜘
一
１
１
」
味
祠
Ⅲ
‐

柾目

柾目 ２

板目

’

1

1

追柾

1

1

丸木

1

23-30

【購員 】
G-()36A2 地区 割板材片

VD層

1497

Ⅳ -67 － 16

G-36

1998.08.0676 － 16

2点接合。全体的に腐食してい

る｡

138．6

【 破損 】
18．60

【 破損 】
G-037A2 地区 角材片

VD層

1575‐

Ⅳ -67 － 17
戸句司

LB－コノ

76 - 17 1998.08.07

145．7

【 】
正嗣炭化17．70

【 】
G-036A2 地低 木端

VD層

1536

Ⅳ ‐67 － 18

G-36

‐76 － 18 1998.08.()6

509.7

【 耐員 】
45．30

1 】
F再036A2 地区 割材片

VD層

1435‐
Ⅳ －68 ‐ 19

1/6割F-36

-77 － 19 1998.08.05

2点接合｡面取り加工あり｡上部

炭化。

229.2

【 鯛員 】
31 .80

【 】
E-034A2 地区 割材片

VD層

1606‐

Ⅳ -68 －20

l/4割E-34

_77 -20 1998.06. 16

表面に面取り加工痕数カ所あ

り。

201 ．4

【 破損 】

21 ．90

【噛員 】
G-036A2 地区 割材片

VD層

1510
Ⅳ ‐68 －21

G-36

77 －21 1998.08.06

先端部が部分的に炭化してい

る。面取りの加工痕あり。

88．9

【 砺目 】

Ⅳ -68 －Ⅳ -68 －

21 ．50

【砺員 】
G-037A2 地区 割材片

VD屑

1568-
22

i/8割G-37
ワマ 勺う

‐ノノ =些竺 1998.08.07

7点中6点接合。上部に加工痕あ

り。

2345.3

【 破損 】
96.40

【 破損 】
G-O36A2 地区 枝切痕

VD層

1700

Ⅳ ‐69 ‐23

G-36

78 －23 1998.08. 1 1

表面、側面に面取りの加工痕あ

り。上部水磨による。

8749.3

【 砺員 】
1 17．80

【 】
G-()35A2 地区 面取り丸木材

VD層

4529

Ⅳ －70 －うベージ

丸木 ､G-35

79 －25 1998.()8.05

部分的に炭化している。側面、

先端部に加工痕あり。

排丸木
2332.8

【 】

103．30

【 】
G-036A2 地区 丸木材

VD届

1390－
Ⅳ －70 ‐26

G-36

－79 -26 1998.06.15

先端部に一部加工が見られる１
割
ユ
九
一
１
割
１

丸

1734．5

【 】
47.70

【 】
F-055A2 地!又 丸木材

V層
248

Ⅳ －70 ‐27

木
79 －27 1998.07.“

3098.5

【 】
細片多数150.“

【
G-039A2 地区

5“4－5“4－

樹皮板
ⅨD層 I

径(c､） 【 】 ’Ⅳ ‐ワ勺 一24ノ△

樹皮G-39 ケラマツ属
－78 －24 1998.09~01
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’

巻 次

シリーズ名

シリーズ番号

編著者名

(財)北海道埋蔵文化財センター調査報告書(北埋調報）

編集機関｜財団法人北海道埋蔵文化財センター

所在地｜ 〒061-0926北海道札幌市中央区南26条西11丁目

発行年月日

｜

’
ふりがな

所収遺跡名

りがな

在地

ふ

所

コード
市町村罰蕃亨

■

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

一

19980506

~19981030

キウス4遺跡

A2地区

千歳市

中央

1090-3ほか

01224iA-03-092 42。 141．

52ノ

48〃

2,230㎡ 高速道路北海道

横断自動車道

(千歳～夕張）

建設工事に伴う

事前調査

／

″

２

４

５

４

’
’ 主な遺構所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺物 特記事項

’
鰯筐跡|集縛

住居跡

(縄文時代早期後

葉～前期初頭）

縄文土器

東釧路Ⅲ式、

コッタロ式、

中茶路式、

東釧路Ⅳ式、

美沢3式、美々7式、

綱文式、 タプコプ式、

堂林式、

続縄文土器

恵山式

旧石器

掻器・調整剥片

低地から

縄文時代

前期初頭の

木製品

土壌

(縄文時代早期後

葉～前期初頭

・後期末葉）

河道跡から

アイヌ文化期の

木製品

焼土

(縄文時代早期後

葉～前期初頭

・後期末葉）

石器

石嫉、 ドリル、

スクレイパ

つまみ付きナイフ、

石斧、

砥石、石皿等

河道跡

(続縄文時代・

アイヌ文化期）

垂飾
’
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